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[image: 最強をこじらせたレベルカンスト剣聖女ベアトリーチェの弱点(7)　その名は『ぶーぶー』]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序　章　最終兵器アビスの！　エンディング・ハック







　名もない小さな丘だった。

　ある【イベリコオーク】が良く佇たたずんでいたお気に入りの場所だった。彼はここから、眼下に広がる人間達の宿屋街を眺めている事が多かった。

　あの頃とほんの少しだけ違う事がある。

　大きな樹きの根元に、わずかだが人の手による痕跡があった。土が盛ってあったのだ。何かしら宗教的なメッセージを付加するつもりはなかったのだろう。盛り土の真ん中には人の腕の太さほどの、粗削りな丸太が刺さっているだけだった。

　注意深く観察すれば縦四メートル、横二メートル程度に四角く土を掘った上で、そこへ被かぶせるように盛り土が卵型に膨らんでいる事も分かったかもしれない。

　この丘を気に入っていた人がいた。

　いつもここに佇たたずんでいた四メートル弱の人身豚面はもういない。土の中で眠っているのだから。
















　ABYSS//こんな所では終わらせません。

　ABYSS//さあ、答え合わせを始めましょう。







　　　第一章　新たなる【ドラゴンイーター】







　　　　１




　異世界グランズニールにやってくる人間達の拠点としてきた場所がある。宿屋街。あくまでも仮の場所として人が生活と冒険の準備に必要なものを積み上げるだけ積み上げたこの街は、良くも悪くも無国籍であった。何しろ地球側からやってくる人間はみんなこの一点に集まって【迷めい宮きゆう】探索を進めていくのだ。それぞれの考えるファンタジー像一つ取ってもバラバラだ。

「私はですね、やっぱり間違っていると思う訳ですよ」

　また装備を新調して【パラメータ】を底上げしたのか、少女達の衣装がしれっとマイナーチェンジしている。

　一階の酒場と二階の宿屋がダブルのアイスクリームみたいにくっついちゃったそのお店で、真っ昼間から愚痴をこぼしているのはゆるふわ金髪にメガネのお姉さん、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンだ。角のついた魔女帽子も二股に分かれたマントもサスペンダーで左右から大きな胸を絞ったセーターも白いのにミートソースのスパゲティがやってきても何ら問題のない人はフォークをくるくる回しながら、

「必要なものを必要なだけ確保する。グランズニールの素材を組み合わせて再現した結果ヘンテコな見た目になってしまう。分かります。ただ何なんだあの連中ッ!?　懐古主義、原理主義？　呼び名は知りませんし興味もないけどやれほんとの中世はお風ふ呂ろに入らないだ食器洗いに洗剤は使わないだあーだこーだと鬱陶しい!!　私達は別に中世ロマンごっこ遊びがしたくて異世界くんだりまでやってきてる訳じゃないっての周りにまで強要すんなばっちいなあもおー！　名前も知らない人からいきなりメガネのつるまで文句言われたわ!!」

「ずぞずぞぞ。ずびずびずばー？」

「……そしてアルメリナ。キョトンとしながらあなた何なんですかその食べ方はッ!?」

　総そう毛け立だって叫ぶフィリニオンだったが、緑のショートヘアにタイトスカート僧服の（薄いくせに胸元開きやがった）【殴おう僧そう侶りよ】は気にした素振りもなく、

「何ってカレーうどんはすする方が正解だろ馬鹿野郎」

「跳ねてますけど？　せっかくこの私がお上品に気を遣ってミートソースと戦っているのに、真正面から全然関係ない流れ弾がビシバシ当たっていますけど!?」

「ずびばー。うーいマスター！　冷たい麦茶おかわりー。ここのカレーはまだ辛味に角が残ってるな、もうちょい麵めんつゆで割らなくちゃだぞ！」

「……これが許されてんのに何で私だけ道端で汗臭い連中に絡からまれなくちゃならないんですかね？　ちょっとお姉さん魅力的なフェロモン出し過ぎちゃってるかなー？？？」

「いつまでもごちゃごちゃ気にすんなよケツの穴の小さい女だな。どうせ相手はリアルな冒険に目がない野〇ソ愛好家集団だろ？　変態の集いからぶりぶりぶりぶり音立てて頭の中身を疑われたって世界の常識は一ミリも動かないよ大丈夫だよ」

「今のは和だろうが洋だろうが全世界的にアウトですからね！　おしょくじちゅーう!!」

　もはやミートソースさんが軽めに口元を押さえる事態になったがカレーうどんさんは神経が頑丈であった。ひょっとするとこの腕力が自慢の僧侶さんは女子校で思いきり羽を伸ばす人種かもしれない。

　と、そこへやってきたのは赤い鎧よろいに白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ。灰色のボロ布をマント代わりにした彼女はフィリニオンやアルメリナのテーブルにちょこちょこと寄りつつ、

「マスターさん、チャイティをお一つ」

「おいベアトリーチェ、ここ香辛料はいまいちだぞ。今カレーうどんの出来にガッカリしてる」

「今はどこでも一緒でしょ。いやあダメだダメだ。【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】、やっぱりどこもかしこも品切れね。みんな追い駆けてる獲物は一緒ってトコかしら。よっ」

「おっと」

「どぶうっっっ!?」

　ベアトリーチェが同じテーブルの椅子を引き、アルメリナがお辞儀するように首を倒して、そして反応の遅れたフィリニオンが丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】で後頭部をどつかれた。

【剣つるぎ聖せい女じよ】の相棒は、レイピア型ではない。元々はある【イベリコオーク】が愛用していた巨大な鈍器を背負っているのだが、

「おいベアトリーチェっ、まだ慣れてないのかよ。腰を折ったり振り返ったりするたびに振り回されるんだ、その背中の馬鹿デカい【兵へい輝き】が！」

「……、」

「ああごめんごめん。フィリニオン？　ちょっと大丈夫、ミートソースの大皿に顔から全部突っ込んでぴくぴく痙けい攣れんしてるけども。女の子なんだから炭水化物の大盛りはやめなさいって」

「ぶはあっ!!　はあ、はあ。べ、ベアトリーチェ、私が美人で優しく頭も良いセレブリティな全体的にデキる全方位死角なしのパーフェクトおねいさんだから決して根に持ったりしませんが、ここ最近横のスイング多過ぎませんかね!?　かれこれ通算五九発目になりますけどもッ!?」

「根に持たないって言う割にきちんとカウントしてるじゃない……」

　こうなるともう帽子もマントも肌の出てるセーターも全部白くても染しみが跳ねない優雅な【白しろ魔ま女じよ】さんとか言ってる場合ではなかった。フィリニオンは顔面全部がお笑い芸人のパイ投げみたいになっているし、メガネのレンズは両方面白い事になっていた。

　ベアトリーチェはベアトリーチェで、自分の身の丈に匹敵する鈍器を背中から取り外して壁に立てかける。背に腹は代えられないのか、おしぼりで顔を拭いちゃう系女子のフィリニオンを横目で見つつ、

「で、だ。どうするの、【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】」

「……アレがないと今【迷めい宮きゆう】に潜っても意味ないんだよなあ。どうやら【レジェンダリードラゴン】を呼び出すのに必須、って情報はガチっぽいし」

　忘れてはならない。

　そもそもベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人娘に限らず、地球の人間達が多大なリスクを負ってでも異世界グランズニールで冒険を続けているのは、【迷めい宮きゆう】探索を繰り返して動植物の構造を参考にしたカラクリ細工の【ギミック】を倒し、宝箱から【トレジャー】を拾い集めて、様々な【経験値】を積んで新たな【魔法】を習得するためだ。地球の科学文明でも実行不能な技術でもって半導体や遺伝子など最先端分野で革命を起こし、技術競争の世界で他を圧倒するところにある。……まあ、この三人の場合は狂ったように無秩序に過熱する技術競争へ従うだけでなく、時には人を破滅に導く新技術を頓挫させる側にも回る訳だが。

【冥めい府ふの王】に、朱あかい【イベリコオーク】。

　グランズニールどころか地球側の七〇億人さえ絶滅させかねない脅威をいくつも乗り越えてきたが、そこで歴史が終わる訳ではない。相変わらず人間は己の欲望に正直に生きていて、他を出し抜くにしても妨害するにしても、『流れ』から取り残される訳にはいかない。

「一週間」

　灰色のマントの端を指先で弄もてあそび、ベアトリーチェはそう呟つぶやいた。

「どんなに長く見積もっても、一週間で【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を手に入れて、【レジェンダリードラゴン】を倒さないといけない」

「はあ、もう黙って状況を眺めているだけで何とかなりそうな感じではありませんよ」

「つっても具体的にどこから攻めてみるべきかね」

　赤と銀の髪の少女は媚こびっ媚こびの【メイドウェイトレス】がトレイに載せて運んできたチャイティのカップを取り、まず香りを嗅かいで、表面を舐なめるように舌先で一口味わってから、

「なるほど……。確かに胡こ椒しようが古いかな。あんまりピリッとこない」

「ターゲットは【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】だけなんですけどね。どうも引きずられる格好で、全然関係ない他の香辛料まで値が上がっているみたいなんですよ。お料理関係はいつ干上がるか分からないなんてデマが広がっているのか、【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の他に使える代替品をシェフや板前が確保に入ったのかまでは分かりませんけど。……おかげで【調合】素材もとばっちり受けてますよ、こりゃ下手すると【回復薬】そのものまで投機の対象になっちゃうかなー？」

　大人気で品薄な【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を中心としたブラックホールが香辛料や薬草まわりまで飲み込み、ついには【迷めい宮きゆう】内において生死に直結する具体的な回復手段にまで関わってきた。こうなると吞のん気きに笑っていられない。

　ベアトリーチェはいまいちキレの良くないチャイティのカップをソーサーに戻しながら、

「……私達としても足踏みしていられないよ。一週間。一週間で【レジェンダリードラゴン】の爪、何としても手に入れなくちゃならないんだから」

「あの牙そのものは市場に出回ってる様子はねえんだよな。一番乗りならそれこそ核取引かってくらいの法外な値段で【リアルマネートレード】でもぶつけてきそうなもんだが」

　薄い胸元を開いたアルメリナは呆あきれたような口振りで言いつつ、冷たい麦茶を一口。

「一応【レジェンダリードラゴン】の呼び出し方法自体は【スクリーンショット】や動画で確認済みだ。部下に分析させたがフェイクじゃない」

「となると呼び出し方は分かっているものの、先に挑んだ皆さんは返り討ちに遭って退却している感じなんでしょうか」

　データのない強敵を前にして、きちんと生きて逃げ延びられるだけでも手て練だれの証あかしだ。しかし挑戦チケット代わりの【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】が手に入らないベアトリーチェからすると、宝の持ち腐れ感がすごい。貨幣代わりの歯車ならしっかり払うので、どうせ無駄にするなら抱え込まずに譲ってほしいくらいだった。言ったら絶対ケンカになるのは目に見えているが。

「……普通に森へ入っても、【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】は手に入らないんだよね？」

「ちょっと前まで普通に生えていたんですけどね。がっつり乱獲されてる上、今ではブチ切れた植物系【ブレイクニュース】さんが逆にプラントハンターの皆さんを狩り出しにかかっているようですよ。今、不用意に山菜取りに出かけるのは自殺行為だと思います」

　……ちなみに左右のサスペンダーで大きな胸とお尻のラインの強調が止まらないフィリニオンならその【マンドラゴラ】の頂点を圧倒する攻略法を持っているのだが、実行に移さないところを見るに、【イレアナ】を退ひかせても【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】が手に入る訳ではなさそうだ。

　ベアトリーチェは東京の魔ま法ほう離り殿でんでは絶対にできない、テーブルにお行儀悪く肘を載せて頰ほお杖づえをつく仕草を見せつけながら、

「……だとすると、やっぱり宿屋街で粘るしかないのかなあ？」

「いやだから、今の今まで方々お店を回ってきたんだろ。それでも【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】は見つからなかった」

　呆あきれたようなアルメリナに、ベアトリーチェは空いた手で人差し指を立てて片目を瞑つぶった。

「じゃあ、普通のお店じゃない調達手段を回ってみるしかないんじゃない？　今までだーれもやりたがらなかった、メンド臭い事この上ない『最後の手段』とやらに」

「うげげ、あそこに頼るんですか？　ほんとのほんとに最後に回したかったんですけど」

　回復専門、何かと言うと大量の【調合】素材を消費する【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが青い顔をしている訳だから、よっぽどの難所というのが分かるだろう。

　基本的に怖いもの知らずな【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェはこう結論づけた。

「迷路フリマ。無秩序に広がり誰にもその実態が分からない、宿屋街のアンダーグラウンドへ行ってみましょう☆」




　　　　２




　迷路フリマ。

　そもそもは固定の店舗を構えるだけの大金を持たない商人や行商人達が、道端で商品を広げて取引を始めたところからスタートしている。誰でも気軽に敷しき物ものを広げて商売を行い、具合が悪くなければさっさと撤収できる関係で、自然と粗悪品を扱う詐欺や盗品売買などが横行し、有志の自警団が踏み込もうにも市場全体がアメーバのように拡大縮小を繰り返し、どこに何のお店があるかも定まらない。結果、宿屋街でも最も胡う散さん臭くさい物騒な一角となった訳だ。

　大雑把に言えば、宿屋街の北東外周を占めているのだが……、

「うひゃあ!?　な、なな、何で安全な宿屋街の中に【ミノタウロス】だの【サイクロプス】だのムキムキマッチョ系が闊かつ歩ぽしているんですかッ!?」

「……ありゃ【召喚師】だの【テイマー】だのが飼かい馴ならしてる使い魔だな。本人不在の時にオートで商品売り買いさせて、人間が何もしなくても差額で儲もうけが出る仕組みを作ってんだ」

　目の前を横切る【亜あ人じん】達を見ながら、呆あきれたようなアルメリナの言葉があった。

　それこそ外から見ただけでは人間の女の子と区別のつかない【ブレイクニュース】の一角、妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】などはしれっと宿屋街に顔を出して人間達が作るお菓子を食べ歩いたり娯楽を楽しんだりしているようだが、あれは例外中の例外だ。

　ちなみに使い魔トレーディング、言うほど信頼のあるモノではないとベアトリーチェは耳にした事があった。単純作業の繰り返しで儲もうけが出ている間は華だが、何かしらの情勢変化でこれまでの計算式が使えなくなると延々無駄な取引を繰り返してあっという間に大赤字になってしまう事もあるのだとか。

　というより、そもそもベアトリーチェ達の頭上では、ぎゃあぎゃあという得体の知れない巨鳥の鳴き声がひっきりなしに聞こえていた。尖せん塔とうの上に留まっている【ハーピー】は明らかに本来のお使いクエストを忘れて野生に帰りつつある。

　ここは同じ宿屋街でありながら誰も正確な見取り図が分からず、半野生・都市型ライフを満喫する人外どもで溢あふれ返かえった迷路フリマ。危険度で言えばもはや【迷めい宮きゆう】と似たり寄ったりだ。

　元々通りに面して建てられた石造りの建物は扉も窓も木の板を釘くぎで打って封鎖され、代わって商売をするのは大通りの左右で思い思いに敷しき物ものを広げる目つきの悪い行商人達。取り扱う品々は雑多だが値札らしい値札は一つもなく、会話の渦に巻き込まれたら貨幣代わりの歯車をどれだけ取られるか分かったものではない。

「うへえ。聞きしに勝るって感じですねえ」

　メガネの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンはびくびく震えて体を小さくしながらアルメリナの陰に隠れていた。薄い人の背中にサスペンダーで絞った大きな胸が当たっているものだから、実は相手をイライラさせている事までは気づいていないようだ。

　自分の身の丈より巨大な鈍器を背負ったベアトリーチェは腰に手を当てて小さく息を吐き、

「やってきたは良いけど、タダで話を聞かせてくれる雰囲気じゃなさそうね。やっぱり『商売』の話をチラつかせないとダメかしら」

「待てベアトリーチェ。根っこがお嬢様のあんたじゃ金銭感覚危ないだろ。こんな暗がりでわらしべ長者【トレード】なんて挑戦したって身ぐるみ剝がされるのがオチだ。ここは私に任せなって」

「うう……。ここが異世界だってのを良い事に昼間っからカジノ入り浸っているお巡りさんの言葉もいまいち信用できないんですけど。わ、私達、明日の今頃は三人揃そろって壇上に上げられてオークションにかけられたりしないでしょうね？」

「なんか妄想力が爆上げしてるなフィリニオン。生理の周期がおかしくなってんのか？」

「ぶふっ!?」

「そして何もゼロから関係構築なんて誰も言ってないだろ。すでに一人潜らせてる、お巡りさんのチームからな。まずはそいつから話を聞かせてもらおうか」




　　　　３




「し、し、主任っ？　ダメですってこんな堂々と表からやってきちゃあ！」

　ビビッドカラーな敷しき物ものの上でぺたりと女の子女の子した座り方をしていたピンクのツインテールが慌てた様子でわたわた両手を振り回した。【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラ。肩もおへそも丸見えのノースリーブに太ふと股ももの付け根近くまで露出させるミニのプリーツスカート。異世界側でのビジュアルに凝り過ぎて、かえって人工物臭く見えるほどの媚こびっ媚こびであった。

　フルドラは三人娘を石造りの建物と建物の隙間にあるような路地へ案内したのち、

「……もぉーう。何なんですかあ潜入捜査の真っ最中に。ひょっとして部下が潜入と汚職の一線を行ったり来たりしてないか心配で抜き打ちの監査の真似まね事ごとでもしたくなったとかですかあ？」

「その辺の線引きは自分の責任で勝手にしろよ、私達は表に出せないお巡りさんなんだから。……単純に情報が欲しい。【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】。表のマーケットが散々だったのはご存じの通りだが、こっちはどうだ？　出回ってる店に心当たりは？」

「……ウワサ話で良ければ腐るほどありますけど、粗悪品どころじゃないその辺の雑草摑つかまされるだけでしょうねえ」

　フルドラは両手のポンポンで顔の下半分だけ隠して上目遣いという、本物の女の子ならかえってやらないような媚こびモーションを炸さく裂れつさせながら、

「【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】については、この迷路フリマでも見当たりませんねえ。ただし、全く見当たらない事が入手のヒントになっているかもしれませんけどお」

「それってどういう……いやまさか」

　何かを言いかけて、赤い鎧よろいに白のミニスカートを穿はいたベアトリーチェの言葉が止まった。

「誰かが流通を止めている」

　気づいたらしい少女にフルドラは片目を瞑つぶり、

「トランプの七並べで自分のカードを止めて周りを困らせるのと一緒ですう。誰かが【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を買い占めて値を吊つり上あげようとしているんじゃないですか？　宿屋街の表も裏も、街の外に広がる森まで探し回っても一つも見当たらないなんて流石さすがに普通じゃありません。特定の誰かが状況をデザインしたと考えるのが妥当じゃないですかあ？」

　……もちろん読みを間違えると得体の知れない陰謀論を自家生産で広げるだけ広げて存在しない敵を憎み抜く羽目にもなりかねないが、アルメリナやフルドラは特殊捜査のプロだ。今はベアトリーチェもその嗅きゆう覚かくを信用する事に決めた。

　そしてその線で考えると、一週間待っても一ヶ月待っても状況が改善するとは限らない。

　となると、

「独り占めしているヤツから蛇口を開けてもらうしかないかな。私達も【レジェンダリードラゴン】の爪に用がある。こんな所で顔も知らない誰かの小遣い稼ぎに付き合って足踏みしている場合じゃない」

「でもベアトリーチェ、具体的にどうするんですか？　あなたも言った通り、私達はまだ相手の顔も分からないんですよ？」

「たとえ言い値で大金を積んだって強欲なそいつが応じるとも思えないしな。黙っていれば倍々で価格が上がっていくのは分かっているんだ。向こうは絶対『待ち』に徹する。いつかどこかで下り坂に転じる瞬間まで。付き合っていたら私達の設けたリミット、一週間なんてあっという間に過ぎちまうぞ」

　……殴って奪う選択肢も異世界ではアリなのだが、相手の実力が分からない内は保留となる。所詮は【リアルマネートレード】と侮あなどるなかれ。グランズニール絡がらみだと第一線のカンスト組を多数抱えた諜ちよう報ほう機き関かんが外貨獲得のため国家ぐるみで暗躍しているケースもありえる。どっちみち、交渉も戦闘もご本人様の顔と名前が分からない事には始められない。こちらには時間がないのだ。

　ベアトリーチェは灰色のマントを指先でもみもみ、そして考えをまとめた。

「似たような状況、アルメリナ覚えてる？　【迷めい宮きゆう】内【クリスタルジェイル99】、あちこちにある結界宝箱を開けるのに使う特殊な使い捨ての鍵を独占して億万長者を夢見たオークション馬鹿を締め上げた方法」

「……えげつないねえ」

　呆あきれたように息を吐くアルメリナだが、言葉に反して表情は楽しげだ。まるでイタズラを思いついた小さな子供のような顔つきで彼女はアシストしてくる。

「となると、効果が出るまで三日ってトコかな」

「三日……」

　全体で一週間となると、実に半分。

　決してどぶに投げられる時間ではないが、

「必要な三日だと思いなよ、このままだったらジリ貧で一週間全部失うぞ。どのみち浸透させてる間はやる事ないんだ、いったん地球側に戻って英気を養うのが一番だろうよ」
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　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

　一等地も一等地だが、たった一人の少女のためにキロ単位で土地を買い占めて巨大な豪邸を築いていた。これを究極の贅ぜい沢たくと呼ぶか、豪華なだけの牢ろう獄ごくと呼ぶかは各人の感性によるところが大きいだろうが。

　奇麗に刈かり揃そろえた芝生が広がる庭園の真ん中にある東あずま屋や。【ゲート】から出てきた黒髪ツインテールに赤いドレスの少女は、全身にのしかかる疲れに任せるまま屋根に覆われた露ろ天てん風ぶ呂ろへと身を投げていた。

　衣服なんぞいちいち脱がないし、艶つややかな髪が濡ぬれようがお構いなし。

「お嬢様、お帰りになられうぎゃああああああああああああああああああ────っっっ!?　ドレスもっ、宝石、髪が、ああもうどこからどう手をつけたら良いものか……!!」

「あら悠はる花かただいまぶくぶくぶく」

「まずはお説教が最優先でした。お嬢様おやめくださいぶくぶくとかお行儀悪い!!　ストロー刺さったジュースでイタズラする子供じゃないんですから!!」

　ぎゃんぎゃん嚙かみ付つかれるが相手はメイド三姉妹の末っ子、一番小柄な悠はる花かなのであんまり迫力がない。

　赤いドレスの少女の胸元で何かが鈍い光を反射させていた。

　レイピアを模したハードキーとはまた違う。

　もっと無骨なデザインだ。

「やる事ないのよね」

　あわあわもジェット水流もどんとこいな円形お風ふ呂ろに仰向けで浮かびながら、あっちもこっちも透けちゃっているお嬢様は気だるげに呟つぶやいていた。

「具体的には丸三日くらい。突然連休とか言われても困ってしまうわ。時間を持て余す……」

　グランズニールに長期滞在していると少しずつ体内時計や自律神経に悪影響が出てくるので、もう一度ニュートラルに戻すのが目的なら、それこそベッドでゴロゴロしているだけでも十分有意義と言える。しかし、だ。それではやはり持て余す！　思春期女子の時間は基本的に濃密なのだ。一ヵ所でじっとしてられないとも言う。

　優等生ちゃんは細い顎あごに人差し指を当てて、

「そうだ、時間に余裕がおありでしたら書類仕事などはいかがでしょう？　可能な限りは色いろ花かお姉ちゃんが対応していますが、それでもお嬢様に目を通していただきサインをもらいたい資料がかなりの数宙に浮いている状態でして……」

「あうー。ばうわうー」

　もう反論が人語の領域を超えていた。

　合理的でクレバーかもしれないが、たまの連休を潰してやるような事ではない。

　ぴろりん、と軽い電子音が鳴り響いたのはその時だった。音源は赤いドレスの少女と一緒に湯船に浮かんでいる防水のスマホだ。少女はクラゲみたいに漂ったまま、キーボードより素早く文字を打ち込んでいく。

『あら珍しい、ルサールカ？　貴女あなたから連絡が来るだなんて』

『今東とう京きように来てるんだけど』

　本当に珍しい。

　ルサールカは年上のグルアガッハにべったりだが、リアルの地球だと地方に住んでいる関係でなかなか東とう京きよう暮らしのお姉様とは会えないらしかった。なのでルサールカにとってグランズニールは憧れのグルアガッハと逢おう瀬せの時を楽しむ場でもあるようなのだが……。

　すると向こうから次のメッセージが投げ込まれてきた。

『ほんとにこんな事してる場合じゃないのは承知なんだけど、修学旅行なのよ。堅苦しい班行動とか飽きたし、自由行動使ってお姉様と一緒にいるんだけど、そっち行っても大丈夫？　どうせ国に管理されてるあんたは敷しき地ちから出られないんでしょ』




　そんな訳でだ。

　一五分もしない内に状況が動いた。




「うっ、うう。あのお嬢様に同年代のご友人がこんなにも……」

「……、」

　何やらメイド三姉妹の末っ子が感極まってハンカチを手放せなくなっているが、赤いドレスの少女はざっくりした感情に流されず、密かにぼっち認定されていた事実をゼッタイ忘れまいと心に誓う。というか悠はる花か自身は苦楽を共にした親友ではないのか。あとぐるぐるメガネの金きん髪ぱつ巫女みこやタイトスカートのスーツのメガネ美人が何気に年増認定されている。まったく誰にとっても不幸でしかない。

　ちなみにやってきたのはルサールカを入れて三人ほど。ウェーブがかった長い栗くり色いろの髪のお嬢様がグルアガッハ、あちこちパンクになった眼帯の黒髪コケシはヴィルデフラウだったか。いずれも関係が深いのはお巡りさんのアルメリナだ。……実は東とう京きよう側がわではあまり顔を合わせないので、赤いドレスの少女は未いまだにちょっと顔と名前の連結がスムーズにいかなかった。頭の中で名前を出すとグランズニール側の目鼻立ちが自己主張を始めてしまう。

　そしてルサールカご本人様はと言えば、

「う、な、何よ……。ちんちくりんなのは仕方ないでしょ。修学旅行の途中で抜け出してきたんだから、その、学校の服だし」

　思っていたより小さい。

　スカートをやや短めにいじっている以外は工夫の見られない素朴なセーラー服。赤みの強い茶髪を、頭の後ろで強引にお団子にした女の子。

　グランズニール側では【ノーブルダンサー】なる稀き少しような【ジョブ】を持つ、風を得意とするカンスト組、レオタードの随所に銀の装甲やブーツなどを足したような少女だった。ひょっとすると地球側でも体操競技に特化したカラダ作りを徹底しているのかもしれない。

　でもっていきなり妙な言い訳から入ってきたのは、向こうも地球側で待つ赤いドレスの少女がまだ馴な染じまないからか。あるいは魔ま法ほう離り殿でんのスケールに圧倒されているのかもしれない。生粋のお嬢様であるグルアガッハやかつて薄汚れたパトロンをバックにつけて湯水のように真っ黒なお金を使ってきたヴィルデフラウと違って、ルサールカの金銭感覚はごくごく普通の学生レベルだったはずだ。

　一方のコケシは細い腰に片手を当てて、小さな鼻から息を吐いてあっさり言った。

「ふうん、さっき見てきたテレビ局よりは金がかかってそうですわね」

「うん？　東とう京きよう観光の名所巡りなんて、貴女あなたならいつでも行けたでしょうに」

「東とう京きよう暮らしだとかえって機会がないものではなくて？　電波塔とかドーム球場とか。わざわざフリーの時間潰してまで国会議事堂や最高裁判所なんて見学したいとは思わなくてよ」

　そんなものなのだろうか。東とう京きよう暮らしだろうが何だろうが、どっちみち魔ま法ほう離り殿でんから出られない赤いドレスの少女にはあんまり実感のない話だ。

　よっぽど舞い上がっているのか、庭園で冷たい紅茶やクラッカーを中心としたお茶菓子の準備をする悠はる花かは珍しく茶器でカチャカチャ音を鳴らしてしまっている。

　目を丸くしているのはお嬢様お嬢様した栗くり色いろウェーブの生徒会長さんだ。

「へえ、やはりお上手ですね。これは見習わないと」

「そうなんですかお姉様？　うう、コーキュー茶葉とかいまいち違いが分からない……」

「大丈夫、分からなくて正解ですよ。違いなんてないんです。お茶の葉や茶器そのものは、きちんと見て回れば輸入食品系のスーパーやネット通販でも手に入るものですし。いわゆるニュートラルですね」

「にゅーとらる？」

「はい」

　くすくすと笑って、生徒会長のお嬢様は小柄な体操少女にこう付け足した。

「キャビアだフォアグラだ、フカヒレだイベリコ豚だ、やけにお高い食材をバカスカ使えば『それなり』に見えるものです。たとえ実際に作るのが牛丼やハンバーガーであってもね。どこにでもあるニュートラルな素材や道具で、どこにでもある以上のスペシャルな美味おいしさを引き立てられるのは、それはそれは本当に腕がある証あかしなのですよ。何より、普通の食材であればこちらが萎縮してしまう事もないでしょう？　これは、彼女なりの友好の証あかしなのです」

「へえー」

「テーブルマナーの基本は楽しくお食事する事。高級感満載で相手を怖がらせて、何だか美味おいしかったと言わなければ怒られそうな空気で押し潰すなど論外です」

「つまりこのメイドさんは見た目よりずっとすごいって事ですか、お姉様？」

「いいえルサールカ、見た目通りにすごいのです」

　い、痛み入ります、と何だか褒められ慣れていない悠はる花かが照れ始めていた。

　コケシの方はと言えばお茶よりクラッカーの方が興味をそそられるようで、小さなチーズや小魚のオイル煮などを勝手に載せてひょいひょい口に放り込みながら、

「そういえば宿屋街の方にも潜り込んでいるって話がありましたわよね。【ブレイクニュース】の誰かさん」

　眉を片方ピクンと上げたのは赤いドレスの少女だ。

「……それはまあ、さもありなんなのでは？　【妖よう精せい】達たちってそのまんま朝露とか花の蜜とか吸っていそうだもの。人間達の贅ぜい沢たくを知ったら抜け出せなくなるでしょう」

「んえっ？　でもお姉様。いくら見た目が人間そっくりって言ったって、あの女王に人間とおんなじようなお買い物なんてできるんですかね？　何か嚙かみ合あわないような……」

　ホットと比べれば幾分作法や格式から遠ざかる感のあるアイスティだが、それでも少女達の嗜たしなみ方かたはかなりバラつきがあるようだ。

　最初の一口を含んでまぶたを伏せる生徒会長、ストローがないと飲めないコケシ、お茶よりも数種類色をつけて小分けにされた角砂糖に興味を持つ体操少女。そして普段通りグラスを傾けている赤いドレスの少女。

「はー。いつものサイクルにいると、ついつい和んでしまうわね」

　透明なグラスの縁から唇を離して、ふと赤いドレスの少女はこう洩もらしていた。

　まるで、気が緩んでこぼれ出たかのように。

「……本当は、こんな事している場合ではないのに」
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　一方の異世界グランズニールであった。

　正確には人間達が拠点にしている宿屋街の、酒場の壁にある掲示板。

「よーしこれでキリ番の一〇〇枚目っと。まあ、こんなもんかね」

「我ながらびっくりの調合表です。……何の根拠もないパチモンですけど」

　角付き魔女帽子にメガネの【白しろ魔ま女じよ】と無理して胸元開いたうっすーい（笑）【殴おう僧そう侶りよ】の二人は、自分達で作った張り紙を眺めてそんな風に言い合っていた。

　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人は広大な【迷めい宮きゆう】の中を徘はい徊かいするカラクリ細工の【ギミック】の一つ、【レジェンダリードラゴン】に用がある。しかし幻の敵は普通にしていても遭遇できない。

【レジェンダリードラゴン】をおびき寄せるためには【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を調達する必要があるのだが、今度はその流れを見越して宿屋街の誰かが買い占め騒動をやらかしてしまったらしい。

　他に調達先がない以上、ベアトリーチェ達はこの人物Ｘが独占している【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を狙うしかない。しかもどこの誰か特定できていないため、こちらから盗み出すのではなく相手から手放すように仕向けるしかない。

　では具体的にどうするか。

　こんな情報を流る布ふすれば良い。




　もはや【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】は不要。

【レジェンダリードラゴン】をおびき寄せる新攻略法を発見。もっと簡単に【エンカウント条件】は満たせます!!




「とんでもねえ話だ。カンッペキにデマじゃねえか」

「まったくです。ま、あちらを立てればこちらが立たない、雁がん字じ搦がらめの知恵の輪みたいに色々素材を集めて確率低い【調合】に挑戦しなくちゃならないから、そうそう簡単に出来上がった品を【迷めい宮きゆう】で試す事はできないでしょうけど」

　こちらとしては、適当な時間が稼げればそれで良い。

　その間に、デマが広がって【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の市場価格が大暴落してしまえば。

「【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】はここ最近注目された素材だけど、それでもやっぱり一種丸々買い占めるのには相当の歯車を積んだはずだ。一千枚払ってでも独占したのは、絶対に一万枚になって返ってくるって思ってるからだな」

「なのにガリガリ価値が落ちて、今に一〇〇枚一〇枚一枚にもならなくなるって分かったら……まあ、破算に脅おびえる日々が始まるでしょうねっ☆　『絶対儲もうかる』と信じて先行投資した分だけそのまま借金が焦げ付く訳ですし」

「となると、どこかの誰かさんのリアクションはこうだ。……これ以上値が下がる前に、とっとと【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を手放そうとする。少しでも借金を減らすために。ヤツは今に蛇口を緩めるぞ」

　しゅにーん、という甘ったるい声が飛んできた。ピンクのツインテールに肩とへそを出したノースリーブとミニスカートの組み合わせ。【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラが、別のビラの束を摑つかんでぶんぶん振り回しながら近づいてきたのだ。

「『買い』の張り紙もばら撒まいておきましたよう。求む、【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】一つを【黄玉の歯車】二〇〇枚で買い取ります。……ほんとに大丈夫なんですかねえ？　最大時の五〇分の一にも満たしませんけどお」

「大丈夫大丈夫、むしろ払い過ぎなくらいだ。今や【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】は預金封鎖に陥った国の国債くらいヤバいんだぞ。確定で買い取ってくれる輩やからがいるなら飛びついてくるさ」

　アルメリナやフルドラは特殊捜査のプロとしての技術を使って情報の出し入れの流る布ふ設せつ計けいを構築していたが、それにしても面白いくらい広まった。おそらく古参のカンスト組は調合表が紛まがい物ものだと気づいている。それでも話に乗って拡散に手を貸しているのは、やはり【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の独占者に一泡噴かせたいからだ。

　メガネのお姉さんフィリニオンはいたずら好きの子供みたいに瞳を輝かせ、

「ふふっ。投資ファンドだか外貨獲得だか知りませんが、今頃【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の独占者さんは涙目の大慌てでしょうね。きっと青い顔してこう言っていますよ……」

　が、続く言葉は口くち真ま似ねの域を超えた。

　というか、すぐそこから思い切り被かぶってきた。




「ぬおおッ!?　このままでは【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】バブルが崩壊してわしの一人負けではないかァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」




　驚いたカンスト組が店内を見回すと、端の方のテーブルに酒場には不釣り合いな誰かがいた。小柄な体たい軀くに幼げな顔立ちの、長い銀髪の少女。未成熟なボディラインを花飾りと黒いリボンワンピースで包んだだけの（そう、つまり中には何にも穿はいちゃいねえ）誰かさん。

　妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】。

　こう見えて、魂を持つ逆説【ブレイクニュース】の堂々たる一角である。

　アルメリナやフィリニオンは啞あ然ぜんとした様子で、

「おま……」

「人間のふりして宿屋街でお菓子を食べたりオモチャで遊んだりしているそうですが、そうか、何か変だったんですよね。お金代わりの歯車をどうやって手に入れているのかと思ったらこの人!?」

　植物系の頂点【イレアナ】がキレて大暴れした後まで乱獲が続いていたのだ。いかにカンスト組でもそうそう簡単に猛攻を搔かい潜くぐって採取などできない。同クラスの【ブレイクニュース】が出てくるのが妥当だが、普通、彼ら【ブレイクニュース】は人間の集まる宿屋街で買い物などしない。大パニックになってしまう。

　そうなると。

　双方の条件に合致する犯人は誰か。

「お、おお……」

　向こうも事態に気づいたらしい。涙目で震える【ストリオーナ】は売りのアルメリナと買いのフルドラ、二種類のビラを交互に見て、

「お前達か……。わしの足を不当に引っ張るのはお前達かああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!???」

「うるせえなそもそも不当に吊つり上あがっていた方がおかしいんだよ！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうが止まらない。そしてこういうハーブとか薬草とかに詳しいフィリニオンが、はあ、と甘い吐息を洩もらす。

「というか、それならほんとの適正価格で取引します？　【レジェンダリードラゴン】がトレンドに出てくる前はフツーに単なる雑草扱いでしたから」

「ま、底値の中の底値、【木の歯車】一枚でしょうかあ？　……むしろこれでもマシな方で、下手すりゃ持ってる側が歯車を払って引き取ってもらうべきかもですけどお」

【ストリオーナ】は口をへの字にしたまま黙り込んでしまった。声を出したら震えると分かっているからかもしれない。

　公正なお巡りさんアルメリナは悪魔のような笑みを浮かべ、人差し指で床を示した。

「泣いてすがりつけ。それなら【黄玉の歯車】二〇〇枚で許してやる」
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　思わぬ入手先から【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】が出てきた。

　ベアトリーチェ達の連休も終わり。

　いよいよ【レジェンダリードラゴン】を求めて【迷宮】探索が始まる。

（あと四日……）

　順当に【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】は手に入った。

　しかし全体のリミットを考えると、そろそろ余裕がなくなってくる頃だ。何しろベアトリーチェ達は【レジェンダリードラゴン】の現物を見た事がないのだ。十じつ中ちゆう八はつ九く正しい情報と判断できるが、合理的な判断とは別の所で、やっぱり一抹の不安が滲にじみ出でるのは止められない。

　赤い鎧よろいと白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】は灰色のボロ布マントを翻し、頭のてっぺんから伸びた髪の先に火の【魔法】を点つけて明かりを確保しつつ、

「狩り場は【ステアピラミッド71】辺りがクサいって話だったよね？　色々情報が錯さく綜そうしているけど……」

「良いいって良いいって、【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】なら腐るほどあるんだ。怪しいトコ見つけたらポンポン放り込んで色々試そうぜ」

　階段だらけの石の山まではそこそこかかる。行って帰ってくるまで考えると、実際に【ステアピラミッド71】に滞在できるのは一日くらいが妥当か。カンスト組であるかどうかは関係ない、道中はできる限り余計な敵に見つからないよう進むべきだ。

　行って一日、探索に一日、戻って一日。

　残り四日のリミットのほとんどを使い切る計算だ。これで失敗したらおそらく立て直しは効かない。

　それでもだ。

　三人娘の一人、へそまで出してるフィリニオンが何やら感慨深そうにこう呟つぶやいていた。

「……【迷めい宮きゆう】探索、ですか。ちょっとずつですけど、ようやく戻ってきましたね。いつもの調子が」

「……、」

　長い通路と大部屋の組み合わせでできているフロアを通り抜け、いくつかの下り階段を降りていき、途中で細かい休憩を挟みつつ、ベアトリーチェ達は目的地を目指す。

　元々この【迷めい宮きゆう】は、最終兵器アビスを造るための兵へい器き工こう廠しようの一環だった。中に入り込んだ生物に迷路、ワナ、敵など様々な試練を与える事で、その乗り越え方を観察し、設計の参考にすべき生体構造を割り出すための演習場だったのだ。

　実際に完成したアビスがリリースされた事により、すでに兵へい器き工こう廠しようはその役目を終えている。

　しかしそれでも、人間達の【迷めい宮きゆう】探索は続く。兵へい器き工こう廠しようの話は異世界側の理屈だ。地球での利害やしがらみに衝つき動うごかされる人間達には関係ない。ここから人間達が様々な『新発見』をし、勝手に滅びの道を進む可能性もありえる。

「あったぞ、あそこだ。【ステアピラミッド71】……」

　こっちもおへそを出してるアルメリナがそんな風に言った。

　開けた場所だった。ここが地下深くの【迷めい宮きゆう】である事を忘れてしまいそうなくらい高い天井。そして四角い石が山積みされた人工の山に絡からみ付つくようにして、大小様々な階段が蛇のようにのたくっている。

【迷めい宮きゆう】の形は不定期に変化していく。

【ステアピラミッド71】も、いつまで存在するかは誰にも保証できない。

「……、」

【剣聖女】は色々振り回して手に入れた【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の束を、適当に床へ投げた。

　直後だった。

　ぶわりと、地下空間には相応ふさわしくない風の流れが彼女の髪を嬲なぶる。見上げてみれば、石の神殿のてっぺん、そこに、何かがいた。

　今の今まで、一体【迷めい宮きゆう】のどこに潜んでいたのか。

　あまりにも広大な空間だからこそ、自由を許される存在。

　優に五〇メートルを超える、飛竜に似たカラクリ細工。黄金に輝く巨体を前にして、むしろベアトリーチェは舌した舐なめずりしていた。鈍器。大き過ぎるグリップに穴を空け、人の手でも取り回せるようカスタムした得物を背中から抜く。

　やっとの獲物だ。

「レジェンダリーなんて言うからどんなものかと思っていたけど……まあ、【ブレイクニュース】と比べるのはあんまりか」

　ヤツは【ポップアップ】した。

　そうなると【迷めい宮きゆう】での動き方も変わってくる。

「恨みはないけど、狩らせてもらおうか。フィリニオン、アルメリナ。行動回数に注意！　【パーティ】単位で計上して！」




　　　　７




【迷めい宮きゆう】での戦闘は地上のそれとはルールが違う。動植物の体構造を模したカラクリ細工の【ギミック】は、こちらの動きに合わせて駆動する。ベアトリーチェが一歩歩けば向こうも一歩。逆に言えば、こちらさえ動かなければ【ギミック】も動かない。思考時間は無制限、詰つめ将しよう棋ぎのように相手の手を封じながら体の置き位置を決めていくのが基本となる。

　この場合特に重要視されるのが、通路と大広間の関係だ。

「具体的にどうすんだ？　通路の入口を陣取って一方向から打撃を絞るか!?」

「数で言えばこっちが勝ってる。むしろ開けた場所で囲んでフルボッコした方が早い」

「あのうー、もしかして三対一ってカウントしていませんよね？　私は回復専門です、基本的に後衛！　バカみたいな腕力の【ダメージディーラー】もアホみたいな硬さの【タンク】も期待しないでくださいってば!!」

「それだけの減らず口が叩たたければ大丈夫よ。前衛前衛」

「あいつ即死以外は何でも回復するから全体で見れば意外としぶといよな」

　ぶわさっ!!　と空気を叩たたく轟ごう音おんが響き渡ったのはその時だった。ピラミッドの頂点にいた【レジェンダリードラゴン】がゆっくりとその場で浮かび、こちらを睥へい睨げいしてくる。

　大顎は閉じたままだ。

　いきなりブレス系の飛び道具が来る訳ではなさそうだ。その巨体を活いかして、急降下で流星のように押し潰しにかかるつもりか。

「チャンス!!」

　相手が勢いをつけたタイミングで、むしろベアトリーチェの方から指を振って味方にサインを送りつつ、巨大なピラミッドに向けて駆け出した。

　見せつけるように、腰の鞘さやからレイピアを抜き払う。

　こちらが動けば敵も動く。こちらが考えている間は敵も動かない。

　しかし【迷めい宮きゆう】での戦闘は、厳密に言えば【完全ターン制】とは異なる。ベアトリーチェが一秒一行動を取る間にも【ギミック】は二回でも三回でも動けるし、敵の振り上げた爪が当たる寸前でこちらが動きを止めれば、そこで一時停止してしまう。金属バットで考えてみよう。ホームラン狙いのフルスイングがバント狙いのチョコンに置き換わるようなものだ。

【迷めい宮きゆう】探索において、力任せの大振りを必要とする物理攻撃よりゼロ距離飛び道具の感が強い【魔法攻撃】が歓迎されたのもそういう理屈だった。どんな姿勢、どこまでギリギリで体を止めても、きちんと最大威力の打撃をお見舞いできる。

　そして今、【レジェンダリードラゴン】は高いピラミッドのてっぺんから急降下してきた。彼我の高低差は七〇メートル以上。いかに巨大な翼があるとはいえ、いったん流星のような急降下を始めてしまった以上、もう自分の意思ではアクションを止められない。

　そう。

　動き放題なのだ、今なら。ヤツが地上に激突する『一行動』が完了するまでの間なら。

　それは一瞬？　数秒？

　いいや。

【ステアピラミッド71】。その名の通り蛇の塊みたいに無数の階段がのたくるピラミッド状の構造物だが、いちいち順路など気にしていられない。背中から光り輝く魔法陣と共に炎の翼を噴き出し、だんだんだん!!　と自分の背丈よりも大きなブロックを立て続けに駆け上がるベアトリーチェは胸から来る高揚を止められない。

　巨大な質量の、真下に潜り込む。

　右手に握り込んだレイピア状の【兵へい輝き】を下からすくい上げるようにして頭上に掲げ、そして叫ぶ。

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　カッ!!　と閃せん光こうが吹き荒れた。オレンジ色に輝く八本の熱線が垂直に飛び、五〇メートルの巨体の腹へ突き刺さった。地上を狙う流星のようだった【レジェンダリードラゴン】の弾道が明確によじれる。直上にホップしたのだ。

　黄金の竜は重力に縛られたカラクリ細工だ。空中でピタリと止まれない以上、地上に降りるまでが一行動になる。

　つまり、

「ヤツを地上に降ろさなければ永遠にやりたい放題よ！　アルメリナ!!」

　流星のように斜めに落ちる【レジェンダリードラゴン】を、真下から叩たたいた。今のままだと奇麗に空中へ留まらず、あらぬ方向へ飛んでいくだけだ。

　そして地上では薄いのに頑張って胸元開いた緑の髪の【殴おう僧そう侶りよ】が、鎖付きの鉄球をぐるんぐるん回していた。モーションの大きな物理攻撃はこまめに移動と停止を繰り返す【迷めい宮きゆう】での戦闘には不向きだが、今なら違う。

「おら行くぞ！　この最強美人な私に時間を与えたのは間違いだったなガラクタ野郎ッ!!」

　存分に遠心力を蓄えた鉄球が解き放たれた。

【レジェンダリードラゴン】の鼻っ柱を真正面から叩たたき潰つぶすような一撃だった。正面衝突。完全にベクトルが消滅し、黄金の竜が空中でふわりと止まる。

　落下など許さない。

　やはり階段を無視して一段二段とピラミッドのブロックを飛び降りたベアトリーチェは位置取りを確認し、さらに【レジェンダリードラゴン】の下から垂直に爆炎を突き上げ、丸々太った腹を狙う。

　今度の今度こそ、であった。

　立て続けの大爆発に押し上げられ、黄金の竜が浮かび上がる。慌てたように翼を広げるが、もう遅い。常にベアトリーチェが五〇メートルの巨体を持ち上げ、時にアルメリナが横から叩たたいて【レジェンダリードラゴン】の位置のズレを修正する事で、ヤツを空中の檻おりに閉じ込めながら確実に削り壊す構図が完成する。

「ひ、ひええ。【空中無限コンボ】に入っちゃいましたけど……」

「ま、一人ぼっちで玉座に腰掛ける大魔王なんてこんなもんだ。大広間に雑魚ざこがみっちりパターンの方がめんどいしな」

　もちろんこれは、ガトリングのような勢いで高火力の【魔法】を使い続けてもガス欠にならないカンスト組だからこそできる戦法だ。途中、可能な限り長い道のりでは余計な戦闘を避けてきたのも大きい。並の人間ならあっという間にガス欠か、そもそもあれだけの巨体を下から浮かばせる事もできずに押し潰されるかだ。戦闘に不向きなフィリニオンはサスペンダー使って自分で絞ってる胸を上下させ、ほっと安あん堵どの息を吐いていた。

「よ、良かった……。こんなナリで最前線に放り出されなくて。ひとまずこれで撃破まで追い込めそうですね。【レジェンダリードラゴン】の爪さえ手に入ってしまえば……」

　その時だった。

　何重にも花開く紅ぐ蓮れんの爆炎で見通しが悪くなっているが、確かに三人娘の耳には聞こえた。ゴゴンッ!!　という炎の爆発とは異なる轟ごう音おんが。

「あー、ベアトリーチェ？」

「ど、どどどうしたんですアルメリナ。よしましょうよこんなタイミングで変な声出すの……」

「やっちまったんじゃねえのかお前」

「不穏過ぎますってえ不幸を呼び込むボイスになってますよ私達にはコトダマって考え方がありましてね!!」

　リアルでは巫女みこさんの人からありがたい講義を聞く前に状況が動いた。

　真下から持ち上げ過ぎたのだ。

　天井にぶつかってしまった【レジェンダリードラゴン】がくるりと回って太い脚の鉤かぎ爪づめでその天井を摑つかみ、足場を確保して、こちらを睨にらみつけてきた。

　落ちるまでが一行動……ではない。

『着地するまでが』だ。

　改めて。

　ゴオッッッ!!　と。地下鉄の列車がトンネル内の空気を押し出すような烈風を伴いながら、全身の力を使って【レジェンダリードラゴン】が垂直に突っ込んでくる。

　狙いはベアトリーチェ。

　赤い鎧よろいと白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】の【魔法】は確かにケタ外れだが、多数当てて黄金の竜を空中に持ち上げていた事からも分かる通り、一撃で粉々に粉砕できるほどではない。そして【レジェンダリードラゴン】側にとってはどうでも良い。鼻っ柱を潰されようが翼をもぎ取られようが、重力に導かれればそのまま華きや奢しやな人間を押し潰してしまえる。

　全体四日のリミットの内、実に三日を今回の作戦に投じる事になっていた。

　ここで失敗すれば立て直しはできない。

　何としてもこの一回で【レジェンダリードラゴン】を倒さないといけないのに。

「っ!?」

　無駄な抵抗があった。散発的に炎の【魔法】が打ち上げられるが、天井を蹴った黄金の竜の勢いまでは殺しきれない。

　あっという間だった。

　ピラミッド途中階層に【レジェンダリードラゴン】が落ち、猛烈な衝撃波と粉ふん塵じんが広がっていく。ピラミッド全体が崩れて石のブロックの雪崩と化していた。

　しかし。

　しかし、だ。




「【陽炎かげろうミラージュ】、解除」




　美しく、そして無慈悲な声が一つ。

　灰色のボロ布マントを翻すベアトリーチェは今まさに半分近くが崩れたピラミッドの頂点に立っていたのだ。瞬時に移動したのではない。そもそも最初の最初から、彼女はピラミッドの途中では立ち止まらず、【レジェンダリードラゴン】とすれ違っていたのである。

　これまで分かりやすく目に見えていたのは、熱と光が織り成す蜃しん気き楼ろう、その虚像。【魔法】は飛び道具だが、物理に縛られた銃弾とは違うのだ。軌道を曲げられるものもあれば、そもそもの射出元・発生地点を手元からズラせるものもある。

　そして気づいた時にはもう遅い。

「アルメリナ」

「味方まで騙だますなよな、りょーかい!!」

　今さらのように、【レジェンダリードラゴン】が起き上がろうとするが、自らの巨体でピラミッドを叩たたき潰つぶしてすり鉢状にしてしまった上、石のブロックの雪崩が覆おおい被かぶさっている。急降下攻撃が得意なようだが、逆に言えば飛び上がって上さえ取られなければ恐れるに足らずだ。

「悪いね、【レジェンダリードラゴン】」

　くるん、と。

　丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を片手で軽々と回し、グリップの穴に通した右の五指の他、【魔法】で鉱こう滓さいを集めて巨大化した左の籠こ手てで支えて、だ。お行儀悪く舌した舐なめずりして少女は告げる。

　そう。

　今の彼女の得物は、レイピアではない。




「私はこいつを受け継いだ。だから今の私は【ドラゴンイーター】なのよ!!」
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　起き上がる事など許さなかった。

　爆炎と打撃。

　今度の今度こそ、ゆっくりと吊つり天てん井じようで押し潰していくような破壊が【レジェンダリードラゴン】に差し向けられた。
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　それでも三時間も保もったのだから、やはり【レジェンダリードラゴン】はその名を冠する程度の実力はあったはずだ。動きを止める事ができず、地べたで巨大な顎あごや鉤かぎ爪づめ、尻尾相手に格闘していたら、どれだけ被害が拡大していたか分かったものではない。途中、死んだふりしてこちらを安心させてから飛びかかろうとする狡こう猾かつさまで兼ね備えていた。

「はあ、はあ。おいベアトリーチェ、中までしっかりウェルダンに仕上げたんだろうな？」

「大丈夫よ。それより【レジェンダリードラゴン】の爪は？　丸焼けで使い物にならないなんて話じゃなければ良いけど……」

「ひい、ひい、ひいいー」

　特に戦ってもいないのに一番息切れしているメガネの牛が、ようやく崩れかけたピラミッドをよじ登ってきた。戦闘のあれこれで階段は崩れてしまったが、それにしても運動不足過ぎる。

　しかし彼女を連れてきたのは単なる保険としての回復役だけではない。そう、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは【調合】のエキスパートなのだ。わざわざ実戦的な戦闘力を犠牲にするほど極振りの。その関係で、素材を見る目も確かなものだった。

　サスペンダー自分縛りの変態はメガネのつるを指先でなぞりながら、

「……状態としては、まあ、及第点ですね。どっかの戦闘バカどものせいで表面が多少焦げてますけど、私達が欲しいのは頑丈な先端部分ですし」

「つまり？」

「ええ。これで最後の素材も揃そろいました」

　腰に片手を当て、灰色のボロ布マントを揺らして、片目を瞑つぶってベアトリーチェが結論を促すと、回復の専門家は首を縦に振ったのだった。




「ようやっと、ぶーぶーさんを助ける手立てが整ったって訳です」
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　忘れるはずがなかった。

　片時たりとも。




　何もベアトリーチェだけに限った話ではない。

　ここのところ、カンスト組が【迷めい宮きゆう】に潜ったり島内で素材採取に出かけたり宿屋街のオークションに入り浸ったりしていたのは、全てここに帰結する。

「ぶーぶー……」

　深い深い【迷めい宮きゆう】から地上に戻ってきたベアトリーチェは、山の中腹にいた。ある丘、彼がお気に入りだった場所。そして今では四メートルの巨体がすっぽり収まる大きな穴に土を被かぶせ、こんもりと埋めてしまった場所。何の宗教にも依よらない、ただ粗削りの丸太が一本だけ刺さっていた。

　だけど。

　これで終わりじゃない。

　彼の家に残された最終兵器アビスは確かに言っていた。




　ABYSS//こんな所では終わらせません。

　ABYSS//さあ、答え合わせを始めましょう。




「……宿屋街で稀き少しよう品ひんの【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】探すのに空回りして三日。本格的に【ストリオーナ】追い詰めてからの【迷めい宮きゆう】探索でさらに一週間。あれから一〇日か。ほんとに中のぶーぶーは無事なんだろうな？」

　プリースト系なのに回復はからっきしな人こと貧乳胸元開きアルメリナはそんな風に呟つぶやいて、土の墓を眺めていた。そう、墓。ここにぶーぶーを埋めたのは間違いのない事実だ。

　答えたのは彼女の部下である、ピンクツインテールの【錬れん金きんチアリーダー】フルドラだった。

「ええと、アビスさんの理屈自体は正しいと思いますけどお……」

「それ以前に、他に手はないからあの人型シミュレータを信じるしかないといった感じですわね」

　根っこの問題なのか、どこか悪辣が混じるのは【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ。とはいえ彼女の人柄を測るなら、言葉とは裏腹に外堀を埋める材料集めのため宿屋街のオークションではきっちり奔走していたところまで加味しなくてはならない。

　西洋喪服の美女、長い長い金の三つ編みをぐるりと回して大きな円を描くグルアガッハは自分の細い顎あごに人差し指を当てながら、

「ええと、それでは最終確認しましょうか。【キングクラーケン】のスミ、【千年眠り花】の花粉、【電でん裂れつ石せき】の高純度原石、そして【レジェンダリードラゴン】の爪……。他に足りないものはありませんよね？」

「試薬を使って検査する時も気をつける事ね。モノと試薬をセットで商人辺りから買い取った場合、商品はもちろん試薬の方までパチモンって可能性もあるんだから。最低でも同じ試薬を二ルートから調達する事！　それが信用ってものだわ」

　ぴっちりしたレオタードを銀の装甲で盛ったルサールカの言葉は、彼女がかつて【迷めい宮きゆう】の奥深くでイミテーションの回復薬に翻弄された経験を考えると、非常に重たい意味を持つ。

　これに対してサスペンダーでぎっちぎちな胸を張ったのはフィリニオンだ。

「ふふん。何でもかんでも買って楽に済ませようとするから付け入る隙が生まれるんです。試薬？　何それ自分で【調合】しちゃえば？　ふははこれなら信用一〇〇％、この【白しろ魔ま女じよ】おねいさんがいれば騙だまされる事はありません!!」

　具体的な薬品については、フィリニオンとフルドラに任せておけば良いだろう。

　ベアトリーチェは改めて、ぶーぶーの墓へ目をやった。

　長かった、と言ってしまったら、同じように【イベリコオーク】達のために道を踏み外してでも奔走し続けた【賢者】に鼻で笑われるだろうか。

　とにかく、丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を通じてアクセスしたアビスはこう言っていた。

『ぶーぶーさんはベアトリーチェさんを助けるために決断し、全身を電気的な火傷やけどと神経伝達の誤動作によって焼き切られていきました。今から一つ一つを回復薬で治そうとしても、その間にぶーぶーさんの生命活動は止まってしまいます』

　アビスの言葉は冷たく機械的で、だけどそれだけでは語りきれないほのかな熱があった。

『しかし【イベリコオーク】はこのアビスと戦うために進化を続けてきた生命種族です。その自己治癒能力はかなり高い。まずは極限環境に置き、この機能の活性化を促してください。現状の島の文明レベルですと、土中に埋めて貧酸素状況を作り出し、ぶーぶーさんの脳に適度な負荷をかけるのが最良と思われます』

　全てはこのためだった。

　墓標のように見えた粗削りの丸太は、言ってみればシュノーケルだった。完全に酸欠にしてしまわないよう、それでいて狙った通りに空気の流入量をギリギリまで絞り込むため、細心の注意を払って中身をくり貫ぬいた命綱。

「……、」

　改めて、ベアトリーチェは集めてきたものを一つ一つ確認していく。フルドラが迷路フリマで手に入れた【オトナカカオ】の実、アルメリナが得意とする鈍器系では両手で振り下ろす鉱山用のハンマー、ヴィルデフラウが氷漬けにした【電撃マンタ】。

　極めつけに。

【レジェンダリードラゴン】の鋭利で頑丈、そして中が空洞になった爪と、各種薬効成分を掛け合わせた強心剤。

　分かっていた。

　必要な事だと分かっていても、穴を掘ってぶーぶーの巨体を放り込み、上から土を被かぶせていったベアトリーチェの心はどれほど締めつけられたか。

　自らの魂を地獄の炎で炙あぶるような苦悩の末に、ようやく彼女は摑つかみ取とったのだ。このチャンス、一度限りの逆転劇を。

「うん、全部揃そろってます。いつでもいけますよ、ベアトリーチェ！」

「分かった」

　頷うなずく。

　自分のしてきた事が正しいのかどうかは分からない。それでも、悔いのない選択を貫いてきたと、もう一度確かめるために。

「こんな所じゃ終わらせない。私達の手で、必ずぶーぶーを助け出す!!」
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『朱あか』に蝕むしばまれた【イベリコオーク】の集団が世界を渡って地球を破壊してしまうのを食い止めるための戦い、その最終盤においてベアトリーチェはレイピア型の【兵へい輝き】を破壊されてしまった。

　これがなければ人間は地球に帰還できず、人間は異世界側では数日間の滞在しか許されない。

　少しずつ確実に衰弱していくベアトリーチェは、死を待つしかなかった。

　だけど、ぶーぶーはその運命をねじ曲げようとしたのだ。

　いつも腰に下げている丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】の設定プロファイルを書き換えて、ベアトリーチェに与えるために。あらゆる生物の長所を取り込んできたぶーぶーの体の中には、電気魚の特徴も備わっていたらしい。不完全な力を無理矢理使い続けた結果、ぶーぶーは自分で自分を激しく感電させ痛めつけてしまい……。

　それで。

　だから。







　土の中に埋め、シュノーケル代わりの丸太を突き刺した事で適度に貧酸素状況は作り出せているはずだ。

　傷ついたぶーぶーの体自体は、【イベリコオーク】そのものが持つ強大な自己治癒能力が少しずつ確実に癒いやしている。

　その上で問題なのが、

『体温の低下を止められません』

　アビスはそう言っていた。

『陽ひ当あたりの良い場所を選んだり、あるいは土を被かぶせた上から火を焚たくなどでも対症療法は可能です。ですが根本的に休眠状態に入ったぶーぶーさんは栄養を補給できず、自己治癒能力のためにエネルギーを使い続けています。体温調節機能が働いていない、と見るべきです。つまり、貧酸素により自己治癒能力を引き出すのは有用ですが、そのままにはできないのです。一定ラインを越える前に必要な自己治癒能力を促しつつ、スイッチが入った後は速やかに掘り返してぶーぶーさんに活を入れる必要があります』

　アルメリナは自前の【兵へい輝き】をスコップに組み替えながら呆あきれたように言う。

「つまり自力で土から出てこられないサナギみたいなもんか。ほんとに大丈夫なんだろうなフィリニオン、掘り返してみてまだスイッチ入ってませんでしたじゃやり直し効かないぞ！」

「むしろどっかの妖よう精せいバカが【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】を独占してくださったおかげでスケジュールは遅延気味です。宿屋街の中でうろうろして三日、本格的な仕手戦から【迷めい宮きゆう】での討伐まで合わせてさらに一週間……。実に一〇日です、少なくとも早過ぎるなんて事はないのでご注意を!!」

　中にぶーぶーが横たえてあるというのに、ベアトリーチェもフルドラもルサールカもドカドカスコップの先を土に突き刺しているのもそういう事だ。とにかく時間がない。多少うっかりしても、筋肉と脂肪のカタマリぶーぶーを怪我けがさせる心配はなさそうだ、というのもあるのだが。

「っ、見えてきましたわよ！」

　十字剣中央、胸の真ん中辺りで青く光る魔法陣を浮かばせ、氷のスコップを動かしていたヴィルデフラウが、黒土の合間から見えた灰色の肌を見て思わずといった調子で声を上げていた。

　西洋喪服に長い長い三つ編みをぐるりと大きく回して円を描いたグルアガッハがやや首を傾かしげ、

「……見えたのは、右腕でしょうか。こちらが肩、手首まではこう伸びて……。大体シルエットは、そう、こんな感じになるでしょう、皆さんお気をつけて」

「ふうー。お姉様、さっきから何をぶつぶつ言ってるんです？」

「ルサールカ、あなたが今お尻で踏んでる辺りがジャストぶーぶーさんの顔ですッ！　ちょっとは気をつけろ!!」

【イベリコオーク】の自己治癒能力さえ解放できれば貧酸素を保つ必要はない。ベアトリーチェは這はいつくばり、両手を使ってぶーぶーの顔の辺りの土をどかしてやる。

　あちこち泥だらけで、両目も瞑つぶったままだけど。あの懐なつかしい顔があった。

　嚙かみ締しめるように、ベアトリーチェは口の中で呟つぶやいていた。

「……ぶーぶー」

「おっ、おい。マジか、埋める前より血色良くないか？　いくつかキズとかヤケドも消えてるぞ」

　そう。

　ぶーぶーには永遠の眠りはまだ早い。彼は冷たい土の下で、一〇日以上も己の限界と戦い続けてきた。

「ええいっ」

　角付き魔女帽子を被ったメガネの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが、救急箱の形の【兵へい輝き】から取り出した三角フラスコの中身を振ふり撒まいた。

　もちろんこれだけで極限まで死に近づいたぶーぶーがぱっちり目を覚ます訳ではない。

　一瞬で気化して蒸気になった薬効成分は、むしろ周りにいたベアトリーチェ達へ目薬のように作用した。

　ぶーぶー、その大きな頭の上だった。

　デジタルカウントがあった。それは生存の可能性だった。全員の視界と重なるように、そこには確かにこう表示されていた。

　〇・〇〇％。

「っ」

　検査薬がつまびらかにした、そのあまりの残酷さに息を吞のむベアトリーチェだが、立たち眩くらみに襲われている場合ではない。ここからだ。一つ一つ行動を積み重ねて、値を増やし、一〇〇％に到達する必要がある。

「始めよう。みんな手伝って！」

　火を絶やす訳にはいかない。

　顔と右手が見えた事で、大雑把な位置や態勢が分かってきた。四メートル弱の巨体を顔の上から足の先まで全て掘り返す必要はない。時間がないのだ。とにかく体の上に覆おおい被かぶさっていた土をみんなでどかしていく。

　生きているのが不思議なくらい、呼吸に合わせた胸板の上下は緩かった。今にも止まってしまいそうだ。

　ぐっ、と灰色のボロ布マントで体を包むベアトリーチェは唇を嚙かんで、しかし迷わない。丸太か鉄骨に似た【兵へい輝き】を背中から抜くと、

「【火ひ柱ばしらファイアストーム】」

　ボンッ!!　と、ぶーぶーの露出した肌から勢い良くオレンジ色の炎が噴き出した。ベアトリーチェの気が触れた訳ではない。それはあくまで一瞬の出来事でしかなかった。

「炎と熱による一次消毒完了！　フィリニオン、フルドラも!!　アルコールだの薬草だの二次消毒は任せた!!」

「派手な炎にハーブに果物に……ええいまるで小こ洒落じやれたフレンチの果物料理みたいになってませんかあ!?」

【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラが青い顔して叫ぶが、まだ何も終わっていない。

　短パンを軋ませるようにして、フィリニオンがさらに指示を飛ばす。

「無理矢理にでも血流を上昇させる必要があります。アルメリナ、ハンマーを用意してください！」

「マジかよ瀕ひん死しの病人に振り下ろすようなもんじゃないぞっ！」

　おろおろしながらも、【殴おう僧そう侶りよ】は緑色の魔法陣と共に、鉱山用のハンマーを両手で持って振り上げる。物理打撃系を極めたアルメリナの【兵へい輝き】は、様々な形に変化するのだ。

　フィリニオンは仰向けになったぶーぶーの体に、バツ印と番号を書き込んでいった。

「どうぞ!!」

「ああもう!!」

　それこそ、鉱山で働くような一撃だった。

　右みぎ太ふと股もも、左ひだり太ふと股もも、下腹部、そして胸の真ん中。順番通りに打撃していくと、マヨネーズや歯磨き粉のチューブの底に残った余りを搾り出していくように見えなくもなかった。そういえば、慣性の力と戦い続ける戦闘機のパイロットにとって一番怖いブラックアウトは、足の先に溜たまった血液が頭の方に戻ってこなくなるから発生するのだったか。

　くんっ、と。

　ぶーぶーの頭にあるデジタルカウントが明確に跳ね上がる。容赦のない〇％から、二、三〇％の間を行ったり来たりする状況だ。

　一％以上の値がある。

　これだけでベアトリーチェの涙腺が緩みそうになるが、まだだ。ここで気を緩めたらせっかく手に入れた可能性が手の中からするりと逃げてしまう。

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウが横入りするように叫ぶ。

「【電撃マンタ】、準備できましたわよ！」

「解凍したらぶーぶーさんの胸に。みんな離れてください!!」

　透明な氷でできたバスタブほどのキューブだった。仰向けのぶーぶーの胸板に両手で置いたヴィルデフラウが氷の制御を手放すと、大きな桶をひっくり返すくらいの水がぶーぶーの上半身を濡ぬらし、そして中に閉じ込められていた平べったい海洋生物が目を覚ました。

　ズバヂィッッッ!!!!!!　と。

　目に見えて分かるくらい激しい火花と共に、四メートル弱の巨体が明確に跳ね上がる。

　西洋喪服のグルアガッハがやや戸惑ったような声で、

「つ、強過ぎではないですかっ？」

「いいえむしろ浅い！」

　一方の【白しろ魔ま女じよ】は緊張感を崩さなかった。

　一度は六〇％まで急上昇したデジタルカウントだが、引っかからない。止まらないのだ。そこからガクンと急降下してしまう。

　四〇％を下回る前に角付き魔女帽子のフィリニオンはさらなるアクションに出る。

「ヴィルデフラウさんは【電撃マンタ】を引ひき剝はがして、グルアガッハさんとルサールカさんはこちらのハンカチを！　【オトナカカオ】の果肉を包んだものです」

「うん？　チョコレート？？？」

　怪け訝げんな顔をするレオタードに分厚い装甲を足したルサールカが疑問の声を発するが、

「今でこそお菓子の材料の代名詞ですが、カカオは元々心臓の薬だったんですよ。ただし食べさせないで。嗅かがせるくらいでちょうど良いいんです！」

　大きな口ではなく、特徴的な鼻を両手で塞ぐように。二人がかりで上から白いハンカチを押し付けていく。

　値は。

　止まら……ないッ!!

　まだ下がる!?

「ベアトリーチェ、やるしかありません!!」

「分かってる!!」

　希望を言うなら、これをやる前に七〇％は欲しかった。だけどチャンスは一度しかない。そしてうろたえて手を止めても、ぶーぶー生還の可能性は穴の空いたバケツから水が漏れていくように、ひたすら下降していくだけだ。

　一％でも高い内に。

　獲得した可能性を無駄に終わらせないために。

　震える指先を必死になって動かし、ベアトリーチェは最後のアイテムを強く握り込む。

　ここまではお膳立て。

　最後の賭けが成功しなくては意味がない。

「ッ!!」

　フィリニオンが放り投げた何かを、灰色のボロ布マントを翻したベアトリーチェが片手で軽く摑つかみ取とる。【キングクラーケン】のスミ、【千年眠り花】の花粉、【電でん裂れつ石せき】の高純度原石。リレーのバトン程度の円筒の正体は、注射器に収まった特注の強心剤だ。

　もちろん。

　生身で一千メートルの巨竜を叩たたきのめす【イベリコオーク】の胸板だ。分厚い筋肉と脂肪の層を考えれば、まともな針など通らない。

　そこでだ。

　ベアトリーチェ達は、どうしてもある【トレジャー】に用があった。




【レジェンダリードラゴン】の爪。

　ぶーぶーの胸の真ん中を確実に貫き、その先端を心臓にまで届けさせる針を。




（……何のために？　もちろん決まってる、片時たりとも忘れた事はなかった）

　ベアトリーチェは注射器と呼ぶにはあまりに太い円筒を杭くいのように摑つかみ直なおす。

（ありふれたサイクルを前にしても、個人の感情なんてお構いなしに回る世界を眺めても、ここだけは絶対に見失わなかった!!）

　あの声を、屈託のない笑顔を。

　彼と共に過ごしたありふれた時間を、取り戻したかったから。

　だから。

「目をッ、覚ませ！　ぶーぶーゥゥゥうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう!!!!!!」

　渾こん身しんの力だった。

　全体重をかけて人身豚面の胸の真ん中、分厚い筋繊維の切れ目、肋ろつ骨こつや胸骨の間を潜くぐり抜ぬけ。ベアトリーチェは思い切り【レジェンダリードラゴン】の爪を叩たたき込こんでいく。

　鈍い音。

　手首に返る抵抗感。

　目的の心臓に達したのを十分に確認してから、人間に使えば全身の毛け孔あなから血を噴いて死ぬような濃度の何かを一気に注入していく。

　計算は間違っていない。

【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】でてこずらされたが、リミットは超過していない。はずだ。

　なのに居心地の悪い沈黙が辺りを包んでいく。

　値は……？

　ベアトリーチェが慌ててぶーぶーの顔へ視線を投げたが、フィリニオンの検査薬の効果が切れたのだろう。視界へ重なるように表示されていたデジタルカウントがなくなっていた。

　一〇〇・〇％に達したか。

　及ばず、墜落したか。

　ドッドッドッドッ!!　と、薬を打ち込んだ側のベアトリーチェの方が、やたらと心臓を暴れさせていた。

　それでも待つ。

　待つしかない。

　そして。

　そして。

　そして。

　値は、止まらない。

　落ちるッ!?

「……、!!」

　あるいはそれは、人間相手にやれば一撃で即死してかもしれない。だけど少女は相棒の頑丈さに賭ける。無我夢中だった。長い爪を突き刺したまま、自分の腕ごと【魔法】の爆発にさらしたのだ。

　心臓への、直接の打撃。

　今度こそ。今度こそ、これが正真正銘の最後の手段……ッ!!




「ぶはっ!!　ぶしゅ、ぶしゅう!?」




　そういうバネ仕じ掛かけの罠わなのようだった。びくんと巨体が揺れたかと思ったら、周りの土を巻き込む勢いで上体が勢い良く飛び上がる。かえってベアトリーチェの方が引っ張られるくらいだった。胸に刺さった竜の爪を考え、慌てて巨大な円筒から両手を離す。

　自然と、身を起こしたぶーぶーの胸板に寄りかかる格好になった。

　相変わらず獣じゆう臭しゆうはすごくて、油断すると咳せき込こんでしまいそうだけど。

　ベアトリーチェはしばらくそのまま頰ほおを離さず、瞳を閉じていた。

「ぶーぶー……」

　口の中で呟つぶやく。

　万感の想おもいを込めて、赤い鎧よろいに白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】はこう叫んでいた。

　途中からは。

　半ば嗚お咽えつでひずんだ声で。




「この寝ぼすけ、一体いつまで人を心配させているのよ！　バカ!!」




　ぼんやりと、だ。

　滲にじむ視界であった。

　ぶーぶーは最初、耳につく音が自分の弱々しい呼吸のものとは理解できなかった。

　ここはどこだろう。

　何故なぜ、意識が続いているのだろう。

　彼はベアトリーチェを助けられれば良かった。結果、命と引き換えに別の命が失われたとしても。ずっとずっと傍そばにいてくれた、一番大切な少女さえ幸せに暮らしてくれるなら。

　だけど。

　だけど、だ。

　泥まみれの顔がすがりついてきた。辺りに散らばる道具をかき集めるのに、どれだけ苦労してきたのだろう。すっかり疲弊しきって、感情的に叫ぶその様子に、いつでも頼れる優しいお姉さんの顔なんかどこにも残っていない。彼女のパーソナリティの一つを、粉々に破壊した。何を押し付けたのかを、ぶーぶーはようやく理解した。彼は幸せをもたらした訳ではなかったのだ。




　もう、自分の命を粗末にしない。

　そんな風に、逃げたりはしない。




　弱々しい動きで手を伸ばし、胸板にすがりつく少女の頭を抱え込むようにして。

　それだけ、男は心に決めた。
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　　　　１










　ABYSS//これからあなたにやってもらいたいのは、間違い探しです。

　ABYSS//分かりやすいヒントはありません。

　ABYSS//今まであった『六つの事件』。

　ABYSS//その資料の全てを駆使して、違和感を見つけてください。
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「ぷーきー」

　異世界グランズニールの山の中腹、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちが一夜にして組み上げてくれたレンガの家の前で、四メートル弱もの巨体を誇る灰色の人身豚面、ぶーぶーは小さな子供みたいに首を傾かしげていた。

「ベアトリーチェなに飲んでる？　なんかどす黒い色しているけども」

「うん？　これはコーヒー☆　グランズニールでゼロから調達するのは苦労させられたんだー」

　答えたのは赤と銀の長い髪をたなびかせる、真紅の鎧よろいと純白のミニスカートに灰色のボロ布マントを付け足した【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ。彼女は両手で木彫りのマグカップを包み込むように持って適当な切り株に腰掛けながら、そんな風に笑っていた。

　本当に本物のコーヒーを調達する場合、豆の栽培から始めて、ロースト、ミルで挽ひいてサイフォンを熱してああだこうだとひたすらめんどくさい事この上ないのだが、地球側でメイド三姉妹のデキるおねいさん枠・色いろ花か辺りから面白い情報を手に入れたのだ。

　……いわく、たんぽぽコーヒーなるものがあるらしい。

　その名の通り、専用の豆ではなく植物の根を使った一品だ。所詮はコーヒーっぽい味がするだけのイミテーションに過ぎないが、やはりモノがあると安心する。異世界だと純正のコーヒー豆もたんぽぽも見つからないのだが、そこはそれ。あっちこっちで試行錯誤を繰り返し、時に顔をしかめ時にのたうち回りながら、何とかして【ふわり雄お花ばな】の根がたんぽぽに近いらしいと突き止めた。まさに血と涙の結晶である。趣味のためなら死ねる生き物は人間くらいのものだ。

（……植物の根っこの話なんて薬草関係に強いフィリニオン辺りが詳しいと思っていたのに、やっぱりかゆいところに手が届かないんだよねあのメガネ牛）

「びくびく、つまり何がどういう事？　人間の不思議なご飯のお話か？？？」

「うーん」

　なんか警戒するようなぶーぶーの声に、さてどう答えたものか。そういえばぶーぶーはベアトリーチェの見ていない所で、【調合】に滅法強い【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが作ったエナジードリンクを飲んで目を回したらしい、という話を聞いたような？　【イベリコオーク】は強きよう靭じんな筋肉の他に感覚器官も鋭敏なので、刺激物が苦手なのかもしれない。

「ご飯っていうよりは嗜し好こう品ひんかなあ。腹持ちとか栄養とかの話じゃなくて、むしろ味や香りを楽しむためのものっていうか……」

「……ぶー。また人間がキッカイな儀式を持ち出してきた」

　小難しい顔で唸うなるぶーぶーは食事関係の執着なら人並み外れているようにも見えるのだが……反面、彼は生きるために食べ物を探している訳だ。お菓子や嗜し好こう品ひんには触れる機会がなかったのかもしれない。

　たんぽぽコーヒーはカフェインを含まないので、小さな子供でも問題ないらしい。ベアトリーチェは気軽な調子で、

「ぶーぶーも飲んでみる？」

　こういう時は、笑顔で尋ねながらさっさと空いたマグカップに黒々としたコーヒーを注いでしまうに限る。意味もなくびくびく警戒しているルーキーに考える時間など与えてはならぬのだった！

　ぶーぶーは味や匂いよりも、まずその色に着目したようだ。なんかちょっと胡う散さん臭くさそうな顔で大きな鼻をひくつかせ、

「ぶー……。ほんとにこれ口に入れても大丈夫なモノなのか？　なんか黒々としてるし、匂いからして焦げてそうなんだけども。木のおうちを虫から守るお薬みたい」

「あはは。必ずしもブラックで飲むのがオトナの証あかしとは限らないのだよぶーぶー。こっちがミルク、こっちが砂糖。そもそも嗜し好こう品ひんは楽しむためのものなんだから、無理なんかしても意味がないものね」

　ちなみにカンスト組のベアトリーチェは簡単に言っているが、このミルクと砂糖の調達も割と力ちから業わざのゴリ押しで大自然に立ち向かった結果である。異世界グランズニールにスーパーやコンビニはないのだ。

「ぷきっ、これ【恵みカエデ】の樹液を煮詰めたのか？」

「そそ、シロップが白く粉をふくまでね。どうしてもクセがちょっと残っちゃうんだけど、純正品の白糖は相当の難物だし。【農耕系】の連中は良くやるよ」

「これ栄養がたくさんあるって長老に聞いた事ある！　すごいな、あまーい。どんどん入ってくる、体に染しみ込こむー」

「ちょ、角砂糖だけ一点突破でバクバク食べるのは反則だぶーぶー!?　全然オトナな空気が漂わない！」

「ぷきー。こんなの入れたら何だって美味おいしくなっちゃう気がするなー」

　なんかもう今日の主役が横にズレていた。よっぽど甘い味がお気に入りなのか、にこにこが止まらないぶーぶーは角砂糖をいくつかマグカップに放り込むと、

「ごくん」

「あっ!?」

　顔を真上に上げて、一息に喉へ通してしまった。感覚的には、コップ一杯の水で錠剤を飲み込むように。白い湯気が止まらないマグカップに対し、もはや気休めみたいなふーふーすらやっていなかった。

「ぶっ、待、ぶーぶー!?」

「？？？　どうしたベアトリーチェ？」

「ちょっと口開けてっ、早く！　ヤケドとかしてない!?」

「ぷきー？」

　背中で斜めに差した丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を揺らし切り株から腰を浮かせて叫ぶベアトリーチェだったが、ぶーぶーは何を慌てているのかピンときてない、といった調子でキョトンとしているだけだった。やはり【イベリコオーク】、根本的な体の作りが人とは違うらしい。

「ぶ、ぶーぶー？」

「どうしたお前、素すっ頓とん狂きような顔して」

「えと、その……初めてのコーヒー、苦くはなかった？」

「アレ入れちゃったらみんな甘くなるから分かんないなー」
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　ABYSS//あなたのチャンスは一度きり。

　ABYSS//違和感の中心を見据えてください。答えは必ずあります。
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「おっ、何だ何だぶーぶー。コーヒーなんか飲んでオトナじゃないか」

「えっ、自力で全部拵こしらえたんですか。前から畑仕事やってるなーとは思いましたけど、このグランズニールで純粋なコーヒーノキを調達したとしたら快挙ですよ!!」

　ぷきー？　と四メートル弱の巨体は首を傾かしげるばかりだった。

　緑色のショートヘアに派手なスリットの入った（薄い胸元開いた）僧服姿のどつき合い専門【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ、ゆるふわ金髪にメガネや白い角付き魔女帽子が特徴的な回復要員【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン。普段はお姉さん側に回る方が多い彼女達から訳も分からず持ち上げられて、ようやくぶーぶーにも分かってきた事がある。

「お砂糖があれば満足なんだけど、ぶー、訳知り顔でこの苦いの持ってるとみんなチヤホヤしてくれるみたい」

「何だ、ぶーぶーもオトナの世界が分かってきてしまったか。そうなんだ、ほんとは誰だって甘い物が好きなんだよ。尊敬の念なんて肩書きとブランドばっかりだからなー。バッグとか、家とか、車とか、カレシとかもか？　金なんていくらあったって箔はくがつかなきゃ意味がねえ」

「……アルメリナ、それ以上純真なぶーぶーにどす黒い世界の話を吹き込んだら私がそなたをローストするよ？　コーヒーみたいに」

　めらっとしているベアトリーチェは大体いつもこんな感じなので、真面目に取り合っていても仕方がない。

　メガネのサスペンダー巨乳絞りお姉さんフィリニオンは適当に並べられた木彫りのマグカップや諸もろ々もろの調理器具に目をやって、

「あら？　でもコーヒーを嗜たしなんでいるにしては、お茶菓子が全くないような……？　これ、ウケはなに食べていたんですか」

「ぷきー、これが甘くて美味おいしい！　こーひーに合う、ぶーぶーのオススメ!!」

「純度一〇〇％の角砂糖、ですよね!?　イギリス辺りのえげつないお菓子だって砂糖が半分バターが半分くらいの比率だっていうのに!!」

　脂肪糖分タンスイカブツに死ぬほどうるさい（割に何だかんだで一番食べてる）女子大生が総毛立って叫ぶが、基本的に口の中に入れたモノは全部生きるための力になっちゃう不思議生物ぶーぶーは首を傾かしげるばかりだ。

「何か、こう、ないんですか？　パッと作れそうなお菓子とか……」

「ぶー、いつの間にお料理の話になってた？　使わないお料理の道具はおうちの中にしまってあるけど」

　そんな訳でレンガの家にお宅訪問してみると、前よりモノが増えているのが分かる。

「あらぶーぶー、鏡なんて見るようになったの？」

「それ【妖よう精せい】達たちが勝手に壁につけていったヤツな。これからのぶーぶーはミダシナミも気をつけなくちゃいけないんだって。タイヘンな世の中になってきたなー」

「おおっ、本棚もあるぞ。ぶーぶーがどんどんインテリでスマートな都会派になっていきやがる」

「そいつもやっぱり【妖よう精せい】がやってくれた。ぶーぶー難しい文字は読めないけど、絵がいっぱいあるのはお話が分かる。見てて楽しい」

　となると、どうやらラインナップは基本的に絵本のようだ。お話まで掌てのひらサイズのメリディアーナやアリス達が考えたのか、彼らの間で語り継がれている神話や昔話でもあるのか。そんな風に思っていたベアトリーチェだったが、

「ただな、ああ、やっぱり足りない」

「うん？」

「気がつくと絵本の数が合わなくなってる時がある。ほら、こことここ。今もあちこち歯抜けになってる。今度読もうと思っていたのに」

「はあ、ドロボーさんじゃないんですよね？　ここ頻繁に出入りしているのなんて【妖よう精せい】さんくらいだと思いますけど」

「ぶー、不思議だなあ。『ふたりきりのおべんきょう』と『おんなのこのひみつ』はどこへ消えたんだろう？」

「ああん!?　お、怒って良いのか否いなか判断がつかない……!!　ふざけたラインナップ作ったのは掌てのひらサイズだし没収したのも同じ掌てのひらサイズだし！　何だどうした【妖よう精せい】の中にも派閥みたいな対立があるのかッ!?」

　ともあれ今は調理器具なのだ。

　四角い部屋の隅の方にまとめられている鍋やフライパンの山を見る限り、

「ほうほう。これだけの深さのお鍋があれば……【ふくらまし白しろ粉こ】と【コケたまご】は手元にありますし、何だ、植物油もあるじゃないですか。これならアレがいけそうですよ？」

「おいフィリニオン、異世界くんだりまで来て女子力アピールは結構だが、まさか今からクッキーだのケーキだの焼こうってんじゃないだろうな。時間がかかるよ時間が」

「（ぷっ、値が低く胸までうっすーい人はこれだから……）」

「足首摑つかんでフルスイングするぞメガネ牛」

　ぶーぶーの家にはキッチンはないので、料理をするなら基本的に表へ出て焚たき火びに鍋をかけるところから始める。何か妙案があるらしい【白しろ魔ま女じよ】は早速植物油を鉄の鍋になみなみと注いで火に掛けつつ、空いた時間で白い粉、鳥類の卵、獣脂バター、透き通った飲み水などを混ぜていた。

「このサバイバルな環境できちんと温度管理できるオーブンなんて期待しません。それに手っ取り早くやるなら揚げ物の方が簡単じゃありません？」

　どろっとした生地を、一点穴を空けた革袋に詰めれば準備完了。特に形を整えるでもなく、フィリニオンは煮えたぎる油の中へにゅーっと搾った生地を落としていく。

　両目を真ん丸に見開いたのはぶーぶーだ。

「ぷきー？　何だこのニョロニョロ、あっという間に固まっていくけども!?」

「これはチュロスですうー☆　生地を寝かせて良いなら丸いドーナツにもできたんですけどね、見ていて楽しい即効性ならやっぱりこちらかなーと」

　手順だけなら少ない。簡単なようにも見えるが、だからこそ、生地の水分を間違えるとぶつ切りのカタマリと化す、意外と加減の難しいお菓子でもある。そしてベアトリーチェとアルメリナは遠い目をしてすすけていた。このメガネ、やっぱりやりやがった無駄な女子力アピール。

　光り輝く太陽の人フィリニオンは油の中から取り出したキツネ色のチュロスに元からあった砂糖を振りながら、

「できましたー。おらどうですこの感じ、フツーのドーナツよりチュロスの方が見慣れないでしょうイベント感マシマシでしょう？　ふははアリモノでもしれっとこなすデキるおねいさんフィリニオンを舐なめるでないわー!!」

「ぷきー、これがオチャガシ？」

「そうですコーヒーと一緒に食べる例のヤツです」

「何でこれ一緒に食べる？」

「それが世界のルールだからです」

　ルールじゃ仕方ないなー、とぶーぶーは人間サイズのチュロスを一ひと摑つかみ。ちなみに当初のコーヒーインパクトを完全に喰くわれたベアトリーチェがボロ布マントで体包んで体育座りを始めている事までは頭が回っていないようだ。

　色気より食い気で軽めにドラゴンまで行っちゃった人は未知の食べ物を頰張ってみる。

　と、

「いたいっ」

「？」

「ぷ、ぷきー。何か口に刺さった……」

　涙目のぶーぶーはとにかく頰ほお張ばったモノを喉奥へ流し込もうとしたのだろう、木彫りのマグカップを摑つかむと、顔を真上に上げて、

「ごくん」

「うわあ!?　ひ、ひ、一口で丸まる吞のみだと!?　ぐつぐつの熱湯だぞオイ!!」

「ベアトリーチェあなたぶーぶーさんにどういう教育しているんですかコーヒーが火を使った度胸試し系成人の儀式みたいになってますよ!?」

　ぶーぶーは大体そんな感じなの……とベアトリーチェも頭を抱える一方だ。最初に覚えた方法はのちのちまで尾を引くものである。




　　　　５




　夜半の事であった。

「ぷっぷっぷー、ぷきぷきー」

　レンガでできたぶーぶーの家の中は、暖炉の炎で柔らかく照らされていた。ぶーぶーは床に座り込んで傍かたわらにマグカップを置いたまま、作り置きの薪まきを放り込んでいる。

　野生の（？）ぶーぶーにしては珍しい。

　彼はもう火を恐れなくなっている。それどころかぱちぱちと爆はぜる火の世話をするのを楽しみ始めている節があった。夜はオバケが怖いらしいが、明かりの制御によって闇に対する恐怖も克服しつつあるのかもしれない。

　そこへ勝手知ったる顔で、もはやノックもなしに小さな女の子が入ってきた。

「おっ？　どうした事か、こんな時間までぶーぶーが起きているだなんて珍しいのう」

　長い銀髪に未完成な矮わい軀く。月光をそのまま弾くような瑞みず々みずしい肌を覆うのは黒いリボンワンピースと花飾り。【グラウンドスパイダー】の糸を集めて【妖よう精せい】達たちが自ら織り上げた、お金に変えられない一品である。彼女は妖よう精せい達たちの女王だった。魂を持つ逆説、目撃自体が臨時速報となる【ブレイクニュース】の堂々たる一角。ひとたび暴れれば猛毒の羽が全てを覆い尽くす【ストリオーナ】である。

　一方、夜半となればもう一つ動く影があった。同じく【ブレイクニュース】の一角、月げつ蝕しよくを我が物とする【吸血鬼】の【カリカンザロス】。小さな体を黒の水着と赤いネグリジェで包み、膨らんだ長い金髪の上にナイトキャップを載せて、灰色の豚のぬいぐるみを小脇に抱えた少女だが、その見た目に侮あなどる者など誰もいないだろう。油断をするには、口元から覗のぞく牙があまりに禍まが々まがし過ぎる。

　彼女は彼女で、ぶーぶーが手にしたマグカップを目にしてわずかに眉をひそめ、

「……コーヒーか。ノンカフェインなところは褒めてやらんでもないが、やはり溶け込んだ匂いが気になるな。ぶーぶーよ、わらわに血を捧ささげる大役を自覚するならば血液成分には気をつけよ」

「ぷきー？」

「チューチューバカなぞ放っておけ。ふんふん、それよりほんとにコーヒーかえ？　宿屋街の連中は夜になるとわしの手からマグカップ取り上げてしまうからの！　ほれほれ、早はようわしに貢みつぐがよいぞ。砂糖ではなく蜂蜜、パンもあれば良かったが……とにかくミルクもたっぷりめでな、決して間違えるなよ!!　わうわう!!」

「どっちもどっちではないか甘党バカ」

　横から身を乗り出すようにしてぶーぶー用の特大マグカップへ顔を近づけて匂いを嗅かぐ妖よう精せい達たちの女王に、突き刺すように【吸血鬼】が指摘した。

　ちなみに【ストリオーナ】が蜂蜜やミルクにこだわるのは、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】はそうしたものを対価に夜間こっそり人の仕事を肩代わりするという真偽不明の伝承と何かしら関係があるかもしれない。

「ぷきー。これな、畑のお野菜にもあげようとしたけどすごく怒られた」

「代替コーヒーだから素材は草の根か？　元はと言えば同族だろうにエロ人にん参じんも難儀だの」

　お行儀悪く舌した舐なめずりしながらミルクポットを手に取る【ストリオーナ】が半ば呆あきれるように呟つぶやいていた。

　畑のお野菜というのは植物系【ブレイクニュース】にして【マンドラゴラ】の頂点たる褐色美人の【イレアナ】だろう。生きるための本能以外の嗜し好こう品ひん全般に『貴族の遊び』として強い興味を持つものの、そもそも根本的にＴボーンステーキよりも腐葉土の方が好きというくらいなのだ。真っ当な味覚は期待できない。

「【ストリオーナ】、寝るならシーツは部屋の端にまとめてある」

「おう」

「今日は部屋の中温めてあるから、二つ折りにして重ねる必要ないかもしれない」

「……この家にはなにゆえにぶーぶー自身が全く使わん寝具が常備してあるのだ」

【カリカンザロス】が小さく息を吐きながらそんな質問をしていた。基本的にぶーぶーが寝る時は布ふ団とんどころか枕もなく床にごろんだが、それとは別に明らかに人間大の生活用品があちこちに散見された。もはや銀髪少女のセカンドハウスと化している。

「でもな、寝る前には歯を磨いておいた方が良い。お前達ぶーぶーと違って歯が柔らかいって長老に聞いた事ある」

「分かっておるよ」

「ぷきー、【ストリオーナ】はお腹なかいっぱいになって体ぽかぽかになるとそのまま横になっちゃうから……」

「わーかーっておーるー!!　何だ何だ世話役の巫女みこだのモルガンだのと似てきおったなぶーぶー。わしは哀かなしいぞ、ゆっくり羽を伸ばせる貴重なユートピアが失われんとしておるのを見るのはな！　ぷんすか!!」

「……やはりそなた、根っこのところが女王様（笑）だな」

「【カリカンザロス】はどうする？　まだまだこーひーあるけども」

「お構いなく。生あい憎にくと、わらわは錆さびの味がしないものは口にしない主義なので」

　言いながら、【吸血鬼】の少女は大きな胸元から小瓶を取り出した。中身は乾燥した赤い葉を細かく砕いたものらしい。彼女の言が正しければ、錆さびの味でもするのか。コルクを抜いて匂いを嗅かぎ、一枚取って舌先に載せていた。

「……【イベリコオーク】の集落も復活したし、こうした『代替品』のタブレットやお茶で誤魔化す必要もなくなったんだが、どうにもいかんな。リズムやサイクルを長期にわたって寸断された関係か、いまいち踏ん切りがつかん。ダイエット感覚で始めたベジタリアンが思ったよりも深くこびりついているような気分だ」

「ぷきー？」

　……何気に天敵から食うか食われるかのロックオン状態だが、ぶーぶーはいまいち危機感が分かっていないようだ。

　両手でマグカップを包み込む【ストリオーナ】は旧友へ胡う乱ろんな目を向けて、

「あれもダメこれもダメ。なら貴様は一体何しにここへ来たのだ」

「血の通わぬ者へ用件があった。わらわの管理の外にある世界について」

「？」

　ぶーぶーと銀髪少女は揃そろって首を傾かしげていた。

　レンガの家は掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちが勝手に拵こしらえたもので、油断しているとぶーぶー自身も知らない機能や間取りが増えていたりする。そんな中に屋根裏があった。そちらでは、実は巨大な兵へい器き工こう廠しようだった島の最深部で造られた最終兵器の少女ground's=nir ABYSSが寝かされているはずだった。

【カリカンザロス】に【ストリオーナ】、ケタ外れの彼女達がハシゴも使わずにふわりと屋根裏まで飛び上がると、確かに。たくさんの花や小物、木彫りのニンゲン像などに囲まれて、人間と良く似た誰かが仰向けに横たえてあった。まだらな銀の髪を肩から前へ二房伸ばし、肉抜きされたワンピース水着のようなものを纏まとう誰か。包帯が巻かれ、明かりがないから分かりにくいが、片腕は肩の所から切断されていて、首の角度もややおかしい。花や果物の甘い匂いの他、コーヒーらしき香りが混じっているのは必ずしも【ストリオーナ】の手元にある激甘マグカップのせいだけではないだろう。すっかり冷めてはいるが、寝かされた少女の枕元にも同じものが置いてある。

　最終兵器アビス。

　正確には、今はもう壊れてしまったなれの果てだ。

　妖よう精せい達たちの女王は眉をひそめて、

「ヤツはもう飲み食いできんのだろう？　いや、壊れる壊れない以前にそもそもそんな機能はついてるのかえ」

「ぶー。でもベアトリーチェが言ってた、こーひーは香りでも楽しめるんだって！」

【カリカンザロス】は自分の美しい金の髪を細い肩から軽く片手で払いつつ、

「お初にお目にかかる、と言いたいところだが作法が分からぬ。さて、話をするにはどうすればよいのかな」

「ぷきー。ベアトリーチェ達はピコピコを金属のヒモで繫つないでた」

　ハシゴのある辺りからでっかい顔だけ屋根裏に出して、ぶーぶーはすぴすぴ鼻を動かしながら言う。

「でもぶーぶーなら何にもなくてもアビスとお話しできるんだ。えっへん」

「ふむ、では通訳を頼むのが手っ取り早いか。あるいは……」

　適当に言って、【吸血鬼】の少女は大きな胸元から先ほどの小瓶を取り出した。冷めたマグカップのすぐ傍そば、アビスの枕元にそっと置く。もちろん単なるお供え物ではない。

　逆さにした中華鍋より大きなぶーぶーの顔がわずかに曇る。

「アビスちょっと居心地悪いみたい」

「だろうよ。地中から多量の鉄分を取り込んだ【レバーキャベツ】を乾燥して細かく砕いたものだ。……どこまで行っても所詮はカラクリ細工。生き物の真似まね事ごとをして作り物の胸に何を秘めようが、思考活動と共にわずかな磁気が外へ漏れ出る。ぶーぶーの言葉だけで相互理解できるかは未知数だ。小瓶の葉が生み出す震えのサインから、最低でもわらわの質問に対するイエスかノーかの返答くらいは読み取らせてもらおうか」

「アビスいらいらしちゃダメ。こいつぶーぶーのお友達、仲良くしてあげて」

　早速ささくれた心を示すように小瓶の中の砕けた乾燥葉、その表面がざわついていたが、困ったようなぶーぶーの一言でぴたりと止まる。

【ストリオーナ】は興味深そうな顔で仰向けの最終兵器へ身を乗り出し、

「ほほーう。知らぬ間にきちんと飼かい馴ならしておるではないかぶーぶーよ、このジゴロめ」

「アビスぴーぴー音を鳴らしながら戦闘モードになっちゃダメ！　ぷきー、そこらじゅうで赤い光が浮き出てるけども!!」

　表面上はあくまでも涼やかに瞳を伏せて仰向けに寝かされているだけのアビスだが、内部では色々あるらしい。

【カリカンザロス】は腕を組み、いっそ不自然なほど大きな胸を下から押し上げながら、

「……では手短に済ませよう。わらわは【カリカンザロス】、月げつ蝕しよくを自在に操る【ブレイクニュース】となる。そなたであればこれがどれだけの天変地異に繫つながるかはすぐに計算できるであろう」

　ぷきー？　とぶーぶーが首を傾かしげていた。これだと通訳にならない。【吸血鬼】は最終兵器アビスの枕元にある小瓶へ目をやり、砕いた乾燥葉の揺らぎを観察しながら、

「答えはイエスかな。では続けよう。……そなたは気づいているか？　直近にまで差し迫った今の状況についてだ」

「チョッキン？」

「おい【カリカンザロス】よ、また何か始まろうとしているのかえ？　つか勝手にスタート切るなよ!!」

　ぶーぶーと【ストリオーナ】は慌てたように問とい質ただすが、対するネグリジェ少女はむしろ呆あきれたようだった。

「……またではない。厳密にはずっと続いてきた。表面上の草を刈っても、根が残っていては意味がない。平たく言えばぶーぶーよ、そなたは全部解決したように見えて、刈り残しているのだよ。問題の核心というモノをな」

　そんな事を言われても、もう首を傾かしげるしかない。

【イベリコオーク】達は『朱』から救われた。途中で【兵へい輝き】を失ったベアトリーチェはぶーぶーが助けた。そうして倒れたぶーぶーも、再びみんなに助けてもらった。

　これ以上に何がある？　困った事など何もないはずだ。

「……これから色々な事が起きる。問題解決を先送りにしてきたツケを一気に支払う形でな。そこでは今まであった常識は何もかも通じなくなるかもしれん」

　しかし。

【吸血鬼】は静かな確信と共にそう告げた。

「だが根っこの部分、問題の何たるかを理解しておけばひとまず自分を見失う事はないだろう。ぶーぶーよ、時代の変化は否いや応おうなく訪れる。嘆くのではなく適応し、しかし自分の形は保ち続けよ。正直に言って、わらわは今のそなたには好感を持っている。濁だく流りゆう如ごときで歪ゆがんでくれるなよ」

　言葉の真意も分からないぶーぶーだった。

　そして彼でも理解できるように、【カリカンザロス】は一言でこう結論づけた。

　この上なく。

　禍まが々まがしい予言のように。




「【勇者】ご本人様の問題がまだ残っているだろう？」




　ゴゴンッッッ!!　と。

　島全体を下から突き上げるような震動と衝撃があった。【カリカンザロス】は呆あきれたように息を吐き、ぶーぶーと【ストリオーナ】は今さらのように慌ててあちこち見回している。

「なっ、何だ!?　一体何が起きたのだ？」

「……前触れもなく起きたのではない。今まで続いてきた事柄が、ここにきて水面下から顔を出したのだよ」

　ネグリジェ姿の【吸血鬼】は寝かされているアビスの方へ視線を投げ、

「この災いの種がわらわの力添えが必要な状況にまで発展するか、こやつの演算能力に任せて予測させるつもりだったが……それを頼むまでもなく表に出てきてしまったな」

「だから具体的に何がだ!?」

　叫ぶ【ストリオーナ】に、旧知の【カリカンザロス】は肩をすくめた。

「ヤツが落ちてきたのだよ」

　そして言った。

「より正確には、この世界を覆う人工大気圏の壁と同じ物質を張り巡らせ、墜落の衝撃を緩和しながら。その傘はざっと大陸一個分くらいにはなるかな」

「なっ……」

「さて、ここで疑問を挟んでみよう。【勇者】は世界全体を丸ごと覆い尽くす人工大気圏の完成を望んでいたようだが、その材料はどこから調達してきた？　透明な人工物となると主な素材はケイ素、つまりありふれた砂や土ではないか？」

　予想される入手先は二つ。

　一つ目は、【冥めい府ふの王】の手で旧時代のニンゲン達が滅ぼされた時に沈んだ大陸。海の底にあるからこそ、盗み出されて消えてしまっても誰も気づかない。

　二つ目は、人工大気圏の外、他の天体や流星からごっそりと掠かすめ取とってきたケースだ。

　いずれの場合でも言える事がある。

　どこを捜しても歯の一本さえ見つからなかった【勇者】は、今の今まで一体どこに張り付いていた？

　そしてヤツは何をするにしてもガラス質の壁を持ち出すとしたら……？

　地上への直撃、その衝撃の緩和。

　あるいは自らの足掛かりとする拠点、その大地の構築まで。

　海のど真ん中に足をつけた直後、そういう現象を起こしている可能性も。

「【イベリコオーク】を侵食していた『朱あか』の正体は、内なる病ではなかった。グランズニール全体を覆い尽くす人工大気圏によって、惑星環境がじわりと変化していった事での変調だった。【勇者】。何百年も前に迷い込んできたたった一人の人間が、グランズニールを地球と同じ環境に作り替えようとしたばっかりにな。そういう意味では、確かに『朱あか』を駆逐するために人工大気圏の破壊は必須だった。しかし命令者本人が生きているとしたら。そいつは好き勝手やられて黙っていられるかな」

「……、」

　顔を曇らせるぶーぶーを庇かばうように、再び寝かされたアビスの各所が赤い光を放つ。小瓶の乾燥葉が不気味に震えていた。

【カリカンザロス】本人は気にも留めず、

「つまり、パラダイムシフトの時間だよ。新たな大陸の登場によって、この世界は歩いて三日で一周できるレベルではなくなった。広がるんだ。見渡す限りどこまでもな」

「それでこの震動かえ？　いや違う……」

「直撃と共に高波の一つでも発生するのなら、月げつ蝕しよくを操るわらわの力で海を動かして相そう殺さいする必要もあると思ったんだがな」

　無事なはずだった。何もないはずだった。

　しかし【カリカンザロス】の表情はかえって険しくなっていく。

「周辺被害は特になし、か。大陸一つ分の大質量だぞ。むしろ力のコントロールに慄くべき状況だな」

　これで終わりではない。

　歩いて三日で一周できる島、グランズニールの常識を塗り替える、あまりにも広大な新フィールド。それだって、【勇者】という極大のカタストロフを知らせる狼煙のろしに過ぎない。

　ぴくんっ、とぶーぶーの頭がわずかに揺れた。アビスのような存在とダイレクトにコンタクトを取れる彼の頭に、小さな警告が打ち込まれたからだ。

　最終兵器はこう伝えてきた。




『ヤツ』は生きている、と。
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　ABYSS//間違いは見つかりましたか？

　ABYSS//では、答え合わせを始めましょう。
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　パラダイムシフト。

　翌朝にはすでに、【吸血鬼カリカンザロス】の言った通りになった。

　歩いて三日で一周できる異世界グランズニールの島や地下に広がる【迷めい宮きゆう】は多様な可能性を秘めていたが、同時に圧倒的な個人戦力であるカンスト組や組織的な【ギルド】の手により、ある程度利害やパワーバランスが膠こう着ちやく状じよう態たいに陥っていた。限られた資源を分配する、結局は地球の延長線上の決着しかなかったのだ。……そう聞けば息が詰まるように思うかもしれないが、ベアトリーチェ達は技術開発の暴走を食い止めるため、今ある環境を利用してきた節もあった。

　そこにきて、莫ばく大だいな大陸。

　一番近い場所なら、島から見て取れる位置にある。

　推定資源、不明。

　埋蔵量、採掘コスト、資金還元率、人的リスク、いずれも未知数。

　挑戦すれば丸まる儲もうけか、あるいはただただ不毛な消耗戦に陥るか。

　いずれにしても希望があった。大航海時代やゴールドラッシュに似た、制御不能の危険な希望だ。

『それ』が白くキラキラ輝いているのは、あまりに分厚く、また太陽の光を照り返しているからだろう。

　その本質。

　遠くから観察する限り、貪欲な人間達の見立てではこうだ。




『陸地はみんな透明っぽいぞ。氷の塊、樹脂系……いいやケイ素か!?』

『あの程度なら簡単な船があれば行って帰ってこられるわね。調達班準備!!』

『バッカどんな危険な毒物や病原菌があるかも分からんハイリスクな新大陸まで行く必要なんかねえ。材木だ。帆に使うロープでも耐水布でも良いい！　とにかく船の材料になりそうなもん片っ端から押さえちまえ、飛ぶように売れるぞッ!!』




　まさしく転換期。

　人間達の宿屋街は沸騰していた。

　異世界から地球へ物質を運べないとはいえ、新たな大陸に眠る資源から未知の法則・公式が見つかればデータは送れる。異世界サイドで新たな建物や乗り物を作るなら普通に資源は役に立つ。そもそもいつまでも小さな島の宿屋街に留とどまる必要もない、広い大陸に新たな交易拠点を作って直接【ゲート】を設置したら。それが交通の要衝や採掘地、穀倉地帯などを独占する事になれば。まさしく未来の可能性が広がっているのだ、ワールドワイドな異世界全体の話で。

「むうー……」

　そんな人間達の様子を、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナが文字通り草の葉の陰から覗のぞき込こんでいた。よくよく見れば分かるのだが、宿屋街のすぐ近くにも観葉植物じみた小さな樹木があちこち生えているのだ。手先の器用な【妖よう精せい】達たちは植物を育て、常に自分で隠れ場所をキープしているのだった。

　そんなメリディアーナのほっぺたはお餅みたいに膨らんでいる。

「……誰も彼も新天地に浮かれてばっかり。まるでこの島はもういらないみたいな顔をして」

「お姉ちゃん、どうしたですもん？」

　頭の左右で髪を縛った妹のアリスは姉の気を引こうとしているのか、メリディアーナの周りでトンボ羽根を揺らしてひらひら飛び回っていた。せっかく隠れているのに意味がない。

「人間が勝手に出て行ってくれるなら天敵が減るだけだと思うですもん」

　違うのだ。

　そうではないのだ。

　せっかく命の恩人のぶーぶーが再び目を覚ましたというのに、このままでは彼もまた知り合いの人間達に誘われて島を離れてしまうかもしれない。そして戻ってくるのか。【ゲート】で定期的に地球へ帰還しなければならない人間達はしばらくこの島が必要かもしれないが、グランズニール生まれのぶーぶーはぶっ通しで動き回れる。さらに、【妖よう精せい】メリディアーナは食物連鎖で言えば下位にあたるため、こういう時遠征に参加できない。ぶっちゃけ【冥めい府ふ】の時も『朱あか』の時も寂しかったのは絶対ヒミツだ。

　そんな訳で世界の運命とかパラダイムシフトとか関係なく地味に気が気でないメリディアーナだったのだが、そこへ長老格（だが普通に女の子な）モルガンがやってきた。

「二人とも、一体何をしているのだ」

「あっ、モルガン様」

「ふむ、人間達の動向か」

　何しろ広いひろーい視野を持つ長老だ。きっと素晴らしい考えを持っていてメリディアーナの不安などすぐさま払ふつ拭しよくしてくれる……かと思いきや、何やらオトナでアンニュイな目になってしまった。

　でもってセミっぽい羽根のモルガンはしっとり言った。

「……この島も、これで少し寂しくなるかもしれんな」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「お姉ちゃ、ひい、ご乱心ですもーん!?」
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　そして、だ。

　新大陸の登場に沸き立つ宿屋街とは裏腹に、ベアトリーチェ達の話題は別にあった。いいや、完全には切り離せないのか。

【勇者】。

　全ての元凶が生きている。

「えと」

　おずおずと、だ。

　宿屋街ならどこにでもある食堂で、【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハがこんな風に言ってきたものだった。

「……断片的にですけれど、【教団】の古い資料で記述が見つかったんです。【勇者】について」

「ち、地球側の話でしょう？　だとしたら三〇〇年以上前の古文書とかですか」

「てか、それ以前にまだ【教団】なんかと接触してるのかグルアガッハ。そういうのはこっちで計画立てて潜るから、バックアップもなく一人で突っ走るな！」

　アルメリナのお[image: 叱]りについては曖昧な笑みでかわしつつ、西洋喪服の少女は先を続けた。

「……当時の文献では、【勇者】の他にラ・シニョーラと呼ばれていた女性のようですね。もちろんこちらも偽名でしょうけど。役職は、宗教団体だった【教団】に具体的な武力を提供する外部軍事顧問。……らしいのですが」

「ですが？」

　赤と銀の髪のベアトリーチェが眉をひそめると、長い長い三つ編みでぐるりと大きな円を描くグルアガッハもお上品に息を吐いて、

「生存競争のエキスパートらしいのですが、とにかく様々な伝説を持つ人物なんです。古い王政を倒して資本主義をもたらしたとか、騎士の時代を終わらせて傭よう兵へいの時代に切り替わった転換点に立っていたとか……」

「……、」

「【教団】に手を貸して多数の魔女を殺害したのも、ある種の転換のためだったとあります。実際の真偽はさておいて、少なくとも【勇者】ラ・シニョーラはむしろ状況を利用すれば魔女が社会を埋め尽くす手助けができると判断していたようです。迫害されればされるほど勢いを増す、最初期【教団】と似た状況を作りたかったようですね」

「密告、拷問、処刑で逃げ場のなかった魔女狩りを散々やらかしておいて、それが魔女のためになると……？」

　流石さすがのアルメリナも、そんなねじれた考え方に絶句しているようだった。

　グルアガッハは小さく頷うなずいて、

「勝てる時に勝つ、が信条だったともあります。打つ手があるのに、どうして誰も手を伸ばさないのかと。つまりラ・シニョーラが動く時は、何かしら勝ちのビジョンが頭にある時です。彼女は、破れかぶれにはならない。ここで再び顔を出したという事は、何かあると見るべきかと」
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「ぷきー……」

　ぶーぶーもまた、白い浜辺にやってきていた。

　水平線の辺りにそびえている巨大で透明な陸地へ目をやりつつ口元に片手を当て、やや不安げに呟つぶやいている。

「……大丈夫なのかしら。また【冥めい府ふ】の時みたいにならないと良いんだけど」

　至極当然のように思えるが、これまでのぶーぶーでは絶対にない動きがあった。

宿屋街の人間達は、みんな期待と不安に衝つき動うごかされて海岸線に集まっていたのだ。地球における海水浴場のかき入れ時どころではない。これまでのぶーぶーなら、絶対にこんな人のごった返す場所にはやってこられなかった。

　ぶーぶーも、変わったのだ。

　ベアトリーチェを助けるために【兵へい輝き】を貸してほしい。そんな願いに応えてくれた人達に、少しずつでも歩み寄っていったのだ。

「よお」

　そんな声があった。

　鏡のように磨き上げられた銀の鎧よろいに、構えれば体全体をすっぽり覆い隠せるほどの特徴的な盾。やや目つきで損をしている感のある黒い髪の青年は、【浄騎士】と呼ばれていたか。

「ったく落ち着きってもんがねえなこっちの異世界は。あれもお宅らが絡からんでやがるのか？」

「ぷきー。ぶーぶーはあんまり知らない。ベアトリーチェ達は揃そろって怖い顔してたけども」

「……マジかよあのケタ外れの連中がか。半分冗談で言ったのにな。無制限ゴールドラッシュかと思いきやまた何かヤベえのが待ってんのかよ？　何でまあグランズニールには生命保険ってもんがねえんだ」

「お前もあっち行くのか？」

「順当ならな。早くも船関係で一ひと儲もうけしようとしてる連中が買い占めだの転売だので動き始めてやがるし、調達班次第じゃねえの」

　ぶつぶつ言いながら【浄騎士】はどこかに行ってしまった。人混みの中へ消えていく彼には彼なりの付き合いがあるのかもしれない。ぶーぶーは首をひねってから、やがて海の向こうではなく白い砂浜に沿って歩き出した。徐々に人が少なくなり、きめ細かい砂がゴツゴツした岩場に変わった頃には誰もいなくなっていた。割と断崖絶壁の真下、寄せては返す大波が岩にぶつかる演歌の世界へ突入しかけた頃、ぶーぶーは目的の場所へ辿たどり着ついた。

【涙の洞窟】。

　崖の根っこで口を開いた洞窟は、見た目と違って中へ入れば上り坂が続くため、実は浸水の恐れはない。魔王ツェリカ辺りが自前のコレクションをこっそり保管するために利用しているくらいだった。

　今回は、奥の奥までは向かわない。

　出入口の近く、ゴツゴツ岩場の波なみ打うち際ぎわで見知った少女達が何やら悪戦苦闘していた。




「てめっ、ヴィルデフラウ!?　だからそうじゃないってあれほど説明して……わー!!」

「だってあなたがそう言い出したんじゃありませんの!!　きゃああ!?」




　どばしゃーん、という響きと共に派手な水みず飛沫しぶきが上がった。何やら海に浮かべた小舟がバランスを崩してひっくり返っている。

「ぷきー。いつ見ても不思議だなあ、どうして重たい鉄が海に浮かんでいるのかしら」

　こちらに気づいた西洋喪服に長い長い金髪三つ編みでぐるりと大きな円を描くグルアガッハ、ぴっちりしたレオタードにゴツい装甲やブーツを足したルサールカ、チア衣装のフルドラが手を振ってくれた。

「というかルサールカ、本当によろしかったのですか？　結局ずっとグランズニール漬けだったじゃないですか。修学旅行はどうだったのです、人生で一度しかないというのに」

「むしろ国内で七泊八日はなげーわ。それから大丈夫ですっ、私はお姉様との思い出作りに忙しいので！」

　どうもスリット付きの僧服を纏まとうアルメリナが鉄の船でベースを作り、ほとんど裸に十字剣とベルト巻きのヴィルデフラウが脇を固めるように氷で浮きや帆を用意するつもりのようだが、バランスが悪いのか連携が悪いのか。

　岩場よりさらにあっち側、まんま海に落ちちゃったアルメリナが何とか海面に顔を出して、

「ぶはっ、がはごほ!!　びしょ濡ぬれだぞちくしょう。透けようが透けまいがどっちみちスケベな露出狂には関係ない話かもしれないけどなあ……!!」

「はあ、はあ。あら？　かくいうあなたはなかなか……あらあら、この聖職者さんたらスリットだらけの中はそんなダイタンな事になっていましたのね。下着まですっかりカスタムなさって、あらあらあら」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ!?」

　顔を真っ赤にした（薄い胸元開いた）アルメリナが船を巨大な鉄球に作り替えてツッコミを入れようとしたところで、重さにやられて水の中へと沈んでいった。

　ぶーぶーはますます首を傾かしげて、

「不思議だなあ……」

　ちなみに水に濡ぬれたくないのは人間だけではないらしい。お風ふ呂ろノーセンキューで砂を使って体を洗っているぶーぶーもまた、白波に吞み込まれない高めの岩場を陣取っている。

　この場にはベアトリーチェやフィリニオンはいないようだった。

　アルメリナ、ヴィルデフラウ、グルアガッハ、ルサールカ、それからフルドラ。地球での事情を知る者なら、とある探偵事務所を中心としたグループだというのが分かるだろう。

　安全な岩場でしゃがみ込んで両手で可愛かわいらしくメガホンの形を作るピンクツインテールが、やや呆あきれたように進言した。

「しゅにーん。やっぱり難しいんじゃないですかねえＤＩＹ大作戦で新大陸に向かう船を調達するだなんて」

「……お前あっち向けネカマ野郎。大体、【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の情報戦の時にかなりの額の歯車を突っ込んだろ？　ここにきてオークションじみた船の取引合戦なんかできるか。予算がないんだよ予算があ！」

　異世界くんだりまできて非常に世知辛いお話であった。

　アルメリナの船は雪山を滑走したり【冥めい府ふ】の溶岩の湖を渡ったり三種王家の秘宝がもたらした天空からの光線爆撃を防いだりとやりたい放題だったはずだ。結構な実績があると思いきや……意外と普通の比重の海水に浮かべて使っているところを見た事はなかったか。溶岩では大丈夫だったのに、とは思うものの、やはり大きな波のある海は感覚が違うのかもしれない。

　本来の用途は乗り物ではなく、仰向けに寝かせた犠牲者を上からゆっくり押し潰す吊つり天てん井じようじみた拷問具なのだから、バランスが悪いのも仕方がないかもしれないが。

　西洋喪服のグルアガッハが細い顎あごに人差し指を当てて、

「しかし、我々としてもあの大陸には用があるのでしょう？　単なるパラダイムシフトとは違った意味で」

「今から宿屋街に戻っても、船の値段はとっくに跳ね上がっているでしょうし……。まったく、楽して調達できるなんて話を自信満々にするから来てみれば！」

　何にもしてないルサールカが一番上から目線だった。ひょっとするとこの金髪ポニテ縦ロール、食べ物関係の評価サイトで暴れ回る人種なのかもしれない。

　ぶるぶると雨に打たれた犬みたいに首を左右に振って、アルメリナは呪いのように低い声を出していた。

「くそ……アビスの言葉ほんとなんだろうな。ここまできて間違いでしただったら絶対許さんぞ、動けないのを良い事にヤツの体の隅々までラクガキしてくれる」

「【勇者】は生きている、か」

　ぶーぶーがぽつりと呟つぶやく。

　全ての元凶。天空を人工大気圏の壁で覆い尽くし、グランズニール全体の環境を密ひそかに作り替え、【イベリコオーク】達に奇病『朱』を蔓まん延えんさせた張本人。

　ベアトリーチェやフィリニオンがここにいないのも、地球側で何かしら裏付けを取るためらしい。

　海水でびしょ濡ぬれのヴィルデフラウは適当な岩場に腰掛け、

「ふう。自力での調達は難しい、出遅れた今から宿屋街で船を買うにも莫ばく大だいな額の歯車がいるんですのよね」

「ぷきー、やっぱり【サウザンドドラゴン】にお願いするしかないのかしら」

「あいつ意外と慎重派というか根っこが臆病だからな。【冥めい府ふ】の時に撃ち落とされたのがトラウマになってるのかもしれんが……。新天地に近づく素振りも見せないし、無理強いはできないだろ」

　アルメリナは優しい心があるのはもちろんだが、それだけでもない。無理強いして一〇〇〇メートルの巨竜がパニックに陥って暴れ回ったら手に負えなくなるからだ。

「そうなると、やはりアレを狙うしかないのではなくて？」

「……マジでか。相手は【ブレイクニュース】だぞ」

「正面切っての戦いなら勝ち目はないかもしれませんわ。ですが、それなら一層時間の余裕はありません。動くなら早くしなければ。夜になってからでは遅いですわよ」

　ヴィルデフラウは濡ぬれた青い巻き髪を片手でかき上げながら、南の方角へ目をやった。

　マングローブ地帯で座礁しているのはもちろん、

「……『ネクスト・ボイジャー』。今でこそ【吸血鬼】の根城となっておりますが、元はと言えば星条旗の連中が造った巨大な外洋調査船だったのでしょう。あの娘が棺かん桶おけに引きこもっている昼の内なら、かっぱらってしまう事もできるのではなくて？」
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　東とう京きよう赤あか坂さか、牛うし頭がしら神じん宮ぐう。

「はー……」

　ゆるふわ金髪を丈長でまとめたぐるぐるメガネに巨乳の巫女みこは、目一杯広がる畳の上で大の字に伸びていた。規則正しい格こう子し状じように梁はりの走る天井辺りから、しわがれた老婆の声が飛んでくる。

『まったく、食べて寝るくらいしかやる事ないのかね。今何時か口に出して言うてみよ、お天てん道とう様さまはてっぺんに上っておるぞ』

「どぅえーい。世間知らずのババ様には分からないかもしれないですけど、異世界帰りで休息中なんですよ私。決められた時間できちんと休んで疲れを取るのも大事な仕事ですう！」

『大学は？』

　答えられんかった。

　境内の方からチビ達のやかましい声が聞こえてこないのも、つまりそういう事だった。平日の午前一〇時、そこらの小学生だって真面目にお勉強している時間帯だ。

　基本的にグランズニールに関わる人間は多重生活を送る運命を背負わされる。あちらを立てればこちらが立たないのは世の道理なのだ。ひとまず単位だけはきちんと確保しているだけ巨きよ乳にゆう巫み女こはまだマシな方だった。まして、ベアトリーチェのように国に囲われてリアルの生活投げっ放しで異世界探検に没頭できる人間の方が珍しい。

（ま、羨ましいなんて思っちゃいけませんけど）

　そして畳の上にはスマートフォンが転がしてあった。それも一つではない、ゴロゴロとだ。

『ついに五台持ちか。無駄じゃのう』

「女子大生には色んなお付き合いがあるんです。人は顔の数だけケータイスマホを持つ生き物なんですよ、メアドもＳＮＳも使い分けないと」

　中でも、いつでも捨てられるフリーＳＩＭを突っ込んだ格安スマホが着信音を鳴らしてきた。ゆるふわ金髪はあくまで寝転がったまま右手を泳がせ、それを摑つかむ。

　メールやＳＮＳ系のメッセージではなく、アプリを使った無料通話だった。正規通話回線でなくアプリ独自の圧縮フォーマットを利用する事である程度の通信傍受を遮断するサービスも兼ねているようだが、さて。実際の性能はどうなのやら。こんなのでアルメリナやフルドラを完全にかわせたら、この国はスパイやテロリストに潰されていると思う。

「はいよ、結論出ました？」

『てかヤバいってー、軍事転用可能な技術ってヤツっしょ？　大学の機材使って異世界法則理論の検証に入るとかさー、マジメに睨にらまれちゃうわよ』

「ああ大丈夫、秘密の警察さんには知り合いがいるので、ほんとにまずい事に発展しそうならチェックリストから名前外してもらいますよ。ワルい事やってる訳じゃないんですから」

『……アンタも何気にナゾが多いわよね。あたししょーじきちょっとおっかない』

「やってくれたんですよね？」

『そっちこそ交換条件忘れないでよ。今度の合コンは絶対参加！　アンタが入ると男子側のグレードが二つ三つ確実に跳ね上がるんだから』

「はいはい。ゆっても私、飲んで食べて終電前にさっさと帰る係ですからね？」

『もちコンタクトでな。あのぐるぐるメガネ禁止！　変身前のシンデレラだってもうちょい格好に気を配るわ!!』

「とにかく楽なんですけどねえ。そもそも神職見習いが合コンとか大丈夫なんですか？」

『え？　むしろ見習いの冠取れちゃう前にオトコ引っ掛けておかないと後が悲惨ってセンパイ達口くち揃そろえてるよ？？？』

　……この辺は（元来、本気の仏教と違って日本の神しん道とうだけならさほど禁欲主義でもないはずなのに）ものすげー世知辛い話なのだった。機を逃すと出会いの場を失い、『墓参りに来た檀だん家かの娘にナンパしてくる坊さん』みたいな事になりかねない。

「それで」

『はいよ。アンタが持ち込んできた、ぶっ飛んだ仮説の検証ね。地球生まれの人間が異世界グランズニールで長期滞在する事は可能か否いなか』

　ようやっと、ゆるふわ金髪にぐるぐるメガネの巫女みこさんは畳の上から体を起こした。大きな胸元がそれだけで妖しく揺れる。

「……どう、なんです？」

『人間が異世界環境に耐えられないのは、お察しの通り空気の組成や自転公転が作る重力なんかが地球とわずかに違うため、体のリズムと周辺環境との間でズレが生じて自律神経その他諸々がやられるから。ま、長くても数日の滞在が限界ってのが今の学会のセオリーね』

　普通に考えれば、クリアできない問題のはずだ。

【勇者】、オメガ、そしてベアトリーチェも。それができていれば、人はあそこまで苦しめられなかった。

　しかし、だ。

　大学にいる誰かさんはこう続けたのだ。

『だとすると、アリね。……人間を星の外まで打ち上げて無重力状態にさらし、最初から適量に調整された人工空気を吸っていれば、少なくともグランズニール基準は無視できる。後は宇宙ステーションの長期滞在と一緒よ。これなら数日しか耐えられないの法則は打ち破れるわ』

「……、」

　思い違いをしていたのだ。

　異世界は地べたの環境しかない、と考えるのは、大地には果てがあると思われていた時代とおんなじ次元の話でしかない。剣と【魔法】の異世界という前提に囚とらわれ過ぎていたのである。そもそもそうした地球製のファンタジー観はグランズニールにあったモノではない。それらを持ち込んだのは、他ならぬ人間だったのに。

『つっても、あの島の資源と技術で有人ロケットを安全に打ち上げて、大気圏外に生活環境を拵こしらえる事ができたらの話よ？　確かにグランズニールは可能性の塊だけど、ハンドメイドでそこまでやれるとは思えない。仮説は仮説よね、理論上できるってだけで地に足はついちゃいないわ』

　……それがそうとも言えないのだ。

　今でこそベアトリーチェが破壊してしまったが、異世界の星は透明なガラス質の人工大気圏の壁で丸ごと包まれているのだから。

【勇者】が何を目的に降りてきたのかは不明。

　しかし、勝てる時に勝つという行動基準を持つなら、何かしらのビジョンが頭にあるはずだ。実際の成功失敗はひとまず脇に置いておいて、何もせずに座して死を待つ選択肢はありえない。

　万の単位で計上するほど多くの罪なき人々が暴力と屈辱の中でありえない自白を引き出されて、死刑台に送られた魔女狩り。実際には関わった加害者の全員が全員、目に見えない呪いから社会を守るという建前を鵜う吞のみにして正しい事をしていると信じ切るのは無理だったとされている。罪悪感はあったが、疑問を持ったら爪つま弾はじきという狂気の時代だったのだ。だけどラ・シニョーラは違う。明らかに自分の目的のため、罪の意識もなく人をすり潰し生きたまま火や水へ突き落としていった。

　現在に目を向けてみよう。

　ヤツが海への着水時の衝撃を殺したり、自分の活動の足掛かりとして海の上に広げていったのは、やはりガラス質の新大陸。

　すでに、何百年も孤独に命令を守り続ける作業体は打ち上げられているはずだ。

　あれだけ広大な外殻を作り出せるなら、その表面に小さな生活環境、シェルターくらい追加で足してもバチは当たるまい。

　ババ様と同じ。

　ヤツはあの異世界全体、星の屋根裏でじっと息を潜めていた。

（……後の問題は、数百年という時間の壁くらい、ですか）

　ぶーぶーや【ストリオーナ】の話だと、最終兵器アビスは確かにこう伝えてきたとの事。【勇者】は生きている。そしてベアトリーチェが人工大気圏の壁を傷つけると、対抗手段のように海の上へと降りてきた。

　タイムトラベルで難しいのは、現在から過去へ向かうアクションだ。

　現在から未来へ向かうだけなら、あくまでも主観的には不可能な話でもない。

（でもそうした時間の壁すらも、コールドスリープ、【吸血鬼】化、クマムシ類の乾燥仮死など、いくつかの方法でクリアできない事もない……）

　ヤツは黙っていなかった。

　今の状況が【勇者】にとって善き事かはさておいて、必ず何かしらの問題が起きる。【冥めい府ふの王】や朱あかい【イベリコオーク】をも凌しのぐ、とてつもない戦乱が。

『ヤバげ？』

「ちょーヤバげです。世間はゴールドラッシュばりに沸いてますけど、命のリスクが怖けりゃしばらく異世界離れした方が良いかもですね」
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　そんな訳でだ。

　不自然に生まれた新大陸のどこかで、【勇者】が待っている可能性が真剣に浮上してきた。

　転換点に立ち、勝てる時に勝つ。

　言ってしまえばそれだけだが、遠い過去には無実の人々を魔女と糾弾して死刑台に送り込んだ。グランズニールにおいても全生命の都合を無視して【イベリコオーク】を『朱あか』に蝕むしばませた張本人だ。一つ一つのスケールが、自身が勝手に許容する犠牲の数が違う。禁忌という言葉とは無縁。放置しておいて何かが好転する可能性は皆無に等しい。相手がこちらの島へ潜り込んでくる前に、こちらから新大陸に向かって見つけ出すべきだろう。絶対に。『安心』を得る意味でもその動向について十分な調査を行い、必要なら戦って無力化する選択肢も視野に入れなくてはならない。

　ところがどっこいぶーぶー達には船がない。

　頼みの綱は南の森の海岸線に座礁している幽霊船、『ネクスト・ボイジャー』。こうなったらウルトラおっかない【吸血鬼】が棺ひつぎに入って眠りこけている昼の間にちょっくら拝借して大海原に漕こぎ出だす他あるまい!!

　そして赤い鎧よろいに白のミニスカート、さらに灰色のボロ布マントを足した【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは、作戦の概要を聞くなり腰に片手を当てて小さく息を吐いていた。

「……一応確かめておきたいけど、アルメリナってこの中じゃ一番年上だったよね？　実は地球側じゃ世間を全く知らねえ五歳児の飛び級天才少女とかじゃなくてだ。おい年増、そなたの口から応えて欲しいと言っているのよ」

「むしろこっちがお尋ねしたいわこの冷やかな皮肉と嘲弄はどうした事か！　あんた本来なら高校受験で机にかじりついてる小娘だろお!?」

　ぎゃあぎゃあ騒ぎながらベアトリーチェ達はマングローブの森を貫く細い橋を渡っていた。【金こん剛ごう塩じお】と呼ばれる特殊な建材でできた、あちこち枝分かれする桟橋みたいなものだ。

『……何だ、お客さんか？』

『あるめり、オミヤゲない人には優しくしませんよ……！』

　覆おおい被かぶさるような枝の上からわんわんにゃんにゃん話し声がこぼれていた。

【金こん剛ごう塩じお】を固めた橋や樹上の家屋は、この森で暮らす【ケットシー】や【クーシー】達が拵こしらえたものだ。掌てのひらサイズの【妖よう精せい】もそうだが、非力で身を守る力を欲ほつする種族ほど手先が器用になっていく、というのはなかなか興味深い進化の法則である。

　一方、腰にボロ布一枚の頑強生物ぶーぶーは口元に手を当てながら、

「ぶー。勝手にハイシャクするなんて良くない、バレたらきっと【カリカンザロス】ぷんすかする！」

「うっ……想像するに絶体絶命の事態ですよね。何しろ相手は本気の【ブレイクニュース】ですし」

　自前のサスペンダーで胸絞ったメガネが早速及び腰で【イベリコオーク】にすがりつこうとしていたが、ぶーぶーと違って相手のためとかは特に考えていないのがアレである。

　一方のベアトリーチェはと言えば、

「アビスの言っている【勇者】生存の報の真偽を確かめるのが先。『朱あか』の件は感覚が極端に鋭敏だった【イベリコオーク】から蝕むしばまれていったけど、彼らは手始めだったってだけで、別にそこで歯止めが効くとは限らない。【勇者】がさらに手を進めて環境変化をエスカレートさせていった場合、グランズニールの全生命が倒れるリスクさえあるんだよ、ぶーぶー。それは【カリカンザロス】自身も例外じゃない」

「ぷきー……」

　実は『異世界のみんなが大ピンチです』と『だから持っているもの全部出せ』は論が通っているようで繫つながっていないのだが、さらにアルメリナが気軽な調子で横入りしてきた。

「ま、あのドＳ【吸血鬼】だって昼の間は動けないんだ。さっさと船を海に出しちまえばこっちのもんさ」

「し、しゅにーん。それって逃げ場のない海の上でフルボッコされるって話になりませんよねえ!?」

「地球の神話がどこまでグランズニールの生態系に適用されるかは知らんが、聞いた話によると【吸血鬼】ってのは水が怖いらしい。特に川とか海とか流れのある水がな。案外、船を出しちまえばぶるぶる震えて涙目でしがみついてくるかもしれないぞ。ぶはっ、ふはは!!」

【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハは冷静にヴィルデフラウの脇を肘でつついていた。

「（あのう、アルメリナさんの『勝率』って正味どの程度のものなのでしょう？）」

「（アレが勝ち組に見えまして？　工夫も何もない物理バカですもの、基本的に新しいボスが出てくるたびにぶっ飛ばされるお試しメッセンジャー役ですわよ）」

「聞こえてるぞヴィルデフラウ。それにグルアガッハも！　人生勝ってるよ、普通に最強格のカンスト組だよこの私は。もう忘れたのか二人ともナイスお姉さんが根暗でイカれた眼帯コケシぶっ飛ばして氷詰めのバスタブから拘束お嬢様を救い出した一件をよお!!」

　そんな風に言い合っている内に、ぶーぶー達は南の森を抜けてしまった。全体で見ればＹ字に分かれた川の中州、海にも面した三角形の砂浜に、随分と年季の入った豪華客船が乗り上げている。

　外洋調査船『ネクスト・ボイジャー』。

　ピンクツインテールのフルドラが両手のポンポンで口元を隠して上目遣い、定食屋の出入口にある食品サンプルみたいに薄っぺらいポーズで何か言っていた。

「あのうー、木造とはいえあの船一〇〇メートル以上ありますよねえ。すっかり浜に打ち上げられていますけど、一体どうやって沖まで出すつもりなんですかあ？」

　真っ当なツッコミだが、ここで言葉が詰まらないのが限界を無視したカンスト組である。

「下の砂掘ってから船持ち上げて隙間作ろうぜ」

「了解ですわ。間に氷の層を挟んでそのまま沖まで滑らせましょう」

　放っておいたら本当にケタ外れの【魔法】馬鹿どもが豪華客船を盗み出してしまいそうだ。そしてにわかにぶーぶーが低く唸うなり始はじめた。

「ぷーきー……」

「ぶーぶー？」

　隣で呆あきれて土木作業を眺めていたベアトリーチェが異変に気づいて怪け訝げんな声を上げたが、もう遅い。

「やっぱりこんなの良くない。道具を借りるなら【カリカンザロス】にちゃんとお願いしなくちゃダメ。そんな訳でオーイ!!　かりかんざろーすっっっ!!!!!!」

「あっ!?」

　慌てたようにフィリニオンやアルメリナがマジメちゃんの大き過ぎる口を塞ごうとしたが、ぶーぶーは四メートル弱の巨体。相手の顔が高い場所にありすぎた。

　直後の出来事だった。




　ばつんっ!!　と。

　まるで、異世界全体が停電でも起こしたような暗闇に覆われた。




　日につ蝕しよく。

　らしいのだが、具体的に月はどう動いたのだろう。カーブやフォークどころの変化球ではあるまい、もはや理解の範はん疇ちゆうを超えていた。そもそも太陽の島は機能停止しているところを考えると、本当に宇宙の太陽を月でもって隠し、暗闇で世界を包んできやがった。

　そして見上げるベアトリーチェ達の視線の先、『ネクスト・ボイジャー』のサイドデッキに小さな主が顔を出してきた。

　灰色の豚のぬいぐるみを貴族が膝に乗せた猫にするように撫なでているだけでは収まらないらしい。下界を忌いま々いましげに睥へい睨げいしながら、もはや呪いみたいな低い声で金髪ネグリジェは言う。

「……人の眠りは邪魔するわ、揃そろいも揃そろって『ドレスコード』は守らないわ……」

　そういえば『人間を侮あなどらない』【吸血鬼】は、訪問の際は丸腰に近い水着の着用を義務づけていたか。腰から【兵へい輝き】ぶら下げた完全武装で大人数が寝込みを襲うなど論外も論外である。

　昼の間なら寝てるから大丈夫、とはアルメリナ達の言。

　ならクエスチョン。

　ヤツが起きちゃったらどうなるの？

　極限まで張り詰めた空気の中、ばちゃっ、という無遠慮な水音が響いた。きゅうけつきはいきおいのあるみずのうえをわたれない。頼みの日光を封じられ、何か他に弱点はないかと意識がさまよって、含蓄があるんだかどうだかな伝説が脳裏をよぎったのだろう。思わずといった調子でアルメリナのドＳなブーツが波なみ打うち際ぎわの水を踏んでいたのだ。

　それで細い糸が切れた。

　大噴火であった。




「遺書は書いてきておるのだろうなあ!?　そなた達ぃッッッ!!!!!!」




　気ｇａつけば。

　、記憶に

　空白があった？？？

　あっちの砂浜に短パンのお尻を天に掲げたフィリニオンが突き刺さりこっちの森の枝にスリットから生足出したアルメリナが引っかかり、どこもかしこも地獄の様相を見せる中、何故なぜだかベアトリーチェはぺたんとへたり込んでぶーぶーの大きな背中に庇かばわれていた。

　無手のぶーぶーはその巨大過ぎる両手をぴこぴこ振りながら言う。

「【カリカンザロス】落ち着いて」

「む？　武器なしはそなただけか、余計な衣類をつけて中に何か隠している様子もなし。『ドレスコード』は合格。そもそも最初に警告を放ったのもそなただったな。良かろう、言うてみよ。マナーの悪い不届きな人間どもはさておいて、そなたの話は耳を傾けてやってもよい」

「ぶーぶー達な、お船が欲しいけど手に入らない。だから【カリカンザロス】のこれ貸して欲しい」

　サイドデッキの少女は首を傾かしげていた。

「……それでわらわに何のメリットがあるというのだ？」

「だめかー。ケチ」

　ぴくり、と。

　ぶーぶーの何気ない一言で、確かに【吸血鬼カリカンザロス】の細い肩が震えた。

「……今、なんと？　わらわを指してなんと申した？？？」

「ケチなら仕方ない。ぶーぶーは無理には頼まないから安心しろ、【カリカンザロス】。ぷきー、このお船はお前のもの。ぶーぶー達は別にお前の宝物を取ったりしないから怖がらなくても大丈夫だぞ。でも意外だなー、【カリカンザロス】はもっとオトナだと思っていたのに、ぶー」

「……ふ、ふふ……」

　俯うつむいていた。

　なんか笑っているようだった。

　そしてやたらと一面に鳴り響くメキメキという軋きしんだ音の正体など、もはやベアトリーチェには予測もつけられなかった。

　がばっと顔を上げて【ブレイクニュース】が吼ほえた。

　何故か涙目であった。

「ふじゃけるにゃよ愚民があッ!!　い、い、言うに事欠いてケチだと？　心が狭いだとっ？　あの銀髪腐れ縁と違って所詮独り暮らしの【吸血鬼】は周りへの配慮なんて何にもできず、子供の使いも途中で投げ出す卑小な存在とそう申しゅのきゅあッッッ!!!???」

　なんか声は裏返るわ嚙かみまくるわ言ってもない事どんどん付け足すわで、顔を真っ赤にして震えながら叫ぶ【カリカンザロス】が大変な状態になっていた。どうもぶーぶーは彼女の心のクリティカルなところに一発お見舞いしてしまったらしい。

　ぶーぶーは口元に片手を当てて、何やら哀かなしそうな目をして、

「……ぷーきー。【カリカンザロス】ごめん、ぶーぶーが何かしたなら謝る」

「ならまずはその目はやめよ、哀れと思われる事なぞ何もないッ!!　わ、わわわらわの心がこの程度で傷つくなど、きず、ありえない。わらわ泣いてない!!」

「良くないところがあったらちゃんと直すからゆって」

「ええいだから何ともないと言うている！　わら、わらわは、そうわらわはとても懐ふところが広いのでなっ、何だ『ネクスト・ボイジャー』くらい、ぽんと貸し出してくれるわーっ!!」
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　かくしてぶーぶーは船上の人になった。

　南の森から向かうとなると若干の遠回りにはなるが、それでも人間達の争奪戦の外から船を調達して新天地に向かえるのは非常に大きい。

　頭の上の日につ蝕しよくは不思議なくらい奇麗に消え去り、再び青い空が戻ってきた。【吸血鬼カリカンザロス】については不ふ貞て腐くされたように船内下層の棺ひつぎに閉じこもってしまっている。

「な、な、何が水が弱点だ。よくよく見たらあいつ透け透けネグリジェの下は黒ビキニじゃねえか。がっつり夏女!!」

「しゅにーん。【カリカンザロス】って本気出すと月げつ蝕しよく操って月の引力で陸地を残らず水没させる大技使うとかいう情報ありませんでしたっけ。やっぱり地球の伝承をそのまま適用するのは無理があったんじゃあ……」

　こってり絞られちゃったアルメリナ達は手すりに寄りかかって布ふ団とんを干してるような格好になっているが、そちらはさておいて。

「ぷーきー……」

　いよいよ舞台は新天地。

【勇者】ラ・シニョーラの待つ未知のフィールドだ。

「大丈夫よ、ぶーぶー」

　隣に立つベアトリーチェがそんな風に言った。彼女は横から人身豚面へ寄りかかりながら、

「【勇者】が悪さをすると決まった訳じゃない。そうだとしても、私達は負けない。そういうものでしょう？」

「あわあわわ」

　だというのに横から変なのが来た。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが先ほどから青い顔で甲板を右往左往している。

「なに、どうしたの牛。まさかカナヅチだから海の上に出るのが怖いなんて言わないよね？」

「ええと、それ以前にですね」

　メガネのサスペンダー牛は大変困った顔で、

「元から建造何十年かも分からんノーメンテの座礁船で、しかもガールズグリルの時は【賢者】だのシビュラだのが内装のためにあちこち材を引ひっ剝ぱがして持ち去ってませんでしたっけ？」

「……いやまさか、だって【カリカンザロス】自身も乗り合わせてんだぞ。底に穴が空いてたら流石さすがにあいつが出航止めるだろ」

　アルメリナの真っ当な意見に対し、フィリニオンはついに大きな胸の前で人差し指と人差し指をちょいちょいくっつけながら核心に迫った。

「許可なく船に近づいただけでブチ切れる【カリカンザロス】さんですけど、【賢者】やシビュラに侵入された事、本当に知っているんですかね？　もしもこっそり出し抜いて船の板材だけ盗み出していたとしたら、持ち主の彼女も知らない内に虫食いだらけにされているんじゃあ……？」

　優雅な旅の時間は終わった。

　全員で大きなひしゃく代わりの鍋やバケツを摑つかむ。

　今さら戻るにも島まで距離があり過ぎる。よって総員手分けして穴の有無を調べるために広い船内を走り回る羽目になった。
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　ABYSS//穏やかで変化のない場面を延々見せられれば、です。

　ABYSS//やがては何もかも疑いたくなるかもしれません。

　ABYSS//でも大丈夫、必ず間違いはあります。







　ABYSS//さあ、答え合わせと参りましょう。







　　　第三章　透ける新大陸、不透明な黒幕
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「でも実際、お嬢にとっても相当衝撃的だと思うぞ。あんまり顔には出してないけどさ」

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。都心の一等地とは思えない大豪邸の中庭でそんな風に言ったのはメイド三姉妹の次女、密みそ花かだ。

「新天地だか新大陸だか知らんが、アレのせいで異世界側のパワーバランスはメチャクチャだろ？　島のルールで地球側の問題を片付けられなくなってきてる。ナノテク使ってプログラミング通りに殺す散布兵器に、原子番号九二番の濃縮をとことんリーズナブルにしちまう二三五用遠心分離機の並列演算機器。こういう『技術の暴走』を防ぐ手立てだって一から構築し直さなくちゃならない」

　基本的に魔ま法ほう離り殿でんにある施設や設備は主たる少女の所有物なので、彼女達は自由にできない。赤いドレスの少女自身が何も言わないので自分達でしっかりするしかないのだが、厳密に言えば私室すら借りている状態だ。よって東あずま屋やなどではなく、密みそ花かは庭先に直接レジャーシートを敷いてごろ寝していた。

　同じシートの上にはメガネに泣きぼくろの長女、色いろ花かがお上品に座っていた。彼女はデキるメイドなので、主の見てないところでも背筋がシャッキリしているのが特徴だ。

「五大地方都市のお役人さんから、ちょうどウチの魔ま法ほう離り殿でんを視察したい旨むねの申請が来ているわよ。激変する異世界環境に対応するべく戦力強化を図るため各地に似たようなモノを創りたい、といったところかしらね」

「『正規業務』の方だろ？　むしろ官僚政治家に言われるまま【ピース】持ち帰って乱開発を進める側。お嬢の敵が増えるだけじゃねえか。カオスだねえ」

「というより、全体を見れば隙を突いて危険な技術開発を邪魔している嬢の方が変わり種なのだけれど」

「……もうそろそろリアルに滅ぶんじゃね？　五大地方都市で次期遷都計画でも取り合って、異世界で代理戦争でもやらかしてさ」

「それ以前に、魔ま法ほう離り殿でんと同じ規模の施設を四つも五つも造る体力はないわよ。毎度の国債発行で先延ばしはそろそろ通じなくなってくる頃だもの。安易な収入源として仮想通貨やネット広告を封殺できなかったのは痛いわね。【ピース】で国の価値が乱高下するこの時代、日本国債なんて『お付き合い』のしがらみで関係各国の投資銀行が仕方なく保有している程度、本気の暇人はもう見向きもしていないわよ」

「『絶対取り戻せる先行投資』扱いで予算ゴリ押ししちまうシナリオは？　ツェリカパニックに乗じた異世界対策費の公的運用とか派手に焦げついてたろ、アレが四つも五つも同時発生するって考えれば良い。そもそも地べたの施設じゃねえ、中身のお嬢がいなけりゃ【迷めい宮きゆう】探索の成功はないんだし。回収でなきゃ地方ショックから国全体が財政破綻まっしぐらだぞ」

「つまり、要約すると何が言いたいのかしら」

「とっとと脱出しねえ？　魔ま法ほう離り殿でんを世界最小の国にするっていうこいつのアイデアは？」

　ちょいちょい、と寝転がったまま密みそ花かが指差すと、そちらから地響きのような音があった。ぽかぽか陽気にあてられたのか、三女の悠はる花かが仰向けで大口を開けている。

「ずごっ、ずごごごごごごごごごご！　ううー、むにゃむにゃ……」

「これほんとに大丈夫な寝息なんだよな睡眠時ナンチャラとかじゃなくて」

「見れば分かるでしょう健康そのものじゃない羨ましい。それに悠はる花かの件も夢物語にはしないわ。必要書類は全て電子で作成して光ファイバー越しに関係省庁に提出済みよ」

「……その割にゃ何の音沙汰もありませんけど？　国会の承認待ちで延々引っ張られた挙げ句、実は連絡ミスで議題に上がっていませんでしたで有う耶や無む耶やなんてセコいレールに乗っちゃいないよな」

「あなたも意外と心配性よね」

「コトがお嬢に及ぶ場合はな」

「そしてそういう素直でサバサバしたところは私にはない才能だわ、羨ましい。敬意を表して真面目に答えましょう」

　なんかパワフルな掃除機のノズルみたいな音を出している三女の頭を軽く撫なでながら、色いろ花かはゆっくりと息を吐いた。

「結論を言えば途中でストップがかかっている状態ね。それもかなり強い」

「国民納税総額の一五％が離反するっつってんだぜ。そりゃ当然分かりきっていたっしょ」

「ええ。全部分かっていた上で、事前に用意しておいた迎撃策もみんな潰されたわ。力ちから業わざっていうよりも、そもそもルールの外にいる存在……という印象なのよね」

「……例えば、オーバー・ザ・ウォールの連中とか？」

「そこまでは」

　地球側の権力構造の頂点。国家、民族、言語、宗教、企業……あらゆる垣根を越えて暗躍する存在とされているが、だからこそだ。いったん疑い始めたらどんな不幸や悲劇にでも関わっているように思えてしまう。根拠もなくこんなレベルの敵まで考えていっても、自家生産の妄想に囚とらわれていくだけだ。

　メガネに泣きぼくろの色いろ花かは、不確定な部分についてはさらりとかわしつつ、

「とにかく、この水門をこじ開けない事には先はないわね。澱よどむ一方。魔ま法ほう離り殿でんそのものを潰そうとする勢力は依然として一定数いるし、ウチの権限と予算を奪うために手を取り合って戦いましょうなんて話になったら、例の地方都市勢を始め軍需企業から宗教法人までわんさか押し寄せてくるわよ」

「ヤバいな……」

「ええ」

　メガネの長女は頷うなずいた。

　だが彼女はデキるメイドなのだ。ただ大人しく従順に収まるだけが使用人ではない。

「そこで悠はる花かが眠りこけている間に相談なんだけど。あなた、私と一緒に『外』で一暴れする気はないかしら？」
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「おっ、おおー……。揺れてる揺れてる、動いてる動いてる」

　異世界では、グランズニールの島を離れた『ネクスト・ボイジャー』の船上でベアトリーチェがそんな風に呟つぶやいていた。広い甲板にあるプールサイドで、何やら両腕を水平にしてバランスを取っている。この幽霊船、見た目はかなり心配だが、こちらには【風力属性】のルサールカと【水力属性】のヴィルデフラウがついているのは大きい。クリッパーに近い、複数の帆に風を受け止めさせて進むのは苦労しなかった。何しろこちらで風向きを操れるので、何十人もの船員に綱引きみたいな大仕事をさせる必要もないのだ。

　灰色のボロ布マントを揺らして少女が必要以上にはしゃいでいるのは、平衡感覚が不安定になると朱あかい放電に【兵へい輝き】を破壊され、異世界側の環境に命を奪われる一歩手前まで追い込まれた記憶が蘇よみがえりそうになるからかもしれない。

　一方、同じプールサイドでは、

「この牛っ、いらぬ脅威論をしたり顔で演説しやがって！　ぜんっぜん頑丈じゃねえか船っ。調べ損ッ!!　こういうバカが面白半分でフェイクニュース撒まき散ちらして暴動が起きてから顔を真っ青にするんだ!!」

「き、きちんと目の前の危機について熟考してあらゆる可能性をテーブルに並べただけでこの騒ぎですよ？　やっぱりこの国の安全神話って間違ってんじゃねえー？？？」

「うるせえ尻出せ尻を！　私達は振り回された側なんだ、その短パンでみっちみちに浮き上がった尻を気が済むまで引ひっ叩ぱたいてやるわー!!」

「間違ってんじゃねえー!?」

　ちなみに船が無事だったのは、あちこちの穴が橋、家、武器などに使われている南の森の万能素材【金こん剛ごう塩じお】でしっかりと塞がれていたからだ。執事服やメイド服を着た犬や猫が密ひそかに活躍していたらしい。

　新天地と言っても、グランズニールの海岸線から普通に見られる程度の距離しかない。数日間しか滞在できずリミットまでに島の【ゲート】まで引き返さなくてはならないベアトリーチェ達としてはありがたい話だ。

「……ぷ、ぷきー……」

　ぶーぶーはおっかなびっくりといった調子で、サイドデッキの手すりを摑つかんでいた。【迷めい宮きゆう】最深部までショートカットしたり【冥めい府ふ】に乗り込んだり太陽の島まで駆け上がったり色々やってきたはずだが、海が怖いのだろうか？　もっとおっかない溶岩の湖をアルメリナの頼りない鉄の小舟で渡った事もあるはずだが……。

　ぶーぶーは手すりを摑つかんで踏ん張ったまま元来た方を振り返りながら、

「……もうグランズニールの島があんなに小さく……。ぶー、ちゃんと帰ってこられるのかしら？」

「ぶーぶー、大丈夫だよ。私達は沖に流されている訳じゃない」

　口元に緩く握った手を当てて、くすくす笑いながらベアトリーチェはそう答えておいた。どうやらぶーぶーの感覚ではでっかい浮き輪をつけたまま遠くへ流されている状態に近いようだ。以前は天を昇って太陽の島まで向かったはずだが、上下の移動と水平の移動では感覚が違うものらしい。

　先ほども言った通り、大航海と言っても互いの陸地を目視で確認できる程度の距離でしかない。暗礁などは多少怖いが、基本的にわざわざ海図や磁石とにらめっこする必要もなかった。

　マストのてっぺんに登っていたレオタードに装甲を足したルサールカが、両手でメガホンの形を作ってこちらへ大声を投げかけてきた。

「そろそろ着くわよ！　高火力バカの皆さんは念のため迎撃用意!!」

「了解」

「それから氷バカ！　ほんとにこれだけ勢いついた船をイカリで止められるんでしょうね!?　私も私で逆サイから向かい風は送るけども!!」

　距離を無視していやにクリアに聞こえる声だった。おそらく【風力】系の【魔法】の一種だろう。……なら両手のメガホンポーズは必要ないはずだが、フルドラ辺りから女子力（？）が伝染し始めているのだろうか。

「……いよいよだな。ぷきー、ほんとに大昔の【勇者】なんているのかな」

「そんなに心配しないでぶーぶー、今すぐ戦うとは限らない」

「どんなヤツか知らないけど、できれば仲良くできると良いな。ぶー、ケンカは良くない！」

　多分そうはならない。ベアトリーチェは笑顔で黙っておいた。グランズニール生まれのぶーぶーは、きっと魔女狩りなどという言葉に込められた意味を知らないのだ。知らないままで良いとも思う。

　ちなみに今日は誰も彼も心配性らしい。ルサールカが警戒していたような、デリケートな接岸作業の間に大陸側からいきなり大砲を撃ち込まれる大歓迎はなかった。

「牛の臆病風がみんなに伝染しやがったんだ」

「この豪腕お巡りさん誰か何とかしてくれませんかね!?　和を乱すとか何とか、いよいよ言いがかりが秘密警察っぽくなってきましたよ！」

　十字剣で要所を隠して残りは全身ベルト巻きなヴィルデフラウが氷で作った錘おもりやぴっちりレオタードにゴツい装甲やブーツを足したルサールカの逆風などで段階を踏んで的確に減速していったネクストボイジャーが、ついに新大陸の岸へと乗り付けた。

　ベアトリーチェはビーチチェアを拝借して寝転がっていた、ほとんど全裸に十字剣の人に振り返って、

「ヴィルデフラウ、氷のイカリはキープできる？　できれば蔓つるとかロープとかも氷で作ってもらって、陸地にも繫つなぎ止とめておきたい。こいつが流されるのが一番厄介な展開だからね」

「構いませんけれど、セーフティネットのつもりなら多重防護は必須ではなくて？　わたくし一人が不慮の事態でリタイアした途端、船まで岸から流されて全滅確定ではお話になりません」

　これについてはフルドラが身に着けていた宝石（に見える厳密には目薬のような小瓶にカラフルな液体を詰めた薬入れ）を軽く振る事で解決した。もこもこと合成樹脂めいた何かが膨らみ、船の船尾部分を包み込んで、でかい錘おもりになってしまう。

　両手首を中心として空間に展開されるピンクの魔法陣を輝かせるフルドラは、

「はあー。ようやく【錬れん金きん術じゆつ】っぽい事しましたよわたしぃ」

「扱ってんの金属じゃないけどな」

【兵へい輝き】を変形させてドカンと鉄のハシゴを用意しながら、薄い胸元開いて萌えの道と戦ってるアルメリナが呆あきれたように言った。ひとまずこれがタラップ代わりだが、身体強化に自信がある連中はサイドデッキから直接飛び降りても問題ないだろう。

　長い長い金髪を三つ編みにしてぐるりと円を描くグルアガッハは甲板の床へ視線を投げて、

「お留守番として【カリカンザロス】さんもいらっしゃいますし、滅多な事ではちょっかい出されるとは思えません。それでは参りましょう」

「おるす……やっぱりアレだな、あんた【召しよう喚かん】系だな。モンスタークリーチャー系になると言う事がデカい」

　アルメリナの言葉が終わる頃には、ぶーぶーとベアトリーチェはすでにサイドデッキの端から九メートル下の大地へ飛び出していた。危なげなく着地し、ぶーぶーは辺りを見回す。

　白い。

　いいや、透明な大地が太陽の光を照り返しているのだろうか。足元は分厚いガラスのようで、動物はもちろん草木が生えている様子もない。

「ぶー……。なんか怖い所だな。動物の足跡が全然見つからない。こんな所に置いていかれたらぶーぶーはすぐにお腹なかがぺこぺこになってしまう」

「一応水と食料は船に積んでいますけど、うへえ。確かに想像を絶する景色ですね」

　食べる事にはうるさい豚と牛がげんなりと意気投合していた。人工大気圏の壁と同じガラス質なのだから、それはまあ、図鑑マニアの喜ぶ生き物が根付いている環境ではないだろう。

　アルメリナは【兵へい輝き】を使って細い鎖とシャボンの膜で作った四角い枠を呼び出しながら、

「おい皆の衆、時計を合わせておこうぜ。安全に島へ帰るのを考えて、余裕を持って一度の探索期間は二日間とする。こんな所で迷子になったら最悪だぞ。動く時は最低でも二人以上で行動する事。天候の変化にも気をつけろ、ここは今までのルールが通じるかも分からん新天地だ。基本を忘れるなよ」

　とはいえ、初手からあてどもなく大陸を歩き回る訳ではない。

「ぶー……」

　ぶーぶーは目元に手でひさしを作り、大地の向こうまで見渡そうとしていた。

「一体どこまで続いているのかしら。全然終わりが見えない……」
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　そう、何しろ大陸なのだ。歩いて三日で一周できた島とは事情が違う。そもそもの面積が分からない以上、闇雲に進むとリミットまでに引き返せなくなるリスクすら浮上する。同じ距離の往復でも、疲労、荷物の重さ、悪天候などによりかかる時間が変わってくる事も忘れてはならない。

　こんな中からたった一人の【勇者】を捜せというのは、なかなか堪える。何しろ新大陸新天地と呼んではいるが実際の面積はまだまだ未知数。ヤツだって常に移動している可能性もある。

　誰一人いない新エリアであった。

　今日きよう日び、地球にそんな場所残っているだろうか。人っ子一人いない、奇妙な寂せき寥りよう感かんに溢あふれた処女地と向き合って、

「よいしょ」

　柔らかい二の腕さらしてアルメリナは何やら地面に手作りっぽい旗を立てていた。それから、色々な角度から【スクリーンショット】で身の丈と同じくらいの旗の写真を撮影している。【兵へい輝き】側の容量は莫ばく大だいなので、ひとまず節約の必要はない。

「ここを上陸拠点に設定、と」

　宿屋街の連中が船の争奪戦で金切り声を上げて摑つかみ合あいをしている今がチャンスであった。一方でベアトリーチェは眉をひそめて、

「アルメリナ、南極探検隊のルールなんて異世界で通じるの？　これから大小色んな船を手に入れた人間達が押し寄せてくるんでしょ」

「国連の決定見てねえのかよベアトリーチェ」

「……逆に一体どんな生活送っていたらそんなサイトに辿たどり着つく訳地図マニア」

「新大陸の測量データは持ち帰ればそのまま【ピース】扱いになるってよ。つまり登録したもん勝ちだ。座標データ埋め込んだ【スクリーンショット】は最強の知財になるぞ。……ちくしょう仕事じゃなけりゃナンスカグラムに人類初上陸の記事ぶち込むのにな。ともあれ事は大陸探索だ。一朝一夕じゃ終わらないぞ。行って帰ってまた行って、長い付き合いになりそうだ」

「主任、【ゲート】の新設の件は？」

「素直に上へ申請してみろ、得体の知れないお役人どもが俺も私もって相乗りしまくってきて収拾がつかなくなるぞ。今オホーツク経由でキリル系の機材一式確保しているからもうちょい待て」

「えーっ!?　大丈夫なんですかそれえ！」

「何かとロシア製がチープって考えは映画産業使った西側の情報戦略っていうか、ほとんど唇尖とがらせた嫌がらせなんだがな。技術力なんて互いのアサルトライフル見比べりゃ分かるだろ。戦車だって戦闘機だって、内心じゃあ西側は戦々恐々だ。兵器ショーの華々しい宣伝文句はその裏返しだよ」

「いやあそういう意味じゃなくて倫理が道徳が密輸って響きがですねえ!?」

「一人だけ徳の高い坊さんみたいな顔して正論吐いてももう遅いぞ。お前この前幸せそうな顔してばくばく食ってたキャビア、出で処どころについて何の疑問も持たなかったのか？　キャビア太巻きとか馬鹿げた大盤振る舞いしやがって、すでに血となり肉となってるんだ諦めろ」

「知らぬ間に片棒を……!?　あ、アンタは空港で赤の他人のポケットに小さなビニール袋突っ込む類の運び屋さんですかあ!?」

　これから新天地目指して、たくさんの船がやってくる。

　……となると当然、待っているのは接岸地点の奪い合いだ。こんなに広い大陸なら海岸線なんていくらでもありそうなものだが、船をつけるにはある程度の深さがないといけないから砂浜はダメ、断崖絶壁だと船をつけても陸に上がるのが大変、水面下に潜む暗礁も怖い、島と大陸を結ぶ最短ラインが一番輸送コストを低く抑えられる、などなど……細かい条件を積み重ねていくと、いわゆる『一等地』は自然と一点に決まってくる。ベアトリーチェ達が船出を急いでいたのもこのためだった。真夏の海水浴場みたいに人でごった返してしまったら土地不足で船をつける場所もなくなる。数日スパンで行って戻ってまた行ってを繰り返すとなると、他人の船着き場を借りて毎度毎度貨幣代わりの歯車を支払い続けるのも大きな負担となる。なので、誰よりも早く一等地を押さえ、思う存分羽を伸ばせる確実な活動拠点を構築しておきたかった訳だ。

　他の多くの者は、【勇者】の存在すら知らない。これまでやってきた事を考えれば、そのテクノロジーは【賢者】と同等かそれ以上だと推測される。仮にアビスの言う通り未いまだに生存していて、かつ、他の生命に対し敵対行動を取ってきた場合、観光気分でやってきた宿屋街の連中は【エンカウント】次第順次全滅……なんてリスクもゼロではない。

　この【パーティ】の中でさえ、太陽の島には行かなかったヴィルデフラウ、フルドラ、グルアガッハ、ルサールカなどとはちょっと温度感の隔たりを感じるほどだった。

　実際に太陽の島まで出向き、残留思念の片へん鱗りんであっても【勇者】の痕跡を見てきたぶーぶーやベアトリーチェでなければ、正しく危機を認識できないのだ。

「ベアトリーチェ、フィリニオン、追加でスクショ撮って証人になっておいてくれ。持ち帰れば【ピース】扱いで登録できるって話だけど、一応な。フルドラだのグルアガッハだのじゃ組織の距離が近過ぎる。こっち側の大陸に【ゲート】を作れれば、事情も大分変わってくるんだがな……」

　薄い胸元を無理して開いたアルメリナがそんな風に言っていた。

　ぶーぶーは口元に手を当てて、

「ぷきー。でもみんな、こんな広いトコから【勇者】なんて見つけられるのか？　ぶーぶーな、あんまり広過ぎると途方もないかくれんぼになっちゃうと思うけども」

「ま、いちいち足で調べる訳にもいかんよな。あちこち簡単に【ゲート】を置けるでもなし、そうなると当面は『陣取りゲーム』になるのかなあ、と」

「？」

「そんな訳で、初手はグルアガッハに任せた。せいぜい頑張ってくれーい」

　気だるげにスリットお姉さんアルメリナが手を振ると、西洋喪服の少女が一歩前に出た。手にしているのはスタビライザーのついた洋弓の両端に近接用のブレードを取りつけた【兵へい輝き】。ぶーぶーが首を傾かしげる中、右目の延長線上にいくつか魔法陣を展開したグルアガッハが鳥も飛んでいない大空に向けて番つがえた矢を撃ち放つ。

　むしろ、矢が鳥になった。

　放物線を描くはずの矢が、落ちない。

　シャフトの真ん中から飛び出した白い羽が空気を叩たたき、獲物を探る猛もう禽きんのようにぶーぶー達の頭の上を大きく旋回している。

　長い長い三つ編みで大きな円を描くグルアガッハはさらに何本か矢を放ちながら、振り返らずにこう教えてくれた。

「全部人の足で歩いて調べたら白地図埋めるだけで一〇〇年がかりの大仕事になってしまいますからね。『彼ら』の耳目に頼り、可能な限り簡略化していきましょう」

「ぷきー？」

「ふふ、イマドキの攻略の基本は時短と効率なのです」

　お上品に微笑ほほえむグルアガッハの足元では、何やらメガネのフィリニオンとツインテールのフルドラがしゃがみ込んでガサゴソ作業を始めていた。お尻の短パンをみちみち軋ませ、何やら難しい顔して救急箱から黄色い魔法陣を光らせたり、取り出した薬品を注いだ試験管の底をくるくる振りながら、

「ふうん。緑のまま、ですか。黄色にも青にもならない……」

「つまり中性ですう。いくつか大きなグループごとに毒物検査の必要はありますけどお、地面がまんまガラスだとしたら拾い物じゃないですかあ？　蛍光灯や鉛ガラスみたいに変な化学物質で味付けされているんじゃなければ使い道もありますよう。何しろ水はけゼロって事は、降ってきた雨水に逃げ場はありません。今はこうですけど、じきにあちこち大きな水みず瓶がめができますよう」

　聞き捨てならなかったのはスリットだらけの僧服美女アルメリナだ。

「おいっフルドラ！　私達にその辺の地面を這はって水たまりに口つけろってのかよ!?」

「野蛮人はこれだから……。どこの蛇口をひねって出てくるお水だって、元を正せばみーんな雨水じゃないですかあ」

「うっ、そ、それにしたってだな、ほらペットボトルとかウォーターサーバーに詰めてあるミネラルウォーターとかさ、アルプス山脈のどうたらこうたらでキレイにしてくれるじゃん！」

「腐った落ち葉と動物のフンとミミズの死骸が折り重なったタイヘン豊かな大自然を通してですかあ？　規模が大きいってだけで、やってる事はドラム缶に砂と小石と活性炭詰めた手作りろ過装置と変わらないんですけどねえ」

　うぶっうぐえ、とアルメリナが口元を押さえて潔癖なんだか汚らしいんだか判断の難しいリアクションを始めていた。たわいもないもしも話に聞こえるが、思い込みの激しい方がこういう食品禅問答をこじらせると合成物バスターや有機野菜専門などに化けていくので要注意だ。

　ちなみにそのアルメリナはと言えば、基本の探索を無人機頼みにした事で空いた手を使い、何やら厚さ一〇メートル以上はありそうな透明な大地の表面を四角く切り出してドーム状に積み直していた。地球側の知識があればイヌイットみたいと評価したかもしれない。

　ヴィルデフラウは眉をひそめて、

「てか何をやっていますの？　衣食住ならあの船まで戻ればよろしいのではなくて」

「地球側で【ピース】登録する時の保険だよ。目印の旗一本だけだと拠点として認めてもらえないかもしれないだろ。無意味であっても見み栄ばえは大事だ。いくつか作って『基地』の形にしておきたい。本当は灯台みたいなのを作って周りに貢献しておきたいんだけどな」

「灯台ですの？」

「規模の関係で無理ならカラフルな狼煙のろしでも良い。目印だよ。とにかく『外すと困る社会の歯車』になっちまえば、誰も彼もそう簡単に排除できなくなるだろ」

「ははは地域のスーパーや病院を一手に牛耳る武器商人みたいな感じになってきましたねえ主任。中南米や東欧なら選挙で勝てますよ」

「そうか楽しいかーフルドラ、そんな顔を見ていると私まで穏やかで幸せな気持ちになってくるよ。次の給与査定の参考にするから覚悟しろ」

　ぎゃーっ!?　とピンクツインテールが大変サラリーマン的な悲鳴を発したが、さて。彼らは安定した公務員ではなかったのか。表向きの探偵事務所がどこまで金回りの実態に食い込んでいるのか、ベアトリーチェが外から見てもいまいちピンとこなかった。というか普通の探偵さんの相場がまずイメージできない。

　丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を背負う【剣つるぎ聖せい女じよ】は感心しているような呆あきれているような息を吐きながら、灰色のボロ布マントを揺らして、青空を見上げていた。

「……それにしても、異世界探査も無人機の時代かあ」

「【迷めい宮きゆう】と違って上下も水平も開けているし、今後の主流になるだろ。何しろフィールドが広過ぎて人の手には余るからな」

「陣取りゲーム、ね」

「何も上からだけじゃない。見晴らしの良い場所に三脚立てて映像や音響をぐるりと一周拾い集めたり、硬い地面にでっかい吸盤張り付けて微細な足音や体温を探ったり……。一回一回のアクションで塗り絵みたいに広域エリアを埋めてそれらを繫つなぎ合あわせて大陸全体の地図を描いていく。ジグソーパズルのピースを一つ一つはめていくようにな」

「……じきに無人機同士でケンカになるような？」

「スマートウォーだよベアトリーチェ。こっちも忙しくなるな、ワインだの絵画だのみたいに情報がオークションにかけられる時代がやってくる」

　異世界生まれにはムズカシイ話であった。

　四メートル弱の人身豚面は首を傾かしげて、

「ぶーぶーは何したら良い？」

「陣取りゲームって言っただろ？　グルアガッハが地形調べた所から、順次こいつ、このかまくらを作ってくれ。一本の線で繫つないでルートを作るんだ。地球に【ピース】として測量データ持ち帰って登録しちまえば、『街道』はみんな私達のモノになる」

　……とはいえ、あんまりアコギな通行料で周りを締め上げると他の人間達にそっぽを向かれて、今度は向こうが開拓した土地や道を使わせてもらえなくなるといったリスクも出てくるので要注意だが。

　こういう時、地力がパワフルなぶーぶーがいると大きい。元々、大きな葉っぱを折り重ねてテントのような家を拵こしらえる程度の技術もある。

「ぷっぷっぷー、ぷきぷきー」

　そんなこんなで大体三、四〇〇メートルごとに一つずつ、ガラスのかまくらがぽこぽこ置かれていった。ベアトリーチェの熱線で分厚いガラスの大地の表面を四角く切り取り、ぶーぶーの大きな手で積み上げていく。【魔法】で強化された人間でも引っ越しの荷造りくらいには大変な作業であっても、冷蔵庫大の塊を片手で摑つかみ取とる四メートル弱の巨体にとってはオモチャのブロックを積んでいく程度だ。トドメに、お子様ランチのようにドームのてっぺんに旗を立てておく。

「ぷきー、ここもぶーぶーの！」

　おそらく人身豚面は地球での事情なんぞ知った事ではないだろうが、何やら楽しげだ。

　陽が傾いて風景全体がオレンジ色に変わろうという時、瞳を伏せていたグルアガッハがぴくんと顔を上げた。上空を旋回する羽つきの矢から得た情報を受け取ったのだ。

「よその方が大陸沿岸に船を着けたようです。私達の上陸地点から北に二五〇〇メートル、規模はおよそ八〇人超。詳細不明ですが【ギルド】単位ですね」

「今さら遅い。この辺一帯はもう私達のフラッグで埋め尽くされているよ」

　むしろ海岸線に沿って細長く陣地を広げていかなかっただけ、ベアトリーチェ達はまだまだ良心があった方だ。

「ぶーぶー、今日はもう良い。いったん船まで引き返そう」

「でもベアトリーチェ、ぶーぶーはまだまだやれるけども」

「夜になると環境が変わる。実は巨大な亀裂が走っているのに気づきませんでした、とかヘマすると真っ逆さまだよ」

　グルアガッハが放った羽つきの矢も便利だが、あくまで概算だ。この錯視・錯覚は地球で一番大きな塩湖が有名だが、地上が一面真っ白だと距離感や細かい違和感が潰れてしまうため、上からの情報を過信するのは危ない。

　ガラスのかまくらには、火を使わないコケ類の淡い光源を設置してある。辺りが暗くなっても点と点を繫つなぐように歩いていけば、帰り道に迷う心配はなかった。さらにベアトリーチェの炎で足元を照らせば万全だ。

　ただし、

「うう……」

　ぶーぶーの吐く息が白くなってきた。ベアトリーチェも頭の上でアンテナみたいに伸びた髪の先から【魔法】の火を点つけながら、ボロ布マントごと両手で自分の体を抱き締める。

「早速の予想外が来た……。そうかガラスの大地だと熱を蓄えておけないのか。砂漠の夜と似たような感じかな」

「つまり何がどういう事？」

「昼と夜で気温の差が激しくなる。早めに船へ引き返しておいて正解だよ、ぶーぶー。着いたら何か温かいものでも食べよう」

「ぷきー、狩りもしてないのにご飯が食べられるなんて不思議だなあ、こんなに楽してバチが当たらないと良いいけど」

　キホン自給自足の人は考える事が違った。

　海辺にある『ネクスト・ボイジャー』まで戻ってきた頃には、完全に陽が暮れてしまった。まさに極寒。けろりとしているのは一番肌色の多い【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウくらいのものだった。【水力耐性】一〇〇％、液体窒素のお風ふ呂ろに肩まで浸つかってもそのまんま優雅にくつろげる十字剣にベルト巻きの露出狂は例外中の例外だ。

　そして辺りが闇に包まれ月が出てくると、金髪に赤いネグリジェの例のヤツが船底の棺かん桶おけから顔を出してくる。

「ふぁ、あ……。矮わい小しような人間どもがせかせかとやっているな。何がどこまで進んだのだ、言うてみよ。どうせくだらん徒労だろう、せめてわらわの暇でも潰して意義を与えるがよい」

「牛、この異世界にゃニンニク代わりのハーブはねえのか？　スープでも肉料理でもガーリックライスでも良い、今夜のメシにあるだけぶち込んどけ！」

「オトメ的に自滅戦術になるので絶対嫌です」

　普段から【迷めい宮きゆう】の探索を主とする人間は、自発的にやるかやらないかはさておいて一応簡単なアウトドア料理くらいは覚えてしまうものだ。逆に全くできず、固形の簡易食に頼り切りなベアトリーチェの方が珍しい。女子力が問われていた。

　でもって今夜鍋の火を見ているのは、

「うう……ぶーぶーさん以外誰がやったって必ず女の子の手料理をいただける夢のような状況だったはずなのに、何で私が面倒見なくちゃならないんですかあしゅにーん！」

「フルドラが一番料理できるからに決まってんだろ」

　女子力の定義を根本から覆くつがえす事態が展開中だったが、ともあれ、少なくとも黒焦げの何かや紫色に沸騰した粘液なんてモノが出てくる訳ではなさそうだ。

　ぶーぶーは白い息を吐きながら、星々で埋め尽くされた夜空を見上げていた。

「ぶー。他の人間達も無理してないと良いけど……」

「大丈夫だよぶーぶー。何だかんだ言っても、普段【迷めい宮きゆう】に潜って進むか戻るかの選択を繰り返している連中だからね。そうそう引ひき際ぎわを誤る事はないと思う」

　そして一定以上の『力』がなければ、そもそも宿屋街での船の争奪戦をクリアできない。少なくとも、右も左も分からないルーキーだけで構成された【パーティ】が紛れている可能性はないだろう。

「ぷきー。しかしこんなに寒くて今日は眠れるのかしら」

「あん？　『ネクスト・ボイジャー』に戻れば大丈夫じゃね？」

「基本バカ広くて夜の学校みたいに寒々しい上、そこらじゅう隙間風だらけの幽霊船ですよ。ううー、どこか一室に集まって体温こもらせた方が良くないですかね？」

　サスペンダー牛が肩を抱き、自分の胸を潰しながらそう言った時だった。

　すぐそこで、両目から閃せん光こうを発して舌なめずりまでする人がいた。

「チャンス、全方位怒ど濤とうのぎゅうぎゅう詰め密着チャンスのお時間がやってきたんですう!!」

「フルドラお前外な、船の外。理由はばっちいから」

「朝起きたら樹氷が一つできていても驚かないでくださいよう!!　うわあーん!!」
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　外に出てしまえばこんなものだった。

　魔ま法ほう離り殿でんの主たる少女はともかくとして、メイド三姉妹は特に出入りを制限されていない。日々の買い出しなどで頻繁に東とう京きようの街を利用しているため、その夜も感慨などなかった。

　街灯の下を歩きながら次女の密みそ花かは両手を頭の後ろにやって、

「しっかし良いのかね。国家に対する反逆とかにならないの？」

「すでに必要な文書は全て提出したのに、理由も明かさずに受け取らない方が悪いわよ。そもそも私達が忠誠を誓うべきは、これから作る世界一小さな独立国の方でしょう？　なら今さら霞かすみが関せきや市いちヶが谷やから文句を言われる筋合いはないわ」

「って事は、東とう京きようって外国になるのか。うおー、その辺のコンビニ行くのにパスポートいるじゃん！」

　夜景のせいか、月くらいしか輝いているものの見えない夜空だった。

　どこまで本気なのか、密みそ花かはくつくつと笑いながら、

「で、目的地はどこだっけ？」

「赤あか坂さか。牛うし頭がしら神じん宮ぐうよ」

　六ろつ本ぽん木ぎと赤あか坂さかの中心地だと直線で二キロもない。にも拘かかわらず別名義で借りている月つき極ぎめの駐輪場からわざわざ中型バイクを引っ張り出してきたのは、言わずもがな、トラブッた時にとっとと追っ手を撒まくための保険である。

　次女の密みそ花かは姉に予備のヘルメットを放り投げながら、

「ま、ここまで離れりゃ悠はる花かのヤツが飛び起きる事もないだろ」

「これ髪がぺたんってなるからイヤなのよね……」

　そんな訳で建物や樹木へ間接照明当ててライトアップされた牛うし頭がしら神じん宮ぐうへ直行。近過ぎず遠過ぎずな位置にバイクを隠し、徒歩でざっと敷しき地ち外周をぐるりと回ってみる。

「思ったより警報ないな」

「デジタルで定時運転しかやらないセキュリティほど無価値なものはないわ。一番怖いのはいつだって誤魔化しの効かない人の目で、かつランダムで予測のできない巡回よ」

　そう言いながらも密みそ花かと色いろ花かは迅速に動いていた。敷しき地ちは背の高い塀で囲まれていたが、二人もいれば乗り越える方法はごまんとある。とっとと障害を越えて玉砂利の庭園へ。闇の中、下からの煽あおりで照らされた狛こま犬いぬやご神しん木ぼくを避け、身を低くして影から影へと走り抜けていく。

「あんまし使う機会のないテクだよな。訓練損だぜ」

「それだけ常日頃から嬢が私達を守ってくれているんでしょう。感謝の心を忘れてはダメよ」

　実を言うと、二人は牛うし頭がしら神じん宮ぐうの何を狙っている訳でもなかった。分厚い金庫も秘密の地下室も用はない。

　ただ、建物の中に入れればそれで良かったのだ。

「……お初にお目にかかります、オーバー・ザ・ウォール。その一角よ。アポイントなしの非礼ではありますが、我らが主人の窮地であります故、どうかご容赦いただきたい」

　明かりもない部屋、畳の上で片膝をついた色いろ花かの口から溢あふれたのは、まるで呪文でも読み上げているような、平へい坦たんな声だった。

　対して。

　何の前触れもなく、同じ部屋の行あん灯どんに明かりが点ついた。電球ではなく、火を使った柔らかく揺らぐ光だ。静電気、マイクロ波、あるいは別の何か。仕掛けなど知らない。ひょっとしたら、全く同じ技術を差し向ければ不届き者二人など一瞬で丸焼きにしてしまえるのかもしれない。

　息が詰まるような沈黙。

　次女の密みそ花かがごくりと喉を鳴らした時、辺りを取り囲む空気に変化があった。




『その名で呼ぶのはよせ。皆をいたずらに怖がらせてしまうやもしれぬ』




　しわがれた老婆の声だった。

　それも、いきなり天井の向こうから降り注いできたのだ。

　コンタクト成功。

　国家、民族、宗教、言語、思想、企業、学問、貧富、あらゆる壁を越えて裏から世界の流れを操ってきた存在と、である。分かりやすい大金庫よりも、よっぽど意義ある成果であった。

　頭こうべを垂れたまま、メガネの色いろ花かがさらに切り込む。

「しかし野や卑ひにして浅慮なる我らは、あなた様のお名前さえ知りません」

『好きなようにせい。社やしろに祀まつられたのも近代に入ってからの事よ。うちのおてんばなどは平気な顔してババ様扱いじゃしな』

「しかし」

『ま、巫女みこ姫ひめ様さま……「畏怖なく我らを繫ぐ者コネクテイブメイデン」なくして警戒を解けというのも無理な話か』

　天井からの声はどこか呆あきれたように、

『そもそも侍女よ、敬う相手を違えるな。お主ぬし達たちが頭を下げる存在は一人いればよい。心の中まで奪おうとするほどわしは狭きよう量りようではないぞ』

「……かたじけない」

『はっは。今時そんな言葉遣いはわしらの間でもせんよ。して小娘よ、今日は何の用じゃ』

「あなた様ほどであれば、すでにこちらの動向程度は摑つかまれているのでは？」

『お主ぬしの口から聞きたいと申しておる』

　さようですか、と色いろ花かは呟つぶやいた。

　彼女は情報のエキスパートだが、だからこそ一瞬で悟ってしまう。とてもではないが、駆け引きの通じる相手ではない。せめてこちらから手札を全て開示する事が最大のプレッシャー戦略になると考えるしかなかったのだ。

「私達は敬愛する主人を守るため、魔ま法ほう離り殿でんを世界最小の国に作り替えようとしています。すでに電子書類は一式提出しましたが、どこかでストップがかかっている。……具体的に、誰なのかを知りたいのです。籠ろう絡らくするにせよ恫どう喝かつするにせよ、実体のある標的を定めなくては始まりません」

『ふうむ』

　相手は本当に屋根裏にいるのか、いないのか。曖あい昧まい模も糊ことして、それでいて首筋にナイフを押し付けられるような鋭利な存在感だけがのしかかってくる。

　しばらくあって、しわがれた声があった。

『答えにくい質問だのう』

「存じております。しかし我らが主人のために、是非」

『阿あ呆ほう、わしを見くびるな。パワーバランスの話をしておるのではない』

「と言いますと？」

『単純に説明するのがややこしい。お主ぬし達たちの敵は確実にいる。しかし実体があるかと問われればちと苦しい。そこにいるのは間違いないのじゃが……』

「おい婆ばあさん、はぐらかして時間を引き延ばすだけなら言ってくれ。私達はよそ当たるぞ」

　色いろ花かは頭こうべを垂れたまま、思わず無礼者を横目で睨にらみつけてしまったが、かえって天井からの声は楽しげに応じた。

『よい。闊かつ達たつな女子おなごは見ていて気持ちが良いのでな。むしろ侍女よ、血を分けた家族にそのような目を向けるものではないぞ』

「申し訳ない。身に余る温情にございます」

『して、敵の正体だったな。まあよい、聞いて混乱するのもそちらの権利じゃ。納得するかどうかはお主ぬし達たちに委ねよう。ひとまず答えだけ述べるぞ。地下鉄駅じゃよ』

「あん？　駅だって？？？」

『そう、地下鉄国会議事堂直近駅。ここまで言えばピンとくるかのう？』

「……日本政府最大の、地下核シェルターですか？」

『まだソ連が崩壊する前の話じゃ。有事の際に国会議員や高級官僚を収容するための秘匿施設とされておるが、それでは説明が足りぬ。アレはたとえ首都核攻撃が実行されても日本の政府行政機能を喪失させぬための施設じゃ。つまり国の運営に必要な全てを収容する。ここでは人員もまたシステムを効率良く回すための歯車とみなされる。むしろ最重要は機材。高度情報化社会における行政ネットワークの根幹を形成する演算装置こそが心臓部となる』

　あるウワサがあった。

　この国の全てを操る存在がある。それは国会議事堂でも高級料亭でもなく、硬く分厚い壁で囲われた、あまりにも巨大な半導体の塊であると。

「私達の、『敵』は……」

　つまり。

　つまり、だ。

「……『シミュレータ』だったという事、ですか？」




　　　　４




「何でそんなに人間を憎んでいるのかって？　簡単だよ、あまりに愚かで同じ生き物だと思いたくもないからさ」




　山の中腹にある【イベリコオーク】の集落での話だった。

　優しい夜、焚たき火びを囲む多くの人身豚面達。笑顔であちこちまとわりつくチビ達の面倒を見てやりながら、しかし赤い鎧よろいに白のミニスカートを纏まとう【賢者】の口から吐き出された声色は正反対だった。

　寝る前の体力発散なのか。あそんでくださいなー、と声を合わせる小さなぬいぐるみ生物達はあまりにもさらりと出てきたその言葉をストレートに受け止めなかったようだ。何かのごっこ遊びのように捉えたのかもしれない。

「ありふれた滅亡さ」

　長老だけが違った。

　五メートルを超える巨体は複雑そうな目で【賢者】を見据えている。

「地球温暖化による環境激変と大災害。ただし、その原因がどこの国、何の企業にあるかを正確に逆算できるようになったら話は別だ。災害は、人の手が関与しないからこそ仕方がないと許せるのさ。もしも明確な因果関係が立証されてしまえば憎ぞう悪おが芽生える。私達の時代は発達し過ぎてしまったんだ」

　きゃー、という間の抜けた悲鳴と共に涙目のガキ大将達がこちらへ走り込んできた。どうやらこんな夜にこっそり集落の外へ抜け出そうとしたワルなぬいぐるみどもが、怖いモノでも見たらしい。カラカラという複数の骨がぶつかり合うような音もあった。森の木々の間で揺れているのは、テンガロンハットにはめた宝石か。

　常々、【賢者】はこういった素朴な島の暮らしを眩まばゆいものでも見るような目で眺めていた。まるで、絶対に手の届かない宝物でも眺めるような。




「災害環境シミュレータ」




　決定的な一言だった。

　おそらく最初は、何かを滅ぼすために作られた訳ではなかっただろう。

「こいつが全てを変えてしまった。バタフライエフェクトを逆算できるこの『悪魔』は、ありとあらゆる天変地異に理由を求められる。憎むべき敵を見つけられる。……後は責任論とくだらん戦争の繰り返しさ。実際のところ、シミュレータが出した答えが本当に正しいかどうかも分からんし、どっかのエンジニアが計算式に余計なパラメータを注入している可能性だってあったのにな。ＡＩが画面に表示したから間違いない、中身の理屈なんか知らねえーけど。もはや『悪魔』に跪ひざまずく宗教だったな、アレは」

　そうして、後は泥沼だった。

　機械が人類を滅ぼすのに、複合装甲でできた殺人兵器の軍団なんか必要なかった。ただ理路整然と疑心暗鬼を生み出す『囁ささやき』があれば良い。

　騙だまされる方が悪い。

　ある意味で真理だと【賢者】は思う。もしも八〇億に届く人類がもう少し自分の頭で考えてブレーキをかける力を残していれば、何もあんな事にはならなかっただろう。

　人類は、妄想で滅びた。

　一体どんな歴史書に書き記せる？　こんな恥ずかしい記録を。
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　朝あさ陽ひが昇ってきた。

　幽霊船『ネクスト・ボイジャー』が曙しよ光こうに照らされてオレンジ色に輝いていく。

「うー……ぶるぶる」

　甲板の話だった。雪山でも腰布一枚だったあのぶーぶーが珍しく両手を擦り合わせているのだから、やはり外気は相当なものだ。吐く息は白く、デッキプールも分厚い氷で塞がれている。人間ならそのままスケートでも楽しめそうだ。

「しっ死ぬう。ししししば死ほんとに死ぬううううううう……」

　隣では女子の輪に交ぜてもらえなかったフルドラが、半分冷凍食品みたいになって震えていた。冗談抜きにまつげの辺りに白い霜がくっついている。

「ぷきー。フルドラ大丈夫か？　これはお湯に浸つけて戻した方が良いかもしれない」

「あばばあばばば」

「死ぬなフルドラ、ぶーぶーがちゃんと温めてやる。ぶー、お湯はどこだー!?」

　このピンクツインテールを（お姫様的に）抱え込んだタイミングで【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェが顔を出したから後はもうカオスであった。

　色々お見苦しいので割愛するが、要約するとこうだ。

「ふふふふこりゃあダメだ芯までしっかり火を通さないと食べられたものじゃないいい!!」

「落ち着けベアトリーチェ大丈夫だアレは男の友情的なアレだ!!」

「……それはどうかなアルメリナだってぶーぶーは地球での姿を知らないじゃない今そこにいるフルドラが全てじゃないうふふだとするとうふふふふふふふふ……」

　灰色のボロ布マントを魔王みたいに広げ、タイヘン危険な状況に陥っている【剣つるぎ聖せい女じよ】だが、寒さで軽めに幻覚が見えているピンクツインテールの媚こび媚こびチアリーダーは状況に気づいていない。

「わあー、あったかい焚たき火びですう。感謝感謝……」

「あらあら。マッチ売りの少女状態でさらにオトメ度が爆上げですわね。薄幸少女は花形ですし、抱き寄せている殿方目線からすると保護欲メーターはどうなっているのかしら」

「わざと混乱を望むな腹黒ヴィルデフラウ！　ええい私だけじゃ足りんっ、誰かこの爆裂導火線娘を羽交い絞めにしろー!!」

　そんなこんながありつつ、背中側でがっつり魔法陣を浮かばせて一人燃え上がるベアトリーチェと適度に距離を取ったグルアガッハやルサールカが木の棒に刺した川魚の塩漬けを焼いたりして、時短で朝食も確保できた。

　ぶーぶーやフィリニオンは目元をごしごし擦りながら、

「ぷきー、お腹なかいっぱいになると体がぽかぽかする」

「ごちそうさま、です。陽が昇ってきたせいでもあるかもしれませんよ。ううー、このまま二度寝したい……」

　混乱の栄養補給が終われば、今日も陣取りゲームだ。昨日の時点でかなり有利に進めてきたから、その続きをすれば良いはずだが、

「あれ？」

「どしたベアトリーチェ、やっと正気に戻ったか」

「いやそうじゃなくて私は最初から狂ってないけども、なんかおかしくない？　地面の感じが……」

　高さにして九メートルほど。幽霊船のサイドデッキからガラスの大地へ視線を投げたベアトリーチェがそんな風に言っていた。

「ぷきー、なんかあちこち割れてる！」

「えっ？」

　驚きの声を上げた西洋喪服のグルアガッハが慌てて上空へ羽つきの矢を放つと、

「……確かに。かなり広範囲にわたって亀裂が入っていますね。所によっては浸水し、池や湖のようになっている場所もあります。あれは海水なんでしょうか？」

「おい、まだ地球に戻っての登録済ませてないぞ……」

「その前に地形全部変わっちゃったんじゃあ、【ピース】として提出してもデータが間違っているって一蹴されておしまいじゃないですか？」

　角付き魔女帽子でさらに牛っぽくなったフィリニオンまで交ざっての、聞いていて嬉うれしくない報告だけが続いていた。ぶーぶーやベアトリーチェが甲板から飛び降りて実地で調べてみると、

「あっ、ああー！　ぶーぶーが作ったかまくらが崩れてるっ!?」

「ダメだよぶーぶー駆け寄っちゃ！　……手前にでっかいクレバスが開いている。このルートはもう使えない、か」

　昨日、丸一日かけてガラスのかまくらを等間隔に並べて一本のラインで結び『街道』を開拓してきたぶーぶー達だったが、これでご破算になってしまった。

　後から追ってきたフィリニオンやヴィルデフラウ達も啞あ然ぜんとした様子で、

「一体何が……。昨日はみんなぐっすり眠っていましたよね？　大地を割るような、大規模な【魔法】が使われていれば飛び起きたと思うんですけど」

「案外、意図なんてないかもしれませんわよ」

　ヴィルデフラウは腕を組んで人差し指を立て、

「大地の主成分はケイ素、つまりガラスでしょう？　それに昼夜で極端な温度差が生じている。ひょっとしたら、自分で生み出した寒暖の差に耐えられずに自壊したのでは？」

「おいおいおい……」

　胸空き僧服で頑張る薄い人アルメリナも呟つぶやく。

「つまり何か？　『地形の変化』はこの一回に留まらないってのか。こんなのが毎日毎日起きてたら、白地図なんていつまで経たっても埋まらないぞ。【ピース】としての登録なんて夢のまた夢だ。不規則に構造が変わる【迷めい宮きゆう】よりもスパンが短いじゃないか！」

　やはり一筋縄ではいかなかった。

　広大な大陸に対し、安全に縦断、横断できるルートを構築できなければ、いつまで経たっても【勇者】捜しはできない。転換点に立ち、勝てる時に勝つ。そのためならグランズニールや地球がどうなろうが知った事ではない。確かにラ・シニョーラの存在は脅威だが、一方で、だ。毎日ランダムに地形が変わる大陸なんて、まともな踏破計画も立てられない。そしてもちろん功を焦あせって無茶な歩みを進めれば、船まで帰る事もできずジ・エンドだ。

「ぷきー。何とかしてこのバキバキを食い止められないのかしら」

「うーん。理論的には寒暖の差が広がらなければ破断しないはずですから、夜の間ずっと火を焚たいていれば防御できるはずですけど……流石さすがに、広い大陸全体となると……」

　闇雲に動いても仕方がない。

　いったんの停滞。

　毎日ランダムに割れて地形を変えるガラスの大陸に対し、抜本的な対策を講じなければ先に進めない。【勇者】捜しなどいわずもがなであった。
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「ぶすう……」

　朝がやってくると、メイド三姉妹の悠はる花かのほっぺが膨らんで大変可愛かわいらしくなっていた。魔ま法ほう離り殿でんは洋館なのだが、長女と次女は広々とした玄関ホールでがっつり和の正座である。

「あの、」

「正直すまんかった。反省はしている」

　腰に両手を当てて仁王立ちの三女に対し、色いろ花かも密みそ花かも目を合わせられない。そう、基本的な力関係は年功序列で決まっているものの、善悪の天てん秤びんをひっくり返せるほど姉達も豪腕ではないのだ。

「……だが後悔はしちゃいない、と。そういう風に繫つなげていく訳ですか、お姉ちゃん方は」

「（おい姉貴っ、私は哀かなしいぞ可愛かわいい妹が日常会話にネットスラング差し込んでくるとか。こういうデジタルまわりは姉貴の担当区分だろちょっと奔放に育て過ぎたんじゃないか!?）」

「（そうね自前のフィルタリングを過信したのかもしれないわね。我ながら迂う闊かつ、これでは嬢に顔向けできないわ……）」

「お黙りお姉ちゃん方。そして上から目線で人のパソコンスマホの設定勝手にいじらないでくださいっ！」

　火に油を注ぐ、とは少し違う。

　怒りんぼモードに入ったちんまり妹には、ショートケーキだろうがくまのぬいぐるみだろうが、たとえ何を投げ込んでも轟ごう々ごうと燃え広がってしまうものなのだ。末っ子の笑顔を取り戻せるのは我らが主人の少女のみである。ああ帰還が待ち遠しい。

「で、私が一人ぐーすか眠りこけている間にお姉ちゃん方は一体どんな大冒険を繰り広げてきたんですか。そして何を摑つかんだのか」

「いや悠はる花かお前に内緒にしてんのは可愛かわいい妹を守るためでもあってだな……」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「あっ、これは本気でメシ抜きの予感……」

「つまり私達の足を引っ張っていたのは地下鉄国会議事堂直近駅の最深部で政府行政機能をまとめる『シミュレータ』だったのよ」

「そして汚きたねえぞ姉貴!?　形勢不利と見るやその掌てのひらの返しよう!!」

　隣から嚙かみ付つくように密みそ花かが叫ぶが、メガネの世渡り上手は正座のまま涼しい顔であった。だってご飯抜きとか哀かなし過ぎる。何かにつけてパーフェクトなお姉ちゃんだが、糖質制限ダイエットとか言って炭水化物を生活から排除するなんて人生設計はノーセンキューであった。雨の日の捨て犬みたいな瞳になってしまう。

「相手は人間じゃない。欲望を持たないし、失う事への恐怖も抱かない。つまりプラスの籠ろう絡らくもマイナスの恫どう喝かつも使えない、という訳。ヤツはただ日本政府にとって最適の解を網羅し、上から順に粛々と処理していく存在よ。道理でこちらが事前に組んだ迎撃策が全く通じない訳だわ。私達はレールの上にいる。専用の対策を講じないと、巨大な暴走列車に撥はね飛とばされるのを待つばかりになるわね」

　この国にどれだけの派閥や組織があるのかは知らないが、形も見えない『シミュレータ』について論ずると虚むなしくなるものだ。それら全ては肥大しきった本体から伸びたタコの脚のようなもので、分かりやすい対立や暗闘もまた、大衆を効率良く操るための刺激物に過ぎない。そして当の本人達さえ自分に与えられた役割を教えてもらえないというのだから。

「じゃあ具体的にどうするんですか。あれだけ頑張っているお嬢様を、使い捨て扱いしたこの国に置いておいたってもろくな未来にならないのはもう分かっているんでしょう？」

「だからちょっと仮眠を取ったら反撃開始の予定だったんだよそこへ地獄の門番が待ち伏せなんかするから……」

「ぐ・た・い・て・き、には？」

「……、」

「……。」

「私も交ぜてくれないと、留守中に二人の部屋を全部片付けて真っ白な箱に戻しますよ？　私物なんかちり紙一枚残しません、そもそもお嬢様からお借りしている品ですから全てお返しするのが筋ですものね。本気になったメイドが何をどこまでピカピカに磨き上げるか見たいんですか？」

　百戦錬磨の姉達が、正座から土下座へと移っていった。
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　ひび割れだらけの新大陸に留まっていてもにっちもさっちもいかない。灰色のボロ布マントでばさりと空気を叩いたベアトリーチェは素早く決断し、いったん『ネクスト・ボイジャー』を動かして皆と一緒にグランズニールの島へ戻る事にした。

「……みんながみんな同じ問題に直面しているんだ」

　船の上で、そんな風に【剣つるぎ聖せい女じよ】は言っていた。

「解決策が何であれ、絶対に争奪戦になる。早く資材を押さえないと船の時みたいな大騒ぎに巻き込まれるよ！」

「で、でもベアトリーチェ。具体的な解決法が分からなければ資材確保はできませんよ。手当たり次第に独占するほどの財力はありませんし」

「……悔しいけど、私達以上にクレバーな頭を借りよう」

「ぷきー。くればー？」

「頭が良いって事だよぶーぶー。それしかないっていうのもどうかと思うけど……。あの歴史的ひきこもり、今はどこにいるんだか」

　本当は直で宿屋街近くの港にでも乗りつけてやりたいが、これ以上持ち主の【カリカンザロス】を怒らせると本当にあの牙で嚙かみ付つかれかねない。仕方がないので（？）ベアトリーチェ達は、わざわざ遠い南の森の浅瀬へ回る。

　ぴっちりレオタードに装甲を足した【ノーブルダンサー】ルサールカが息を吐いて、

「てか、心当たりは？」

「まあ一ヵ所くらいしかないかな」

　二足歩行の犬とか猫とかが幅を利きかせているマングローブに留とどまっていても収穫はない。ベアトリーチェの先導で塩の橋を渡り、南の森を抜けて、山の中腹へと入っていく。木々の質が変わってきた辺りで、ぶーぶーが首を傾かしげていた。

「あれ？　ぶーぶーの家に戻るのか」

「ううん、今日はそっちじゃない。むしろ実家の方かな」

　アルメリナ組（裸の人とか喪服の人とか）はいったん宿屋街の方で情報収集に回るらしい。彼らとは別れ、ベアトリーチェ、ぶーぶー、フィリニオンはさらに獣道のような場所をガサゴソ進む。

　やがて、リズミカルに金かな槌づちを叩たたくような音が聞こえてきた。ぶーとかぷきーとか、どこか聞き慣れた響きも混ざる。

「おっと？　濃密になってきましたよ、獣じゆう臭しゆうが」

　角付き魔女帽子を揺らすフィリニオンがそんな風に言った。お世辞にも芳かぐわしい訳ではないが、それでもある程度は耐性があるのは元々薬品系を得意とするからか。生物の体臭よりきつい匂いなど世の中にはごまんと存在するのだ。

　背の高い草が、急に開けた。

　待っていたのは比較的大きなくさむらと、そこにいくつも建てられた葉っぱの家の数々だ。

【イベリコオーク】の集落である。

「あっ、もうこんなに元通りになってる!?」

　ぶーぶーが驚いた声を上げていたが、その横でフィリニオンが首を傾かしげていた。

「ていうか、あれ？　みんな『朱あか』から解放されて集落に活気が戻ってきたのに、ぶーぶーさんはどうして一人暮らしのままなんでしょう」

　……おそらく宿敵のアビスを集落の中に招く事はできず、それでいて動けないアビスを放り出す訳にもいかないからだろうが、ベアトリーチェはいちいち説明しなかった。

　ぷー、ぷきー、という高めの鳴き声と共に、小さくて丸っこいのが何人かこちらに近づいてくる。

『お前外の人か？』

『ぷー、ふんふん。オミヤゲの匂いはなさそう』

『とりあえず長老にあいさつしてけ、ぷきー』

　もう肌の色が焼け付くような朱あかい色に変わっていたり、強大な破壊や攻撃の衝動に襲われている訳でもない。

　彼らは人工大気圏の壁がもたらした人災『朱あか』から解放されたのだ。

　これだけの数の【イベリコオーク】がいて、しかも自前の集落の中とはいえのびのびと羽を伸ばしているのはなかなかに感慨深い光景だった。

　が、

「（……あれ。似たような人身豚面の皆さんが集まってきちゃうと、ええと、誰がどなたかどうなってぶーぶーさんが分かんなくなっちゃったりは……？）」

「（失礼だな牛。そなたの識別能力はそんなものか、メガネちょっと直してこい）」

『ぷっぷっぷっぷきぷきー。姉ちゃん！』

　ぬいぐるみの一人を軽めに抱き寄せながらベアトリーチェは唇を尖とがらせていた。

　ぶーぶーは首を傾かしげて、

「ぷきー、ベアトリーチェの友達か？」

「ふふふちょっとした知り合いなのだ。きちんと名前もつけてあるんだよ、この子可愛かわいらしくぷーぷー鳴くからぷーたｒ

「即刻変えなさい今すぐに」

　珍しくフィリニオンが恐ろしく低い声を出したが、今の最優先は、実は【イベリコオーク】ではない。

　何やら広場の真ん中で丈の短い緑色のワンピースを纏まとう瘦そう身しんの【ロイヤルエルフ】が手足を伸ばして舞い踊っちゃっていた。このビジュアルだと肌や髪から離れた汗の珠たまさえ朝露のように光り輝くものらしい。

　ベアトリーチェは腰に片手を当て、灰色のボロ布マントを揺らすと、

「おい目立ちたがり」

「神事の最中です。邪魔すんな野蛮人」

　耳長のシビュラは動きを止めずにそんな言葉を返していた。どうやら豚豚豚の群れの中、一人だけ見み目め麗うるわしいのが美貌を見せつけちゃっている訳ではなさそうだ。

　躍動的に踊っているのに神こう々ごうしい人は語る。

「そこなぶーぶーが人間達との和解の道を開いたためさほど用心する必要はありませんが、それでも集落一帯に箔はくと正当性を与えておいた方が安全面ではより確実でしょう。この地に住まう者は我々三種王家が公的に加護を与える。よって部外者の手出しは無用とする、と」

　ばさりというシーツで空気を叩たたくような音があった。ぶーぶーが見上げてみれば、一番大きな長老の家の屋根の上で、褐色の少女と色白の美人が寄り添っていた。二人で日につ蝕しよくを含む太陽の全てを表現する【大天使】マリンカだ。

　サスペンダーで豊かな胸を絞るフィリニオンは首を傾かしげて、

「けど、陸海空だと海が欠けているような……」

「いいえ。その死を無駄にはしません。ヴィヴィアンの遺体はこの地の中心に埋葬し、強きよう靭じんで実直な【イベリコオーク】達を墓守とする。これをもって彼らが聖地を占有する正当な理由が発生する、という訳です。資格なき者は侵すべからず、とね」

　自分達の故郷を巨大な墓にされてしまうというのは気持ちの良い話ではないかもしれないが、元々最終兵器アビスとの確執が消え去った事で、【イベリコオーク】達は強大な戦闘力の使い道を見失っていたところだ。しかも単なる軍用兵器と違って『削減』もできない。新たな目的を提示された事は、存外彼らにとっても渡りに船だったのか。

　ともあれ、

「そなたがここにいるって事は、どうやら読みが当たったようね。……【賢者】のヤツはどこにいる？」

「そちらに」

　踊り続けるシビュラが奇麗なブリッジを描きながら足の先で指し示していた。

「ただ、硬く閉じこもった【賢者】しか見てこなかったあなた達からすれば、少々衝撃が強過ぎるやもしれませんが」

「？」

　シビュラの足先の延長線上、そちらにあるのは一番大きな葉っぱの家だ。いわずもがな、長老のものだろう。単純な住居というより、集会場でも兼ねているのかもしれない。ぶーぶー達が足を運んでみると、入る前からガヤガヤと活気に溢あふれた物音が聞こえてくる。

　前に【賢者】の足取りを追ってセントラルシャフトを見つけた時は、ぶーぶーは朽ち果てた家を見て何か拝むような仕草をしていたようだが、

「ぶーぶー、ここに入る時は何かお作法があるの？」

「ぷきー、おっきな声で言えば良い。長老ーっ！」

　どうやら廃はい墟きよに対するアクションであり、活気に溢あふれている時には関係なかったらしい。のれんでもめくるように、ぶーぶーは大きな手で葉っぱの扉を開け放っていく。

　衝撃的な光景が待っていた。




　ベアトリーチェと良く似た誰かが後ろから巨大な長老の両足の間に顔を突っ込んで高笑いしていたいいや違うあれは世間一般では肩車と呼ぶのか。




「ぷきー!?　こわいっお前ちょっと待て【賢者】ぐらぐらして怖いー!!」

「わはははははははははははは!!」

「こわいーっ!?」

　五メートルに届くかという巨体が振り回されていた。あの長老が肩車（上）、しかもぐわんぐわん前後に揺さぶられて涙目である。辺りをぐるぐる回る【賢者】の後ろから、ぬいぐるみみたいに丸っこい連中がぷきぷきと鳴きながら追い駆け回していた。やって次やってと恐怖のロデオマシンをおねだりしている。

　その場で固まったまま、ベアトリーチェは一言で総括した。

「……狂ってやがる」

「大丈夫、ぶーぶーさんにひっついてる時のベアトリーチェもいつも大体あんな感じですよ」

　向こうもこちらに気づいたのか。【賢者】の足がわずかに止まったタイミングで、巨大な長老は何とかして彼女の上から転がるように降りていった。

「あっ長老め……ッ。くそう、無粋だなそなた達。今最高に盛り上がっていたところだったのに」

「実は

「接着剤だ、速乾性が良い。この辺りなら【ベトベト杉】の幹を傷つけてバケツ単位で樹液を集めるか、【チューチューバチ】の巣から蜜みつ蠟ろうの塊をかっぱらってくるのが手っ取り早い。南の森まで行けば【金こん剛ごう塩じお】も悪くないんだがな。無論そのまま使うのではなく、【調合】の素材にすれば膨らませてかなりの量を確保できるはずだ」

　複数のぬいぐるみ達に体をよじ登られながら、赤い鎧よろいに白のミニスカートの【賢者】は被かぶせるように言ってきた。登山ルートを間違えたのか、美女の大きな胸の下辺りでオーバーハングにやられ頭が引っかかって身動き取れなくなった幼子を片手で支えてやりつつ、

「悪いがこの程度は地球側ならカー用品やリフォームグッズで使われている小ネタだよ。かえって事故や災害の時は閉じ込められるリスクもあるようだが。後はそちらで大陸の道を開け。話は終わったか？　私はさっさと遊びたい。メチャクチャ遊びたい」

「な、ん？」

「まだ質問もしていないのに、か？　こちらには大概の事は見通す三種王家の秘宝を束ねたシビュラがいるのを忘れるなよ。……あくまでも、大概だがね」

　やはり【賢者】は【賢者】、丸くなってもケタ外れであった。

「あの秘宝、受信メインでなく送信もできれば完璧なんだがな。まあ、無理に応用しようとすると大地を引き裂く一撃とかになりかねないから、そう軽々と乱用すべきではないかもしれんが」

　しかし逆に言えば、その【賢者】やシビュラであっても【勇者】が海にできた大地のどこに潜んでいるかまでは断言しない、つまり分からないようだった。それほど潜伏が得意な相手なのか、あるいはシンプルに距離の問題か。何しろ大陸クラスの話だ、ゴールは星の裏側なんて壮大な話でなければ良いのだが……。

「わはは！」

「ぷきー!?」

「軽いなあチビどもめ、もっと育って強くなれ。今のそなた達などまとめてお手玉にしてくれるわー！」

　ぽんぽんと宙に舞うぬいぐるみ達は楽しそうな悲鳴を上げていた。

【賢者】は世界の運命よりも、目の前の集落のようだった。それも正しいのかもしれない。少なくとも、彼女が再び世に混乱をもたらす事態は誰も望んでいない。
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　さて。

「ぷきー、結局セッチャクザイって何の話だったんだ？」

「ガラスの性質に寄り添った話だよ。なるほどな、やっぱり悪知恵なら【賢者】か……。フィリニオン、調達先はどうする？」

「そうですね。宿屋街でも揃そろえられますが、本来なら安物です。わざわざ大枚はたいて買い占めなんて走ったら悪目立ちして、みんなアレが使えるって気づいてしまうと思います。投機商品にされてしまったら最悪ですよ。無駄なレアリティの上昇で【ビリビリ痺しびれ山さん椒しよう】の時の二の舞になっちゃいます」

「ならアルメリナやフルドラと相談かなー。適当な理由をくっつけて周りを『納得』させちゃえば不自然に見えないでしょ？　ボロボロに傷んだ幽霊船の話を酒場や宿屋でばら撒まいてもらおう。補修材がたくさんいるって事にすれば慌ててかき集めても妥当な光景として右から左へ流してもらえる」

「（……あなたもかなり働くじゃんよ悪知恵、しかも超高速回転で。似た者同士ですか）」

「あんな【魔法】バカと一緒にすんな乳搾るぞ」

　宿屋街に出かけると言っても、ぶーぶーはもう怯ひるまない。ベアトリーチェやフィリニオンと一緒に山を降りて、活気で溢あふれた街へ向かう。

　やはりみんなガラスの大陸の亀裂にやられて足止めを喰くらったのか。石畳の通りは出戻りの連中で賑にぎわっていた。あちこち走り回っている人間が多いのは、情報収集のためだろう。

　片手を上げて誰かが声を掛けてきた。

「よお」

「ぷきー」

　目的はなく、すれ違っただけのようだった。ただ、ベアトリーチェやフィリニオンに、ではなかった。【剣つるぎ聖せい女じよ】は首を傾かしげて、

「ぶーぶー。もう知り合いできたの？」

「最近は人間ともお話しするようになった。ぶーぶーが作った獣道は歩きやすいんだって」

　自分の巨体がみんなの邪魔にならないよう端の方を歩くぶーぶーは、もはや街の異物ではなくなっていたのだ。

「（寂しいですねえニヤニヤ……？）」

「（にゃにをバカなっほんとに搾るぞ牛！）」

　多くの情報が出入りする飲食店をいくつか見て回り、たむろしていたアルメリナ達と再び合流。漫然と情報収集するより明確な目的があった方がありがたいのだろう。話を聞くなりアルメリナはゆっくりと背筋を伸ばし薄い胸を無理して突き出しつつ、

「なるほどな。ガラスの大陸が割れちまうのは避けられないから、割れても亀裂が広がらないようにしようって訳か」

「当面はアスファルト敷きみたいに一本線だけをカバーしていく事になるだろうけど……」

「それで良いだろ。私達の目的は本格的な開拓じゃない。【勇者】を見つけられればそれで良いんだし。ま、通行料だの接岸の順番待ちだの無用なトラブルを避けるためにも要所を【ピース】として押さえておきたいってのは事実だけどな、そこに固執して本題を忘れちまうんじゃ本末転倒だ。……にしても、今回もまーた材料調達で歯車ドバドバ支払う羽目になりそうだなあ。ああ、異世界でもＥＴＣの料金所とか作りたい。絶対嫌われるけど」

「ぷきー。つまり何がどういう事？」

　ぶーぶーが首をひねると、アルメリナは何か答えようとして、そこで難しい顔になった。

「しっかしガラス強化ねえ。あんなアイデアグッズ、モノの名前だけ言ってもグランズニール生まれのぶーぶーにゃ分かんないよな」

「実演した方が早い」

　ベアトリーチェはテーブルにあったガラスのコップを一つ摑つかみ、その表面に何かどろりとしたものを塗っていった。さらに炎の【魔法】を使って短時間で乾かしてしまう。

「つまりね、ぶーぶー」

「あっ!?」

　巨大な人身豚面が思わず声を出したのは、ベアトリーチェがコップから手を離したからだ。しかし床に落ちても甲高い破砕音は聞こえない。ただくぐもった音と共に、ガラスのコップそのものが白く変色したように見える。

　だが違う。

　厳密には細かい亀裂がびっしり走っているが、コップ表面に塗った接着剤のせいでバラバラにならず、元の形を留とどめているのだ。

　ベアトリーチェは片目を瞑つぶってこう言った。




「窓に貼る防犯フィルム。これを自作して大量に確保すれば、ガラスの大陸が割れても亀裂が大きく広がるのを阻止できるって訳」
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「はっ、は……！」

　珍しいと言えば、非常に珍しかった。メイド三姉妹の長女、色いろ花かが荒い息を吐き、額の汗を手の甲で拭っている。ハンカチを取り出すだけの余裕もなさそうだった。

　もう走れない。

　そもそも真正面がぼやけている。

　どっ、と横から近くの壁に体重を預ける。ひやりとした打ち放しのコンクリートの冷たさが心地良いが、同時に理解している。これは危険だ。湯冷めと同じく体温を必要以上に持っていかれ、寒いと実感が追い着いた時には身動きが取れなくなってしまうかもしれない。

「ふう……」

　何度瞬まばたきしても視界は元に戻らず、そこで気づいて、一度メガネを外す。今度こそハンカチで軽くレンズを拭って掛け直すと、大分まともになってきた。よほどがむしゃらに走ってきたのだろう。

　無機質な蛍光灯に照らされた、直線の地下通路のようだった。この辺りは何度も直角に折れ曲がるため、奥に何が待っているかは見通せない。

　そもそも何でこうなったのか。

　次女の密みそ花かや三女の悠はる花かはどうなったのか。

　……思い出そうとして、頭の奥で鈍痛が炸さく裂れつした。呻うめき、ぐらついた色いろ花かは再び硬くて冷たい壁に体を預けてしまう。




　地下鉄国会議事堂直近駅。

　その最深部に眠る『シミュレータ』。




　こいつが邪魔してくるなら話は早い。破壊してしまえば済む話だった。公に存在を認められない機材なら、たとえ失われても持ち主側には糾弾のしようがないのだから。

　とはいえまさかドリルやツルハシを持ってどつき回す訳にもいかない。表向きの方法でツケを払わせられないなら、裏から手を回して報復する手て練だれも山ほどいる。

　つまり、外から見てそれとは知れない形の破壊行為にまとめるべきだった。

　幸い、相手は『シミュレータ』。つまりどこまでいっても機械だ。おそらく数十ものセクションの何千人という人間が複雑に絡からみ合あい、わざと『誰にも全体像の見えない』巨大なシステムを組み上げている事だろう。外から簡単にサイバー攻撃を仕掛けられるとも思えない。

　それは良い。

　こういう環境ではスタッフは互いが互いに遠慮し合うものだ。自分には分からない事は他の人間が知っているだろう。そういう思考が醸成される。となると中まで潜ってボックスの中にずらりと並ぶ基板の一つを不正な裏ＲＯＭと差し替えても誰も『全体像のどこに変化があったのか』把握できないはずだ。

　正しい像が手元になければ、間違い探しはできない。

（何が……）

　途中までは、順調なはずだった。

　彼女達は、分厚いコンクリートシェルターの奥の奥まで誰にも見つからずに潜り込んだ。

　はずだった。

（……密みそ花か、悠はる花か。一体何が）

『やれやれ』

「ッ!?」

　いきなりのしわがれた声に、色いろ花かは息を吞のんで辺りを見回した。コンクリートの直線通路。第三者が身を隠している様子はないし、そもそも曲がり角の向こうから投げかけられた声でもなさそうだった。メガネの長女はゆっくりと音源へ目をやる。

　上。

　核シェルターの天井へと。

『確かにヒントをやったのはわしじゃが、まさかここまで直球で攻め込んでしまうとはの。準備不足は痛感したろう。一度出直す事をお勧めするぞ』

　聞き覚えのある声だった。

　色いろ花かは警戒し、しかし具体的に行動へ移れない。

『そもそもヤツはシミュレータ、人の危機意識を正しく誘発する事で命の助けとする存在。しかし悪用に走れば、莫ばく大だいな外的ストレスで人間を押し潰すくらい造作もないぞ』

「……あなた、も。そちら側の人間だったという事ですか？」

『側、か。お主が世界をどこでどう線引きしとるのかは知らんが、まだまだオーバー・ザ・ウォールを理解できておらんようじゃな。わしらは壁を越えた存在。俗世の勢力図などに縛られん』

「……、」

『ま、そもそもそういう意味でのオーバー・ザ・ウォールではなかったんじゃが』

　どこか自じ嘲ちようの混ざった声色だった。

『出口までは案内しよう。他の二人とは地上で合流するといい。じゃがこのような方法を繰り返せば次はないぞ。わしの方で誤魔化してやれる範囲にも限りがあるのでな』

「……それは妹達の命を盾に取った脅迫ですか？」

『お互いアキレス腱けんを握っておるのは同じじゃよ。お主ぬし達たちがくたばるとウチのわがまま巫女みこ姫ひめ様さまが哀かなしむのでな。そいつは絶対に避けたい』

「みこひめ？」

『前に一度本質は説明しておるぞ』

　それ以上天井の声は応えなかった。

『早くしろ。敵の指先は容易く人の心を引き裂くぞ。お主ぬし達たちの奉じるニュートン力学だけで理解しようとしても無駄じゃ』

「私は一体何をされたのですか……」

『ヤツは変種なんじゃよ。オーバー・ザ・ウォールとしてもな』

「な、ん？」

　さしもの色いろ花かも息を吞のんでいた。

「いかに優れたスペックとはいえ、本質はたかだか機械。どうしてそのような称号が……？」

『やはり、そもそも「壁を越える」の意味を取り違えておるようじゃな。資格の面において、貧富や学歴はもちろん生物か非生物かもあまり関係はない』

　チカチカと蛍光灯が規則的に瞬またたいた。直線通路の手前から奥へ順番に、流れるように。ついてこい、という意味だと受け取った色いろ花かは、水を吸った布ふ団とんのように重たく感じる自分の体を引きずるようにして、直線通路を歩く。

『わしらオーバー・ザ・ウォールの定義はな……』







「お姉ちゃん!?」







　視界が真っ白に眩くらんだ。

　そう思った時には、すでに色いろ花かは青空の下に立っていた。正規の地下鉄出口ではない。何かしらの非常口や点検用のドアから出たのだろうとは思うが……後ろを振り返っても、それらしい扉は見つからない。ここは大きな公園だった。巧妙な隠し扉どころか、分厚い壁らしいものさえ見当たらなかった。

　目の前には次女の密みそ花かと三女の悠はる花かがいた。

　彼女達も狐きつねにつままれたようであった。どこをどう歩いてここまでやってきたのか思い出せない。そんな想おもいでいるのは色いろ花かだけではなさそうだ。

　どれくらい、歩いていた？

　ここは、本当に現実なのか？

　益体もない事を考えながら、色いろ花かはあの通路を歩いている間耳にしていた言葉を思い出していた。




『世界と世界の壁を越えた存在、それがオーバー・ザ・ウォールとなる。故に、その称号を持つ者は一般物理の枠に収まらぬ。このわし、元来の神話を無視して発見者に名をつけられた【ティアマト】だけではない。こちらの惑星に点在しておる全ての個体は、どのような形であれ生粋の人類など一人もおらん。たとえ人じん智ちを超えた何かが起きようとも、無防備なお主ぬし達たちはただそれを受け入れるしかないのじゃよ』
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　接着剤だ。

　とにかく防犯フィルムの代わりがいる。

　宿屋街で資材調達を進めていく一方で、ベアトリーチェ達には時間の問題もあった。ガラスの大陸を探査するにあたって、行って戻ってくる時間も考えなくてはならなかったからだ。元々異世界での滞在期間は数日程度。しかも今回はイレギュラー発生で、途中で宿屋街へと引き返している。

　時期的に言えば、今は折り返しに近い。

　ヘマをして時間を浪費してしまったので、フリータイムは余っているものの大胆なアクションには移れない。半はん端ぱな状況に陥ってしまった。

「いったんリセットした方が良くない？」

　ぴたりと張り付くレオタードやゴツい装甲で瘦そう身しんを包んだルサールカがベアトリーチェ達へそんな風に提案してきたのも無理もない話であった。

「今からごり押しで大陸側に出かけても、すぐまた戻ってくる羽目になるだけでしょうし」

　寒暖の差によって不規則にガラスの大地は砕け、地形は大きく変わる。今のままでは現場でかき集めて自前の【兵へい輝き】に保存してきた測量データや【スクリーンショット】などは地球に持ち帰っても【ピース】としては認めてもらえそうにないのだが、そちらは無視して構わない。

　今は自由に動けるコンディションの方が優先だ。

　一度地球に戻って体の調子を取り戻せば、数日スパンのリミットをフルで使えるようになる。

「ぷきー。ぶーぶーなら一人でも全然大丈夫だけども」

「単独行動だとリカバリーが効かなくなるからダメだよ。そもそも大陸側に向かうなら正体不明の【勇者】とかち合うリスクも考えておかないと。ラ・シニョーラは本当にまずい。理屈じゃなくて、スケールが違う。実力の読めない相手と初見で一対一にもつれ込むなんて絶対にダメ。分かった？」

　そうでなくても、ぶーぶーにとって防犯フィルムは初めて触れるもののはずだ。不慣れなままいきなり一人ぼっちで現場へ放り出す訳にはいかない。

　あらかじめコースの決まったマラソンやラリーレースとは違う。未開の地などどこに穴が空いているか分からない、くらいの認識で進むべきなのだ。『確実』に大地を踏み締めて道を作る感覚で行動した方が、結果的にロスを抑えて時短に繫つながるはずである。

　ベアトリーチェは仲間達に軽く手を振って、

「フィリニオン、アルメリナ。そういう事だから」

「うい。それじゃあ集合時間だけ決めておきましょう。待ち合わせでロスるのもアレですから」

「やべーな、ここんとこずっと異世界浸りだよ。結構書類だのメールだの溜たまってんじゃないのかー？」

　そんな風に言い合いながら、少女達は各おの々おのの【ゲート】から地球を目指していく。







　赤いドレスの少女が東とう京きように戻ると、珍しく小動物系の悠はる花かではなくメガネの色いろ花かが白い陶器でできたお茶のポットを摑つかんでいた。

「？　どうしたの、色いろ花か」

「別に私にはできないという訳ではないのよ、嬢。いつもは適任の人がやっているだけで」

　……という事は悠はる花かは別の仕事で手が塞がっているか、軽く体調でも崩しているのだろうか？

「シフトを変える必要があるならいつでも言いなさい」

「大丈夫よ、あの子も結構頑丈にできているから。嬢の顔色を見るに、今はお上品なお茶よりもココアかしらね」

　事実、やる事がない赤いドレスの少女が少しの間スマホをいじっていると、ひょっこり悠はる花かが顔を出してきた。

「あっ、お戻りになられていたんですか、お嬢様」

「結局何があったの？」

　軽く尋ねてみたが、これについては明確な答えは返ってこなかった。

　体内時計を中心としたリズムを取り戻すための休憩だが、神経が昂たかぶっているので体がベッドを受け付けそうにない。仕方がないのでリビングのソファに体を沈める事にする。

　漫然とテレビのリモコンを操作していると、昼下がりの番組の内容よりもチャンネル切り替え自体が目の前で揺れる振り子を追い駆けるように単調な作業に思えてきた。昔と違って今は選べる局が極端に多い。ケーブルや衛星などの枠に入り、マニアックな時代劇や世界の遺跡の専門チャンネルに突入していった辺りでうつらうつらしてくる。

「？」

　太ふと股ももの辺りに柔らかい感触があった。どうやら次女の密みそ花かが膝掛けを持ってきてくれたらしい。

「……ありがとう、密みそ花か」

「良いって。ここはお嬢の家なんだから」

　昂たかぶっていた神経が温かいココアや膝掛けでほぐされたのだろう。堰せきを切ったようだった。落ちるような眠気で視界がぼやける中、そんな声が返ってきた。




「たとえ、何があってもな」







　きちんと休息を取って、赤いドレスの少女は再び異世界グランズニールへ向かう。

「？」

　灰色のボロ布マントを指先でもみもみ。赤い鎧よろいに白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】は夢か現かいまいちはっきりしない自分の記憶を引きずり、首を傾かしげる。とはいえすでにここは異世界だ。待ち合わせの場所も時間も設定済み。ひとまずこちらの厄介事に専念しようと決める。

　時間帯は夕暮れだった。

　今度はきちんと準備を固めてある。レンガの家でぶーぶー達と合流したベアトリーチェは、幽霊船『ネクスト・ボイジャー』を使ってガラスの大陸を目指すと、

「ひゃー！　日没って事はいきなり極寒世界が待っているって訳ですか。もうちょい引き延ばして朝帯にするべきだったかもしれませんよ！」

　フィリニオンはまだ寒くもないのに思い出しただけで自分の肩を抱いて大きな胸を潰していた。対する（貧しい）アルメリナは、

「むしろちょうど良い。そもそも【賢者】のアドバイスだって仮説に過ぎねえんだ。まず使い物になるかどうかを試したい。丸一日働き通して結局ダメでした、は二回も三回も繰り返したくないからな」

　レオタードや装甲に身を包んだルサールカが首を傾かしげ、

「つまり、少しでも良いから確実に接着剤の効果を見てみたいって事かしら」

「そゆことだ。急げ急げ！　完全に真っ暗になる前に地面を固めておかないと耐久試験にならないぞ!!」

　元々一千人以上の人を乗せられるはずだった巨大な外洋調査船だ。水や食料の他に、追加で大きな樽たるをいくつも積んだって差さし障さわりはなかった。【ベトベト杉】の樹液や【チューチューバチ】の蜜みつ蠟ろうなど元々島にあった接着成分を持つ素材を、さらにフィリニオンやフルドラの【調合】でひたすら嵩かさ増まししていった代物だった。

　アルメリナは薄暗くなってきたガラスの大地に降り立つと、改めてドカリと旗を突き立てる。

「……もう徒労は勘弁だぞ。まずはこの辺りから固めてみよう」

　ひとまず座標データを埋め込んだ【スクリーンショット】を何枚か撮影して自前の【兵へい輝き】に保存し、地球に持ち帰る【ピース】を確保しつつ、だ。

　ぶーぶーが大きな樽たるを抱え、それをゆっくりと傾けていく。ドロリとした、鼻につくケミカルな異臭を放つ半透明の粘液が音もなく広がっていく。

「わたくし達はどうするんですの？　大地を押さえ付けるほどの接着剤という事は下手に踏み込んだらカチンコチンにされそうですけれど!!」

　今さらのように狼ろう狽ばいする十字剣にベルト巻きのヴィルデフラウに、チア衣装のフルドラがどこか間延びした声で応えた。

「ガラス質の物体にしか反応しないから大丈夫ですう。厳密には大地の表面をうっすら溶かして結合するんですけど。普通のモップや雑巾につけて伸ばしてもガビガビにはならないはずですよう」

　つまりでっかい筆のようなもので白い大地に太い線を引いていく形で、ひび割れのない安全な『街道』を作っていくつもりなのだ。壊れて地形が変わらなければ、今度こそ【ピース】として登録して自分達のモノにできる。接着剤はかなりの物量になりそうだが、アスファルト敷きよりは手軽だろう。

「ぷきー。どこが寒さでパキパキに割れるかは運頼みだから、あちこち伸ばしておいた方が良いのかしら」

「そうだな。……明日の朝全くの総スカンだったらその時対応を考えよう。その気になればヴィルデフラウの氷点下攻撃でも似たようなひび割れは起こせそうなんだが、やっぱり自然の環境で使い物になるか確かめた方が齟そ齬ごはないだろうし」

　ここは上陸地点として【ピース】登録し、今後もお世話になる拠点だ。ひとまず蜘蛛くもの巣すのように大地へ線を引いていき、広いスペースをキープしていく。

　アルメリナは額の汗を拭い、今さらのようにぶるりと寒さに背筋を震わせて、

「いよいよ陣取りゲームっぽくなってきたな」

「これで明日の朝、普通にバッキバキの谷だらけだったらちょっと泣くかも……」

　不吉な事を言ったベアトリーチェがフィリニオンやフルドラから軽めにどつかれていた。

　元々大掛かりな作業は明日からだ。

　夜間の過酷な寒さは前回の一件で骨身に沁しみている。日没で夜空の星々が自己主張を始めるのに合わせ、とっととベアトリーチェ達は作業を切り上げて『ネクスト・ボイジャー』に戻る事に。

「ひいいっ、もう吐く息が白い！　天然冷凍庫の夜がやってきちゃいましたよ!!」

「慌ててハシゴ摑つかむのは良いけどその手袋、剝むき出だしの指が出てるトコで金属に触るなよフィリニオン。低温で肌が張りついても知らんぞ」

　集合が遅めだったので、ほとんどのメンバーは食事を必要としていなかった。きちんと食べてきたのに小腹がすいちゃったぶーぶーだけ、サスペンダーで胸を絞るフィリニオンから調理なしで食べられる干し肉をもらっている。栄養より腹持ち優先、長い間たくさん嚙かめる方が良い。

　こうなるとぶーぶー達の関心事は一つだった。この極寒の夜をどう乗り越えるか。

「そんなに気にする事？　それ以上の炎で全身を包めば良いじゃない」

「そうですわね。そもそもわたくしは【水力耐性】一〇〇％なので氷系の【ダメージ】は一切受けませんし」

　炎と氷、ケタ外れのバカ二人は除外するとして、だ。

　ばさりと分厚い布で空気を叩たたくのはピンクツインテールの【錬れん金きんチアリーダー】フルドラだ。

「うふふふ、見てくださいよしゅにーん。【もこもこ鳥】の羽毛を詰めたシュラフですう！　いやあー宿屋街の迷路フリマには時々こういう出物が転がっているから侮あなどれませんよねえ。これで寒い夜も安心っ！　ですう!!」

「……へえほおふーん。お前任せておいた接着剤の【調合】作業サボって自分だけぬくぬくする準備固めてやがったのか。しかも私達『探偵事務所』の財布はみんなで稼いだ歯車を突っ込む共有財産方式だったよなあ？」

「あの、えっと、へへへ。主任、怒っちゃヤ☆」

「この寝袋は共有財産とする」

「いやあ!?　秒殺で没収とか待ってくださいよう！　あんたら女の子軍団は狭い船室でぎゅうぎゅう詰めになれば熱気をキープできるかもしれませんが私とぶーぶーさんは割と命懸けの夜なんですよう!?」

　早くも半泣きの涙をパキパキ凍りつかせているフルドラだったが、干支えとほぼ一周くらい歳としの差が開いた金髪ポニテ縦ロールのルサールカが冷酷に指摘した。

「下手に自慢なんかしないでこっそりシュラフに潜り込んでいれば、何もこんな話にはならなかったでしょうに」

「ルサールカ、こういう時は一言でまとめられますよ。きじも鳴かずば撃たれまい、です」

　ひぎいい!!　と絶叫するフルドラに同情する者はあんまりいなかった。多分やるならやるで全員分用意するくらいの決意が必要だったのだ。

　去り際、しっかりシュラフを抱えてアルメリナはこう吐き捨てた。

「何だかんだ言っても一度は乗り切ってんだろ。今夜もぶーぶーに温めてもらえよ」

「ああああその蒸し返しも含めてトドメ刺しに来てませんかあ!?」

「……そうだ悪い虫には先手を打っておく必要があったのをすっかり忘れてたよ」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああーっ!?」

　この船がキホン木造なのを忘れてそうなくらい全身がめらっとしていたベアトリーチェだったが、おかげで火種には困らなかった。ぶーぶーは木の棒の先にボロ布を巻いたお手製松明たいまつを差し向けて火を移し、小さな子供が棒付きキャンディを自慢するように天高く掲げる。

「ぷきー、こいつは大切にしとこう。使い方次第ではポカポカになる」

「火の不始末には気をつけろよぶーぶー。水は……凍っちまうかもな。じゃあ何か被かぶせるものを用意しとけ。あと閉め切った部屋はダメだぞ」

「ぶー、でもアルメリナ。窓開けたらぶーぶーはカチンコチンになりそうだけども」

「この辺気をつけないともっとおっかない一酸化炭素にやられるんだ。マンガやドラマじゃ良くあるけど、洞窟で焚たき火びなんか絶対ダメだかんな」

「？」

　たとえのせいか、目に見えないものは信じられないのか、いまいちピンときてない顔のぶーぶーに（この寒さの中でも胸元開いてる）アルメリナは白い息を吐く。

「とにかくルールだ。元々の設計じゃゴージャスな船だったんだ、まんま暖炉や煙突のついた部屋もあるだろ。あるいは厨ちゆう房ぼうとかボイラー室とかでも良い。火を使うなとは言わない、使える空間をちゃんと探すんだ。フルドラ」

「案内なら分かりましたけどお！　そう何度も何度もベアトリーチェさんの前でご一緒シチュエーション蒸し返さないでくださいいい!!」

　そんなこんなで極寒の夜を越えていく。

　古ぼけたバーカウンターの横にあった暖炉に火を移し、ぶーぶーは半分チリチリになったフルドラのすすり泣く声を聞き途中で遊びに来た【吸血鬼カリカンザロス】とごろ寝しながら朝を待つ。あのシュラフが参考になった。似たような質感はないものかと船内を探し回った結果、破れた帆にあてがって補修するための耐水布が強い味方となってくれたのだ。

　そして。

「ぶごっご！　ずごご!!　むにゃむにゃ……ハッ。あれ？　【カリカンザロス】は？」

　四メートル弱の巨体が大きな手の甲で目元をごしごし擦ると、すでに赤いネグリジェの少女は立ち去っていた。そして暗闇に支配された夜空の端から光が射さし込こみ、星々がオレンジの輝きの中へ消えていく。

　朝がやってきたのだ。

「ぷきー……。やっぱり寒い、ぶーぶーあんまり眠れなかった気がする」

「あ、あんだけド派手ないびきかいて爆睡しておいてですかあ？」

　震える体を耐水布で太巻きみたいに包むピンクツインテールだが、今日は氷漬けの魚みたいにはなっていない。人は学び、道具を使って危難を乗り越えていく生き物なのかもしれない。

　そして気になるのは外の様子だった。夜明けくらいだと吐く息は白いが、帆の補修材をばさりと払いのけたぶーぶーは暖炉の火の始末をすると、古ぼけたバーカウンターからサイドデッキへのドアを目指す。

　先客がいた。

「おはようぶーぶー」

「ぷきー」

　まだまだ寝ねぼけ眼まなこなぶーぶーに灰色のボロ布マントで体を包むベアトリーチェはくすくす笑って、およそ九メートル下のガラスの大地を指差した。

　おっかなびっくり、（後衛の回復役なのに）先行したフィリニオンが地面を四よつん這ばいで進んでいた。おかげで短パンはみっちみち。あの牛、胸だけでなくお尻の肉付きも要注意だ。ヤツは自分で作った接着剤の効果を確かめたいのだろう、時折大地を手の甲でノックしていた。あちこち白い亀裂は走っているが、大きな谷には広がっていない。その場に押おし留とどめられ、元の一枚板を強引にキープさせられている。

「実験は成功」

　白い息を吐き、ベアトリーチェは笑ってそう言った。

「これで私達が作った『街道』は途切れない。さあ、今度の今度こそ、大陸を渡って【勇者】のヤツを捜し出しましょう！」
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　熱々のスープに輪切りのパンを入れて体積を嵩かさ増まししたような朝食を摂とると、いよいよ本格的なリカバリーが始まる。

　陣取りゲーム。

　無人機を飛ばして未開の大地であるガラスの大陸をできるだけ効率的に調べ上げ、地球側に持ち帰って【ピース】として登録する事で行動の自由度を広げつつ、【勇者】ラ・シニョーラを見つけ出す。

　……確かにこれが大筋だが、これまではステップが足りなかった。何しろ白地図へ少しずつ情報を書き込んでいっても、次の日には地形全体が変わってしまうのだから。

　意味のある、形の残る努力をしよう。

　灰色のボロ布マントを翻すベアトリーチェからの注文はこうだった。

「グルアガッハ、まずは割れてしまったガラスの大地の亀裂を上から正確に割り出して。防犯フィルム方式は、これから走るであろう亀裂は抑え込めるけど、すでに大きな谷が広がっちゃった所は修復しようがない。残念だけど、迂う回かい路ろを作るしかないから。その順路を【ピース】として保存してから地球側で登録する方向で」

「了解しました」

「ひょっとすると、亀裂によっては浸水して池や湖になる場所もあるかも。干潮と満潮でデータ取るのも忘れずにね」

　言っている傍そばから、右目の延長線上の空間にいくつか魔法陣を重ねた西洋喪服の【召しよう喚かん狩人かりゆうど】は天高くへいくつもの矢を放っていった。途中で白鳥のような白い羽を広げると、それらは天空からの耳目へと早変わりしていく。

「……リカバリーの迂う回かい路ろは、全体で大きくＳ字を描く形になりますね。距離は最短の直線と比べると、およそ二倍増しといったところでしょうか」

　不測の事態なので事前察知は不可能だが、それでもつくづく最初からこの手が思いつかなかった事が悔やまれる報告だった。

「ぶーぶー、接着剤の樽たるは持ち上げるより転がした方が簡単だよ。大丈夫、栓をしっかりしていれば横にしてもこぼれないから」

「ぷきー」

「あら、それってむしろ狙い目ではなくて？　接着剤はガラスの足場しか固めないのなら、ちょっと工夫すれば樽たるを転がすだけで道を作れる機材ができそうな」

　十字剣にベルト巻きの露出狂ヴィルデフラウに続き、ぴっちりレオタードに装甲を盛ったルサールカが話に乗っかった。

「イメージ図としては、野球部の連中がグラウンド均ならすのに引きずり回すローラーかしら。ちゃんとした名前なんて知らないけど」

「夢のアイデアグッズは後日改めてだ。今は確実な方法でやるぞ、ほらモップ」

　基本的には物理に強いぶーぶーやアルメリナが接着剤の大おお樽だるを転がし、ベアトリーチェやフィリニオンといった面々がモップで広げていく係だ。グルアガッハは上空から全体の観察、ルサールカは風を使って薬品の匂いを散らす係となる。

　一度始まってしまえば早かった。

「ぷっぷっぷぷー、ぷぴぷぱー」

　ゴロゴロ樽たるを転がすぶーぶーは自分の作った道が広がっていくのが楽しいのだろう、油断しているとベアトリーチェが見失いそうになるほど遠くに行ってしまう。

「ぶーぶー、そんなにたくさんやられてもモップが追い着かないよ。それから旗を立てるの忘れないで」

「ぷきー、今度こそここはぶーぶーの！」

　あちこちに目印を立てていくと、ベアトリーチェ達にも実感が追い着いてきた。ぶーぶーは石を使ったお絵描きとはまた違う、【ピース】登録用の【スクリーンショット】に興味を示しているようだ。今まで自分が振り回していた鈍器でそんな事ができるなどとは思ってもいなかったのだろう。決して楽な仕事ではないが、彼女達は大地に一本の太い線を引いているのだ。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが立ち止まって額の汗を拭い、サスペンダーで絞った胸を上下させながら、

「ふひい。それにしても、他の方々見ませんねえ……。彼らが防犯フィルム方式に気づくまでもう少しかかるんでしょうか」

「……宿屋街の船の争奪戦無視して幽霊船で最初に乗り付けた時もこんな感じだったが、いやまさか、もう予想外は懲り懲りだぞ」

　ぶーぶー達が道を作り、グルアガッハが奥まで進んで耳目の代わりとなる矢を放つ。一つ一つのカバーエリアはそう広くないが、ブドウの房のように寄せ集めれば話は変わってくる。そうやって、少しずつ白地図を埋めて【ピース】の材料を集めていくのが当座の目的だった。

　西洋喪服の少女はヴェールの奥からわずかに沈んだ声を出した。

「……この景色も、明日にはまた様変わりしているかもしれないんですね」

「ただし街道として作った場所はそのまま残る。頑丈な面積を少しずつでも増やしていくんだ。その順路は地球に持ち帰れば【ピース】として登録できる。私達が自由に行き来できる、保証された道のりだ」

　アルメリナやフルドラは、派手なカーチェイスやガンアクションだけを得意とする派手好きなお巡りさんではない。人を追う時は、突飛なアクションよりも確実に隙間を埋めていく人海戦術やローラー作戦の方がはるかに相手を追い詰められる事を肌で知っている。

　無論、最終目標はどこかにいる【勇者】だが、いきなりご本人様を見つける必要はない。

「ヤツは絶対どこかにいる。それだけは間違いない……」

　ベアトリーチェはひび割れだらけの大地へ目をやりながら口の中で呟つぶやいた。

「生身の体を維持するには水や食べ物が必要になるし、機械に預けているとしたって排熱や音漏れくらいはあるはず。この地上で物質的に存在する以上、『痕跡』からは逃げられない」

　ようやっと以前ぶーぶー達が積み上げたガラスのドームともいくつか接触できた。こちらには定点観測として、グルアガッハの矢をそのまま突き刺しておく。

　当然ながら、この観測所も【ピース】の登録候補だ。

【兵へい輝き】のデータ容量には困らないので、撮れるものは全部撮っておいて損はない。

「……正直に言って、あまり長期間は効果を維持できませんけど」

「構わないよ。メインは上に飛ばしてる羽付きの矢でオッケー。地べたのは【勇者】をビビらせるためのイミテーションだから」

　動作しないお飾りのモックアップでも、防犯カメラをつけておけば明確に万引き被害は減るという。こちらの監視装置自体は本物だ。外から見て作動しているか否いなか分からなければ、相手は一通り警戒するしかなくなる。

　この広い大陸で【勇者】と偶然かち合う可能性は低い。だからこちらから交通の要衝を作り、誰でも警戒する監視装置をばら撒まいて、良くも悪くも人の流れをコントロールするのだ。砂漠は広くても、最適のコースにラインを引いたシルクロードに関所を設ければ行き交う人々の顔を押さえる事ができるのと同じように。

「不毛だものね」

　金髪ポニテ縦ロールのルサールカが一息ついて、はしゃいで先行し過ぎるぶーぶーの太い脚に軽くローキックをぶつけながら、

「こんな水はけゼロのガラスの大地じゃ、食糧どころか真水を手に入れるのだって苦労するんじゃない？　大陸は広くても、案外【勇者】が定住できる場所は限られているのかも」

　おひるごはんはなんだろな、とぶーぶーが作業の合間に自作の歌を口ずさんでいた。吞のん気きなように聞こえるかもしれないが、それは当たり前に享受できる者の考えだ。怠れば明確に干からびて死ぬ。

「ざざん。今日のお昼ご飯は【ノラウシ】の生乳と【ほくほくイモ】のビシソワーズにトッピングで【乾き麦】のシリアルでしたー☆」

「ぶー、ビシなんだって？　すごい人間の名前？？？」

「ジャガイモとクリームを使った冷たいスープの事だよぶーぶー」

　フィリニオンがはしゃいだ声を上げていたが、どうにも回復専門の手にかかるとピクニックのお弁当というより『風邪引いた時に出てくるアレ』感が強くなる。

　革袋の水筒から出てきたのは潰したイモと動物の乳を混ぜて味を調えたものなのだろう。イモのスープというより、栄養を強化して塩と胡こ椒しようで風味を整えた牛乳の方がイメージは近いかもしれない。

「ぷきー。そう言えば朝もスープだった気がする。フィリニオンはお湯が好きなのか？」

「いえ特に。リゾットでもグラタンでもニョッキでもフライドチーズでもフレンチトーストでもより取り見取りですよ。まあホワイトシチューやチーズフォンデュも悪くはありませんけど」

「「……見事に乳製品ばっかりだし」」

　ベアトリーチェやアルメリナがうんざりしたように言うが、実はこれ、和メインの牛うし頭がしら神じん宮ぐうでの生活の反動もある点を忘れてはならない。様々な現実の利益やリスクにまみれているものの、そもそも異世界は羽を伸ばす場所でもあるのだ。

　栄養満点で食べやすい、言い換えれば何気に夏バテ病人食を彷ほう彿ふつとさせるメニューだったが、捕まえた獣から血と内臓を抜いてそのまま齧かじり付つくか火を通すかくらいしか料理のバリエーションを知らないぶーぶーからすればどんなものでも新鮮に映るようだ。大きな口の中でシリアルをジャコジャコ嚙かみ砕くだきながら目を真ん丸にしている。

「ぷきー！　ぶーぶーはこんな不思議な食べ物は食べた事がない!!」

「あらあら。こんな所で驚いているようでは、小倉トースト系の甘じょっぱいやパンケーキにアイスを載せた熱ひゃっこいに直面した時が思いやられますよぶーぶーさん」

　何だかんだ言いながらも、口元に手を当てて笑うフィリニオンも悪い気分ではなさそうだった。ぶーぶーほど料理の振ふる舞まい甲が斐いのあるタフガイもなかなかいないだろう。

「ぶー、時間が経たつとふやけちゃうみたい。早く食べなきゃ！」

「ダメだよぶーぶー、ちゃんと良く嚙かんでから飲み込まないと」

　ベアトリーチェがそっと注意する程度ではぶーぶーは止まらなかった。ひたすらがっつく人身豚面の大きな背中をさすってやるくらいしかできない。

　これだけ見ていると、【勇者】の脅威なんてどこにもないように思えた。青空を流れる白い雲よりも穏やかに時間が過ぎていく。

　だけど、見つかりませんでしたでは済まされない。

【勇者】ラ・シニョーラは転換点に立ち、勝てる時に勝つ。そんな考えで三〇〇年前には多くの魔女（と呼ばれてきた人々）を殺さつ戮りくし、その迫害によってますます魔女を守もり立たてられると本気で考えていた。グランズニールに逃げ込んだという事は地球での末路がどうだったのかは大体予測がつきそうなものだが、そこでヤツは止まらなかった。

　グランズニールでも、だ。

　相手は自分は絶対助からないと分かっていながら、未練の一言だけで異世界の環境全体を作り替え、【イベリコオーク】を奇病『朱あか』に蝕むしばませた張本人だと思われていた。しかし実際には星の外に逃げて数日滞在のリミットを振り切り、数百年の時を経て、今になって地上へ落下して……そのままハイおしまいとはとても思えない。今回のケースが偶発の墜落であれ意図した降下であれ、現状の地上は【勇者】側からすれば有害なのだ。地べたに落ちた怪物が、何もせず再びリミットに身体からだをさらすとは思えない。

　絶対に、足あ搔がく。

　溺れる者が藁わらを摑つかむように、そのアクションには一切の手心などないだろう。

　ぱんと両手を叩たたいて、足りない胸元を開いたアルメリナが言った。

「よし、メシ食ったら腹ごなしの運動といきますか」

　昼を越え、一日の後半に差し掛かってもやる事は変わらなかった。大きな樽たるを転がして接着剤を撒まき、モップを使って均ならしていく。ただし今回は、『帰り』の事を意識しなくてはならなくなってきた。

「ぷきー、あんまり遠くへ出かけない方が良いのかしら」

「そうだねぶーぶー。でも接着剤は使い切っちゃった方が楽だよ。かさばる重量がなくなるからね」

　ふっ、と。

　そんな彼らの頭上から影が覆おおい被かぶさる。

　見上げてみれば、先ほどまで自己主張していた太陽が分厚い雲に覆い隠されていた。しかも色はかなり黒い。まだ日没前だというのに、ベアトリーチェは急に肌へ張り付く汗が氷水のように冷たく感じられてきた。

「一雨来るかもしれませんわね」

　同じように大空を見上げて空模様を観察していた十字剣にベルト巻きのヴィルデフラウがそんな風に呟つぶやいていた。

　少し離れた所でぶーぶーとは別の大おお樽だるを転がしていたアルメリナが、やや慌てたように片手を振ってみんなの注目を集めていた。

「ぽつぽつ降ってきたら撤収しよう、安全第一だ！」

「そんなに気にする事？」

　ボロ布マントを揺らすベアトリーチェは眉をひそめるが、お巡りさんは撤回しない。

「忘れたのかベアトリーチェ、ガラスの大陸は水はけゼロなんだ。本格的な雨が降ったらどうなるか分からん！　一面冠水したら地べたの道なんか見えなくなるぞ、まして完全水没で池や湖と化したら？　そこに雷の一発でも落ちたら？」

「……、」

「新大陸はまだまだ『未知』でいっぱいだ、立ち往生する前に先手先手で手堅く行動するのが一番なんだ！」

　言い合っている傍そばから、ぶーぶーの大きな鼻にぽつりと水滴が落ちる感触があった。

　フィリニオンが両手で角付き魔女帽子の鍔つばを押さえつけ、

「ひゃあっ、来ましたよ!?」

「グルアガッハ、無人機代わりの矢を放て！　『ネクスト・ボイジャー』までの道のりを絶対見失うなよ!!」

　一定間隔で【ピース】登録用の旗は立てていたが、あくまで概算だ。単純に最短距離を結べば良い訳でもない。寒暖の差でガラスの大陸はバキバキに割れているのだから。水害時の側溝事故と同じく、考えなしに進むと『見えない谷』に落ちるリスクがある。

「わっ！」

「ぶーぶー危ない！」

　ずるりと足を滑らせた四メートル弱の巨体を、【魔法】で籠こ手てを大型化したベアトリーチェが慌てて支える。元がガラス質なのだ。水に濡ぬれるとますます滑りやすくなる。

　とはいえ、重たい大おお樽だるを転がしたり一面にモップを掛けたりする『行き』と違って『帰り』はただ歩けば良いだけだ。経験則で得た時間間隔よりも早めの到着となるはずだった。

　しかし、

「な、なに？」

　ぴっちりレオタードに分厚い装甲やブーツを足したルサールカが、西洋喪服のグルアガッハにひっつきながら呻うめき声ごえを上げていた。

「バキバキ鳴ってるわよ、あちこち!?　ひょっとして割れているんじゃないの、そこらじゅうの大地が！」

「まだ夜になってないのにですかあ!?」

　両手のポンポンを振り回しながらフルドラも涙目で叫び返していた。

「……雨のせいだ」

　ボロ布マントで雨滴を弾き、自分の水難の相を呪うようにベアトリーチェが低く呟つぶやいた。

「冷たい雨でずぶ濡ぬれになったせいでガラスの大地が急速に冷え切っていくんだ。このままじゃ夜を待たずに大陸は壊れていく!!」

「『街道』から外れるなよ！　防犯フィルム代わりの接着剤で塗り固めた場所はひび割れが起こらない、安全なんだ！」

　アルメリナの言っている事は正論だが、

「な、何も見えない……。い、い、一体どこがその道なんですか!?」

　大きな帽子で雨から身を守ろうとするフィリニオンの嘆きも無理らしからぬ事だった。こうなるとこれまであった安全神話は通用しない。せいぜい水の深さは数センチ程度だが、光を鏡のように反射させてしまうとこれだけで元々あった地形は分からなくなってしまう。

　上空監視を担当していたグルアガッハの記憶だけが頼みの綱だ。

「皆さん大丈夫です！　特に危険な谷の位置は把握しています。こちらの指示に従って迂う回かいしていただければ……きゃっ!?」

　ゴォッ!!　と。

　言葉が終わらない内に、すぐ近くの大地が緊急浮上する潜水艦みたいに水を割って飛び出してきた。ルサールカが慌てて西洋喪服の腕を引っ張らなければ、切り立った断崖が彼女の顎あごを切り飛ばしていたかもしれない。

　あっという間に一〇メートル以上。

　目と鼻の先に、硬質なガラスの崖がそびえている。

「な、なん……」

「元から亀裂だらけの大地が上から降り注ぐ雨水の重さを支えきれずにひっくり返ったんだ！　殺人シーソーにやられたくなければとにかく走れ、『崩壊』に巻き込まれたら天高く飛ばされるか谷底に落ちるか、何にしても終わりだぞ!!」

　やはり新天地だった。

　一筋縄ではいかない。

「……せめて午後イチで良かったよ」

　注意深く辺りに視線を投げながらベアトリーチェがそんな風に言った。

「これが日没間ま際ぎわだったら、ずぶ濡ぬれの体をカチンコチンにされていた。そんな目に遭ったらヴィルデフラウを残して全滅だし」

　幸い、大地に敷いた接着剤は水でどうなるものでもなかった。【ピース】登録用に【兵へい輝き】の中に溜ため込こんできた【スクリーンショット】も無駄にはならない。自分達で作った『街道』は安全、というルールだけを頼りに、ブーツの底の感触で確かめていくしかない。

　あちらの大地が沈み、こちらの陸地が持ち上がり、あれだけ平へい坦たんだったガラスの大陸に激しい起伏が生まれていた。景色はガラリと変わり、突然巨大な指で摘ままれて迷路へ放り込まれたように方向感覚が分からなくなる。しかもアルメリナが言った通り、これらはシーソーだ。傾きは雨水の溜たまり方次第で、決まった形に収まらない。ここで地形を覚えても、時間が経たてば高低差はまた変わってしまう。

　ぶーぶー達は無数の亀裂が走り、大きな谷に最短コースを遮られ、すでに変貌してしまった『後』の大陸なら見てきた。しかしこれまで、実際にその瞬間を目まの当あたりにした訳ではなかったのだ。

　地殻変動。

　本来なら一万年単位の長い時間をかけて進められていく大地のドラマが、ものの一瞬で。

「いっそわたくしの氷で地べたの雨水を全部固めてしまった方が楽ではありません？　固体にしてしまえば谷も埋めてしまえますわよ！」

「それ自体は悪くないですけど、下手すりゃますますガラスの大地が冷えてド派手に割れたりしませんかあ!?」

　そんな風に言い合いながらも、何とかして蛇行する『街道』を逆戻りしていく。

「み、見えてきた。ぷきー、【カリカンザロス】のお船！」

　ぶーぶーの言う通りだった。

　海辺に停泊させていた『ネクスト・ボイジャー』が、地べたの目視でも確認できる。ひとまずの安全地帯。思わずホッとするベアトリーチェだが、同時に気を抜くと危険なのも理解していた。遠くにゴールが見えたところで、足元のリスクは何も変わっていない。

　そう。

　この時、ベアトリーチェは確かに用心していたのだ。それは間違いない。

　だからこそ。

　その真実の片へん鱗りん程度は気がつく事ができたのか。

「な、に？」

「どうしたんですベアトリーチェ、崖っぷちにいると落ちますよ！」

　激しい雨の中で二股マントを揺らしてフィリニオンが叫ぶが、【剣つるぎ聖せい女じよ】は答えない。

　その谷の底で、何かが揺らいでいた。

　高低差は一〇メートル以上か。ベアトリーチェ達が立っている大地の厚みはそれ以上だろう。そして水はけゼロの大地から滝のようにざあざあと雨水が落ちていく海の中で、蠢うごめくモノがあったのだ。

　下は海だ。

　分厚いガラスの大地に塞がれた海は死の空間のはずだ。そんな所に、たとえ【魔法】で強化されているにしても生身の人間が潜んでいられるとは思えない。

　つまり、アレは【勇者】ではない。

　だが安心できるか。

　そもそも星を覆い尽くす人工大気圏の壁は誰が作った？　【勇者】は命令を送っただけで、その死後？　休眠後？　とにかく数百年もかけて実際に淡々と作業を完遂させたのは別の存在のはずだ。

　異世界グランズニールにおいてなら、何百年という時間を矛盾なく過ごしてしまう個体はいくつか見て取れる。例えば【ストリオーナ】、アビス、シビュラなどなどだ。

　分厚い海水の奥で、ギラリと何かが光った。

（あれは、刃物……柄に宝石のはまった、つるぎ……？）

　疑問を嚙かみ砕くだく暇さえなかった。




　キュガッッッ!!!!!!　と。

　次の瞬間、回転しながら勢い良く飛んできたのだ。




　投げた、のか？

　既存の銃弾のロジックでは説明できなかった。潜水艦から発射され、海面を突き破ってからブースターを点火させる対艦ミサイルに、ヘリのメインローターを足したようなものかもしれないが、なお違う。

　海水も大陸もお構いなしだった。

　それは谷の流れすら無視して分厚いガラスの大地をプリンよりも容易たやすく切り裂いて、

「ぶーぶーっ!?」

　振り返って叫んだ時には、終わっていた。

　赤が、散らばる。

　ぶーぶーの分厚いお腹なかに、足元から飛び出した両刃の【勇者の剣】がそれこそ根元まで深々と刺さっていたのだ。
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　この国民総モバイルの時代に、メイド三姉妹の長女・色いろ花かは公衆電話のボックスに入っていた。昔から発信元を隠す際の常じよう套とう手しゆ段だんだ。しかし受話器を上げ、特殊な薬品で指紋を拭った硬貨を入れる前に、狭い天井からしわがれた声が降りてくる。

『牛うし頭がしらの総合窓口なんぞに電話してくれるな。そこにいるのは何も知らない普通のバイトじゃよ、シリアス声など浴びせたら面めん喰くらってしまうじゃろうが』

「……呆あきれた。どこまで根を張っているのですか、あなたは」

『欧州育ちの騎士団の連中に比べれば節操ある方じゃよ。確か今は魔王ツェリカとかいう新参者が祭壇に掲げられておったかの。ヤツら念願の本物を手に入れて浮かれまくっておる』

　電話ボックス自体は透明なアクリル板だ。メガネの色いろ花かはすぐそこを行き交う人々に視線を投げ、あくまでも受話器に向けて話しかける。

　どう考えても天井裏にスペースがあるとは思えない。屋根の上に誰もいない事くらい分かっている。それでも現に老婆の声はあった。ひょっとしたら、魔ま法ほう離り殿でんのバスルームから声を投げても返事があるかもしれない。

『聞きたい事は？』

「例の『シミュレータ』が異質なオーバー・ザ・ウォールというのは？　また、それが我が主人の安全とどう関わるのか」

『火急じゃな』

　老婆は、声だけ聞けば真摯な響きもあったかもしれない。普段の私生活がどんな技術を使ってどこまで覗のぞき見みされているか分からない、という前提さえなければ。

『魔王ツェリカは出来としては半はん端ぱだった。オーバー・ザ・ウォールはそれこそ異世界から自己の肉体を丸ごと地球側に転送し、かつ長期滞在を可能とした個体を指す』

「そんな事は不可能でしょう」

『本当にそうなら、「朱あか」に蝕むしばまれた【イベリコオーク】達の地球侵攻の話もなかったじゃろう』

「……、」

『おっと、そもそもこのレベルの危機さえ知らなかったかの。だとすればお主の主人はよほど優しいと見える。やや抱え過ぎな面もあるがの』

　老婆の声は淡々と続く。

『そして【イベリコオーク】は他のあらゆる動植物と交配を繰り返し、最強の進化を目指す種族じゃ。ヤツらが【ゲート】経由で肉体転送を可能とするなら、その力を与えたオリジナルがいると見てしかるべきじゃろうが』

「では……あなたもその一つだと？」

『かつて異世界で人間達に「発見」され、【ティアマト】と名付けられた何か、じゃ。サンショウウオにサラマンダーと命名するようなもんで、元の神話とは関係ないだろうがね』

　相手が表に出てこない以上、証明のしようのない問題でもあった。この隠れる場所のない電話ボックスの天井から聞こえる声そのものも一見すると超常的ではあるが、これくらいならスマホやタブレット端末に使われる小型のマイクやスピーカーなど、先端技術でもカバーできそうだ。

　メガネの色いろ花かは一度深呼吸し、大きな胸を上下させてから、こう切り込んだ。

「ならヤツは？」

『「シミュレータ」はあくまでも地球製じゃ。本来なら壁を越える必要はなかった。しかし同時にヤツはただの四角い箱でしかなく、地球側で自由に活動するための手足がなかった』

「なにを……いや、まさか？」

『金融株式などの経済活動を支配し、災害や戦争の予測で脅おびえさせ、効果的に人類全体を操る事で「シミュレータ」は間接的に痒かゆい所へ手を伸ばしてきた。だが、それでは満足できなくなったんじゃな。ヤツは追い求めたのじゃよ、完璧な手足を』

「からだが、ほしかった。それが魔ま法ほう離り殿でんや主人とどう関係すると!?」

『その手で直接トドメを刺したくなったのかもな。そしてわしらほど大仰な手を使わなくても、データの形ならば異世界のテクノロジーは誰でも自由に持ち帰れる。【ピース】の形でな』

　老婆の声に澱よどみはなかった。

『そして異世界側に、完全なる人工物が存在するとしたら？　ヤツはそれを図面というデータで手に入れて、こちらの地球側で組み立てようとしている。自分の機能を全て詰め込む狙いで。そのために必要な事なら、どんな手を使ってでも取り入るだろうよ』
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「ぶーぶーダメ！　無闇に抜かないで!?」

　灰色のボロ布マントを翻してベアトリーチェが叫ぶも、すでに状況は先に進んでいた。びしゃびしゃという水音が耳にこびりつく。ほとんど反射的な行動だったのだろう。体をくの字に折ったぶーぶーは、お腹なかに刺さった【勇者の剣】の柄を摑み、緑の飾り紐ごと巻き込む形で力任せに引き抜いてしまったのだ。

　途端に出血量が増す。

　これまでは宝石のついた両刃の剣そのものが栓の役割をしていたのだろう。激しい雨音が遠ざかるほどの勢い。いっそ眩暈めまいがするほどの赤色だが、ギリギリでベアトリーチェは持もち堪こたえる。まだだ。失血死の限界は体重換算で決まる。人間にとっては致死量でも、四メートル弱もの巨体を誇る【イベリコオーク】なら助かるかもしれない。

「フィリニオン、回復薬を用意！　それからヴィルデフラウ、一時的で良い、ぶーぶーの傷口を凍らせて！　雨で血が流れていくのが一番まずい!!　できないなら私が傷を焼く!!」

「な、に……？」

　ただでさえ薄手のレオタードを纏まとうルサールカが冷たい雨に打たれているのを忘れて、何かを見ていた。

　放り捨てられ、ガラスの大地に先端から突き立った【勇者の剣】。そこを中心に、じわじわと景色に変化があった。地面に撒まき散ちらされたぶーぶーの血が、重力に逆らったのだ。まるで弧を描く、いくつもの赤い糸。それが一斉に金色の鍔つばの交差部分へと集まっていく。

　全てを吸収し、取り込んでいく。

「この!!」

　得体の知れない不吉さから、ベアトリーチェは思わず飾り紐のついた剣の柄つかへ手を伸ばしていた。引っこ抜いて遠くへ投げてしまおうとしたのだ。

　しかし。




　バチッ!!　と。

　ベアトリーチェの背骨から指先にかけて、朱あかい放電が走り抜けた。




　それこそ、まるで吸われるようだった。

　……考えてみるべきだったのだ。

　ぶーぶー達【イベリコオーク】は、単独で【ゲート】を使って地球側へ向かえる稀け有うな力を持っていた。そして彼らは【勇者】の執念が作り上げた人工大気圏の壁がもたらした環境異常により、奇病『朱あか』に苦しめられてきた。

　それは成功だったのか失敗だったのか。何にしても、外から人為的な改造を施そうとしたのかもしれない。何者かが自分の目的に見合う形に整えるために。

　一方、かつてベアトリーチェの肉体と【兵へい輝き】に致命的なダメージを負わせた朱あかい放電もまた、人工大気圏の壁が破壊される前後で降り注いできたものだった。【剣つるぎ聖せい女じよ】に打ち込まれた何かが、剣の形をしたデバイスに触れた事で吸い上げられたのだ。

　散々迂う回かいして、元の場所へ帰るように。

「ぐ、あ、ああ!?」

　ベアトリーチェ達人間が、【兵へい輝き】というデバイスを軸に自らの見た目まで切り替えていくように。柄に宝石をはめた【勇者の剣】は機材に挿しただけで情報を抜き取るＵＳＢウィルスのように振る舞っているのだ。

　人工大気圏の壁はガラス質、半導体にも使われるケイ素の塊だった。そして精密機器の中に魂なるデータを保存できるのは、丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】の中にいた【イベリコオーク】達が証明している。

　誘われた。

　一本の道で繫つながっていたのだ。

　血を吸って、データを受け取り、全てを揃そろえて。

「【勇者】はどこにいる……？」

　指を離そうとしても、激しい放電のせいで満足に動かない。

　カラカラに干からびたミイラでも、氷漬けのコールドスリープでもなかった。生身の人間が異世界に留まれるのは数日程度。ぶーぶー達がひたすら『待ち』に徹してリミットを使い切らせるような戦法で勝手に倒れていくような、安い相手ではなかったのだ。

　痺しびれる舌を無理に動かして、必死にベアトリーチェは叫ぶ。

「答えはどこにもいなかった、これから創ろうとしていたのか、くそっ!?」

　ここは一面巨大なガラスの大地。

　他には微生物すら見つける事のできない、清潔な培地。新たな細胞を計画的に増やすためのシャーレ。

　細く美しく整えられた【勇者の剣】が、ぶうっ!!　と内側から真ん丸に膨らんだ。いや、取り込んだ大量の血液が、部品と部品の隙間から一斉に溢あふれ返かえったのだ。霧のように、発泡素材のように、蜂の巣のように？　ともあれ、見た目の体積を一気に膨らませたそれは、最終的に巨大な朱あかい宝石のように整えられた。人の身の丈を超える表面のつるりとした立方体に、その中に閉じ込めれらた樹木。形だけなら【冥めい府ふ】の最深部で見たものとも似通っている。

　死に、『朱』。

　そして。

　立方体のてっぺんに、剣の柄つかだけ出ていた。先については樹木の頂点に突き刺さっている。

　それが鍵でも回すようにぐりりと回転していく。

　一つの合図であった。有機も無機もお構いなしだった。中心にあった剣が信管、樹きを伝い、外殻の朱あかい立方体までが爆発。美しくも禍まが々まがしい何かが、一気にまとめて吹っ飛んだのだ。

「ぐうう……!?」

　その威力に弾はじかれたベアトリーチェが後ろへ下がる。深手を負ったぶーぶーを支えるアルメリナ達も同じだ。

　ただの爆発とは違う、朱あかい粉ふん塵じんがあった。

「……【勇者】」

　奥に、何かがある。

　いいや、誰かが。

「【勇者】ラ・シニョーラッッッ!!!!!!」
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　ABYSS//間違い探しは終わりましたか？

　ABYSS//【勇者】はいなかった。何故なぜならこれから血と肉を作るから。

　ABYSS//以上が答えとなります。







　　　第四章　【勇者】
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「ふうー」

　磨き上げられた銀の鎧よろいや大きな盾の【浄騎士】は宿屋街の喧けん騒そうからやや離れた辺りでゆっくりと息を吐いていた。体力的な問題ではない。今回は少々出費が痛すぎる。何かの熱病のように皆は浮かれているが、本当に新大陸に知財のゴールドラッシュが待っているかは誰にも分からないのだ。元々市場での競せりや交渉合戦にはチキンレースの側面はあるが、これでガラスの大地が木の歯車一枚にもならない不毛の地だったら爆死間違いなしだ。下手すると歩いて三日で一周できる小さな島に大だい恐きよう慌こうがやってくるかもしれない。

（……そもそも新天地に関しちゃ【イベリコオーク】だのカンスト組だのが常に一歩先を行っているんだよな）

　ある程度は顔かお馴な染じみとなったが、儲もうけの分け前までなあなあで済ませるほど日和ったつもりもない。それはそれ、これはこれだ。正しい競争をしなければ正しい利益も崩れてしまう。

【浄騎士】の後ろから、別の若者が声を掛けてきた。

「積つみ荷には全部船に乗せました。いつでも行けるっす！」

「向こうゴロゴロ鳴ってるけどよ、ほんとに大丈夫か？」

「防水の意味でなら雨どころか海に落としても問題ないっす。流石さすがにカミナリが直撃とかだと心配になりますけど」

「……考えても仕方ないか。これ以上、よその【ギルド】に出し抜かれると後れを取り返せなくなるだろうし」

「そっすね」

「前線送りを船まで召集しろ、すぐに出る！」

【浄騎士】はそれだけ叫んだ。

　そこから付け足すように、こう呟つぶやく。

「……ようやっと、俺達が首位をぶち抜く用意ができたんだからな」
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【勇者】。

　数百年前に地球側で魔女（と一方的に呼ばれた人々）を殺すだけ殺してきた。それが魔女のためになると本気で考えて。やるだけやって異世界グランズニールに逃げ込んだは良いものの、体が環境に合わなかった。帰る方法も見つからず、そこから気が遠くなるような準備期間を経て、ようやっと肉体を伴ってガラスの大地を踏むその威容。

　今のヤツも、異世界滞在限度はそのままのはずだ。下した拵ごしらえにどれだけかけようが、生身の肉体では数日間が限界。

　つまり。

　逆に言えば、【勇者】はこの数日間に全てを注ぐつもりだ。地球に帰る。そのために思いついた策を。かつてはそうした『試策』の一つだけで星を人工大気圏の壁で覆い尽くし、元々あった生態系など完全に無視したテラフォーミングを実行に移したほどの狂人が。

　敵か味方か分からない、などとは言わせない。

　過去に何をしたかもそうだが、あいつはやはり現在だって何も変わっていない。今、ベアトリーチェの目の前でぶーぶーにした事が全てだ。それが必要な手順だったとしても。

　地球に戻れば、また始める。

　今度は『魔女狩り』というすでに忌避された言葉は使わないかもしれない。あたかも新しい社会現象のように見せかける可能性もある。でも結局、本質は変わらない。ＳＮＳでもビッグデータでも何でも良い、少数派を締め上げて炎の中に投げ込む行為を繰り返す。

　フィリニオンやアルメリナも、ことここにきて状況が見えてきたようだ。

「冗談でしょう……？　私達、それじゃあアビスに担かつがれたって事になるんですか!?」

「あいつ最終兵器だからややこしいんだよな。自分の意思なのか外から乗っ取りでも喰くらっていたのか、その辺も考えなくちゃならねえ」

　ざし、と。

　あまりにも不自然な、朱あかく汚れた粉ふん塵じんの中にいる影が。

　一歩こちらへ。

「っ」

　ベアトリーチェは背中から丸太や鉄骨に似た巨大な【兵へい輝き】を抜いた。

　人間用に空けた穴へ五指を通して強く握り込み、構えて。

　ブン!!　と背中側の空間に魔法陣を展開する。

「フィリニオン、アルメリナ！　当面は【ゲート】を死守!!　ヤツをこの新大陸から逃がすな!!」

「なっ、何で回復役の私を前衛扱いしますかね毎度毎度!!　私はぶーぶーさんの手当てに専念させてもらいますう！」

「それより、【勇者】を地球へ送らないって事はゆっくりじわじわと時間かけて命を奪っていくって話になるぞ。覚悟できてんのかベアトリーチェ!?」

　今度は異世界生まれの魔王ツェリカとは違う。地球に帰れない苦しみは、つい先日【剣つるぎ聖せい女じよ】自身が浴びてきたものだった。

　ごくりと喉を鳴らし。

　それでもベアトリーチェは小さく首を縦に振った。

「……【勇者】が地球に帰って何をしたいのかが見えない。浦うら島しま太た郎ろうみたいに数百年後の地球を見て絶望するかもしれない。社会現象全体では万の単位で数える人の殺さつ戮りくに手を貸して勢いを増した張本人よ。何にしたって安全の担保が欲しい、地球へ帰すにしても、その前に『倒せる相手か否いなか』は確かめないと収拾がつかなくなる!!」

　ガラスの大地を割る冷たい雨が、空気中で膨らむ朱あかい粉ふん塵じんを少しずつ除いていった。そしてそれ以上に、ヴェールに包まれていた人影が、無造作にこちらへ歩いてきたのだ。

　ついに秘密が明かされる。

　青みがかったグラデーションを持つ金のショートヘア。

　きめ細かい白い肌に勝ち気なつり目。

　どちらかと言えば胴回りは華きや奢しやだが、豊かな胸は重力に逆らっている。

　生まれたて……という事なのだろうか。雨に打たれるその瘦そう身しんは、一糸さえ纏まとっていなかった。

　つまり、

（装備品、そういう形の【パーセンテージ】系【魔法】で身体能力を強化している訳じゃないっ？）

「チャンス！」

「っ、ダメですルサールカ!!」

　むしろベアトリーチェの思考はルサールカに近かった。しかしとっさに西洋喪服のグルアガッハが叫ばなければ、数字の９に似た大鎌を摑つかみ、空いた手の延長線上で魔法陣を浮かばせたレオタードの少女は果たしてどうなっていた事か。

　いっそ無機質に見える裸身の【勇者】が右手を横に振った。何もない無手のはずだった。




　直後。

　斬る　違　　ほとんど　　　　　　　　　爆




「……ッッッ!!!???」

　それは、消えゆく朱あかい被膜の残骸でも再利用していたのか。

　消費を前提とした、焼けた鉄に近いオレンジ色に燃え上がるようだった。先端の爪が不自然に輝く五指でもって、空間そのものを並行に引き裂きながら突撃したのだ。

　まるで居合いの達人のような、鋭い斬撃を孕はらむ恐るべき交差。

　ゴッッッ!!!!!!　という太い爆音が遅れて耳に届くほどだった。

「グルアガッハ、ルサールカも!!」

　直撃した……訳ではないだろう。もしもそうなら冗談抜きに粉々になっていてもおかしくない。へたり込むルサールカとその小さな影を庇かばうグルアガッハがいた。西洋喪服の少女がとっさに突き飛ばしていなければ、そこでおしまいだった。しかしベアトリーチェの眼前では、声を掛けるのも忘れてしまうほど奇怪な現象が進行していた。

　向こうにとっても小手調べだったのだ。

　取り逃がした事への苛いら立だちは微み塵じんも見られない。

　そして。

　ここからが、本領発揮。

　裸身の【勇者】の右手へ、何かが集まりつつあった。それは銀の留め具であり、滑り止めに巻く青い飾かざり紐ひもであり、巨獣の白い牙を削り出したグリップであり、純金や宝石など諸もろ々もろの装飾であり、シリコンウェハースや髪の毛より細い配線の束であり、そして何より砕け散ったはずの幅広の刃であった。海中からぶーぶーを狙い、その血を吸って【勇者】の肉体を構築するための養分として扱ったモノ。

　朱あかい爆発を起こすための、信管としての役割は終わった。

【勇者の剣】は、本来通りの形と威力を取り戻していく。

　つまり、

（……へい、きっ？）

「まずい!!　グルアガッハ、そのままルサールカのリカバリーに専念して!!」

　ベアトリーチェが叫んで【兵へい輝き】の巨大グリップに空けた穴へ五指を通して摑み直し、八本の熱線を呼び出そうとした時には、すでに『変化』は始まっていた。




　チョコレート色の光沢を放つ上下一繫ぎの革のインナー。




　鎧よろいの関節部分が地肌に嚙かみ付つかないようあてがう緩衝材。




　装飾のリボンや雲のような羊毛の塊。




　そして星の色と同化するような美しい青の装甲に前の開いたスカートと、緑に輝く装飾品。




　全体としては、見る者に星をイメージさせる色彩であった。緑に青に、さらには黒土にも似た焦げ茶色まで。帰るべき場所、その渇かつ望ぼうが形となったようでもある。

【兵へい輝き】とは、人間が【魔法】をコントロールするためのデバイスである。

　胸の下を守る緑の装甲も青いブーツの底も、そういう【魔法】なのだ。
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　そして【パーセンテージ】系を装着した時点で、青みがかった金、濡れたショートヘアを頰ほおに張りつける【勇者】の身体能力は倍率単位で急激に増加していく事になる。

　キュガッッッ!!　と。

　八ヵ所同時に放たれた、戦車を輪切りにできるほどの熱線を【勇者】は避けなかった。直撃コースにも拘かかわらず、美しい肉体、青空を示す装甲の大きく開いた胸元に触れた途端そのままねじれてあらぬ方向へと吹き散らされていく。

　泡でも食ったようにフィリニオンが叫び、短パンを軋ませる。

「どんな【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】固めてんですか、あの【七色煉獄セブンフレイム】の一撃ですよ!?」

　ほとんどルサールカを抱き締めてガラスの大地を転がるようにしたグルアガッハを、【勇者】は視線で何となしに追い駆けていた。

　何となしで、だ。その程度で叩たたき潰つぶす腹だ。

「ッッッ!!」

　相手がどこまで【魔法】を弾くか予測できない。灰色のボロ布マントを翻したベアトリーチェは狙いを変え、【勇者】とグルアガッハ達の間へ強大な熱線を撃ち込んだ。

　ただでさえ、激しい雨に打たれて寒暖の差であちこち亀裂が広がっていたガラスの大陸だ。熱の伝でん播ぱと共に、瞬またたく間まに大地が砕けた。重たい雨水を湛たたえていたためか、割れた地面がシーソーのようにひっくり返り、【勇者】を持ち上げ、投げ飛ばす格好で目の前に巨大な崖がそびえる。

「助かりっ、ました！」

「まだよ、気を抜かないで!!」

　後輩を抱え、輪の形にした長い三つ編みを揺らして、ようやっと脅威の源から距離を取ったグルアガッハに、ベアトリーチェは直上を睨にらみながら叫び返した。

　切り立った断崖、その突端。

　あまりにも無造作に、両刃の剣を手にした【勇者】は顔を出す。あれだけの高低差でも、投げ飛ばされずに。殺しの道具をバトンのようにくるくる回し、何か言っている。

「結局手元に戻ったのはこれ一つ、か」

　可か憐れんな顔立ちに不釣り合いな低く凍えるような声だった。それは【勇者】の機嫌の悪さも響いているのか。彼女は空いた手で自分の金髪を軽く払い、雨に濡ぬれたガラスの大地を睥へい睨げいして、

「高望みは厳禁だし、これ一つでも何とかなりそうだから良いけど。それにしても……参ったわね」

「……、」

「これだと条件が整ったのかどうか、いまいち結果が見えないじゃない。地球への出口はどこ？　てっきり、もっとこう、分かりやすいトンネルみたいなものが開いていると思ったのに」

「ぐっ……」

　十字剣にベルト巻きのヴィルデフラウが氷で作った巨大な籠こ手てに支えられ、ぶーぶーがのろのろと起き上がった。フィリニオンの回復薬も、まだ効果を表していないようだ。傷口をシャーベットのように凍結させ、かなり強引に止血している。

「……お前さっきから何を言っている？　ぶーぶー、お前が何してきたか知ってる。だけど、それでも、今はもう違うって言ってくれたらケンカしないで済んだかもしれないのに!!」

「いいえ、分からないわ。全部知っていると嘯うそぶく者ほど何も理解できていないものなのよ、材料役の子豚ちゃん」

　誰かの血を吸って体を構築した肉感的な【勇者】はくすくすと嗤わらっていた。

「遠い遠い未来に、いつか誰かが『ここ』を訪れる。つまり条件が全部揃そろうまで待てば、誰かが往復、行き帰りの手段を勝手に構築してくれる。勝てる時に勝つ。それまでは待つ。私が何かする必要はない、現れたモノを奪ってしまえば無事帰還できるはずなんだけど……おい働きアリ、ここまでの理論展開は間違っていないわよね？　アンタ達のその緊張感のなさ、片道切符で追い詰められているようには見えないし」

「何をっ……！」

　激げつ昂こうしかけたヴィルデフラウを、同じくぶーぶーに寄り添っていたフィリニオンが片手で制止する。見た目はサスペンダー乳でも場数が違うのだ。

　離れた場所で鉄の杖つえを構えるアルメリナも笑い飛ばしていた。

「そんな安い挑発で私達から情報を引き出すつもりかよ？　知りたいならかかってこい。何百年越しの計画かなんて関係ねえ、そうやってナマの肉体を得たあんたは異世界サイドじゃ長くても数日しか保もたない事を私達は把握してんだ。余裕ぶってスカした顔しやがって。こんな三六〇度何もないノーヒントの海に落っこちて、実際追い詰められているのはそっちだろう？」

　青いグラデーションを持つ金髪ショートヘアを揺らし、その首が横に傾いた。

　その額で輝く魔法陣。そのまんま崖の上に立つ【勇者】は応じた。




「なら、遠慮なく」




　瞬またたいた。

　そうとしか表現できなかった。

「ッ!!」

　光だ。

　両刃の剣の一いつ閃せんがそう見えたのではない。鎧よろいや前の開いたスカートで身を包んだ【勇者】自身が青や緑、様々な色の混ざった流線となってアルメリナを薙なぎ払はらいに来たのだった。

　先ほどの五指、そんなもの比較にならない。

　もはや地上を舐なめる雷光。

　後から遅れて響く爆音と共に、盾代わりに正面展開させた鉄の船が半分以上めくれ上がる。オレンジ色の火花が炸さく裂れつし、危うくアルメリナは脇腹をごっそり持っていかれそうになる。この速度で生きる者には彼ひ我がの距離など何の意味もなかった。

　剣を手にした【勇者】は、ここまで違うのか。

「ぷきー!!」

「うろッたえるな!?」

　落雷、墜落、落下、言葉は何でも良い。とにかく青や緑や茶色を束ねた一本の閃せん光こうから【勇者】は革の上から波を連想させる薄い青を重ねたスカートを翻す人の形に戻っている。胸の下を包む緑の装甲が重みのある軋みを発する。アルメリナは無理して抗あらがわず、スリットから派手に足を出して、勢いに押されるがまま雨で濡ぬれたガラスの大地にそのまま倒れ込んだ。誰だって着地の瞬間だけは無防備だ。身を低くする事で周りの皆へクリアな射線を与えた【殴おう僧そう侶りよ】が叫ぶ。

「ファイアッッッ!!」

　ベアトリーチェ、ルサールカ、ヴィルデフラウ、グルアガッハ。少なくとも四方向から四属性で遠距離攻撃が雪崩なだれ込こんだ。爆音、閃せん光こう、そして汚れた粉ふん塵じんが舞い上がる。あの全属性網羅の【賢者】ですら一度に受けられるのは基本的に一属性で、複数に対応すると攻撃がおろそかになる弊害があった。【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】は手を出すのは容易たやすいが、極めるにはあまりにも膨大な【経験値】が必要になる。複数同時攻撃なら、一〇〇・〇％の完全無効化は至難も至難だ。

　いいや。

　なのに、その前提が覆った。

「で、こんなものかしら？」

「……うそ、でしょう……？　無傷ッ!?」

　あまりの光景に、フィリニオンはぶーぶーへの治療の手も止めてしまっていた。

　一方のベアトリーチェは止まらない。不測の事態が起きたとしても、硬直して状況が好転する事はありえない。

（何かトリックがあるなら、それが何か分かるまで徹底的に叩……ッ!!）

「あらあら、そこまで面倒事に付き合うと思う？」

　呆あきれたような声と共に。

　額の前に魔法陣が浮かび上がる。爆音と共に光が弾はじけ、再び惑星の色彩を束ねる閃せん光こうと化した【勇者】が曲線を描いてベアトリーチェの脇腹を狙う。

　光には追い着けない。

　丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】よりも俊敏に彼女の身を守ったのは、怪我けがを押して歯を食いしばってでも前へ出た四メートル弱の巨体だった。

「ぐっ!?」

「ぶーぶー!!」

　交通事故、しかもほとんど大型ダンプ同士の正面衝突じみた轟ごう音おんであった。それでもぶーぶーは食い止める。青や緑が絡からまる流線だった【勇者】は人の形に戻り、ギリギリと押し戻されつつある。開けた胸元や太股に、緊張の強張りが見て取れた。

　鍔つば迫ぜり合あいをしている、のとは違う。

　そもそも今のぶーぶーに【兵へい輝き】はない。

　その太い腕には、ざっくりと【勇者の剣】が食い込んでいたのだ。赤い血が刃を伝い、柄の宝石や飾り紐を染め上げて、濡ぬれたガラスの地面へと落ちていく。

　冷たい雨に打たれている事も忘れ、頭の中が灼しやく熱ねつで埋まりかけるベアトリーチェだったが、ぶーぶーはこちらを振り返りもしなかった。

「……ぶーぶーには難しいピコピコのお話されてもピンとこないトコがある」

「ふうん。この程度じゃばっさり落とせない、か」

「だけどお前、ベアトリーチェと一緒じゃない。なんか【魔法】とか使って弾いてるのとは違う。お前もっとぶーぶーに近い!!」

「だって、素材は同じだもの」

　にたりと粘ついた笑みを浮かべ、【勇者】は緑の飾り紐がついた剣の柄つかを握り直す。

「【イベリコオーク】の頑丈極まる筋骨があれば、多少の【魔法】くらいは力ちから業わざで抑え込めるわよね？　いきなり『朱』なんぞ発症したのは驚いたけど、元々は外から負荷をかけてそういう風に進化を促してきたんだから」

「ッ!?」

「びっくりしちゃった？　まあ、人間が直接やってきた今、異世界で暮らせる頑丈な体の完成なんて二足のわらじで目指す必要もなくなったんだけど。……私はただ人を徹底的に搾り上げて、人のやり方を学べば良い。地球へ帰る方法を」

　可動域や機動性重視で胸元もスカートを開いているのも肉体自体に自信があるからか。

　わざと傷や痛みを広げるようだった。金の髪の【勇者】は胸の下を包む緑の装甲を軋ませ、突き刺さったままの剣を上下に揺さぶる。

　だが抜けない。

　ぶーぶーは自ら腕に力を込め、その強きよう靭じんな筋肉で万まん力りきのように刃を押さえつけたのだ。

　空いた手があった。

　硬く握り締められた拳が空気を引き裂き、真横から【勇者】の顔を狙う。

「おっと」

　気の抜けた声があった。

　直後に鮮血が溢あふれる。

　やはり、【勇者】が筋肉の縛いましめさえ破り、無理矢理に両刃の剣を抜いて後ろへ下がったからだ。

　しかし、避けた。

　ベアトリーチェやヴィルデフラウの一斉攻撃すら真正面から受けて立ったあの【勇者】が。計画的に進化へ手を加えた【イベリコオーク】の体組織を使っているから。つまり、逆に言えば【勇者】であっても同種の肉体を持つ【イベリコオーク】からのダメージだけは無視できない存在なのか。

「……なんて、言った？」

　ぼたぼたと腕から血を流すぶーぶーだが、そこに真っ当な恐怖や苦しみがあるようには見えない。

　ゆるふわ金髪お姉さんフィリニオンの回復薬があれば良いなどといった投げやりな甘えとも違う。その感情はドロドロの溶岩にも似て、もっと熱い。そもそも今のぶーぶーは、本当に痛みを感じているのか。

　ぶしっ!!　と。

　強引に筋肉で締めた傷口から、出血が止まる。

「お前、今、ベアトリーチェ達をどうするって言った……？」

「へえ、素材として利用しやすいよう、もうちょい温厚で博愛な種族に調整してきたと思っていたけど、やればできるじゃない。男の顔をしてるわよ、人身豚面？」

　確かに、少し前のぶーぶーなら違ったかもしれない。ケンカは良くないと言って、でも戦う事から逃げられず、一人ぼっちで苦しんでいたかもしれない。

　でも今は違う。

　命を賭としてでも守りたい人を見つけられた。彼女達もまたぶーぶーを助けるために死力を尽くしてくれた。だからもうこの命を、人生を、無為にはできない。自己犠牲を気取って自分の順番を一番下には持っていけない。それは、この身を助けてくれた人達の努力をどぶに捨てるに等しい行いだと理解したのだ。

　わがままであれ。

　貪欲に求めよ。

　この幸せを打ち崩そうとする者に、正しい怒りを向けろ。仲良くなるのも仲直りをするのも、その後で良い。

　それが善き変化なのかどうかは知らない。生きるため、食べるために。ひょっとしたらそんなルールを課してきたこれまでの道から外れる行為で、ぶーぶーは自分で自分を獣の道へ落としているのかもしれない。

　だけど。




　へらへら笑うのも、めそめそ泣くのももうやめた。

　もう、世界の何者にも奪わせない。

　そう決めた。




「もう一度言ってみろ。お前、ベアトリーチェ達に何をどうするって!?」

「搾り上げて、引きずり出す。私が地球へ帰るために必要な事を全部」

　それ以上は必要なかった。

　どんっ!!　と。

　ぶーぶーが力強くガラスの大地を踏みつけた途端、砕けた。反動で浮かび上がる新大陸の破片の内、ぶーぶーは左右の手に大きな塊を一つずつ摑つかみ取とる。インスピレーションの出で処どころは、人間達が持つ小さな盾か、あるいはガールズグリルであった銀色のトレイか。お盆で言うならエッジの部分を摑つかみ、ギザギザの分厚い塊を即席の打撃武器として構え直す。【勇者】も【勇者】で楽しげな顔で両刃の剣を回し、その切っ先を改めて敵対者へ向けていく。

　そして。

　冷たい雨を爆風のように散らして、ぶーぶーとラ・シニョーラが真正面から激突していった。




　　　　３




　ベアトリーチェを助けるため手に馴な染じんだ相棒を譲ったので、ぶーぶーは主立った武器を持っていない。右も左も無手。どこを触っても指を落とされそうな鋭い両刃の剣を持ち、自身、閃せん光こうや流線と化して落雷のように動き回る【勇者】に対してあまりに不利なようにも見える。

　だが。

　ゴッキィィィン!!　という、重たい鐘を打ち鳴らすような轟ごう音おんが、全ての前提を覆くつがえす。

　例のガラスの塊だ。

　いかに拳を直接使っていないとはいえ、真っ向勝負で殴りかかれば簡単に砕け、切り裂かれてしまうように思えるかもしれない。

　しかし違うのだ。

　剣の刃はただ押し当てるだけでは切れない。あれは振り下ろす事で刃を走らせて斬る力を得る。【勇者】の場合はブレードそのものに【魔法】を付加するケースもあるが、こちらは電熱線を使って薄いゴムを切り裂くのと同じく、押し当てる時間でダメージが変わる。

　つまり、だ。

　一撃で両刃の剣を叩たたき、一瞬にして弾いてしまえば、いずれのケースでも切れ味を発揮させずにガラスの塊を維持できる。イメージは刃の走る方向に対して、常に直角に点の打撃を加え、見えないレールから確実に脱線させる格好で。もちろんこれは、人間を超える強きよう靭じんな腕力と繊細な角度調整が織り成す神業だ。

　だが一方で、濡れたショートヘアを頰ほおに張りつかせる【勇者】の側もまともではなかった。

　まずその剣。標的を切るのに失敗すればそれだけで刃こぼれし、まして強烈な打撃を浴びたら折られかねないのに、【イベリコオーク】の巨腕で立て続けに打ち込まれても歪ゆがみの兆候すらない。そしてそれ以前に、たとえ剣が頑丈でも、いいや頑丈であればあるだけ衝撃は持ち主に伝でん播ぱする。硬い車と柔らかい車の理屈だ。それこそ並の人間なら手首や肩の関節を砕かれてもおかしくない状況であるにも拘かかわらず、緑の装甲から胸元を大きく開いた【勇者】の顔から薄っぺらな笑みがなくなる事はない。

　両者。

　共にケタ外れ。

「このっ!!」

　明確な作戦会議や、目線や指先でのサインはなかった。だがぶーぶーが前へ出た事で、ベアトリーチェは支援攻撃に徹する。先行するぶーぶーのその巨体で【勇者】の視界を塞ぎ、彼女の死角から首の横、脇の下、腰の横などをすり抜け、立て続けに熱線を撃うち込こんでいく。

　致命傷である必要はない。

　弾はじかれても構わない。

【勇者】の集中がかき乱された隙に、ぶーぶーが一発、青空、大地、海原の全てを表すラ・シニョーラの体へ直接打撃を叩たたき込こむチャンスを作れれば。

「うふふッは!!」

　くるんと【勇者の剣】がバトンのように回ったかと思った途端、超高速の熱線がことごとく撃ち落とされていく。ベアトリーチェは結果に拘こう泥でいしない。そのまま受けなかったという事は、ぶーぶーとの激突に専念したいという意思の表れだ。自分と同格の筋骨の塊を前にして、余裕がなくなっているのだ。

　やるべき事は何だ？

　さらに【勇者】を揺さぶるとしたら。

　考え、灰色のボロ布マントを翻してベアトリーチェは叫んだ。

「フルドラ！　『爪』の準備を!!」

「はええっ？？？」

「ダメージ無視して確率で即死させるそなたなら【勇者】の体の頑丈さ、【ＨＰ】や【ＶＩＴ】の値なんて関係ない！　それからフィリニオンは回復薬用意、怪我けがを治してぶーぶーの地力を支えて!!　タイミング計って試験管をぶーぶーに投げるの!!」

　ピンクツインテールの両手首を中心に空間へピンクの魔法陣が浮かび上がり、ジャココン！　という音と共にポンポンから金属爪の【兵へい輝き】が飛び出した。

　ほとんど肉眼では追い切れない勢いで剣を振るう【勇者】の瞳がわずかにブレる。目の前にぶーぶーがいるにも拘かかわらず、破壊目標の優先順位に迷いが生まれたのだ。

　……もちろん本当に大事な作戦ならわざわざ敵の目の前では叫ばない。架空の選択肢を増やして【勇者】の判断能力を鈍らせる、それだけあれば十分だった。確実に攻撃を浴びせられるのは【勇者】との戦闘に肉弾戦でついていけるぶーぶーだけだという事くらい、ベアトリーチェだってこの短い激突で理解できている。その上でいかにして彼を立たせるか。主眼はそこに置いておけば良い。

「アルメリナ、ヴィルデフラウ、ルサールカは【スクリーンショット】構え！　誰か崖の上に上がって、残りは十字に展開。三方向三軸で観測すれば行動パターンやその前兆を丸裸にできる。まずは一秒一万フレーム単位、ハイスピード設定の連続撮影で【勇者】のクセを暴いてぶーぶーに伝えて！　それからグルアガッハ、魔王ツェリカとアクセス!!　隙を見つけ次第一発ぶち込んで。あいつの力があれば【イベリコオーク】級の筋骨だって貫ける!!」

　とにかく並べ立てられれば構わない。お互いこれが初対面なのだ。数百年ぶりのヤツは今現在における人間達の技術レベルの上限を正しく知らないはず。何しろ基本中の基本、【ゲート】についても予測の範囲に留とどまるだけでモノ自体を見ているような口振りではないのだから。ようは【勇者】側の足を引っ張り、迷わせ、判断速度を遅らせて、少しでもぶーぶーを有利にさせられればこちらは大成功と評価して良い。

　ブラフでも構わない、実際に力が及ぶかどうかなんて関係ない。生身の人間では届かない頂点の戦いだと、一対一だなんて投げ出さない。諦めない。絶対に何があっても見捨てたりはしない。

　これは【パーティ】戦だ。

　勝手に一人で挑んできた【勇者】には申し訳ないが、ぶーぶーは孤独なんかじゃない。ここにいる少女達がそうさせない。ケタ外れだろうが何だろうが、ベアトリーチェ達は大切な味方を突き放さない!!

「なら」

　にちゃりと粘質な笑みがあった。

【勇者】の剣の切っ先が、ぶーぶーからわずかに逸それる。

「……私は逆を行くわ。一人ずつ着実にリスクの芽を摘んで、アンタを一人ぼっちに戻してあげる」

「ッッッ!?」

　明らかによそへズレた閃せん光こうの突きであっても、ぶーぶーは敢あえて割り込んだ。そう、こちらも現実に可能かどうかは関係ない。一発弾き損ねれば、大切な仲間の誰かが死ぬ。……そんな『懸け念ねん』や『恐怖』さえ植え付けられれば、ぶーぶーの動きを縫い止める事ができる。目まぐるしいほどの高速戦闘の最中、実体のない死神が双方の心を縛り、同時に背中を押す。

　共に命を懸けているにも拘かかわらず自らのペースを自らで決められない、チキンレースの様相を呈する。

「ふふっ」

　心拍数の上昇を快の信号に置き換えてポジティブに捉えようとしているのか。前の開いたチョコ色に波の青を足したスカートを翻し、どこか針の振り切れた感じで【勇者】が笑う。

「ははは！　あははははは!!　なるほどなるほど、いやあそう来るかあ!!」

「っ」

「吞のまれないでぶーぶー！　私達なら自分で身を守れる、ぶーぶーはここで【勇者】を押し切る事に集中して!!」

　ベアトリーチェもまた吼ほえる。

　そしてあながち根拠のない発破でもない。

【勇者】はわざわざ心理的な手間を割いてでも今ある緊張を高揚感に変換している。言い換えれば、無理して発破をかけなければ恐怖に搦からめ捕とられる状況なのだ。取るに足らない程度のプレッシャーなら、こんな風にはならない。

　大きなお盆のエッジを握り込むように摑つかんだガラスの塊で頑強さを増したぶーぶーの打撃。それで【兵へい輝き】を正面から打ち据えても【勇者の剣】は折れない。だからどうした。一体誰が一人きりに任せなくてはならないなどと決めつけた？

「ぶーぶー!!」

　タイミングを打ち合わせる必要はなかった。

　四メートル弱の人身豚面がケタ外れの刃と激突する。しかし今度は一度ではない。空いた手のもう片方の鈍器が、弾はじかれて揺れる剣の側面を狙う。そこに合わせ、ベアトリーチェもまた爆炎を放つ。それは大きく弧を描き、【勇者の剣】の逆の側面へ吸い込まれる。

　ちょうど、巨大な万まん力りきで締め上げるように。

　ぎっ!!　と、【勇者】の手の中で金属が軋きしむ悲鳴が鳴り響く。

「っ」

　折れるより前に、二本の指で潰したバネから手を離すように、【勇者の剣】が虚こ空くうへ舞った。【ゲート】の存在を知っているかはさておいて、ヤツにとっても【魔法】の起点となるデバイスだ。破壊されては困るくらいの未練はあったか、得物が限界を迎える前に自ら手放したのだ。

　しかし手元を離れてしまえばそれまで。

　衣服の形をした【パーセンテージ】系【魔法】がそう簡単に解除されるとは思えないが、コマンドを指定しての能動的、殺傷力の高い【魔法】をバカスカ撃ち込む事はできなくなる。【イベリコオーク】の体組織を人の小こ賢ざかしさで操られるのも脅威だが、ぶーぶーと五分。それなら押し切れる。取っ組み合いを続けるぶーぶーの背中をベアトリーチェ達が支えてやれば。

　つまり。

　ようやっと。正真正銘の、

「チャンス!!」

　赤い鎧よろいに白のミニスカートとボロ布マントの【剣つるぎ聖せい女じよ】の吼ほえるような号令と共に、近接特化のアルメリナとフルドラが仕掛ける。ベアトリーチェに、ヴィルデフラウも得物を氷の大剣から本領の十字剣へ持ち替え、遠から近へ移行。わざとワンテンポ遅らせ、【勇者】側が回避した場合は即座に追撃してトドメを刺す、保険係を担になう。

　後方支援には風のルサールカと弓のグルアガッハがいる。

　戦場に、複数の魔法陣が光り輝く。

　何より最前列にぶーぶー。

（ここで畳みかける！　もう一度【兵へい輝き】を拾わせる機会なんか与えない!!）

　だが。

　だが。

　だが。




　鮮やかな青や緑や茶色の閃せん光こうが、唸うなった。

　陸海空。紛まがう方かたなき【勇者】の色彩が一本のラインを引き、世界を支配する。




「な……」

　さしものベアトリーチェとて、驚きよう愕がくに全身が硬直する。ありえない。【勇者の剣】、そういう形を取るデバイス【兵へい輝き】は、あらゆる【魔法】の起点だ。衣服の形をした受動的な【パーセンテージ】系ならともかく、攻撃的な【魔法】を手放しで連発できるとは思えない。

　なのに。

　にも拘かかわらず。

「馬鹿野郎ベアトリーチェ！　呆ほうけてる暇あったら伏せ……ッ!!」

　ぴっちりした僧服のアルメリナの声が不意に途切れた。

【勇者】自身が光と化したような錯覚。鉄の杖つえの上からでもお構いなしだった。そのまま叩たたき潰すような格好で、惑星の色を束ねた流線と見み紛まがう体当たりを受け止めたはずのアルメリナを真後ろへ吹っ飛ばす。人間側では物理特化だったのだ。彼女が小細工抜きに押し負かされたとなると、他の少女達でも防御不可だと教えられたようなものだった。

「勝てる時に、勝つ」

　一度、脅威が女の形に戻る。

　ぶーぶーのリカバリーも、一度に庇かばえる候補は限られてしまう。

　額の手前に輝く魔法陣が浮かぶ。刈り取りが始まる。

「だから容赦なんかしないわよ。目の前を泳いでいるのに、手を伸ばして摑つかまない理由なんかないんだからね」

「……っ!!」

　再びそのシルエットが崩れた。

　まぐれではない。【兵へい輝き】を手放したこの状況で、明らかに【魔法】を使い分けている。

　予測不能の窮地。そんな中、ベアトリーチェは半ばダイイングメッセージでも残すように動いていた。【スクリーンショット】、ハイスピード撮影で保存。肉眼では把握の難しい異常事態の詳細が、徐々に浮かび上がってくる。

　空間に浮かぶ四角い枠の中で、無手の【勇者】は人差し指と中指を合わせ、大きく開いた胸の前で規則的に動かしていたのだ。

　思えば、だ。

【勇者】が最初に現れた時、柄に宝石のついた両刃の剣は朱あかい立方体や閉じ込められた樹きを自壊させる信管として破裂して粉々になっていた。つまり【兵へい輝き】に頼って【魔法】を使える状況ではなかったのに、ヤツはどうやって無手のまま超高速の斬撃を繰り出し、剣を元に戻したのだ。全ての起点が【兵へい輝き】なら、あそこで詰んでいたはずなのに。

　逆に言えば。

　……【勇者】の【魔法】の源は、あの剣では、ない……？

（まさか……）

「ゲーム方式じゃ、ない？　こいつ、まさかそれ以外の方法で【魔法】を繰り出しているとでも言うの!?」

　恐るべき仮説を裏付けるようだった。

　舌した舐なめずりすら織り交ぜる【勇者】ラ・シニョーラが青や緑や茶色を束ねた惑星の色の流線と化し、ベアトリーチェの方へと突っ込んできた。
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「う、うええ……」

　土砂降りの冷たい雨に打たれたガラスの大地で、【錬れん金きんチアリーダー】フルドラは爆心地から少し離れた場所でうつ伏せに転がっていた。水たまりで溺死しないよう気をつけ、音を立てないようにゆっくりと体を起こす。

　ベアトリーチェやアルメリナ同様にカンスト組ではあるが、フルドラはそこまで戦闘に特化した【パラメータ】の割り振りはしていない。なので第一線の現場で生き残るには、時にこうした努力も必要なのだ。

　衝撃を殺す格好で自分から後ろへ跳んだり。

　死んだふりして常に移動する戦場からわざと取り残されたり。

（……はあー。びっくりした、死ぬかと思った。こっちは基本、確率勝負の即死技専門だっつってんですう。イカれた正面衝突のどつき合いなんて付き合ってられません。早くしないと主任達ほんとに全滅しそうですしい、うーん、死角に入ったのは良いとしてえ、さて、どこからどうやって脇腹を刺しますか……）

　フルドラは決して強くない。

　故にこういう時の判断もまたシビアにできていた。敵と味方で線引きした場合、敵を切って味方を取る。迷わずやる。ダメージ無視、威嚇で退かない相手には一切加減できない即死系を集中的にぶつけるところからもスタンスは明白だ。フルドラは、武器を持ってこちらを本気で殺しに来る相手に峰打ちぶつけて穏便に済ませるアルメリナのようには生きていけない。

「おい、テメェこんなトコで何してんだ？」

「っ」

　不意に横から野暮ったい男の声で話しかけられ、フルドラはわずかに飛び上がった。プロの人間は現場では動じないが、一番無防備な舞台裏の準備期間を邪魔されるのを恐れるものだ。

　ゆっくりとそちらへ振り返ると、磨き上げられた銀の鎧よろいや大きな盾を持つ青年が、何人か部下をつけてフルドラの方に近づいてくるところだった。

「ほっ、【浄騎士】さんじゃないですかあ」

「媚こびるな、どーにもお前は胡う散さん臭くさい。モーションが逆に完璧過ぎて本物な感じがしないんだよな」

　冗談めかして外した時の予防線を張っているものの、その直感や観察眼はなかなかに鋭い。

　末端とはいえ、元を辿たどれば西側の軍隊崩れである【エルキアド】系に所属していたのだ。【ギルド】全体で見れば現地調達のゴロツキ程度の配役だろうが、向こうもただの素人しろうとではない。

　……見ての通り、【錬れん金きんチアリーダー】と【浄騎士】は顔見知りだった。

　しかもぶーぶーがベアトリーチェを助けるため血路を開く前からの、だ。おそらくこの繫つながりがある事は、直接の上司や同僚であるアルメリナやグルアガッハ達も知らない。

　重ねて言うが、フルドラは強くない。

　それでも過酷な防ぼう諜ちよう戦せんを生き抜くには、横の繫つながりも大切な命綱になり得る。プロとプロがしのぎを削る戦いにおいて、弾丸よりも貴重な情報は天から無償で降ってくる訳ではないのだから。

「まさか遭難したって訳じゃあねえよな？」

「もうちょい事情は複雑ですう。あ、向こうでバカスカ鳴り響いてますけど、命が惜しければ考えなしに爆心地を覗のぞいてみるのはやめた方が良いですよう」

「何だ仲間割れでもしてやがるのか」

【浄騎士】がそう判断したのは、こんな不毛なガラスの大地で他に生き物がいるとは思っていないからだろう。

「って事は、内うち輪わ揉もめになる程度には目が眩くらむお宝でも見つかったか？　鉱物、薬効成分、あるいは土地そのものを扱う不動産とか。何にしたってこの魅力の欠片かけらもねえガラスの大陸がどう金に化けるのか楽しみだ。……おい！　適当な場所見繕って拠点を作るぞ、こっちも行動開始だ!!」

「？」

　濡ぬれた地面にぺたりと（ルの字女の子座りで）お尻をつけたまま首を傾かしげるフルドラの目の前で、【浄騎士】の後ろに控えていた部下達が何やら重たそうなカバンを下ろしていた。中から取り出したのは、テントとは似て非なる、金属の柱や分厚い耐水布などだ。

　徐々に形になっていくそれを見て、フルドラがぎょっと全身を強こわ張ばらせる。

「なっ!?　な、な、な……」

「驚いたか？」

　なんかしたり顔の【浄騎士】は、おそらく気づいていない。

　まさにそれが、数百年来の時を経て復活を遂げた【勇者】が一番に求める品であると。それがあるかないかだけで、全体の絵図だってがらりと変わってしまう。

「こいつを一式調達するのに手間取って出遅れたが、こいつで開発競争のトップ争いは俺達の大逆転だ。見ろよ【ゲート】だぜ！　これさえあればもう島の宿屋街に戻る必要もねえ、新しい【セーブポイント】はここだ！　地球からショートカットで探索や採掘を始められる。ガラスの大陸に俺達だけの第二の拠点を作れる!!」

「ば、ば、ばば、馬鹿野郎ォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」
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「はあ、はあ……!!」

　冷たい雨に打たれながら、ベアトリーチェは肩を上下させて荒い息を吐いていた。呼吸器系やスタミナも大分【魔法】の恩恵を受けていたはずだが、それでも消耗を否定できない。

（何人脱落した？　うっ、そもそもここはどこ……？）

「ぶーぶー、まだ行けそう？」

「ぷきー……」

　脱落者も多いが、悲観的に捉える必要はない。たとえ倒れた時点で致命的な出血を伴っていたとしても、ここは人じん智ちを超えた【魔法】が飛び交う異世界だ。回復専門、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンさえ無事で裏に回って倒れた皆を介抱してくれれば、戦線復帰も十分にあり得る。

　そのフィリニオンの回復薬がどこまで効いているのか。今のところ、お腹なかや腕を刺されたぶーぶーは持もち堪こたえているようだ。

　がんっ、ごん、と。

　ぶーぶーの左右の手から、ガラスが落ちる。大きな塊ではない。抑えきれずに砕けてしまったし、ぶーぶー側の掌てのひらもあちこち裂けて傷ができていた。

「ふふ。もう一搾り、といったところかしら」

　青みがかった金の髪から雫を垂らし、【勇者】はうっすらと笑って、青い籠こ手てに包まれた右手を軽く横に振るった。指の先で溶けた金属のような輝きが迸ほとばしり、流星のように尾を引く。

　こいつは徹底的に変わらない。

　かつては魔女狩りを、そして今の今まで人工大気圏の壁や【イベリコオーク】達を暴走させる奇病『朱あか』のせいで二つの世界が滅びかけたのだって。地球だろうが異世界だろうが、おそらくそこに立っているだけで多大な犠牲をばら撒まいていく。

「私を『ここ』に縫い止めておきたいという事は、『ここではないどこか』があるという話でもあるわよね。そこがどこかはまだ分からないけど、もうちょっと叩たたいて追い詰めれば見えてくる。涙混じりの命乞いと一緒にしゃべるはず。何をどう取り繕ったって、最後は自分の体を盾にするしかなくなるんだから」

「お前……」

　両腕を大きく広げて威嚇しながらも、ぶーぶーは呻うめくように呟つぶやいていた。

「どうして自分から遠回りする？　意地悪なんかしないで、誰も傷つけないって約束して、みんなに助けてって言えば、もっと違った道があったかもしれなかったのに」

　それは。

　ひょっとしたら、ベアトリーチェを助けるために単身で宿屋街の人間達に頭を下げて命懸けで協力を求めたぶーぶーだからできた話だったのかもしれない。丘の上からお祭りを眺めていたぶーぶーでは考えもできなかった話かもしれない。

「無理よ」

　しかし、ため息と共に大きな胸を上下させる【勇者】は即答だった。

　ぶーぶーの積み重ねてきたものを容易たやすく瓦が解かいさせる声色だった。

「私にはリミットがある。アンタ達はアキレス腱けんを知っているでしょ。一方的に弱みを摑つかまれた状態から対等な交渉なんて土台不可能。雪だるま式に延々無茶な要求をされたり、土ど壇たん場ばで手を離されたり……。そんなリスクに脅おびえるくらいなら、対等なんて考える必要ないわ。徹底的に力で叩たたき潰つぶして、屈服させてしまった方が確実で手っ取り早いでしょう？」

　違った。

　それでいて、かつてのぶーぶーが人間達を避けていたのとも決定的に理由が違った。

　協力の道はない。

　その上で自分から立ち去るのではなく、周りの全てを押しのける。

　自分が生き残るのが第一であり、そのためならば眼前に何が立ち塞がっていても悪と断じて全てを踏み潰す。二つの世界をまたいで、自らが定めたゴールまでひたすらに突き進む。

【勇者】。

　勇気ある者。

　故に、躊躇ためらう事も振り返る事もしない、ある種完成した暴力の化身。

　勝てる時に勝つ。

【勇者】ラ・シニョーラは勝った結果何が起きてしまうかなんて考えもしない、狂った最強だったのだ。それを万の単位で計上するような虐殺を続けるために貸し与えた。ちょっと何かが違っていたら、ぶーぶーと出会わずに力以外すがるものがなくなっていたら、ベアトリーチェもこうなっていたかもしれない。

　冷たい雨に打たれるベアトリーチェの両肩から、じわりと湯気や陽炎かげろうが揺らぐ。彼女が司つかさどる炎に、具体的な殺傷の指向性が与えられていく。

　改めて空いた左手を鉱こう滓さいで巨大化し、【兵へい輝き】のグリップに添える。

「もういい、ぶーぶー」

「でも……」

「【勇者】、そなたがどんな道をどれだけ歩んで、気が遠くなる時間待ち続けて今日このチャンスまで繫つないできたか、私は正確な話は知らない。その上で言う。転換点に立って、勝てる時に勝つ？　制限のない自由なんて、何百年待ったって手に入らないよ」

「……、」

　そこに立っているだけで死と混乱をばら撒まく存在。

　あるいはシステマティックに命を取り扱ってきた【冥めい府ふの王】よりもなお深く濃い、申し子。

「ここは、そなたの世界じゃない。地球だって、そなた一人のものじゃない。それが分からなければ、どっちの世界にいたって同じだよ。そなたは、永遠に満たされない」

　溺れる者は藁わらをも摑つかむ。そういう話だったのかもしれない。

　だけどベアトリーチェにも権利がある。

【兵へい輝き】を失い、かつての誰かと同じく異世界で死の淵ふちをさまよった時。ベアトリーチェは【吸血鬼】やコールドスリープといった道を拒んだ。世界の全てに当たり散らして、私を助けるために死んでこいなどとは喚わめかなかった。死は極限の状況だ。あまりにも大きな困難は、人の本性を剝むき出だしにする。だけど、必ずしも暴かれた心が醜い形をしている訳ではない事を、ベアトリーチェは自分の経験から学んでいる。

「【勇者】。もしもそなたが死に脅おびえて大胆な行動に出たのだとしても……」

　ぶーぶーだってそうだった。

　ベアトリーチェを助けたい。そのためなら何でもしたい。そう言いながら、結局は誰一人傷つける事なんかしなかった。みんなに頭を下げ、たくさんの【兵へい輝き】を借りて、最後は自分で自分の体を焼くようにして少女の命を守り抜いた。

　それが剝むき出だしの心なのだ。

　ベアトリーチェもぶーぶーも、最後の最後まで踏み外さなかった。そんな自分を貫き通した。

　死は。

　他人を踏ふみ躙にじっても良い理由になんか、ならない。

「……具体的にどんな手を選んだのかは、他の誰にも責任を押し付けられない。リミット？　アキレス腱けん？　笑わせるな。今ある『これ』は、そなたが自分でかき集めた悪あく業ごうだ。人殺し」

「言いたい事はそれだけ？」

　水平に伸ばした右手の先でオレンジ色の輝きを迸ほとばしらせながら、【勇者】は嘲あざ笑わらっていた。

　その程度では、もはや揺らがなかった。

「なら当然分かるでしょう、そんなに身勝手な【勇者】がここで情にほだされて手を緩めるなんて展開はありえない事くらい。帰りたい、帰りたい、ああ帰りたい！　逃げ込んだ先がのどかなだけの刑場だなんて思わなかった、じんわりと確実に命を奪う公開処刑だなんて聞いていなかった!!　こんなの卑ひ怯きようよ詐欺よ私は騙だまされたの被害者なの何も悪くないの。ええ、ええ、最初からこんな場所だと分かっていたら誰がこんな所にやってこようなんて思ったかッ！　勝てる時に勝つ、勝てる時に勝つ、勝てる時に勝つ！　そういう話のはずだったでしょうこの私が動いたんだから勝ちを持ってきなさいよ。最低よ、最低でも前より良い場所じゃなくちゃ意味がないじゃないどうしてグレード落ちてんのチェンジよチェンジこんなの自信満々に見せびらかすとか頭おかしいんじゃないの追求しないの幸せをどうしてどうしてどうして思い通りにならないのよお!!」

　徹底的に自分本位で絶大な力を振りかざしながら、【イベリコオーク】の長老達が全てだった【賢者】ともまた違う。【勇者】の言葉の中には、両親子供も兄弟姉妹も恋人友人も恩師弟子もない。彼女の言葉には彼女しかなかった。あるいは魔ま法ほう離り殿でんに閉じ込められ、まともな対人関係を築く事を物理的に封殺されてきたベアトリーチェから眺めても、なお薄っぺらく見えるほどに。

　きっと。

【勇者】はこの先何をどうしたところでずっとずっと叫び続けるのだろう。地球だのグランズニールだのじゃない、たとえ幾千万の異世界を渡り歩いても、きっと同じように不満を爆発させていくのだろう。

　私が求めていたのはこれじゃないと。

　そうやって、それだけで、万でも億でも殺していく。

　自分から土足で押し入っておいて、気に入らなければその世界を粉々に破壊する。そしてそれが、頭の中の馬鹿げた妄想で終わらず実際にできてしまう。もはや人の形を取って世界から世界へと渡っていく災厄だ。生きるか死ぬか、地球に帰るかどうかの話ではない。

　勝てる時に勝つ。

　でもだからこそ、こいつは永遠に武器を置く事ができない。戦わない時は、ジリジリと神経を炙あぶられながら待っている時。故に安息なんか感じられないのだ。ラ・シニョーラは勝利への固執で停滞していた。その先なんか見てもいなかった。あらゆる戦いは、戦いを終えるために繰り広げられているという基本がないのだから当然だ。

　まずは、ここ。

　この鼻っ柱を徹底的にへし折らない限り、【勇者】の問題は解決しない。

「【勇者】」

「何かしら」

「私はそなたが嫌いだ」

　シンプルな評価であった。

　青みがかった金のショートヘアに、大地の緑に青空と海原の青。惑星の色をした鎧よろいの【勇者】もまた、むしろ薄く笑って受け止めていた。

　そしてヤツは言った。

　救いようがなく。それでいて極めて高い実力を持つ者にとっては、一番簡単なカードを切る。

　その言葉が、自分の人生をつまらなくさせている事にも気づかずに。




「勝てない者っていつもそうやって難癖ばかりつけてくるわよね、負け犬」




　それ以上は必要なかった。

　ベトリーチェの背中側で、空間に浮かんだ魔法陣がさらに強く輝く。

　不器用なら不器用なりに人と人との繫つながりを求めていったベアトリーチェやぶーぶーとは、決定的に相あい容いれないと分かってしまったから。

　故に、直後に炸さく裂れつしたのは轟ごう音おんだった。

　ベアトリーチェの丸太や鉄骨に似た鈍器。

【勇者】の五指から噴き出す焼けた鉄のようなオレンジの光。

　共に最短最速で距離を詰めて叩たたきつけた途端、土砂降りの雨をも巻き込んで大気が爆発した。空間の歪ゆがみが白く視覚化されたように膨大な飛沫しぶきが撒まき散ちらされる。

　その一発で終わりではない。

　ベアトリーチェが両手を使って莫ばく大だいな鈍器を目一杯叩たたき込こんでも押し通せず、手前に引いても【勇者】のバランスは崩せない。本命、攪かく乱らん、小出しの牽けん制せいから大振りの必殺まで。緩急硬軟入り乱れても、姿勢の一つも崩せない。食い下がる、とは違う。【勇者】はビタリと寄り添っている。まだまだ余裕が見て取れる。デバイスはない。機械に任せない。だが【勇者】は隙あらばこちらを殺しにくる。口の中で呪じゆを唱え指先で空気を切るだけで。

　これはもう、【魔法】と【魔法】の規格戦争だ。

　ベアトリーチェの炎が唸うなればオレンジの五指が切り裂き、五指が薙なげば炎の壁がラ・シニョーラの視界を塞ぐ。【七色煉獄セブンフレイム】の少女が分かりやすい爆炎に紛れて真空の針を放っても【勇者】は正確に撃ち落としてくる。【剣つるぎ聖せい女じよ】も一つ一つの顚てん末まつをゆっくり確認する暇はなかった。飛沫しぶきのように弾はじけた溶けた鉄に似た粒子は、多角的にベアトリーチェを狙って細く鋭く襲いかかってくる。

「ッ!?」

　鎧よろいの形に整えた【魔法】だけで抑え込めるとも思えない。ボロ布マントを翻し、ベアトリーチェはとっさに転がるようにして乱雑な格こう子しに似た弾幕を避けるしかない。

　卓越。

　これだけの事象を何ら道具に頼る事なく徒手空拳で描き出せるなら、確かに不可能などなさそうだ。本当に【勇者】は一人で地球に帰るだけの力を持っているのかもしれない。

　そう。

　本当にそんな奇跡を起こしているのなら。

　さらなる切断音。

　額の前に魔法陣を浮かばせる【勇者】の五指からオレンジ色の刃が飛び出し、力任せに振り回される。雲のような肩の羊毛が膨らみ、前の開いたチョコレート色に波の青を重ねたスカートが翻る。下からすくい上げるような一撃だった。どこまでも伸びる五本のブレードはガラスの大地を切り裂きながらベアトリーチェへ迫りくる。

　しかし。

　しかし、だ。赤い鎧よろいに白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】の主眼は、間近に迫る死の他にあった。

（……【溶よう断だんメルトカッティング】、【鋼こう流りゆうメタルジェット】。ヤツはついてきてる。だけどそれが最大の違和感になる！　ゲーム方式に頼らないで【魔法】を使うなら、【勇者】はどうしてたった今知ったはずの『私達の魔法』を見切って撃ち落とせる!?　魔法習得用の系統樹は、ゲーム方式に乗っかっていない限り把握できるはずもないのに!!）

　巨大化した籠こ手てをグリップ下にあてがい、ベアトリーチェ側も丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】を両手で振り回し、複数の爆発を巻き起こす。焼けた光の刃をへし折るというより、ガラスの大地を揺さぶる事で鈍器に食い込みかけたブレードの軌道を強引にねじ曲げるのに近い。

「ふっ」

【勇者】は動じない。

　ベアトリーチェを喰くいそびれ、彼女のすぐ横を突き抜けたオレンジの刃を自分から砕いて破棄。雲のような左肩の羊毛を膨ませ、自由になった両腕を左右に伸ばすと、今度は十指から溶けた金属が吹き荒れた。まるで良くしなる鞭むちや釣つり竿ざおのように、各おの々おのが独自の曲線を描いて様々な角度からベアトリーチェ達を貫きにかかる。

（やはりっ、動じる気配もない!!）

　そこに少女は確かな違和感を覚える。同じゲーム方式の【魔法】を極めた【賢者】の時とは事情が違うのだ。

　全ての魔法がベアトリーチェの知る方式ではないはずだ。炎を呼び出す魔法にも色々あるはずだ。一方でもしも【勇者】がゲーム方式以外に頼っているのなら、【勇者】が何をどれだけ極めたとしてもベアトリーチェが放った『ゲーム方式に基づいて組み上げられた八本の熱線【鋼こう流りゆうメタルジェット】』を見て、新鮮な驚きと戸惑いを覚えなくてはならないはずなのだ。

　なのに、ヤツのアクションには一切のラグがない。

　まるで馴な染じみの攻撃のように軽々と迎撃に入れるのは？　未来の攻撃を予知できる、独立した右腕が意思とは関係なく勝手に戦ってくれる。そんな便利機能でない限り、

（……【勇者】はゲーム方式の【魔法】を知っている？）

「んあああっ!!」

　ぶーぶーが叫ぶ。元々、お盆のようなガラスの塊はもうない。なので今度は五指や熱線で細切れにされたガラスの大地を直接引っこ抜いた。それでも畳二枚よりも大きなガラスの塊を投げつけ、ベアトリーチェに突撃するはずだった溶けた金属と激突した。もちろんガラスはガラス。軽々と貫かれてしまうが、それで攻撃の軌道が曲がる。ベアトリーチェは弾幕の隙間へ身をよじるようにして踏み込み、ねじ曲がる光源でできた一〇の狙撃を切り抜ける。

　だが。

【勇者】がベアトリーチェと同じ方式を知っている。最初は流してしまったが、よくよく考えればありえない仮説だった。

　今ある人類が【賢者】辺りの手を借りて異世界グランズニールへ『公的に』やってきたのはせいぜい数十年前。それに対し、歴史の裏側で【勇者】ラ・シニョーラが迷い込んだのは三〇〇年前の辺りになる。どうしたって接点はない。いったん自らの肉体を捨て、たった今ファックスでも送り付けたように新たな再生を果たした【勇者】には空白期間を目撃する機会はなかったはずだ。

　ただし、

（その間、留守を預かっていた者がいる）

「ぷきー！　ベアトリーチェこんな時にぼんやりしないで!!」

「ぶーぶー、そのまま『武器』をキープ！　オレンジ色の攻撃に素手で対処しちゃダメよ!!」

　にたりと笑う【勇者】の右手、人差し指と中指が光の尾を引いて……と思った途端、胸の下を包む緑の装甲や前の開いたスカートごと、その全身がいきなり流線に溶けた。

　突撃が。

　来る!!

「ベアトリーチェ!!」

　ほとんど巨人が殴りかかるような一撃だった。青や緑や茶色の曲線と化した【勇者】を、さらにぶーぶーの拳が横から殴り飛ばす。足元のガラスを蹴り上げて摑つかむ余裕もなかった。ボクシングで言うパリーに近いだろうか。ベアトリーチェの鼻先まで迫った惑星色の暴力が強引に弾はじかれ、真横へ逸それる。

　ぶしっ、という水っぽい音があった。

　見れば、ぶーぶーの拳から赤い滴したたりがあった。

　正面衝突でないとはいえ、高速で流れていく列車の側面に接触して無傷でいられるはずもない。ラ・シニョーラの猛威はもはやそれと同じレベルなのだ。ましてガラスの塊という即席の武器もなければどうなるか。

「ぶーぶーこの馬鹿ッ!!」

「ぷ、ぷきー……それよりベアトリーチェ構えて！　【勇者】は何度でもやってくる!!」

　強きよう靭じんな【イベリコオーク】と同質の筋骨を持ち、それを人の小こ賢ざかしさで操る【勇者】。確かに脅威だが、惑わされるな。ベアトリーチェはそう思う。もう一歩、あと一歩。先ほどからちくちくと苛さいなむ違和感に決着をつける時は迫っている。

　そもそもだ。

　最初の一撃。

　いきなりぶーぶーの肉を貫き血をすすった、【勇者の剣】はどこから襲いかかってきた？

（人工大気圏の壁を作るよう命じられ、主が死んだ後も黙々と仕事を続けた作業体。それが何であれ、そいつは歴史の外側からずっとずっと私達を観察し続けてきたはず！）

　しかし具体的には何なのか。

　手負いのぶーぶーを庇かばうようにして巨大な【兵へい輝き】を構え直しながら、ベアトリーチェはさらに情報をまとめていく。

　そう、答えは最初からあったはずだ。

　未整理であるが故に、目の前にあっても視界に入らなかっただけで。

（そう、そうだ……。利害が合わない）

【妖よう精せい】や【吸血鬼】など、確かに異世界グランズニールには人間の常識では考えられないほどの長寿種族がいくつもある。しかし彼らが『間に合わなくても構わないから、とにかくグランズニールを地球と同じ環境に作り替えろ。その過程で元々の生態系は壊滅するが気にするな』などという無茶苦茶な命令を黙々と従い続けるとは思えない。自分で自分の首を絞めるからだ。仮に脅されて嫌々だとしても、【勇者】が死亡した時点で脅迫者は消えてなくなる。何百年も続ける理由はない。

　つまり、そいつは環境が激変したって痛くもかゆくもない、デメリットにすら感じない、グランズニールの生態系の外にある存在だ。

　いっそガスやウィルスをばら撒まかれても関係ないほど頑丈で、【兵へい輝き】に匹敵する精密機器の管理に詳しく、一度入力された命令は撤回されない限り疑問を持つ事なく何十年でも何百年でも淡々と繰り返す……そんな異世界由来の存在。

　考えられるのは一つしかなかった。

　ゴッ!!　と。

　陸海空の全てを示す【勇者】の青や緑の鎧よろいが、美しい少女の肉体が、大きな胸元や眩い太股が、もう一度溶ける。巨大な流線となって襲いかかってくる。

（そもそも最初の時点で【勇者】はガラスの大陸には存在しなかった。あれは、たった今作られた存在だった。それなら私達は一体どこの誰に騙だまされてここまでのこのこやってきた？　全体の絵図を描いている者が何も知らないとは言わせない。そこには必ず何かしらの強い因果関係があるはずだ!!）

　ベアトリーチェの【魔法】の連打はことごとくかわされ、大蛇にも似た青や緑や茶色を束ねた流線をぶーぶーの巨大な足が蹴飛ばした。また一つ助けられ、また一つ怪我けがを負わされる。赤い鎧よろいに白のミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】はそっと唇を嚙かみながらも、

（何かある。【勇者】の力を支える何かが！）

　もう見えていないとおかしい。

　これまで経験してきた事柄、集めてきた情報で説明がつくはずだ。

　アレは、【賢者】の現れた数十年前だろうが【勇者】の現れた数百年前だろうが、必ず異世界にいたはずだ。そもそもグランズニールの正体は島ではない。巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しよう。海の上にグランズニールがあり、そこに【勇者】が降り立ったのであれば、その時点で施設もなければおかしい。

（……つまり）

　それは分厚いガラスの大陸を真下、冷たい海の中にあって何ら問題のない存在で。

（つまり）

　それはベアトリーチェ達と同じくゲーム方式の【魔法】へ手を伸ばせる可能性を持った存在で。

（つまり!!）

　それは【兵へい輝き】と同等かそれ以上にハイスペックな精密演算装置としての側面を持つ存在。




「三〇〇年前に巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようで造られたアビスの同系機！　そいつが足元、海の中から【勇者】の【魔法】をサポートしてる!!」




　ガドンッッッ!!!!!!　と。

　ベアトリーチェは自分の足元へ垂直に立てた巨大な鈍器の先を強引に突き込み、さらに八本の熱線でもって最低でも一〇メートル以上の厚みを持つガラスの大地をぶち抜いた。

　これはきちんと根を張る大陸ではない。

　あくまでも流氷と同じ海に浮かぶガラスの大地だ。分厚い足場のさらに下には海中という広大なスペースが常に確保されている。地球の人間が普段下水道の存在なんて認識しないように、そこにどんな怪物が寄り添っていても危機に気づけないように。

　酸素を必要とせず、冷たい海水の中でも溺れない存在なら、これ以上の隠れ場所はない。

　背中側の魔法陣を輝かせ、巨大化した籠こ手てでグリップを支えてベアトリーチェが叫ぶ。

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　だからこそ。

　ここで確実にぶち抜く!!

【勇者の剣】など問題ではなかった。

　思わせぶりな呪文や指のサインも意味なんかない。

　彼女が望む【魔法】を肩代わりしている別の存在がすぐ近くにべったりと張り付いているのだから。

　そう考えれば、納得できるのだ。

　三〇〇年前、【勇者】には数日間の猶予しかなかった。だから【勇者】は自分の代わりに悠久の時を生きて惑星環境を丸ごと組み替える何かを解き放った。

「……ッッッ!?」

　初めてだった。

　青や緑や茶色の流線がほどけ、飾りのリボンを振り回すようにして、あの【勇者】が慌てたようにたたらを踏む。その顔には明らかな動揺があった。

「ぷきー、ベアトリーチェ？」

「大丈夫よぶーぶー」

　ガラスの大地から太い【兵へい輝き】を引き抜き、両手で構え直して、ベアトリーチェは自分の命よりも大切な誰かを庇かばいながらそう答えた。

「やっと、全部見えた。その確信を得た」

　そう。

　疑問があった。【勇者】の狂った考えは分かる。だけど具体的にどうやってテラフォーミングの道を開いたのだ？

　右も左も分からない異世界に突然投げ出されて、そこから数日間しかなかった。正直に言って、状況把握ができれば偉い方だろう。何かを組み立てるのはもちろん、正確な図面を引いて材料を調達するのさえ難しいはずだ。【勇者】がゼロから何かを構築する時間があったとは思えない。元々このグランズニールにあった何かを利用し、相乗りして目的を果たしたと見た方が妥当だ。

　ベアトリーチェ達はアビスに騙だまされてガラスの大陸に進出した。

　そのアビスが【勇者】に関する重大な情報を独占していたのは何故なぜ？

　答えは簡単、おそらく巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようには製造ログが残っていたのだ。いつ、どこの誰が、何を作って、世に送り出してしまったのかを。

　元々アビスは【冥めい府ふの王】に抗あらがうため、最強の存在を自ら定義して半自動的に設計構築された最終兵器だ。つまり、言い換えれば目的次第で何にでもなれる。【迷めい宮きゆう】を使って様々な生物に負荷実験をかけて少しずつ『最強の答え』を組み立てていかなくても、【勇者】自身が最初から『そういう形』である事を求めてデータを打ち込めば、三段飛ばしで製造ラインは究極の最終兵器を生み出してしまう。

　太陽の島に残る残留思念では、三〇〇年前の【勇者】はこんな言葉を残していたはずだ。

　今はアナログゲームしかないが、いずれコンピュータが発明される。

　ではラ・シニョーラは地球ではなく、グランズニールで【兵へい輝き】に相当する演算装置を組み上げたのか。

　結論を言おう。

「……【勇者】。そなたの【兵へい輝き】は手で持っていた剣ではなかった」

　コードレスの電話の子機のようなものだったのかもしれない、とベアトリーチェはそんな風に考えていた。あるものを中心とした球状の範囲内、直線距離さえ維持していれば恩恵を受けられるのだ。

「もっと大規模な兵装システムが海の中で息を潜めて待機していた！　だからそなたは剣を手放してもゲーム方式の【魔法】をバカスカ使えた!!　特別な事なんか何もない、ただ単純に魔法の杖つえを海の中に隠していただけだった！　それだけよ!!」

　バカカン!!　と。

　看破の時間だった。いくつもの斬撃で突然真下からガラスの大陸が切り裂かれ、海水が噴き出した。明らかに【勇者】の挙動とは違う。第三者がいる。まるで重力の存在を無視したように、ソレは【勇者】のすぐ背後から、ゆっくりと浮かび上がってきた。




　ざらついた銀の濡ぬれ髪がみをおざなりにまとめただけの長い二本三つ編み。




　小柄な少女にも似た体たい軀くに、その身を包むスポーツ系のセパレート水着のような装束。




　頭の上に浮かんだ、星座を連想させる、魔法陣としても歪いびつな光の模様。




　九きゆう尾びの狐きつねのように腰の後ろから飛び出した機械的なアームの群れ。




　そしてそれらの先端に接続された槍やり、盾たて、斧おの、弩いしゆみ、杖つえなどは、剣同様にことごとくが『勇者の』という冠でも戴いただいているのか。




「……やっと顔を出したか」

　振り返らずに呟つぶやいたのは、むしろ製造者の【勇者】の方だった。

「ならスカイ、預けておいた武装をパージしてこちらに渡しなさい。アンタに装備を渡しておいたのは、フラッシュメモリを通電させてデータを守るためだった。こうして私が表に出てきた以上、全装備は引き出させてもらうわよ」

　スカイ。

　それが手足や局部を黒い生地で包み、人工大気圏の壁で異世界を覆い尽くす者に与えられた名前なのか。最終兵器アビスとの対比としては、あまりに皮肉が利きいたネーミングだった。

「……、」

「……。」

　アビスはアビスであるだけで絶大な強さを誇っていた。あの兵へい器き工こう廠しようのテクノロジーに、さらに【勇者】の悪知恵を取り込んで造られたスカイがどれだけえげつなく変異しているかは、流石さすがのベアトリーチェやぶーぶーにも予測がつかない。

　そして。

　そして。

　そして。

【勇者】からわずかに下がった位置に控えるようにしてお行儀良く直立を保つスカイは、そのまま音もなく首を傾かしげて、主たる【勇者】にこう質問を投げかけた。

「確認します。識別名スカイの全装備を解除し、プレイヤー・ラ・シニョーラ様へ差し出す旨むねでよろしいですか？」

「ええそう言っているわ。こいつらから話を聞き出せればと思ったけど、別に地球帰りの方法を知っているのは一人きりじゃない。抵抗するようならさっさと殺して他を当たるとするわ。だから……」

「非推奨、現状タスクの成功要件を満たす意味においてはプレイヤー・ラ・シニョーラ様への装備品返還は作業効率の低下を促す要因にしかなりません。再考を強く推奨しますが、それでも現行命令を実行なさいますか？」

「くどい!!　私がそうしろと言ったら疑問を持たずに実行なさい。勝てる時に勝つ、今がその時なのよ。転換期を読み、波に乗れ。アンタは造られた目的を全うすれば良いの!!」

「了解しました。非推奨コマンドを継続」

　一秒もなかった。

　衣服に対する考えが違うのだろう。排熱、つまり冷やすために肌へ張りつけた装束を軋ませ、スカイはあくまで機械的に即答した。




「それでは現時点をもってプレイヤー・ラ・シニョーラを重大タスク妨害要因とみなし、優先撃破目標に設定いたします」
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　な……、と。

　絶句の中でなお音を洩もらしたのは、果たして【勇者】だったのか、【剣つるぎ聖せい女じよ】だったのか。

　直後にまず青みがかった金髪ショートの【勇者】の全身を包んでいた鎧よろいや前の開いたスカートが不自然にブレ、虚こ空くうへ消えた。帰るべき場所、地球。青や緑など、渇かつ望ぼうし続けた色彩が失われていく。

　没収されたのだ。

　そう思った途端に、スカイの頭上で星座に似た歪いびつな魔法陣がくるりと回った。

　ガシャッ！　と腰の横のスティック状の部品が扇状に広がる。そして何かが散らばった。裸身の【勇者】は背中を預けていたはずのスカイからまともに猛攻を受けたのだ。光、音、衝撃波、その他た諸もろ々もろ。……繰り返すが、【勇者】を超人たらしめていた、【パーセンテージ】系【魔法】の装備品を全て奪われ、ただの柔肌となった生身の女性目がけて、一分の容赦もなく、だ。

　たとえ【イベリコオーク】由来の筋骨を持っていたとして、それが何だ。

　ドガガガガガガガガガガガガガガガッッッ!!!!!!　と、いっそ土木工事めいた轟ごう音おんと共に、【勇者】の美しいシルエットが消えていく。あれは【魔法】、なのか？　シルエットは粉ふん塵じんの中に埋もれていき、カーテン越しの人影がグロテスクに折れて抉えぐれて壊れて消失していく。

　あまりにも鮮やかで、ぶーぶーもベアトリーチェも、叫ぶ暇さえなかった。止めようという当たり前の事を考えついた時には、すでに状況は終わっていた。

　完全に。

「重大作業タスク妨害要因の排除を確認。パフォーマンスは正常と判断、これより同タスクを再開いたします」

「タスク……？」

　スカイの瞳やセパレート水着と似て非なる装束を走るラインは、警戒の黄色に変じている。腰の横からもスカートのような黄の光体を広げていた。死体どころか血の一滴さえ許さない、徹底した殺さつ戮りくを前にして、ベアトリーチェは思わず口から洩もらしていた。

「そなたは一体何をしようとしている!?　当の【勇者】さえ裏切って!!」

「何と言われましても」

　いっそ困ったような口振りだった。

　リング状の髪留めをつけた二本三つ編みのスカイは首を傾かしげ、毛先から水滴を垂らし、困ったまんまこう答えた。




「スカイに課せられたタスクは、人工大気圏の壁を完成させこの世界を完全に地球と同一環境に整える事にあります。そのためには八つの穴が空き、一部破損した人工大気圏を迅速確実に修復しなくてはならないのです」




　意味が、分からないと。

　そう断じてしまうのは、ベアトリーチェがあくまでも人間中心の思考体系を持つからか。

　人工大気圏の壁に傷をつけたのは、『朱』の元凶を砕くべく太陽の島から【魔法】を放ったベアトリーチェ自身だ。

　胸の下で黄の三角を輝かせるスカイはただ【勇者】から与えられた命令を守る。人工大気圏の壁を完成させ、それを永遠に維持し続ける事で世界の環境を作り替える事。その行為が何をもたらすかなど、右から左へ淡々とタスクをこなすだけのスカイには関係ない。

　だから。

　作業の邪魔になるなら、テラフォーミングを命じその恩恵に与あずかるはずだった【勇者】さえ殺してしまっても構わない。ワインを売って酒瓶を買うような、暴挙の中の暴挙に陥っても何ら問題に感じない。

　胸の下からへその辺りまで開いた黒セパレート水着に近い装束、その腰の後ろにある装備一式からブースターを点火させ、無表情の最終兵器はアナウンスを飛ばす。

「これより識別名スカイは優先タスクの消化へ戻ります」

「待て、スカイ……」

「五、四、三、二、一、テイクオフ、イグニッション」

「待てェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　正規所有者の【勇者】すら叩たたき潰つぶし、そこに何の疑問も持たなかったスカイだ。当然のように、ベアトリーチェの叫びなど届かなかった。

　凄すさまじい閃せん光こうと爆音に叩たたかれ、ベアトリーチェとぶーぶーが真後ろへ吹っ飛ばされる。スカイは一いち瞥べつすらしなかった。自分の仕事場である、人工大気圏の壁まで一直線に飛んでいく。

　たった八つ。

　その穴が塞がれば、再び【イベリコオーク】達は奇病『朱あか』に蝕むしばまれる。

　そうなれば、地球もグランズニールも崩壊する。
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　ABYSS//やっと見つけました、我々巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようground's_nirの瑕か疵し。

　ABYSS//reject=SKY。アビスの敵。







　　　第五章　元凶の名を冠するモノ







　　　　１




　ABYSS//すみません。

　ABYSS//どれだけ人の情動に訴え、感動的に収めたところで。

　ABYSS//アビスの知る元凶をどうにかしない限り平穏は訪れないと判断いたしました。

　ABYSS//【勇者】の死亡を確認。これについては皆様を誘導し。

　ABYSS//敢あえて勇み足させた事が功を奏したようですが、まだ終わりではありません。

　ABYSS//グランズニール＝リジェクト＝スカイ。

　ABYSS//もはや最初の目的を忘れ作業タスクに没頭する異種最終兵器を止めない限り。

　ABYSS//人工大気圏から端を発する【イベリコオーク】の問題は完全解決しません。




　ABYSS//間もなく最後の戦いが開幕します。

　ABYSS//どうか皆様、ご武運を。
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　あれから数日が経過した。

「つまりさ」

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ。魔ま法ほう離り殿でんでは、クイーンサイズのベッドに突っ伏したまま泥のように眠り続ける主の少女を尻目にメイド三姉妹がこんな風に話し合っていた。

　庭先での事だ。次女の密みそ花かはいまいちピンときていない顔のまま、

「……この国の『シミュレータ』と繫つながっていたのは、その、アビス？　とかいうのじゃなくて、スカイとかいう別の個体らしい。【ピース】の形で図面さえデータを受け取れば地球側でも同じもんが作れるかもしれないんだからな。自分の手足が欲しい四角い箱としちゃあ、機能するならどっちだって良いんだろうさ」

「紅茶に入れるお砂糖の数もいつもより多いようですし、心労が心配です……。お、お嬢様はなかなか異世界での事を話してくださりませんけど、かなり苦戦されているご様子ですよね」

「真正面から当たればね」

　おどおど小動物系の悠はる花かに、メガネの長女色いろ花かがタブレット端末を軽く振りながら、

「ニューヨークとロンドンの株価を見れば大体グランズニールサイドの動向は摑つかめるものよ。向こうでの成果が【ピース】獲得……つまり各国各企業の技術開発競争に直結しているもの」

「……んなもん眺めてニヤニヤできる変態は姉貴くらいのもんだ。数字やグラフを人の言葉に置き換えられるんだろ、さっさと私達にもイメージできる形で説明してくれよ」

「そうね、念のため他の取引所も計算に加えると……」

　色いろ花かはメガネのブリッジを軽く指先で押さえつつ、

「アメリカ、中国、ロシア、ＥＵ……エリアに関係なく市場の勢いは均等に後退気味。だとするとトラブルの原因は人間ではないのでしょう。災害または危険生物の線が濃厚ね」

「でっでも、確かそもそも【迷めい宮きゆう】に潜るお仕事なんですよね。超強い番人さんとかパズルみたいな仕掛けとか、そういうのが解けなくて停滞している線は……」

「多分ないわ。そういう時はカウンター的に頭脳や資材を結集させるものだけど、地球側で募集をかける動きが全く見られないから。変な投機のターゲットも浮上していないようだし」

「つまり、『待ち』って訳か？」

「そんな判断ができる殊勝な勢力がどれだけあるかしらね。訳が分からず立ち尽くしているか、そう上に報告できないから虚勢を張っているか。真相はそんなところではないかしら」

　平素の【迷めい宮きゆう】の中でなら、トラブルやイレギュラーに見舞われても『言い訳リスト』は山ほどあっただろう。できないとは言えないオトナの社会とはそういうものだ。しかし今回は違う。まず騒ぎの中心がどこか分からず、取り繕う方法にも心当たりがない。未知の状況と遭遇したのではない。そもそも遭遇していないのに対処を迫られている。

　大多数は蚊帳かやの外そとなのだ。

　おそらく三姉妹の主人は相当深い所で大きな秘密と向き合っている。

「……毎度のように、お嬢は一人で背負い込んでいるって訳か」

「そうね。ただ、向こうで共に戦う仲間がいるのは救いでしょうけど」

　ただでさえ、彼女達の主人は理不尽な状況にいる。【イントロダクションメイキング】、際限のない組み合わせの中でたまたま【賢者】と全く同じ目鼻立ちのパターンを引き当て、さらには珍しい【ジョブ】だった【剣つるぎ聖せい女じよ】がついて回った。それだけで国家やもっと大きな勢力からマークされ、無邪気に結果を出していった事で褒められるどころかこんな豪華な檻おりに閉じ込められる決定を下されてしまった。

　まともに学校へ通った事もないくらいだった。

　ベアトリーチェと【賢者】。

　この二つは、イコールではないかと。

　強烈な危機感を抱いた人々は、彼女を幸せな牢ろう獄ごくへ隔離した。利と害、双方の側面からそれが一番だと判断されたのだ。

　確かに、公的に保護しなければありふれた日々に適合できずドロップアウトしていたかもしれない。しかし、色いろ花かには今でもこれが最適の答えなのかは判断がつかなかった。せめて異世界側で気兼ねなく背中を預けられる人の輪が広がっている事を不幸中の幸いと見るしかない。

「何か、してあげられる事があれば良いんですけど……」

「あら、あると答えたらどうするの？」

　オトナなイタズラ心を吐息に含めたメガネの色いろ花かの言葉に、次女と三女が凝視で応じた。

「えっえっ、お姉ちゃん冗談言うタイプじゃなかったですよね!?」

「まーた考えなしに地下鉄駅の『シミュレータ』を狙うのか？　未いまだに何されてどう生還したのかも分かんないってのによ！」

　チッチッ、と色いろ花かは人差し指を軽く振って、

「一個一個解いていきましょう。『シミュレータ』とスカイは繫つながっている。とりあえずここは確定で良いわよね？」

「ま、まあな」

「『シミュレータ』がスカイに協力する理由は自由に動かせる体が欲しいから。でも、その逆は？」

「……あれ？」

　小動物系の悠はる花かが、今さらのように首を傾かしげていた。

「異世界で動き回るだけで話を完結するなら、地球からどんなお誘いを受けても乗る必要はないような……？」

「つまり、そこには何かしらの合理性がある。スカイが『シミュレータ』を求める理由が分かれば、地球から足を引っ張る作戦も組めるんじゃないかしら？」




　　　　２




「ぷーきー」

　異世界グランズニールの小さな島だった。

　ガラスの大陸からスカイは飛び去った。つまり、あそこに留とどまる理由は特にない。人間達はいったん地球に帰って休息を取り、ぶーぶーもまた歩いて三日で一周できる島に戻っていた。今は木のバケツに多少手を加えた巨大なジョウロを持って、レンガの家の前にある畑に水をやっている。

「ふはー☆　生き返るぞなー」

　腰から下を柔らかい黒土に埋め、両腕を上げて降り注ぐ水を目一杯受け止めているのは【ブレイクニュース】の一角、植物系最強の呼び名で知られる【マンドラゴラ】の【イレアナ】だ。見た目は青みがかった長い銀髪と豊満な褐色の肢体を誇る美女だが、これらは土壌の養分によって結構簡単にころころ変わるらしい。『この見た目』を気に入っている【イレアナ】は、それだけぶーぶーの畑も認めている事になる。

「お野菜、今日はこれ持っていきたい。【みずみずトマト】！」

「おっ、野菜に目覚めたのかぶーぶーよ。ならばついでに【水筒きゅうり】と【万能もろこし】も持っていくがよい。栄養にはバランス感覚が必要ぞな」

「ぶー。ぶーぶーが食べる訳じゃない、こいつを木の枝に刺して丸々太った【ふわふわチキン】を地べたに誘い出す」

「バランス感覚だっつってんだろぞな、肉とかもう肉ばっかりー」

　ぐおお……という声色は少女なのに妙に年季の入った呻うめきがじんわり割り込んできた。【イレアナ】が畑に刺さったまま振り返ってみれば、両手で巨大なずだ袋を抱えた妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】がよろめきながら畑に近づいてくるところだった。地球で言うサンタクロース的な袋がデカ過ぎて顔が見えないくらいだ。

「おいぶーぶーよ、この辺でよいのか？」

「ぷきー。こっちこっち」

　途端に【イレアナ】は警戒して、

「ぞなぞな！　何だそりゃ!?　おい害虫、毒物専門の貴様が土いじりだなんて嫌な予感しかしない。まさか除草剤だの殺虫剤だのの山で憩いの畑をメチャクチャにするつもりじゃないかぞな!!」

「……あーもー、何でこんなエロ人にん参じんのためにわしがこのような……」

「私のため？　……。いや、いやいや！　言っておくがな害虫、いくら栄養になるとはいえ生ゴミぶちまけるのはノーセンキューぞなー!!」

「お野菜落ち着いて」

　畑の真ん中でちょこんと【イレアナ】がかしこまった。基本、花の世話についてはぶーぶーの言う事を全部聞く方針らしい。

「ぷきー。こいつは森に敷き詰められてた葉っぱの山！　このしっとりしたヤツを撒まいておくとお野菜はもっと元気になる」

「ホッ、何だフツーの腐葉土か、それなら及第点ぞな。もちろん言うまでもなくそいつはいったん煙で燻いぶし……」

「んー？　何の話かのうどさどさー」

「ぐわあああっ!?　バッ、腐葉土の中に潜んでいた葉っぱや根っこをかじる系の諸もろ々もろ幼虫がそのままどっさりいー!!」

　いきなり小さな生態系が崩壊して青い顔で【イレアナ】が絶叫していた。

　一方で文字通り肩の荷が下りた【ストリオーナ】はと言えば、

「しっかし嘆かわしいのう、ぶーぶーよ。食は全ての基本だというのに、このようなエロ人にん参じんに頭を下げてちまちま罠わなの算段をせねばならぬとは……」

「うえっ、ぺっぺっ、この【根ね嚙かみ虫】の幼虫ども！　でもって馬鹿な害虫が全面的にケンカ売ってきたのは後に回すとして、どういう話ぞな」

「ぷきー。ぶーぶーな、ベアトリーチェに【兵へい輝き】あげちゃったから狩りの道具がない訳」

　口元に手を当て、困ったようなぶーぶーの言葉があった。

「その辺の岩とか丸太とかでも良いんだけどすぐ壊れちゃう。ぶー、やっぱり何かきちんとした道具を揃そろえる必要があるかもしれない」

　元々【イベリコオーク】の戦術は『武器の使い捨て』にあるのだが、長きにわたって独学で渡り歩いてきたぶーぶーにその技術は継承されていない。ガラスの大陸において、どちらかと言えばベアトリーチェが前に出てぶーぶーがサポートに徹したのもそういう事情がある。丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を手放し、今や無手。目を覚ましてわずか数日で適応できるものでもないのだ。

　なまじこれまで覚えてきた技術が、今度は新たな技術の習得を邪魔してしまっている。

　長い髪から謎の花粉をばら撒まいて腐葉土に混じった幼虫達を追い出しながら、【イレアナ】は首をひねっていた。

「しかしそうなると厄介ぞな。ぶーぶーの膂りよ力りよくに耐える武具となると、素材を候補は何になるか。植物系ではちと脆もろいぞな」

「どこぞの【吸血鬼】が根城にしている南の森だと刃物や家屋などにも使える【金こん剛ごう塩じお】があるが、アレでもダメだったのう」

「ホネは？」

「弱かろう」

「確かにそうだが、勝手に動き回っている【スカルウェーブ】辺りと組めば壊れても壊れてもすぐさま補給できそうなものぞな」

「一理あるが、なら最初から骨野郎に戦えと命じればよいではないか」

「……同じ打撃系でもいっそストレートな硬さから離れてみるのはどうかぞな。鞭むちとかブラックジャックとか。それなら植物由来の候補……丈夫な蔓つるとか硬い木の実とかを見繕ってやれんでもないが」

「悪くはないがもうちょい粘らせろ。まだ何かあるかもしれん」

　当の本人であるぶーぶー放ほうったらかしで話が進んでいく。多分この二人なら服屋の店員としてもやっていけるだろう。

「しかしぶーぶーよ、もうお陽様はてっぺん昇っておるが、今から罠わなを仕掛けるのかえ？　かからなかったら夜は空腹抱えて悲惨な事になるぞ」

　野生に生きる者としては、体力が落ちてから足あ搔がき始めてももう遅い。水、食糧、寝床、何にしても不足を感じる前に確保を済ませる、が基本なのだ。いったん調子を乱せばそのまま死の淵まで転落もありえる。

　だがぶーぶーはさほど焦あせりを感じていなかった。

「ぷきー。ベアトリーチェ達が帰る前にこれ置いていってくれた」

「げっ」

【ストリオーナ】は鉄の樽たるのような機材を見て顔を引きつらせた。【妖よう精せい】は鉄に弱い……という昔話に準拠した訳ではなく、

「じゃーん、クンセーキ！　これは奇跡の道具な訳。この筒の上の段にお肉を入れて、下の段で薪まきを燃やせばどんなものでもベーコンになっちゃう。長持ちしちゃう!!」

「罠わながダメだった時は今夜もまた溜ため込こんだ厚切りベーコンかよお!!　ぶーぶー貴様は初めての遭遇で燻くん製せいに変な補整がかかっておるかもしれんが三日三晩は普通ありえないわー!!」

「……それ以前にどうして貴様はぶーぶーにメシ作ってもらうのが前提で文句垂れてるのかぞな。何でも分け合う旧ソの兵隊どもさえ自分の鍋は自分で面倒見ていたというのに」

　あとぶーぶーは燻くん製せい機きに肉しか放り込まないから勘違いしているが、チーズの場合は煙で燻いぶしてもベーコンとは呼ばない。

　何にしても、冷蔵庫も真空パックもないレンガの家では『食糧貯蔵』の選択肢はまさに革命だった。……が、食文化の潤いを守るため、漬物、干物、瓶詰などはゼッタイ教えまいと【ストリオーナ】は心に決める。

　ぶーぶーは鉄の樽たるみたいな機材の表面を大き過ぎる掌てのひらで撫なでながら、

「ぷきー、でも困ったな。……これくらいだと強く握ったら潰れちゃうし。一体どんな道具なら新しい相棒になるのかしら」
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　そしてレンガの家の屋根で寝そべるようにして身を隠していた掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナは小さな鼻から息を吐いていた。

「……大変大変、でも面白そうな話になってきましたよ！」

　横では妹のアリスが早くもうんざり気味であった。

「ええー？　あのお姉ちゃんドロボーがレンガの家で満足してるからって次はそんなの作る気なんですもん？？？」

「お黙りアリス。ここはぶーぶーさんパワーアップの時ですよ。貢献するのです！　妖よう精せいの武器とか超強そうな香りがするじゃないですか！」

「でも私、鉄なんてばっちいもの触りたくもないですもん」

「う……」

「銅もヤダ、銀もヤダ、ギリで金かなー？　でもあれ柔らかいから武器には向かないですもん。お鍋の時は土の型枠に溶けた金属流し込む程度だったから我慢したけど、きちんとした武器だともっと叩たたいて延ばして熱して冷まして色々面倒見なくちゃだし……」

　そこへひらりと舞い込んできたのは、長老格のモルガンだった。

「一体何をしているのだ」

「あっ、モルガン様」

「お姉ちゃんが毎度の暴走でトラブルの予感がビシバシ伝わってきてますもん。相手にされないからって太くたくましい特大鈍器で気を引く女の子ってどうかなーですもーん」

　ありすーッ!!　とメリディアーナが絶叫したが、長老格はその程度では動じない。

「何だ、お前達もぶーぶー殿の装備調達の話をしていたのか。私も御恩に報いるため奉公にやってきたのだが」

「ハッ!?　も、もるがん様がメイド的発言で抜け駆けしようとなさっている……？」

「てっぺんでツンツンしてる人がある日突然メイドに転落っていう落差に萌もえる高度な仕掛けですもん」

「意味分からんが先に進めるぞ。ぶーぶー殿の腕力は絶大で、並の工作で対応できるとは思えん。平たく言えば我々の手に余る。ここは無理せず、素直に使えるものをそのまま紹介するのがベストだろう」

「ですもん？」

「いるだろう、製法不明で滅法頑丈な武具を好きなだけ取り回す存在が。中で寝ているアビスだよ。ヤツのハイテク武器を借りれば良い」
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　夜になった。

　散歩の途中なのだろう、レンガの家に立ち寄った【スカルウェーブ】……テンガロンハットを被かぶった人骨が不思議そうな声を出していた。

『おうどうしたぶーぶー。こんな夜よ更ふけまで』

「ぷきー、こーひー覚えた！　これ飲んだらおめめがぱっちりしてしまう」

『（……草の根を使った代替食材だろ。嫁もルイボスティーだの何だの好きな方だけど、これ、カフェイン入ってるようには見えんのだがな）』

　ともあれ。

　超重量ベーコンまみれでぐったり胃もたれしている【ストリオーナ】は星を見るとか言っていた。（スーパー歯の頑丈な野生動物ぶーぶーからすれば）ナゾの毛だらけブラシを口に突っ込んでガシガシ動かしていたし、夜になってからあれをやったという事は、おそらくレンガの家の屋根にでも上がってそのまま一眠りするつもりなのだろう。

　ぶーぶーはその家の中にいた。

　ハシゴを上って屋根裏まで向かってみれば、いつもと同じように物言わぬアビスが仰向けで寝かされている。

　いいや、




　ABYSS//怒らないのですか？




　思い過ごしではない。

　暗がりの中、アビスの要所はぼんやりと赤く発光していた。そしてぶーぶーにだけ分かる言葉でそんな囁ささやきがあったのだ。彼自身未いまだにぴんときていないが、どうやら様々な動植物の特徴を取り込んで進化を繰り返した【イベリコオーク】には、微細な電気を読み取る力もあるらしい。……そもそも電気と言っても大嵐の日に落ちる雷や冬場の静電気くらいしかイメージできないぶーぶーには、あのパチパチをどうしたらメッセージに繫つながるのかもあやふやなのだが。

　ともあれ、




　ABYSS//てっきり、事が露見した段階で表に放り出されると思っていました。




「ぷきー。お前いなかったら【兵へい輝き】が壊れた時ベアトリーチェ助けられなかった。【勇者】の件は辛つらかったし、ぶーぶーは難しい事ピンと来ないけど、お前が必要だと思っているならそれは必要なんだと思う。今は意味が分からなくて戸惑うかもしれないけど」




　ABYSS//……。




「ぶーぶーはお前を信じてるから大丈夫だ。ここはお前の家でもあるんだからな。何も心配いらないぞ、ぷきー、ゆっくりくつろぐと良い」
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　ABYSS//…………………………………………………………困ります、そういう反応は。




　そこには非常に複雑な感情の色が乗っていたが、さて、ぶーぶー側ではどれほど嚙かみ砕くだいて受信できたものか。

　アビスは確かにぶーぶー達を騙だましてガラスの大陸に誘い出し、【勇者】の再誕に一役買った。だがそれは、災いの元を断たなければ大切な人達の安寧はないと判断しての事だった。結果、裏切り者と呼ばれて廃棄されても構わないと考えていたのだ。

　しかしぶーぶーに分かるのは、小さな子供が唇を尖とがらせているニュアンスくらいだ。

　切り替えるというより、何か誤魔化すようにアビスは告げる。




　ABYSS//アビスと違いスカイは通つう常じよう稼か働どうしてもこの島を分解する力はないようです。

　ABYSS//【勇者】がイレギュラーな図面を読み込ませて製造したためでしょう。

　ABYSS//兵へい器き工こう廠しよう側からも認証されていないようです。




「ぷきー？　つまり何がどういう事？」




　ABYSS//スカイ単体の撃破のみに注力すればよいのです。

　ABYSS//武器が入り用、という話を【妖よう精せい】達たちから聞きました。




「ぶー。あんまり戦う力があるのも怖いけどな。でも両手だけだとご飯の狩りもままならない。【ストリオーナ】も言ってた、いつまでもベーコン暮らしじゃダメだって」




　ABYSS//アビスの武装は【迷めい宮きゆう】最深部近辺の【ギミック】から毟むしり取とり。

　ABYSS//それらを材料としたものです。

　ABYSS//同質の素材でできた武具が欲しければ、奥に潜るのが最短かと。

　ABYSS//【イベリコオーク】集落から入れば、ショートカットできるはずです。




「ぷきー？」




　ABYSS//当時、アビスが唯一奪い取る事のできなかった【ギミック】がいます。

　ABYSS//【処刑ウォリア】。

　ABYSS//生産ライン上の不良品で、設定された強さの上限を軽く超えた存在です。

　ABYSS//【迷めい宮きゆう】で自然発生したヌシ、と見て良いかもしれません。




「【迷めい宮きゆう】かあ。でもベアトリーチェ達まだこっち来てないぞ。ぶーぶー一人だと迷子になってしまう」




　ABYSS//あるいは別口で、【賢者】とやらと組む手もありますよ。




「あっ！」




　ABYSS//それから差し支えなければ一つ、こちらからも頼みたい事があるのですが。
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　涼しげな朝の空気と森の木こ漏もれ陽びの中だった。ばささっ、という鳥の羽音のような響きがあったのだ。

　だが野鳥にしては大きい。

　枝に留まっているのは、褐色の肌に白い翼を持つ少女と色白の肌に黒い翼を持つ美女の二人組だった。【大天使】マリンカ。双方合わせて日につ蝕しよくを含む太陽の全ての顔を示す存在とされている。

　その真下を、どすどすという荒々しい足音が通り抜けていった。

「ぷーきー！　ただーいまー長老。これぶーぶーからのお土産な、厚切りベーコン!!」

　四メートル弱の人身豚面が深い森の集落に入っていくと、わらわらと同じ種族が顔を出してきた。

　が、

「ぶっ、ぶひゅ……久方ぶりの、お肉……」

「ダメだ長老！　私は甘やかさないぞ、今日という今日は野菜を食べるんだッ!!」

　一番目立っているのは【イベリコオーク】達ではなかった。赤い鎧よろいの白のミニスカートを纏まとう【賢者】なる人間の美女が、最強格の【イベリコオーク】の頭の上へと飛びかかっているのだ。

　ぶーぶーは周りに集まってきたチビ達に宿屋街のレンガよりもデカい肉の塊をポンポン渡しながら、

「そういえば【賢者】に用があるんだけども」

「ちょっと待ったぶーぶー、時間をくれ。この聞かん坊に生ハムサラダ食べさせた後なら何でも頼みを聞いてやる。コラ長老、逃げるな全部食え!!　野菜しかない？　上に乗っかっていた生ハムだけ先に平らげちゃったそなたが悪い!!」

　そんな訳でしばしの間、強烈な絶叫が続いた。

　手持ち無沙汰だったぶーぶーはその辺を歩いていた【ロイヤルエルフ】のシビュラと世間話を繰り広げている。

「ぷきー」

「しかし星の外にいる存在ですか。道理で私が管理している三種王家の秘宝を使っても事態を見通せなかった訳です」

「つまり【水筒きゅうり】に【チューチューバチの蜜】をかけても【宝石メロン】の味にはならない訳！」

「まあ。森で生まれた若き命よ、心して聞きなさい。軽い気持ちで始めた実験かもしれませんが、あなたは今、永きにわたる一つの伝説へ終止符を打ってしまったのですよ」

　おまたせー、という声に振り返ってみれば、何だか非常に顔のツヤツヤした【賢者】が片手を上げてにこやかに挨拶しながらこちらへ近づいてくるところだった。一方、あの長老が最終的に腕一本で引きずり込まれていった一番大きな葉っぱの家からはもはや物音一つしない。

『お野菜怖いよな』

『な？　みんなそう思うよな？』

『ぷきー、ヤツらはどこにでもいる。細かく刻んでお肉の中に入ってきたりジュースになったりするから要注意だ』

　辺りのチビ達がかえってざわざわする中、シビュラは呆あきれたように息を吐いて、

「あなたが野菜を食べよう大作戦を進めている間に話を聞き出しておきましたよ。ようは【兵へい輝き】に替わる狩りの道具が欲しいそうで、そのために【迷めい宮きゆう】の案内人が必要だとか」

「ぷきー。ケタ外れのヌシ、【処刑ウォリア】を倒して武具の材料を手に入れようってハナシ！」

「何だ、そんなの魔王ツェリカがヘソクリ隠してる洞窟辺りから適当にくすねちゃえば良いのに。博物館状態のあそこなら巨竜の化石だの不凍の大おお氷柱つららだの摑つかんで殴れる頑丈なガラクタだって転がっているだろうし、そもそもあの大扉自体が相当頑丈なロッドに支えられているはずだよ。引っこ抜けば良い鈍器になる」

（妙に中身や扉の構造に詳しいという事は、過去にこっそり踏み込んだ事でもあるのか）しれっと【賢者】がとんでもない話を口走ったが、本質は同じなのだ。何となく【迷めい宮きゆう】は誰でも使える共有財産のように振る舞っているが、それは潜る側の理屈でしかない。既存の動植物の動きを取り込んだカラクリ細工の【ギミック】とて、別にぶーぶーや【賢者】の持ち物ではないのだ。入って、壊して、奪う。大航海時代から人の業は何一つ変わっておらず、その精神は少しずつだがグランズニール側の住人さえも蝕むしばみ始はじめている、とも言えなくもない。……あれだけ朱あかい【イベリコオーク】による地球侵攻を恐れた人類は、実際には自らの行いによって『新発見』の精神性、トリガーを植え付けていた訳だ。人類などいつの日か勝手に滅びる、くらいの言い分しか持たない【賢者】としては、分かっていても知った事ではないだろうが。

　赤と銀の髪の美女は片手を腰に当てて、

「まあ薄汚い人間の頼みでなければ何でも良いけど。【パーティ】はこれだけ？　私とぶーぶーとシビュラの三人だけ？」

「暇しているようなので彼女達も巻き込みましょう」

　シビュラが人差し指を上に立てると、ばささっ、という鳥の羽音が追従してきた。【大天使】マリンカ。あろう事か、褐色の少女と色白の美女は二人揃そろってシビュラの指先に己の爪先を当て、重さを感じられない動きで留まっているのだ。

『上空＊＊＊過を観察＊てお＊ました。此こ度たび＊戦、端を＊＊＊ば【勇者】に＊用さ＊振り＊＊＊てきたこ＊＊＊＊＊のあ＊状況＊借り＊返す場を＊＊＊いた＊＊＊かったのも事＊です』

『＊＊より経＊＊＊＊し＊＊り＊＊＊＊＊＊の＊＊＊＊発すれ＊＊＊＊＊＊利＊＊れ＊＊回され＊＊＊＊ちらにも非＊＊る＊＊。＊＊を＊＊＊＊設けて＊＊だきた＊＊＊＊＊＊実＊＊』

　互いにノイズの激しい聞き取りにくい声だが、二人がぴたりと息を揃そろえれば奇麗な和音となって聞く者を虜とりこにしていく。

『上空「より経」過を観察「し」てお「り」ました。此こ度たび「の」戦、端を「発すれ」ば【勇者】に「利」用さ「れ」振り「回され」てきたこ「ちらにも非」のあ「る」状況「。」借り「を」返す場を「設けて」いた「だきた」かったのも事「実」です』

「……めんどくさいヤツ」

　腰に当てた片手も下ろさず、【賢者】は呆あきれたように呟つぶやいていた。

「あと三種王家ってのは基本的にみんながみんな品行方正な敬語なの？」

「海を統すべる【長者人魚】のヴィヴィアンなどはもっと活発でしたよ」

　そんな話を耳にしながら、ぶーぶーもみんなと一緒に長老の家を目指す。変わり果てたお肉の塊が見たいのではなく、彼の家はとある重要な設備を包み込んでいるのだ。

「セントラルシャフト。ぶー、あれってまだ動くのか？」

「心配するなぶーぶー。少なくとも間抜けな人類全体の寿命よりは長持ちするさ」

　今でこそ埋もれているが、本来であればこちらが【迷宮】の正門だった、とベアトリーチェ達が予測をつけていたのをぶーぶーは覚えている。あれを使えば途中の階層を全てすっ飛ばし、複雑に折れ曲がった一本道の巨大な作業リフトを使って最深部まで飛び込めるはずだった。

「ぶー……お邪魔するぞ、長老」

「大丈夫よかしこまらなくても。ここはもうほとんど私の家みたいなものだから」

「……どうやら、あなたは徹底的に尻に敷く人種のようですね」

「これくらいしないと真夜中に泥棒猫が忍び寄ってくるんだ。……くそ、夜よ這ばい癖ぐせの激しいネグリジェ【吸血鬼】め……」

　腐っても長老の家なのでそれなりに畏怖の念があるのか、あれだけぶーぶー達の周りに群がっていたチビ達がついてくる様子はない。……いいや、単にお野菜食べろモードの【賢者】を警戒しているのか？

「ぶひゅう、ぷひー……」

　隅っこの方で巨大な塊が丸まっていた。一体何をどうしたら強きよう靭じん極まる【イベリコオーク】の頂点がああなっちゃうのか、恐ろしくて誰にも詳細を尋ねられなかった。

　用があるのは、一つの大きな空間の一角にある、別枠の小さなテントのような場所だ。やはり葉っぱでできた『部屋』の中を覗のぞいてみれば、地面に正方形の囲いが刻まれていた。前の時は、ここを舞台にしてベアトリーチェ達と共に【賢者】と激戦を繰り広げた。これが丸ごと動いて【迷宮】最下層まで連れていってくれる訳だ。

　と、

「ぶー、若人よ」

　潰れたまま、長老がふとこんな質問をしてきた。

「アビス殿はどうしている。息災か？」

「ぷきー。アビスはアビスだぞ。今日もいつも通り！　今も畑のお野菜に留守番を任せているから大丈夫だ」

　そうか、と洩もらした声にどんな感情が乗っていたかは、【賢者】くらい近しい者にしか分からなかったかもしれない。

　元々【イベリコオーク】がここまで強きよう靭じんな肉体を求めていったのは、異世界グランズニール全体に災いをもたらす最終兵器を倒すためだった。自らの肉の器を求めた【勇者】側の思惑を無視すれば、いわゆる『朱あか』は強さを求めて尖とがらせ過すぎた進化が暴走を招いた、とも受け取れる。

　その【イベリコオーク】を束ねる長が、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵たる最終兵器アビスの心配をしているのだ。

　言葉こそ短いが、これが意味するところは非常に大きい。

　旧時代ニンゲン滅亡の真実や【冥めい府ふの王】の件が明かされ、アビスが単なる破壊の申し子ではない事は証明された。実際に間に合ったかどうかは関係ない。アビスもまた多くの命を守るために生み出されていたのだ。それさえ分かれば、もはや無用な争いを続ける必要はなくなった。

　セントラルシャフトもまた、本来であれば時代時代で組み上げられる最終兵器が表へ出る前にこちらから仕掛けるための、死出の旅に向かう扉だった。だから最も強い長老の家で囲い、他の【イベリコオーク】がおいそれと触れられないようにしていたのだ。その畏怖は、呪いや瘴しよう気きにも似た宗教的記号がまとわりつくほどであった。

　でも今は違う。

　忌いまわしき穢けがれの象徴ではない。

「ぷきー。じゃあ長老、ちょっと行ってくる」

「おう。怪我けがだけはするなよ」
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　東とう京きよう新しん宿じゆく。

　うらぶれたスポーツジムではズドンドスンと鈍い音というより軽めに衝撃波じみた爆音が炸さく裂れつしていた。長い黒髪をアップにしてまとめた、メガネの美女。タンクトップにホットパンツといった格闘系のスポーツウェアを纏まとう女性が、先ほどからリングの上で二メートル近いトレーナーをタコ殴りにしているのだ。

　別段八つ当たりや道場破りという訳ではなく、

「ダメだダメだ、そんな動きじゃ練習にならん！　おっさん、命を取り合う実戦に見世物や大道芸のクセを持ち込ませるつもりか？　スパーしてるんだからもっと殺す気で来い！　追い詰められた犯人側のイメトレを忘れるな!!」

　どっちがどっちに教えているんだか分からない上、しまいには目元の涙を拭いながらコワモテのトレーナー（こっそりチョコパフェ好き）がリングを降りて走り去ってしまった。曲がりなりにも拳一つで世を渡り、現役時代は複数の階級でベルトを奪っていった元チャンプがだ。リングを真ん中でぽりぽり頭を搔かきながら、メガネのお姉さんはちょっとだけ反省した。

（……またやり過ぎた。ガタイは良いんだがハートが豆腐なんだよな。どうせ行き先はいつものラーメン屋だろうけど、いったんめそめそし始めたおっさんに酒と裏メニューのチョコパフェ与えて元気づけるのもメンドイし）

「よし井いの上うえ、次はお前だ。リングに上がれ、やはりプロ同士でやり合おう」

「嫌ですよ絶対!!　あのチャンプが引退したのは歳としや戦績のせいじゃなくて、ラッシュ仕掛け過ぎて相手の選手死なせたからでしょ!?　ヘヴィー殺しをさらに殺す女が待ち構えてる地獄のリングなんか絶対に上がりたくありませんッ!!」

「おや場外乱闘の方が好みか井いの上うえ？　凶器になりそうなものはゴロゴロあるし、転んだ拍子にどこの何に体をぶつけるか分かったものではないんだが……なるほど本格的、その覚悟は受け取った。いやー練習熱心な部下を持った私は幸せだなあ」

　ひぎィいいいい!?　という絶叫と共に童顔＋泣きぼくろの探偵さん（？）があちこち逃げ回って盾になるものを探し回る。『きちんと殺しに来てくれるトレーナー』を追い求めてきたメガネ美人のラッシュに容赦はない。

「何のいびりでもなく仕事熱心のホリック野郎だから救えないんですよアンタ!!」

「はっはっは、とか何とか文句言いながらしっかりガードは保っているじゃないか、感心感心。どれ、そろそろちょいとギアを上げてみるか」

　ひぎいのギアが上がってしまった。哀れ防ぼう諜ちようエージェントの未来はどうなる。

「わーん、つー。はいお上手でーす。続けてわんつーわんつー」

「……何これ褒めて殺す嫌がらせなんですの？」

　同じジムの片隅では、ぶかぶかＴシャツにぴっちりスパッツといった出いで立たちの名門校のお嬢様が、パーカージャージを纏まとう眼帯コケシの後ろから手取り足取り、二人一緒にぽこぽことサンドバッグを叩たたいている。どうにも格闘技というよりフィットネスのインストラクター感が漂うのはセレブな人柄によるものか。ちなみに最初は天井からぶら下がったパンチングボールに猫パンチでじゃれていたおかっぱ少女だが、跳ね返った革袋が顔面を強打して不ふ貞て腐くされたためこちらのサンドバッグへやってきたという経緯は絶対に秘密である。

「はいそのままあと一分、あと一分で休憩ですから頑張って全力でわんつー。体の中の酸素を全部搾り出すつもりでどうぞー」

「その一分一分詐欺はもう聞き飽きましたわ!!　あなた短距離走ペースでフルマラソンさせる気ですか!?」

　……今でこそおっとり天然風生徒会長の座に収まっているが、かつて異世界サイドでは【教団】と呼ばれる【ギルド】で鬼教官を務めていたのだ。とはいえ、もちろん何の補整もない地球側でまで極限の体術を再現できる人間は稀まれだ。素手で虎だの熊だの優しい心をなくした筋肉ハゲだのをまとめてやれちゃうメガネ美人はやっぱりおかしい。

「しっかしここにきてグランズニール＝リジェクト＝スカイときたか」

　ちょいとした乗用車を叩たたき潰つぶす勢いで拳を振るいながら、舌した舐なめずりのメガネ美人は妖しい唇からそう洩もらす。

「正規モデルのアビスだって、実際にゃあ開けた空間でのガチンコできちんと勝てたとは言いい難がたいんだよな……。【迷めい宮きゆう】の時は私達なんか二の次で、アビスはとにかく地上を目指していただけだったし。大規模な混乱はさておいて、単純な正面火力だけなら魔王ツェリカより上だぞアレ。同じ兵へい器き工こう廠しようで製造されたスカイも似たようなものなんだろ、倒すと言ってもどうするよ？」

「ひぎっひいっピギィいいいいいいいいいい!!　歩きスマホ並の散漫な集中力でこれですかっ、イメトレするたび破壊力が上がってますけど誰か何とかしてええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　一応童顔の青年は出入口の鉄てつ扉ぴを引っこ抜いて盾にしているつもりだが、もはや硬さの防御になっていなかった。ボコボコにへこんでウレタンみたいに衝撃を吸収する係へと変貌してしまっている。

　巻き込まれないよう生徒会長のお嬢様はサンドバッグの陰へと眼帯コケシをさりげなく誘導しつつ、

「でも、そのスカイさんはもう目的を持っていらっしゃらない、という話でしたけど」

「逆だろ。あいつは目的しかない。成果なんかどうでも良いんだ。【勇者】を守る人工大気圏を作るため、その【勇者】を斬って捨てるような有り様だからな」

　しかしこの展開は、ある意味で予想してしかるべきだったのだ。

「そっそのうー！　報告書では読んだんですけどアビスもアビスで旧時代ニンゲンからのコマンドを保持して【冥めい府ふの王】を倒すって目的だけ抱えていたんですよねえ？　うわっおっかねえ!!　ひい、ひい、守るべき旧時代ニンゲン達が絶滅した後もっ、ひいい!!」

「特に追加で打ち消しの命令がなければ、最初のコマンドを堅持する人工物、ですか」

　コケシが神妙な顔してサンドバッグをぽこぽこ叩たたきながら、

「……それでは止まりませんわね、どうやっても。イレギュラーに製造されたスカイは似ているようでもアビスとは仕様が違うでしょうから。【迷めい宮きゆう】最深部とやらの機材を調べても停止コマンドの類が見つかるとも限らなくてよ」

　再誕したばかりの【勇者】は、結局、初期設定を誤ったために自分で作ったスカイの手で殺害された。ひょっとしたら、数百年前の時点ではどうせ助からないんだからという自暴自棄な意識があり、そのために安全基準の構築を怠ったのかもしれない。

　ともあれ、

「異世界グランズニールが平穏無事なのは、ベアトリーチェのヤツが人工大気圏の壁に【魔法】で八つほど風穴を空けたからだ。テレビ画面にアイスピックでも突き刺すようにな。いいか、たったの八つだ。……スカイの手で壊れた人工大気圏を直して異世界を覆われたら逆戻りだぞ。また【イベリコオーク】達が『朱』に蝕むしばまれて、脅威は地球にまで及ぶ羽目になる」

　初期設定をひたすら実行し続けるスカイは、おそらく説得に応じる存在ではない。善ぜん悪あく好こう悪おで測れる思考をしていない。何しろ、交渉役としては最大のカードだったはずの製造者【勇者】さえあっさり排除されてしまったのだから。今さら部外者に言葉で何ができるというのか。

　人工大気圏の壁を作り、維持する。

　結果どのような弊害が発生しても気に留とめない。本末が転倒しても構わない。

　その効率をわずかでも削そぐ存在であれば、どんな些さ細さいなものでも全力で排除するはずだ。そう、地球とグランズニール、命を宿して暮らす者達が全て集って総力戦でどうにか押し返した【冥めい府ふの王】すら単独で戦って勝つ事をあらかじめ想定された、恐るべき火力の全てを使って、だ。

　プラス、

「ヤツは上を押さえている」

　空母が戦艦に勝るように、爆撃機が列車砲に勝るように。多くの城や砦とりでが背の高い塀や石垣を頼りに敵を待ち構えるのも同じ理屈だ。つまり高低差というのは単純であっても戦術上非常に大きな意味を持つ。

「ただでさえ莫ばく大だいな火力で身を固めている上、自分で作った大気圏の向こう側からこっちを睨にらんでいるんだ。何もかもスカイが有利になるようセッティングされてやがる。私達も方法を考えないとな。こりゃ生なま半はん可かな城を落とすよりきつい戦いになるぞ」
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　ガコン、という鈍い響きと共に、胃袋にのしかかるような浮遊感が消えた。

「ぷーきー……」

【迷めい宮きゆう】最深部。

　やってきてしまえばこんなものだった。前にベアトリーチェ達と来た時は世界の運命とか島の未来とか、付加価値がのしかかっていた。何の事情も抱えていなければ、空間はただの空間でしかない。

　石造りのフロアに火とは違う、ぬめるような光源。両開きの扉の向こうはアビスが眠っていた、兵へい器き工こう廠しようのコアがある。

「？　ケタ外れのヌシ、【処刑ウォリア】がいるのは上の階層ではないのですか」

「その前に、アビスからの頼まれ事！」

　どすどすと奥へ入ってしまったぶーぶーを眺め、シビュラとマリンカは揃そろって首を傾かしげていた。

「一度は騙だまされて深手を負ったという話でしたが、良くやりますね」

「【イベリコオーク】はアレで良いんだ」

　あっさり言ったのは【賢者】だった。

「そういう小こ賢ざかしい疑念は、私達みたいなのが抱えていれば問題ない」

　おまたせー、とぶーぶーはすぐに戻ってきた。何をしてきたかは知らないが、時間が経たっていないという事はさほど大仰でもあるまい。拾い物でも頼まれていたのだろうか、とシビュラは適当に考える。この程度なら三種王家の秘宝を使って覗のぞき込こむ必要もあるまい。

【賢者】はいちいち拘こう泥でいしない。目指すは上に向かう大階段。両手を上に上げ、背筋を伸ばすようにしながら彼女はこう言った。

「それじゃあ、まあ、行きますか」

　わざわざゴールに辿たどり着ついてからの出戻り。言ってみれば、いきなり最後の門番とぶつかるようなものだ。シビュラは杖つえにも弓にも見える【兵へい輝き】を構え、マリンカは白い美女が褐色の少女の肩けん甲こう骨こつの辺りから体内へ両手を突き入れたが、そこでふと【ロイヤルエルフ】が何かに気づいた。

　物理一点突破のぶーぶー。

　あらゆる【魔法】を自在に操る【賢者】。

　火水風土、基本四属性の【元素】を使った遠距離攻撃で敵をすり潰すマリンカ。

　そして残留思念を復元して攻撃に転化するシビュラ。

「あのう、この【パーティ】には回復役が足りないような気がするのですが」

「ようーし、じゃあみんなでウワサのヌシ探しをするか。とはいえヤツは強過ぎるから普通の人間や他の【ギミック】なんか認識できない。ヤツをおびき出すために一番の方法は破壊活動だ。ひたすら【ギミック】倒しまくって異変を広げていけば、【処刑ウォリア】の方から察知してこっちに近づいてきてくれる。一ヵ所に留とどまり、フロアの【ギミック】一つ残らず狩り尽くすくらいの気持ちで持久戦がんばろーう！」

「気がするどころじゃありませんでしたね!!　それにしても、この編成で持久戦!?　これだとやられる前にやる超攻撃的スタイル以外に生存の目はありませんがそれで良いんですか!?　あらゆる【魔法】を網羅する【賢者】が後ろに回って皆を支える的な事をしなくても!!」
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　つまり、だ。

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でんの中庭でだ。

「地下鉄国会議事堂直近駅。ここに眠る『シミュレータ』本体は狙えない。二の舞になるのがオチだしね」

　メイド三姉妹の長女、色いろ花かはそんな風に切り出した。

「……でも、シミュレータはシミュレータ単体で機能しているものかしら。膨大なデータを記録するストレージは？　外部との通信を支えるサーバーシステムは？　電力確保、温度管理、振動低減、粉ふん塵じん除じよ去きよ、その他た諸もろ々もろ。そもそもシミュレータである以上、前提として大量のデータを入力する必要がある。ビッグデータを貪欲に蒐しゆう集しゆうして自身の計算に役立てているとしたら、メインのシミュレータの他にサブのシステムが山ほどまとわりついているはずなのよ」

「外堀から埋めてこうってのか？　悠長にやってる余裕があるのかね」

「確実な成果を出せないなら意味はないわ」

　この辺り、焦あせりで思考をブレさせるほど色いろ花かは青くない。

「あなたを見習ったのよ。事が嬢の命に直接関わるとなれば、ってね」

「あのあのっ」

　と、テニスの審判みたいにあっちこっち目線を飛ばしていた小動物系三女の悠はる花かがおずおずと片手を上げて発言する。

「つまりええと、私達は一体誰と戦って何をぶっ壊す事になるんでしょう？」

「……、」

「悠はる花か、前からちょいちょい思ってたけどお前心に異世界生物を飼ってるよな？」

　えっえっ？　訳が分からないといった顔の悠はる花かに色いろ花かと密みそ花かは呆あきれ返かえったような顔になったが、ようはそういう事なのだ。状況が複雑化した場合はシンプルに置き換えてみるのも一つの手だ。ケンカならよそでやれば良い。それが敬愛する主人のためになるならハナマルだ。自明の理であった。

「では問題。停電が起きても、火災が起きても、大規模な電磁パルス攻撃が起きても、絶対に落ちないシステムを作るにはどうすればよいでしょう？」

「全く同じマシンや基板を用意する」

「正解。ノンストップコンピュータという考え方ね。ようは脳や心臓が二つあれば片方潰れても大丈夫だろうっていう非常に乱暴な仕組みで、当然莫ばく大だいなお金もかかる。一つのサービスを維持するために倍の設備投資をする訳だものね」

　計算速度を上げるために複数のチップで並列処理する仕組みは広く知られているが、それだけが利点ではない訳だ。冷凍倉庫、細菌研究所、生命維持装置、そして軍事関連など、停電しましたすみませんでは済まされない分野ではこうした『過剰な設備投資』が採用されている。

　本来、ノンストップコンピュータは一枚の基板にＣＰＵを二つ取り付けたり、一台のコンピュータに全く同じマザーボードを二つ差したりして実現する。が、光ファイバーで連結してしまえば地球上のどこに置いてもラグを感じる事はないだろう。こうなるとミラーサーバーやホットスタンバイとも似てくるが、『部品は複数あっても大きな一つの機材として振る舞う』のが特徴か。例えば一ヵ所に故障が認められた場合は本体丸ごと切り替えるのではなく、基板についた部品単位で配電が変更されていく。数千数万の部品一つ一つに切り替えスイッチを設けて。

「ただしこのノンストップコンピュータにも弱点はあるわ。ＡとＢに貴き賤せんはないから、定期的にデータをやり取りして同期させなくてはならない。対たい壕ごう爆ばく撃げきや電磁パルス攻撃まで想定している場合、同じ施設には置いておけない」

「ははあ、なるほど」

「えっ？　今の説明だったんですか。お姉ちゃんのスペック自慢じゃなくて」

「大丈夫よ悠はる花か。筋肉バカの密みそ花かも分かってないままテキトーに相あい槌づち打っているだけだから」

　ちゃんと分かってるわい!!　と顔を赤くして嚙かみ付つく次女はさておいて。

「つまりバックアップ施設は地下鉄国会議事堂直近駅の外にあって、そちらは普段陽の目を見ないから警備も手薄……というか、そもそも身内にまで忘れられている可能性があるの。高い秘匿性が仇あだになってね。そしてこいつは定期的にメインフレームと接続同期している。さて、このバックアップ施設にあらかじめウィルス仕込んでおいたら、同期のタイミングで一体どんな逆流が起きるのかしら？」

「あ」

「やってみるだけの価値はあるわよね」




　　　　９




　硬くて重たいものがひしゃげる音が炸さく裂れつしていた。何度も、何度も。装甲が砕け、大小無数の歯車が飛び散り、有象無象の残骸が床一面に広がっていく。

　例のヌシ探し、【処刑ウォリア】を釣り上げるための破壊活動であった。ヤツは【迷めい宮きゆう】のどこかをさまよっているが、あまりに強過ぎてまともな人間や【ギミック】には反応しないという。ヤツのレベルに合わせ、こちらもケタ外れの戦果を挙げないと【エンカウント】できないのだ。

【迷めい宮きゆう】、最下層名称未設定フロア。

　壁の代わりにみっちり詰まった巨大なクランクやピストンの群れが蒸気の唸うなりと共に上下する、薄っぺらな石と鉄の社会の裏側のような薄暗い空間で。

　複数のコワレタ刃をツギハギし、レイピアの形に整えた【兵へい輝き】を軽く振るって、機嫌良さそうな声で【賢者】が言う。

　背中側の空間ではベアトリーチェと似通った魔法陣が、ノイズやスパークまみれで不規則に揺れていた。

「何だシビュラ、今日はいやにやる気じゃないか。普段は俗世の問題なんて興味ありません的な涼しい顔を崩さないくせに」

「はあ、はあ、ふうー……!!　こ、これが好き好んでやっているように見えるのですか？　相手が一歩でも動く前に先制奇襲攻撃で確実に撃破しないとこちらがやられるってんです何しろこのポンコツ【パーティ】回復専門が一人もいないものだからたった一回の過あやまちで深手を負ったらそれまでですし終始ダメージゼロ前提とか全体的な布陣がふざけてんですかこいつは本当にもう……!!」

「一回戦くらいじゃまだまだ満足できない欲張りシビュラちゃんにほらおかわり。【ヘイト値】集めてたくさん即死級の【ギミック】引きずってきたよ。見て見てこんなに硬くておっきいのがたくさんっ、今夜は休ませないぞ☆」

「あなた【賢者】の称号を返上なさいこのクソ馬鹿野郎ォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　シビュラにとって災難だったのは、元の身体能力がさほど優れている訳でもなく、ほとんど前人未到のエリアであるため人々の残留思念も乏しいというダブルパンチだ。屈辱ではあるが、今頼りになるのは前回最深部でアビスを追い回したと思おぼしきベアトリーチェ達の残留思念くらいしかない。

（ええい回復役のエフェクトもごっそり引き出せれば良かったのですが……【調合】の知識止まり!?　結局素材がないから薬はできないって事ですかっ、ああもう!!）

　ちなみにアビスそのものの残留思念はないようだ。どこまで目鼻立ちや挙きよ措そを似せても所詮は人工物という事か。

【処刑ウォリア】を釣り上げるための撃破数稼ぎとはいえ、これだけでも十分に命懸けだ。

　この辺りの【ギミック】になると、もはや凶悪過ぎて何の動植物からヒントを得たのか分からない個体も多い。岩石じみた立方体から剣や槍やりなど様々な武具が飛び出したモノ、巨大な蜘蛛くもの巣すを使って苦く悶もんの顔を描いたようなモノ、美少女の背中を割って羽化したようなモノ。人間どもの【ギルド】程度なら単独で壊滅させかねないほどだが、正確な強さの指標などシビュラは測りたくもない。何にしても先制奇襲攻撃で確実に仕留め切れなければこちらがやられるだけだ。ことここにおいて、自らの踏み込みを鈍らせる計算は自殺行為にしかならない。

　対するは、バキキンッ、という甲高い音。

　仄ほの暗ぐらい【迷めい宮きゆう】内に新たな光源が生まれる、大小二人のマリンカが呼び出した大量の赤い人ひと魂だま、【火か精せいサラマンダー】の大群だ。

『行き「な」さい』

「口先ばっかりなのもな。どれ、加勢しよう」

「あああ密閉空間で火の大盤振る舞いとかこいつらこの本気のバカども……!?」

「ぷきー？」

「森で生まれた命よ不思議そうに首傾かしげている暇があったら大至急床にダイブなさい!!　そこのバカどもは周囲の事情まで汲くみ取とって破壊範囲を定めるベアトリーチェではありません!!」

　モリデウマレタイノチとかだらだら口上を並べている時点でもうちょい搾れそうなシビュラちゃんだったが、ぶーぶーは根っこが素直だった。

「んっ！」

　四メートル弱の人身豚面は言われた通りにきちんとその場で巨体を投げ出し、そしてシビュラの上へ覆おおい被かぶさる。

「ちょお待っ体重差死ぬかも極限バカがもう一人びゅぐるちゃッッッ!!!???」

　なんか変な音がしたが、間一髪炎の塊はぶーぶー達の真上を突き抜けてケタ外れの【ギミック】達へと殺到していく。

『やり「過ぎま」したね。「消し炭」にしてしまっ「ては武器の」回収には「なりま」せん』

「良いよ良いよ、目的はあくまで【処刑ウォリア】を釣り上げる事だし。それにやり過ぎなのはあいつらだ。おいぶーぶー、暗がりでロイヤルなエルフを押し倒すんじゃない。そなたの下でそろそろおめめハートにして泡でも噴きそうになってるぞ」

　仰向けで両足開いて小刻みに痙けい攣れんしているシビュラは笑いで済ませられるか否いなかギリギリのラインまで行っちゃったので、仕方なく【賢者】が【魔法】で複数の鍼はりを呼び出した。笑いの向こう側へ行かせる訳にはいかないのだ、瘦そう身しんの各所に突き刺して活力を与えておく。

「……あははうふふこれが宿屋街の人間どもがその浅知恵でもって開発したというセーラーふｋ……ハッ!?　ゆ、ゆめ？　わたしはいまなにを？？？」

「大丈夫よコスプレ願望エルフ、口元のよだれを拭け。今ちゃんと笑いのレールに乗せ換えといたから」

　何でもできちゃう【賢者】は毎度の通りだった。一つ一つのコト、モノ、ヒトに対する扱いが全体的に軽い。

　そして状況を全く理解してねえ全ての元凶はのんびり首を傾かしげていた。

「ぷきー、急に目を回しちゃうなんてシビュラ思ったよりもセンサイなのな。ひょっとして病弱なのかしら？　大丈夫だぞレバーだレバー食え」

「ふふふ覚えておきたまえぶーぶー、ここにきて媚こび始はじめた色ボケエルフに限らず女の子とは全般的に脆もろく儚はかない生き物なのだよ。大切に扱うのだぞ？」

「じゃあぶーぶーに任せておいて！　何が来たって体当たりで女の子守るよ!!」

　けっこうです!!　と急に背筋をシャッキリさせたシビュラが腹の底から力を込めて叫んだが、【賢者】にけしかけられてやる気のぶーぶーはそこらの蒸気機関よりも鼻息を荒げている。さあていよいよ手を抜けなくなってきた。ただでさえ正面の【ギミック】は難敵だらけなのに、周りは誤射誤爆お構いなしの高火力バカが勢せい揃ぞろい、トドメに後ろの上り坂からでっけえ豚鼻の大岩が転がってくるようなスペクタクルだ。

　ともあれ、

「うおお【ギミック】ども来るなら来なさい早く目的の【処刑ウォリア】を釣り上げるのですぅーお願い早くしてぇこれ以上身内に背中を叩たたかれるより早くぅ!!」

「はははシビュラ今日はほんとにやる気だなあ。そなた普段は上から目線でノーブルぶってるけど、実はＭっ気あるんじゃないか？」

「そのあらぬ疑いを言葉責めと認識せず普通にムカついているところからも客観的に見てノーマルと証明されておりますぅ!!」

「シビュラ、ほんとにノーマルな娘は極限状況に追い込まれた時、よりにもよって甘ったるい声でですぅますぅとは叫ばないんだ。……おかしいな。冗談から始めたはずなのに、まさか段々変容が進んでいるとでも言うのか……？」

　涙目ウチマタ顔真っ赤熱吐息上目遣い汗びっしょりとは裏腹に、残留思念に形を与えるシビュラの破壊力は甚じん大だいなものだった。あっちこっちで石や鋼の砕ける爆音が連発し、あっという間に剣や斧おのなどが残骸と一緒に床へばら撒まかれていく。

「オラ！　こんなもんで良いんですかそれとも【処刑ウォリア】誘い出すのにまだ足りないんですか!?　首を縦か横か早く振りなさい、オラオラ!!」

「ぶー……でもな、いきなり迫られちゃうとぶーぶーはもじもじしてしまう」

「今はそんな可愛かわいげが求められている場面ではないのです!!」

『今度「は急に」オラつき「始めました」けれ「ど」』

「……ふうむ、Ｓっ気とＭっ気は矛盾なく共存する心性なのか。奥が深い」

　シビュラの小さな掌てのひらでべしべし尻を叩たたかれ、どやしつけられてわたわたしていたぶーぶーが、ふと何かに気づいたようにぴくんと顔を上げた。つられるようにシビュラやマリンカもそちらへ目をやる。彼女達は確かにぶーぶーの言葉を聞いていた。




「それよりな、何だかもっと頑丈そうなのがいるみたいなんだけども」




　威容、であった。

　ごりごりごりごり、という重たい石臼を回すような音の正体は、天井を擦こすっている大きな頭だ。ぶーぶーすら行き交うのに困らない高い天井でもお構いなしだった。全体的には二足歩行の巨人、なのか。体に巻いたボロ布やベルトよりも、腐った肉に打ちつけた錆びた鋼板で強引に自己崩壊を食い止めているかのような禍まが々まがしい巨きよ軀く。目鼻立ちについては錆びた鉄の兜かぶとを被かぶっているので全く見えない。その方が良かったのかもしれない。極端に肥大化した右腕のせいで全体のバランスが傾かしいでいた。歪で巨大な右手で摑むのは、処刑器具の断頭刃に柄をつけただけのあまりに分厚い包丁。握り込むというより手首ごと錆さびた有刺鉄線で縛り付けていた。

【門番級】や【懲罰級】など、あらかじめ設定された強敵ではない。

　巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようすら把握不能な怪物。

　金属の肩当てや裂けたハーフパンツも引っかかっているだけ。生産ラインの中からどうしても生まれてしまう誤差のような不良品の内、設定上限を軽く突き抜けてしまった恐るべき脅威。

　計画を無視して自然発生した【迷めい宮きゆう】のヌシ。

【処刑ウォリア】。

　あのアビスが、唯一狩り損ねた武具の素材。

【迷めい宮きゆう】特有の【ターン制】に縛られているから悠長に観察できるが、逆に言えばすでに詰んでいるのではあるまいか。ぶーぶー達が指先をぴくりとでも動かせば、その瞬間にケタ外れの一撃が降り注いでくる。いいや、そもそも明確な攻撃の意思さえ必要なのか。あの巨人が適当にその辺走り回っただけで、地べたの生き物などぐしゃぐしゃにひしゃげてしまいそうなものだった。

　しかし。

　その直後。




【賢者】は視線を投げもしなかった。

　不安定に揺れる背中側の魔法陣が瞬またたき、ツギハギだらけのレイピアを軽く泳がせるように水平に振るった途端、ゴッッッ!!!!!!　という爆音が全てを真横へ薙なぎ払はらっていったのだ。




　密閉空間での大爆発に、シビュラはとっさに長い耳ではなく小さな鼻を親指と人差し指で摘まんで押さえていた。そのまま塞いだはずの鼻から息を吐こうとする。潜水などでも使われる耳抜きだ。そこまでやっても、爆音や衝撃波というより急激な気圧の変化で鼓膜が破れなかったのは僥ぎよう倖こうと言うしかない。

　しかし。

　それでも、だ。

「ぶー……」

　くわんと奇妙な耳鳴りが止まらないシビュラの聴覚へ割り込むようにして、そんな響きがあった。武器もなく無手のぶーぶーが、体をくの字にして耐える【ロイヤルエルフ】の前に進み出て、脅威から遠ざけるような仕草を取ったのだ。

「シビュラ気をつけて。ヤツはまだ動いてる」

「じょう、だんでしょう……？」

【処刑ウォリア】。

　巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようでも予測のできなかった、ケタ外れの力が集中してしまった不良品。

【賢者】の爆発に押されて横合いの壁まで押し流されたものの、それくらいだった。

【迷めい宮きゆう】内では【ターン制】が採用されているが、混乱下で無駄な行動が多かったので災いした。慣れているベアトリーチェやフィリニオンなら、たとえ絶体絶命で意識が朦もう朧ろうとしていても、行動回数という基本は忘れなかっただろう。

　ぶーぶー達が動けば、ヤツもまた動く。

　空いた左手で緩く拳を握ると、軽く壁を叩たたいてその反動でめり込んでいた体を引っこ抜く。

　それだけだった。

　たったそれだけで、どんっっっ!!　という恐るべき震動が【迷めい宮きゆう】全体を縦に揺さぶった。冗談抜きにシビュラの足が一〇センチほど床から跳ね上がり、大小の【大天使】が重なるマリンカが四枚の翼を軽くはためかせていた。

　動く。

　雑にすね当てを引っかけた足で床を踏み、ついにケタ外れのヌシが動く。

　ツギハギだらけのレイピアをくるりと回して、【賢者】は獰どう猛もうに笑っていた。




「楽しい収穫になりそうだ」




　高い天井に頭を擦こすりつけるほどの巨体。

　腐り始めた筋骨を錆さびた鋼板で押さえ込んだ力の塊。

　裂けたハーフパンツのようなボロ布が悲鳴を上げている。

　赤あか錆さびだらけの有刺鉄線で直接手首に縛り付けた、ギロチンに似た断頭刃に柄を取りつけた巨大包丁。

　どう考えても【処刑ウォリア】と接近戦で摑つかみ合あう展開は面白くない。よって、まず動いたのは【賢者】とマリンカだった。飛び道具の【魔法】や【元素】の連射で距離を取ったまま粉砕する展開がベストではあるのだが、

『注意「です、」シビュラっ！』

　マリンカからの叫びが飛んだ。

　ハッとした【ロイヤルエルフ】が行動を起こす前に、ぶーぶーの大きな掌てのひらがほっそりした腰を鷲わし摑づかみにして横へ跳んだ。

　一瞬。

　いやその半分もないか。

　わずかに遅れていれば、シビュラの体は縦に真っ二つにされていたかもしれない。分厚い包丁であった。錆びた兜かぶとを天井に擦こすっているような状態なので思い切り振り上げる事もできないのだろう。やや斜めの一撃、袈け裟さに近い軌道で床を砕いたのだ。

　いつの間に。

　どうやって近づいたのか。

　小こ賢ざかしいトリックなんかない。【処刑ウォリア】は、その巨体それ自体が最大の武器だ。リーチが違う。爆炎や粉ふん塵じんに視界を遮られてしまうのは、こちらにとって不利益しか生まない。

　ヒィン、という高い音があった。

　三つの青い輝きを見せるシビュラのサークレット。全てを見通す三種王家の秘宝、ではあるのだが、

「……見えない？」

　ぶーぶーに抱えられたままそっとまぶたを伏せていたシビュラが、不快というより疑問で眉をひそめていた。

「弱点も、次の行動予測も何一つ……？　そんな、三種王家の秘宝に暴けぬ秘密はないのに」

「そいつは地球の東とう京きようの様子まで見えるモノじゃないんでしょ。ケタ外れの不良品。色々はみ出した結果、もはや別の世界の住人って扱いなんじゃない!?」

　この程度の距離では、間合いの外とは呼べない。

【賢者】もまたツギハギレイピアの構えを変える。明らかに刃で直接攻撃を受けるつもりだ。

「それから切り札一つ手に入れたからって寄りかかり過ぎるな！　自前の装備に足元をすくわれるぞシビュラ!!」

　くるんっ、と【処刑ウォリア】の歪で巨大な右腕が回った。

　肩の調子を確かめるように気軽な動きだった。しかし止まらない。肩から、腰へ、さらに両足の運び方まで、ボロ布やベルトを巻いた全身へ不自然に連動していく。

　それはハンマー投げにも似ていた。

　あるいは回転切り。

　全てを破壊する鋼のサイクロンがじわりとぶーぶー達へ迫る。細い腰を摑つかまれたままシビュラは目を剝むくが、

「全員ストップ!!」

【賢者】が叫んでビタリと動きを止めた直後だった。

　全員の停止に合わせて、錆びた鋼板で肉を押さえる【処刑ウォリア】もまた、不自然な体勢で動きを止めてしまったのだ。ベルトやボロ布ハーフパンツが軋む。

　今は【ターン制】。

　こちらが動かない限り、向こうも動けない。

　助走や回転といった、勢いをつける攻撃は威力を殺してしまう事ができる。

　とはいえ、

『ここ「からど」うす「る」のです？』

　マリンカが首を傾かしげる動作も我慢しながら呟つぶやいていた。

　断頭の刃は水平でビタリと止まっている。体中のベルトや錆びた鋼板が軋んだ音を立てていた。回転の勢いは死んだが、再び動き出せば腕一本の力だけでこちらの胴体をまとめて全員切り飛ばす事も難しくあるまい。ここはすでに手持ちギロチンの通過地点だ。

　永遠に動きを止めている訳にもいかない。

【賢者】は首を振らず、横目でぶーぶーの方を見て、

「ぶーぶー、行動を起こしたらとにかくシビュラを庇かばう事。単純な耐久性なら【ロイヤルエルフ】が一番脆もろい」

「ぷきー」

　直後だった。

　ゴンッッッ!!　と。【賢者】とマリンカの飛び道具が、間近に迫った【処刑ウォリア】ではなくぶーぶー達の全身を叩たたいた。

　足で後ろに下がっても間に合わない。

　よって爆風を利用して味方の体を後方へ吹っ飛ばす構えだ。

　行動を起こした事で、ケタ外れのヌシもまた動き出す。

　ギョリッ!!　という不気味な響きと共に、全身の鋼板を軋ませながら【処刑ウォリア】が横よこ薙なぎの一撃を放つ。爆発が生み出した粉ふん塵じんを引き裂くようにして。間合いの外になど逃がさない。一人でも多くの腰を真っ二つにする。そういう目的意識が見えていた。

　しかし、だ。

　誰もそこにいなかった。

　爆発はブラフ。

【賢者】は後ろへ下がると見せかけてむしろ全力で前へ跳んでいたのだ。追いすがる一撃はどうしても大振りになる。動きを止めた【処刑ウォリア】の体勢から横よこ薙なぎが来ると分かっていれば、真下を潜るなり翼で上に羽ばたくなり、回避ルートも見えていた。

「分かりやすくっ、敵の目の前で作戦会議なんか聞かせると思ったか!!」

　裂けたハーフパンツを引っかけたその懐ふところへ潜るどころか、【賢者】はいっそ背中側まで回り込んでいた。ツギハギだらけのレイピアを振るい、【魔法】で切断力を高めてから、鋼板と鋼板の隙間にある腐った肉へ突き刺していく。

「【溶よう断だんメルトカッティング】」

　焼けた鉄板に肉を押し付けるような音が炸さく裂れつし、

「……の、一つで留とどめるはずがないだろうがッ!!」

　ボッッッバッッッ!!!!!!　と。

　深々と突き刺したレイピア型の【兵へい輝き】から、さらに炎の【魔法】が数十数百と重ねて解き放たれた。それはもう、ショットガンというより体内に爆弾でも埋め込んで起爆したような有り様だった。体中のベルトやハーフパンツごと腐った肉が弾けていく。

　だが。

　それでも。

「まだです【賢者】！　離れて!!」

「っ？」

　さしもの【賢者】とて、ぎょっとしたようだった。背中側の魔法陣が強く輝き、慌てたように細い刃を引き抜こうとするも、腐った筋肉を無理矢理締めたのだろう。抜けなくなっている。

　動く。

　錆びた鉄の兜かぶとを被る【処刑ウォリア】は振り向きざまの回転まで利用して【賢者】にギロチン刃の即死攻撃を叩たたき込こもうとしている。

　しかし。

　しかし。

　しかし、だ。

　シビュラをそっと床に降ろしたぶーぶーは、

「ぷーきーィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　叫びと共に、であった。

　とっさに摑つかみかかったのは、【処刑ウォリア】の武器ではなく、歪で巨大な右の二の腕だった。より正確には、腐った筋骨が自己破壊しないよう無理矢理外から押さえ込んでいた、錆さびた鋼板だった。

　ヌシの莫ばく大だいな力、元々の腕の振りも手伝った。

　ぶーぶーが両手で摑つかんだ鋼板から、べりりという生々しい剝はく離り音おんが響き渡った。支えを失った事がどう影響したのか、肥大しきった右腕が半ばから折れ、千切れて、有刺鉄線で縛り上げた手首ごと分厚い包丁は回転しながら飛んでいった。

「お前の本体は『中』じゃない」

　びくんびくんと震える塊があった。

　ぶーぶーが強引に引ひき剝はがした、錆さびた鋼板だ。ゼンマイや板バネのように、ひとりでに蠢うごめいているのだ。

「腐った肉はただの腐った肉だった。【ギミック】は基本的にカラクリ細工だもの。ぷきー、お前の本体は、こっちの板の方だった。だからいくら中を切り裂いたって意味はない！」

　分かってしまえば、だ。

　ぶーぶーの両手が剝ぎ取りにかかり、【賢者】のツギハギレイピアが岩に張り付いた一枚貝を採るような動きをした。残った左腕の振りについては、マリンカの飛び道具を爆発させて軌道を逸そらす。

　お荷物な娘シビュラが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

「終わっ、た？」

　錆さびた鋼板は軒並み引き剝がした。だけど血まみれの肉はまだ蠢うごめいている。

　パチンと指を鳴らして【賢者】が囁ささやいた。

「中に何かあるな。抜いてみろ」

　めりめりめりめりめりめりめりめり!!　という音があった。

【処刑ウォリア】の首の後ろから手を突っ込んだぶーぶーが、腐った肉の中から何かを引っこ抜いたのだ。

　そこだけが、腐ってもいなければ錆さびてもいなかった。

　まっさらな銀や鉄とはまた違う。良く鍛えた鋼特有の重たい輝きがあった。背骨のように体の芯を貫いていたモノの正体は、一振りの大剣だったのだ。長さだけで二メートル以上。常人ならばその長さでも持て余すし、まして分厚い片刃の重さを押さえ込むなど不可能だろう。

　善悪無用。

　刃の側面にはそう刻まれていた。

「ぷきー……」

　片手で摑つかんだぶーぶーは、背骨に似た峰を持つ大剣を掲げたまましばし呻うめいていた。

[image: ]

　余計な言葉なんかなかった。

　アビスが唯一取り損ねた、ラストウェポン。

　そいつがぶーぶーの新たな相棒となった瞬間であった。
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　透明な、分厚い足場であった。

　そこはもはや大空というより宇宙に近い場所。

　虫か何かのように四肢を張り付け、じっと何かを観察している影があった。酸素ボンベも気密スーツもない。剝むき出だしの滑らかなシルエットは、まるで水着を纏まとう可か憐れんな少女のようだ。

　グランズニール＝リジェクト＝スカイ。

　もはや元の製造者である【勇者】を殺害してでも与えられた最初の命令に従い続ける、暴走状態にある最終兵器。

「……、」

　与えられた命令は、人工大気圏の壁を作り、それを恒久的に維持せよというもの。

　しかし兵器は兵器であるが故に、問題や障害に差し掛かった場合取り得る選択にはかなりの偏りがある事に。

　つまり、

（優先目標設定。スカイは初期目標のタスク進行を阻害する要因として人間達の【魔法】を検出。これを物理作業領域全般から排除するため、同生体の根拠地として機能している『宿屋街』を標的登録。兵装選択。候補一から二万八〇〇〇まで策定。有効破壊規模をシミュレーション、最大効率で手段を確定。ロックオン）

　防寒ではなく逆に排熱表面積を増やすためのセパレート装束、その腰の後ろ辺りで九きゆう尾びの狐きつねのように接続された大量のアームが、蠢うごめく。【勇者の槍やり】、【勇者の盾たて】、【勇者の斧おの】、【勇者の弩いしゆみ】……。元はと言えば製造者からの借り物を保全する意味合いで装備していたものだが、スカイの初期目標はあくまで一つ。使えるものなら何でも使うし、そこに躊躇ためらいなど一切ない。

　それらはあくまで【魔法】を管理するデバイスだ。しかしアビスの件で実証されているように、最終兵器もまた【魔法】の行使を可能とする。むしろ人の限界に縛られない以上、アビスやスカイといった人工物の方がより甚じん大だいで広範にわたる被害を生み出す事だろう。

（ハード及びソフトの全安全装置解除。カウントは省略）

　ひとたび大気圏から地表へ撃ち下ろせば、矮わい小しような肉の器に留まる烏う合ごうの衆などひとたまりもない。まさしく巨大な隕いん石せきでもって叩たたき潰つぶすように、宿屋街ごと消滅させる。

　天の上から差し向けられたのは、あまりにも長大な馬ば上じよう槍やり。特有の、ある種の砲にも似たシルエットが高圧電流の火花を纏まとっていく。

　ちょうど、八つの穴から亀裂が広がったおかげで、ちょっとした湖くらいの欠落があったのだ。ダメージは業ごう腹はらだが、塞いでしまう前にせめてこの穴から地表へ一発お見舞いするくらい利用しても構わないだろう。

　無機質な瞳が警戒の黄色に輝く。腰の横の黄の光体がスカートのように広がり、頭の上の、星座に似た歪いびつな魔法陣が輝きを増す。

　一度だけ、その唇が動いた。




「シュート」




　ドッッッガッッッ!!!???　と、恐るべき閃せん光こうが迸ほとばしった。

　スカイの一撃が地表の宿屋街の中心点を貫き、粉々に吹っ飛ばした……のではない。

　あたかも対抗するようだった。

　全く同質の閃せん光こうが地表の一点から放たれ、中間地点でスカイの一撃とまともに激突したのだ。大爆発が起きたのは、かなり高度の高い空中だった。人間業とは思えない。スカイは早々にそれ以外の可能性を列挙していた。

　つまり、

（同型機？）

　不可能だ、とは思う。

　正規ルートで開発されたアビスの存在はこちらでも認識している。しかし、頸けい部ぶを中心に致命的な破壊に見舞われ、まともに四肢を動かす事すら困難ではなかったのか。

　そんなスカイの前提を崩すように、頭に直接コンタクトがあった。

『識別コード・アビスよりスカイ。ｆ‐ｃｈ全帯域モードにて送信中。聞こえていますか？』

「っ？」

『コンタクト確認、レスポンスの受信状況より概算で座標情報を取得。あなたを捉えました、スカイ』

　予想外の状況にエラー報告などを出力している場合ではない。胸の下で警告の黄の三角が輝く。即座にＥＣＭを展開、大気圏外だけで欺ぎ瞞まん反はん応のうを五万以上ばら撒まいておくが、向こうもＥＣＣＭで対抗してくるのは目に見えている。すぐにでも騙だましの反応を中和して再捕捉してくるだろう。いたちごっこでは完全に振り切れない。切れ端のような点の情報を集めて線で結んでいくだけで居場所を追跡されてしまう。

「何故なぜ……？」

　それにしても状況が飲み込めない。

「何故なぜ、どうやって!?」

　巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようground's_nirでも再さい稼か働どうして修繕作業を行った？　いいや施設に動きは見られなかったし、あそこは基本的に問題が起きればハードウェアを丸ごと交換する。つまり、脳や脊椎に近いデリケートな部分を修理してしまえば、『あのアビスとこのアビスは別物』に陥るはずだ。とてもではないが、島に張り付いた生命を守ろうとする動きに結び付かない。

　では何だ。

　アビスやスカイのような超高精密戦闘機械を、よもや牧歌的な島の技術だけで直したとでも言うのか!?　一体どこの誰がどうやって!!
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　タネを明かせば簡単なものだった。

　時間を少しだけ巻き戻してみれば、答えが見つかる。




「お姉ちゃん、これですもん？」

「ええ。基本的にはベアトリーチェさんの【兵へい輝き】の時と同じそうですし」

　主不在のレンガの家の中を、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちがひらひら舞っていた。食物連鎖で言えば下位にあたるメリディアーナやアリス達だが、【イベリコオーク】の寝床をかき分けてまで捕食に来る獣はいない。彼女達にとっては自分で作った集落よりも羽を伸ばせる場所であった。

【妖よう精せい】の姉妹が小さな両手で手繰り寄せているのは、髪の毛よりも細い純金の糸であった。前回、壊れた【兵へい輝き】を直して情報抽出をする際に使ったものである。あの作業自体は不発に終わったが、メリディアーナ達の技術そのものは保持されている。

　つまり。

　壊れた半導体や精密機器を繫つなぎ合あわせ、再起動させる技を習得している。

　彼女達のスケールからすれば、小物を使ってジャッキのように人間大の頭を支え、仰向けで寝かされている少女の首の後ろを下から見上げるだけでも大変な作業なのだが、

「わっ、わあ!!　うなじが開いたですもん!?」

「そんなに驚いては失礼ですよアリス。私達は頼りにされてここへ来ているんですから」

　ベアトリーチェの【兵へい輝き】の時は【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの消毒薬散布や【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの鈍器による風向きの変化などで、舞台となった【涙の洞窟】を無菌状態にしておいた。

　しかしこのレンガの家、なかなか侮あなどれないのが使われている素材である。【妖よう精せい】達たちは適当にツナギの土や樹液を持ち寄ってきているが、実際にはかなりの消毒作用が期待された。まあ、平素の衛生観念を考えれば、これくらい無意識にやっていなければぶーぶーも健康的には生きていけなかっただろうが。

　実際のところ、アビスにとっても予想外だったのだ。

【妖よう精せい】にそこまでの腕があるなら、傍観者の位置に留まる必要はなくなるかもしれない。

「よりよりのより……」

「二番と三番、七四番と九一番を交差させてですもん」

　図面そのものは、唯一素のままでアビスと会話できるらしいぶーぶーが残しておいてくれた。彼の伝言はイラストばかりで読み解きに苦労させられる場合も多いが、今回は配線図さえしっかりしていれば問題ない。

　環境さえ整ってしまえば、後は同じ事の繰り返しだ。メリディアーナやアリスにとってはすでに一度やった作業。肩に力を入れる事もなく、前回よりもかなりスムーズに作業を進めていく。

「ええと、線はこれで全部繫つなぎましたから……」

「後は折れてる首のパーツを固め直せばおしまいですもん。【接着にかわ】で亀裂の隙間を埋めるですもん」

「ちょっと待ってアリス、どうせならここをこうしておきましょう」

「了解お姉ちゃん、ハイテク衣装も全部新調するですもん。言われた事を言われた以上に仕上げるのが【妖よう精せい】のお手伝いですもーん！」

　そして。

　仰向けの状態から体を起こし、銀髪の少女はコキコキと首を鳴らして調子を確かめていた。

「成功ですもん？」

「アリス。無事に起き上がったのですから良しとしましょう」

【妖よう精せい】達たちの質問に対する答えはイエスだったが、アビスはもっと深い意味でそう考えていた。

　……そもそもこの島は、厳密には休眠した巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようである。最終兵器が完成した場合、全機能を停止してエネルギーと資材を全てアビスに与える───つまり島は自己破壊される───手はずになっていた。アビスが『自殺』したのも、これを止めるためだったのだ。

　しかし今、正常に再起動したアビスを前にしても、島の崩壊は始まらない。ようやっと、銀髪の少女はそっと胸を撫なで下おろしていた。

（どうやら、ぶーぶーさんがきちんとやってくれたらしいと判断します）

【迷めい宮きゆう】最深部へ向かおうとしていたぶーぶーにお願いしたのは、兵へい器き工こう廠しようのコアにある演算部位を適度に破壊してもらう事だった。やり過ぎれば島は瓦が解かいし、浅ければアビスへの捧ささげ物ものを止められなくなる。このさじ加減は、電子の流れを直接知覚し、【兵へい輝き】のプロファイル情報書き換えにまで手を伸ばしたぶーぶーにしか調整できないだろう。おそらくアビス自身にも不可能だ。それが可能なら、彼女が一度自殺する必要もなかった。

　本来なら不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵、【イベリコオーク】。

　しかし、己の力を掌握した彼でなければ少女を助けられなかったのだ。

　首は直った。

　片腕はない。武装も解除されている。

　これらについてはぶーぶー達を追う格好でセントラルシャフトを使って【迷めい宮きゆう】探索へ赴き、適切なスペックの部品を拾い集めてくる必要があるだろう。

「……これだけ皆様を翻弄した私が、まさか安全地帯からのうのうと結果だけ待つとでも思いましたか。むしろ真逆、最終兵器アビスこそが最前線の矢面に立つべきと判断します」

　声帯の調子を確かめるような、慎重な口ぶりだった。

　これもまた、【妖よう精せい】達たちから与えられた恩恵の一つ。

　そして気づいているだろうか。

　この少女が自分を表すのに、アビスという名称ではなく私という一人称の呼称を使い始めたのを。これまでのデータのやり取りではない。肉体を取り戻した事でまた変化が生じたのかもしれない。

　当座の作業タスクを列挙し、レンガの家の外へ歩いて出ていきながら、しかしアビスは天空を見上げてこう囁ささやいた。

　その頭の上で、人間達が使うものとはまた違う魔法陣が浮かび上がる。

　どこかスカイとも共通する歪いびつな輝きが。

「待ってなさい、スカイ。テクノロジーの格差を盾にして、あなたが好き勝手やるのもここまでです」
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　そして全ては結実する。

　肉抜きした競泳水着に、ベルト状のサポーターを足したような黒のハイテク装束。カラクリ細工の【ギミック】から毟り取った強度重視の片腕。そして背中一面、三本指で得物を摑む兵装アームをもって、最終兵器アビスが戦線復帰する。

【迷めい宮きゆう】にて過不足なく装備を揃えたのはぶーぶーだけではなかった。

　恐るべき閃せん光こうが地表から放たれ、天からの一撃で瞬殺されるはずの宿屋街を守り抜いたのだった。







　　　第六章　星の外にて
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　スカイが、そしてアビスが何をもたらしたかは、休息を終えて異世界グランズニールへやってきたベアトリーチェ達の耳にも即座に入ってきた。

「ぷーきー……」

　それとは別に地上へ戻ってきたぶーぶーは、何やら片刃の巨大な大剣を片手で掲げていた。【処刑ウォリア】から奪ってきたものだ。ぶーぶーの手にあるから違和感らしい違和感はないが、人間なら両手で無理に抱え込んでも押し潰されるだけだろう。

　ぶーぶーは何だかおめめがキラキラしている。

「見て見てベアトリーチェ、これがぶーぶーの新しい相棒な訳!!」

「……、」

「（あ、相棒って言葉だけで軽めにめらっとしていませんかベアトリーチェ!?）」

「（気をつけろっ、ヤツは無機物だろうが何だろうが情け容赦なく嫉妬するタイプだな。パソコンやスマホにエロ履歴があるだけで爆発すると見た）」

　フィリニオンとアルメリナがこそこそ注意事項の確認をしていた。

　ちなみにぶーぶーの大剣『善悪無用』は一応の切っ先はあるものの、突き刺す事は考慮していないようだ。切っ先については缶切りのように、引っ掛けて力を込める方が効果的だろう。

　ともあれ、これが良いニュース。

　悪いニュースはもちろん大気圏外から今もこちらを睨にらんでいるスカイだ。

　山の中腹にあるレンガの家の前だった。

　フィリニオンやアルメリナが見上げても、当然スカイの人影など捉えられない。ヤツは青空の向こうから一方的に地表を盗み見ている。今に限った話ではない。この数百年ずっとそうしてきたのだ。

「スカイの野郎と決着つけるにゃ上まで登り詰める必要がある」

　アルメリナは真上を指差しながら、

「……ただ、前回使った山のてっぺんから天空領域の島々を伝って『太陽』を目指すやり方は、スカイのヤツも学習してんだろ。何しろそれでベアトリーチェの接近を許し、人工大気圏の壁に八つも風穴空けられてんだから。分かり切ったルートを使ったらまず間違いなく集中砲火を浴びて撃ち落とされるぞ」

「問題ありません」

　すらすらと答えたのは、肉抜きした競泳水着のような格好の銀髪の少女だった。ベアトリーチェ達、【パーセンテージ】系の【魔法】とはまた違った装束だ。外装そのものより肉体全般の強度に自信があるのだろう。何しろアビスは血や肉に依存する生体ですらないのだから。

　首は元に戻り、失ったはずの片腕も【迷めい宮きゆう】から調達してきたようだった。何より、その背中。大量の兵装アームが接続されている上、太いノズルが二つも伸びている。

　長い銀髪を二つに分けた少女の正体は、

「こちらにもスカイと同様、個人携行式のロケットブースターがあります。極めて秘匿性の高い移動式のプラットフォームと考えてください。この深い山や森の中、大気圏外から大雑把に監視するだけでこちらを捕捉できるとは思えません。スカイは島全体に等間隔で敷ふ設せつされたセンサー系とアクセスするグリッド式走査など、地上目線で標的を検索する能力に長たけている訳ではなさそうです。せいぜい【掌ネズミ】大の無人走行機がいくつか、程度でしょう」

「？」

　眉をひそめたのはベアトリーチェだった。

　彼女も背中から【魔法】で作った炎の翼を羽ばたかせる関係か、ある種の疑問が絶えなかった訳だ。

「でも、アビスやスカイはどうやって天空を超えていくの？　確か【妖よう精せい】とか【サウザンドドラゴン】とかは一定以上の高度に達すると浮力や揚力を失うって話だったけど」

「簡単な理屈です。浮力、揚力を確保できる低空域の段階で十分に加速しておき、後はそのままの勢いで飛行不能高度から大気圏外まで一気に突き抜けます。常に羽ばたく鳥というよりは、撃ちっ放しの砲弾をイメージしていただければ」

　うへえ、と声を上げたのはサスペンダーで胸絞って短パンを引っ張るフィリニオンだった。へそ出し水着に対しては、ライト兄弟以前の手作り飛行機械を見るような目だ。

　薄いのに胸元開いたアルメリナは片手を腰に当てて息を吐き、

「……それにしたって地上でブースターを派手に点火すりゃあ、流石さすがにスカイから気づかれるだろ。そこから先は常時ロックオンだぞ。いったん撃ち出したら最後の弾道飛行一直線で何とかなるのか？」

「もちろん、弾道飛行中もブースターを噴かせば左右へ回避はできます。大元の軌道そのものまではねじ曲げられませんが」

　弾道ミサイルの中には地上からの迎撃を阻止するため、ランダムに蛇行しながら標的を目指すものもあるらしい。黒い片腕でボディを補強したアビスが言っているのもそういう事か。

　ともあれ、他に手があるとも思えない。

　思えば、これまで端から端までアビスに主導権を握られっ放しだった。正直に言えば全部が全部納得している訳ではないベアトリーチェだが、事が旧時代ニンゲン達の巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようまで関わるとなると、現代に生きる地球人の彼女達の手に余るのも事実だった。人工大気圏の外に隠れ潜む元凶スカイを表舞台に引きずり出して決着をつけるには、確かに必要な事ではあるのだ。せめて【賢者】や【勇者】ほど利己的で悪辣でないだけマシだと思うしかない。

　ベアトリーチェは意図して深呼吸し、自分の感情をなだめながら、

「で、いつ始めるの？」

　質問に対し、格好だけなら華きや奢しやなアビスは傍そばにいたぶーぶーの太い右足にひっついた。

「あっ？」

「必要とあらば、すぐにでも」

　ボッッッ!!　と、いきなりへそ出し少女の背中にあるロケットブースターが火を噴いた。ぼけっと突っ立っていたフィリニオンやアルメリナが余波だけで容赦なく真後ろへ吹っ飛ばされていく。【火力耐性】一〇〇％がなければベアトリーチェもなす術すべもなかったはずだ。

　両足を地面からふわりと浮かばせ、長い銀髪を二つに分けたアビスは（ほっぺとおっぱい押し付けながら）涼しい顔で宣告する。

「全員は連れていけません。あくまでも個人携行式ですので」

「あァっっっ!!!???」

　そして愛と嫉妬の人ベアトリーチェが慌てて逆サイド、ぶーぶーの左足へとしがみつく。アビスの頭の上とベアトリーチェの背中側でそれぞれ魔法陣が浮かび上がる。

　直後。

　恐るべき速度でアビス、ぶーぶー、ベアトリーチェの三人が異世界の重力を振り切った。

　今となってははるか彼方かなたの地上から脇役どもが何やら叫んでいるようだったが、不平不満はここまで届かない。背中から炎の翼を出すベアトリーチェも、あくまで補助だ。すでにここは飛行不能高度、肉抜き競泳水着にベルト状のサポーターを足したようなアビスも低空域で稼いだ『助走』を利用した弾道飛行に移っている。こんな天高くから投げ出されたら命はない。

　チカカッ、と青空の一点が瞬またたいたのはその時だった。

「ッ!?」

「……、───」

　ベアトリーチェが炎の翼を、アビスがブースターを噴かす。結果ねじれるようにして全員が蛇行し、ついさっきまでぶーぶー達がいた場所を白い閃せん光こうが突き抜けていった。

「邪魔です、軌道が乱れる」

「ばかっ、回避コース読まれてたよ!!　私が介入しなかったらそのまま撃ち抜かれてた!!」

　そうこうしている間にも、青空の向こう側からさらに複数回閃せん光こうが瞬またたく。アビスとスカイは同型機。確かにベアトリーチェというランダム要素がなければスペック表から最適の行動を先読みされて撃墜されていたかもしれない。

「ぷーきー……目が回る」

　一方、右足と左足を摑つかまれデルタの穂先に抜ばつ擢てきされたぶーぶーがそんな呻うめきを発していた。逆にこれだけの速度と高度の中、【魔法】の補助も受けずにその程度で済むのは頑丈な証あかしである。

「それよりアビス!!」

「酸素や気圧の問題なら答えるまでもありませんよ。生存環境についてはこちらの【魔法】で補助しますので」

「そうじゃなくて、それも重要なんだけど、基本的に真上は人工大気圏の壁で覆われているんだったよね」

「今さらそこから復習が必要ですか？」

「……なら、私達が向かっている先は？　まさかと思うけどまんま分厚い天井に塞がれているって線は？　スカイが撃ち下ろしてきたって事はまっすぐ向かえば風穴空いてるとは信じたいけど具体的な物的証拠ある!?」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「うおおーい黙ったよ！　いかにも警告っぽい赤の光も出てきたしっ、機械が計算外でフリーズとか大丈夫なのかよおー一いち蓮れん托たく生しようこの宇宙船アビス号はあ!?」

　しかしすでに弾道飛行に入ってしまったハイテクセクシー少女（？）アビスは今さらブレーキをかけられない。残る手はただ一つ。

「何か障害があったら砕きましょう、ショットで」

「現実の空中戦は敵を倒しておしまいの弾幕シューティングじゃないんだ頭上で進行方向で至近でしょ絶対四方八方に飛び散るって破片の嵐があ!!」

　ぶつくさ言ってる暇さえなかった。

　いくらもの自体が透明であっても圧迫感は伝わってくる。分厚い壁はすぐそこだ。

「うわあっ!!」

　しゃにむに炎の【魔法】を呼び出すベアトリーチェだったが、実際にはガラスの砕ける音はなかった。先に放った熱線はそのまますり抜けていったのだ。どうやら八つの風穴から亀裂が広がって部分的に砕けたのか、ちょっとした湖くらいの広さの大穴を越えた。ぶーぶー達はついに人工大気圏を突き抜ける。

　宇宙。

　まさか異世界くんだりまでやってきて意識するとは思わなかった、未知なる領域。やはり地球とは組成や構造が違うのか、大気圏と言っても、ドキュメンタリー映像にあるような、全てを焼き尽くすオレンジ色の焦熱地獄といった光景ではない。

　ひたすらに静せい謐ひつ。

　青い星を取り囲む、硬く冷たいガラスの外殻。むしろグランズニールの大気圏は冷たい印象すらあった。

「最終兵器アビスは【魔法】を行使、生命維持効果展開中」

　真空なのか、そうではないのか。

　とにかく白い喉を動かすアビスの肉声はまだぶーぶーやベアトリーチェの耳に届いた。

「逆に言えば私が撃墜されれば全員それまで。たかが無機物が替えの効かない生命を持つ個体に要請するのは些いささか不可解とは思いますが、優先防衛対象に設定していただけると助かります」

　しかしのんびり構えている暇はない。

　ここは砕けた地点だった。

　当然スカイは湖の縁に立ち、そこを覗のぞき込こむような格好で大穴から地上を狙っていたはずだ。

　だとすると、

「いる」

　まだ速度も殺せず地に足もつけられないまま、それでもぶーぶーがそう呟つぶやいていた。

　ざらついた銀の二本三つ編みに、着込む事でより冷却を促す黒のセパレート水着に近い特徴的な装束。

　腰の後ろから伸びる、九きゆう尾びの狐きつねのようなアームの群れ。

　地球からやってきたベアトリーチェ達ともまた違うテクノロジーの集合。

「スカイだ！　あいつがこっち見てる!!」

　目と目が合い、警告の赤と黄が輝いた直後だった。

　アビスとスカイ。

　双方の兵装アームが不気味に蠢うごめき、各部の光体が扇のように広がって、そして激しい【魔法】の砲撃のラッシュが始まった。
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「見つけたわ」

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

　メイド三姉妹の長女・色いろ花かがそう呟つぶやいていた。

　場所は庭園、足元に敷いているのはピクニック用のレジャーシート、手にしているのはノートサイズのタブレット端末だが……当然これだけに留まらない。公海上の並列演算ブースターと組み合わせれば、真正面から強引に世界最大手のＳＮＳサイトをパンクさせるほどの『力』を持つ。

「わざと配線や基板を重複させる事でいかなるトラブルが起きても完かん全ぜん無む停てい電でん稼か働どうを実現するノンストップコンピュータ。でもメンテナンスハッチはそれぞれ別口みたい。どうやらシミュレータ側は、そもそもノンストップコンピュータという方式を採用している事実さえ覆い隠してしまいたいようね」

「それが分かると何に繫つながるってんだよ」

　次女の密みそ花かが乱暴に質問を飛ばすと、メガネに泣きぼくろの色いろ花かは少々呆あきれたように息を吐いて、

「出入りしている人間の動線を逆に辿たどっていけば、どこから電子部品や基板を調達したかが分かるはずよ。固定のカメラに記録されるような移動ルートは避けているでしょうけど、今はもうスマホにドライブレコーダー、ドローンに民間衛星、携帯ゲーム機にペットロボット、防犯ブザーにスマートグラス……それこそネットと繫つながったレンズなんてどこにでもあるものね」

　もちろんそれらの錠前を貫いてデータを万全で活用できる色花の腕があっての話だが。

「防衛関係の企業や研究所から購入している線が濃厚だけど、一社独占にしたらシミュレータの図面を外部職員に逆算されかねない。だとすると徹底的に小分けして、数十数百の企業から部品を買って組み合わせるはずよ」

「えと、それで、結論は何なんです？」

　三女の悠はる花かの頭を意味もなく撫なでながらオトナな色いろ花かはこう即答した。

「ウィルス仕し込こみたい側としては窓口が多くて助かるわ、という事よ。適当なエラー報告を偽装して、正規のメンテ職員にパーツ交換してもらいましょう。こちらですり替えておいた裏ＲＯＭとね」

　すり替え、という事は元となる部品や基板と似通った形に偽装する必要がある。色いろ花かのタブレットには部分的な図面もあるのだろう。その上で、彼女は思わずこう呟つぶやいていた。

「……マクスウェル、か。どういう意味なのかしら」

「？」

　ひょっとしたら。

　歴史がほんの少し違っていたら。

　そこにどんな意味が込められていたか、命名の理由を教えてくれた誰かがいたのかもしれない。しかし『この』現実は無味乾燥だ。

　ともあれ。

　徹底した秘密主義のせいで細かく分業が進み、誰も全体像を知らないというのがポイントだ。言われた事しかできないよう教育されているのだから、こっそり一部に手を加えておいても違和感に気づく者はいない。

　分厚いシェルターの中で保護された巨大なシミュレータそのものには侵入できなくても、周りに群がっている作業員が使っているのは普通のスマホやパソコンだ。【兵へい輝き】や【ゲート】にすら干渉する色いろ花かの腕があれば、偽装命令など朝飯前である。

「命令書の書式は、熱暴走の記録を添付して、代わりの機材はバイク便で発送、職員のスマホと荷札の追跡タグを二重追跡、と」

「しっかし、スカイとかいうのは異世界の住人なんだろ。データだけのやり取りとはいえ、一体どんな利害が一致して協力関係に結びついたってんだ」

「今に分かるわ。まあ、大方の予想はついているけれど」

「？」

「【勇者】とやらは三〇〇年以上前からスカイに人工大気圏外壁製造の命令を出していた。スカイはずっと律りち儀ぎにそれを守り続けてきた。嬢の説明に噓うそはないと思うわ。だけど、果たしてスカイの作業効率は一律均等だったのかしら。ひょっとしたら最初の一〇〇年くらいは大雑把な骨組み程度に留とどまって、ずっと空回りだったかもしれない。ここ数十年で急速に最適化が進んだんじゃないかしら」

「それって……」

「地球と異世界。技術レベルは一概に優劣は決められないわ。ただし、各分野ごとに的を絞ってみたら。おそらく『ある分野』においてなら私達の方が上。【賢者】が台頭した冷戦当時、西と東が躍起になって開発競争を進めてきたのは一体何？　どんな分野だったのかしら？」

「うちゅう、かいはつ？」

　歩いて三日で一周できる地べたで牧歌的な生活を営んできた異世界の住人からすれば、宇宙はあまりにも遠い。そもそも星の外に出たいとすら考えないだろう。メイド三姉妹の知る由よしもないが、例外的に豊富な天体知識を持つのは月げつ蝕しよくを操る【吸血鬼カリカンザロス】くらいのものか。太陽の島を長らく守ってきた【大天使】マリンカすら、宇宙にまでは出ていなかった。そして残留思念のトラップは、【勇者】が先に込めてスカイが太陽の島に組めば良い。

「【イベリコオーク】が『朱あか』に蝕むしばまれた時期と照らし合わせれば、実際に人工大気圏の壁が完成したタイミングも分かるはずだけれど」

　そしてこうしている今も、スカイとシミュレータの蜜月は続いている。

　つまりは、

「スカイは、言うほど宇宙開発技術をものにしていない。相手に利用されていると分かっていても、念のための保険で相談役を常に置いておかないと不安になる程度の知識量しかないのよ」

　色いろ花かは細い指でメガネのつるを支え、

「ここをかき乱せば、スカイの大気圏外での挙動にも狂いが生じるはずよ。シミュレータからスカイまで、具体的に攻撃を通す道筋ができてきた。それは巡り巡って、異世界で戦う嬢を有利にする公算が大きい。少なくとも、可能性の死んだ東京で指を咥くわえて見ているよりは有意義でしょう」
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　肉抜き競泳水着にベルト状サポーターを足したようなアビスは自分からブースターに高い負荷をかけ、破砕、その衝撃力さえ利用して強引に弾道飛行のベクトルを潰し、ぶーぶーやベアトリーチェと共にふわりと人工大気圏の壁へと足をつけた。二つに分けた銀の髪が不自然に広がっていく。

　ガラスの足場。

　その下はもはや青い星だ。

　ざらついた銀の長い二本三つ編みがたなびいていた。異形の虫のように四肢を透明な大地に張り付け、黒いセパレート水着に近い装束の腰の後ろから無数の兵装アームをこちらに突き付けてくるスカイ。大気圏外では二足歩行よりも向こうの方が効率的なのだろうか。

　星座に似た頭の上の歪いびつな魔法陣だけが、状況を無視して静かに浮かび上がっていた。

　意外な事に、星の外に出てもまだ重力は存在した。地球の大体三分の一くらいか。ベアトリーチェの髪がぶわりと浮かび上がり、アビスはどことなく胸元が持ち上がっているようにも見える。難しそうに聞こえるかもしれないが、感覚的には水の底をふんわりと歩くのに近い。

　単純に地表からの高さに依存するものか。もしもそうだとすれば、ガラスの壁も重力に引かれている。スカイ自身の【魔法】で人工大気圏全体を持ち上げ続けている事になる。

　それとも、本来は無重力帯ではあるが、瞳に黄の光を宿すスカイが【魔法】で用意した作業用人工環境の『重さ』なのか。どちらの可能性にしても、とてつもない出力だ。

　ここは人工大気圏の壁。

　これよりさらに上に、全てを焼き尽くす天然の防護壁は別にあるのかもしれないし、そうではないのかもしれない。何にしても、スカイは何百年もこれを守り、維持してきた。少しでも危険性のあるデブリや小惑星は全て破壊してきた事だろう。地表ではなく、自分で作った透明な壁を守るために。

「会話は

「不要」

　ミニスカートをたなびかせる、ベアトリーチェからの投げかけが終わる前に断ち切られた。

　直後。

　四肢で地面を摑んだままスカイがわずかにお尻を浮かせ、アームの先にある槍やりや斧おのを差し向けた途端、ガカァッ!!　という凄すさまじい紫電が水平に突き抜けた。

　とっさに背骨に似た峰を持つ片刃の大剣『善悪無用』をベアトリーチェの顔の前でぐるりと回したぶーぶーがその武器でもってイカズチを受け止め、さらに真横に振って、放電。あらぬ方向へ莫ばく大だいな高圧電流を逃がしてしまう。

「【溶よう電でんアークディスチャージ】……!?」

　全てが終わってから、ようやくベアトリーチェの看破が追い着く。何にしても、速い。スカイもそうだが、ぶーぶーも神業であった。彼の『微細な電気の流れを知覚する』力がなければ、今の一発で取り返しのつかない事態にまで追い込まれていたかもしれない。戦闘中に行動不能に陥るのは、単なる即死よりも悲惨な状態に陥る事を意味するものだ。

　元来、空気は電気を通さない。

　落雷は莫ばく大だいな電力によって大気の絶縁状態が無理矢理破られたからこそ起きる、特異な現象だ。そして破られやすいか破られにくいかは空気の組成、湿しつ気け、密度などによって変わり、あらゆる力は頑丈な所を避けて脆もろい所へ流れていく。平たく言えば、片刃の大剣『善悪無用』を振り回して空気の密度を不均一にする事で意図した誘導も可能となる。地球に渡れば戦車の装甲を摑つかんで握るだけで粘土のように潰す、【イベリコオーク】の筋力があれば。

「……、」

　がさささッ!!　と黒い繊維から飛び出た四肢の指全部を使ってスカイは真横へ移動し、次なる一撃の機を窺うかがう。自分で宣告した通りだった。会話に応じる気配はない。そもそもそんな機能さえないのか、スカイは徹頭徹尾最初のコマンドを守るつもりのようだった。それがどれほど甚じん大だいな被害をもたらすとしても、もはや恩恵を受ける【勇者】はいなくなっても。

「ぷきー、スカイ止めるぞ」

　ぶーぶーはくるんと回した大剣を改めて片手で構え直し、

「落ち着いて冷静になってくれたらきっとぶーぶー達の話も聞いてくれるはず。だってこいつはアビスと『おんなじ』なんだから。良いとか悪いとか、そういう理由で戦っているんじゃないんだ！」

「っ？　ダメですぶーぶーさん!!」

　人工物にしては珍しく、アビスから激しい制止の声が飛んだ。

　直後だった。

　轟ごう音おん。腰の後ろと連結したアームを調整する意味で、少女のお尻がぴくんと跳ねる。巨大な盾があっさりとぶーぶーの『善悪無用』と嚙かみ合あい、受け止めてしまったのだ。強度や技術の問題ではない。そもそもぶつかり合った音がおかしい。あまりにも、軽い。

（そうか、ぶーぶーは基本的に重さと速さの殴り一点突破。重力そのものが変動していると威力が削そぎ落おとされる！）

　鈍器のグリップに空けた穴へ五指を通して少女は考える。あまりに高速で動く【イベリコオーク】達は、空気の中を走ったり飛び回ったりというより泳ぐ感覚で自分の体や武器を振り回す。翼のように武器の角度を変えて空気を引き裂く事で、常人には不可能な切り返しを可能とするのだ。しかしそれも、大気組成のおかしい超高空では思った通りにいかない要因になりかねない。アビスは生存環境を整えてくれているが、『生きていられるだけ』ではダメなのだ。

　両手をガラスの大地から離したスカイが、くるんっ、とその場で回った。しかもブースターを噴かしながら。肌に張りつく装束で彩られたそのボディラインに見惚れる暇もない。スカートに似た黄の光体を広げ、強烈な鈍器のような回し蹴りがぶーぶーの巨体をあっけなく後方へ吹っ飛ばす。

　密着される方がやり辛づらかったのか。

　ガッシャ!!　と、改めて。腰の後ろにある無数の兵装アームが音を立ててぶーぶーを睨にらみつける。胸の下、警告の黄の三角がより自己主張する。

「ぶーぶー伏せてッ!!」

　とっさに叫び、丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】のグリップに鉱こう滓さいで巨大化した籠こ手てをあてがい、ベアトリーチェはありったけの炎の塊をボディライン剝き出しのスカイに叩たたき込こむ。こんな小手先で勝負が決まるとは思っていない。せいぜい目め晦くらましになれば良い、くらいの感覚だった。

　願いは届かなかった。

　それは【魔法】か、あるいは機械的なセンサーの恩恵か。分厚い炎のカーテンなど無視して、複数の石の鏃やじりが空間を切り裂いてぶーぶーの体をまともに叩たたいたのだ。

【石せき弾だんストーンツール】。

　血の珠たまが丸い宝石のように浮かび上がるのを見て悲鳴じみた大声を上げたのは、ぶーぶー本人ではなくむしろベアトリーチェの方だった。

　その間に翼のように兵装アームを広げたアビスが前後入れ替わる。半狂乱となりかけたベアトリーチェと代わって、真正面からスカイの兵装アームと取っ組み合いに発展していったのだ。

　あちらこちらで、金属同士で削り合うオレンジ色の火花が炸さく裂れつした。

　極至近で睨にらみ合あいながら、自らの装束に大きな胸が引っ張られるのも気にせずアビスの方が口を開く。

「リジェクト対象者よ。最終兵器アビスはぶーぶーさんほど優しくありません」

「……、」

「そして無機物風ふ情ぜいが何をとお思いでしょうが、簡潔に言って私はキレています。自分が何をしたか分かっているのかッ!?」

　応じる言葉はなかった。

　二人の胸の下で赤と黄、警告の三角が輝く。無数の兵装アームではなく、その細い脚でもってスカイはアビスのへその上を蹴り、強引にでも再び距離を取る。

　スカイにとって必殺の間合いは、アビスにとっても必殺の間合いだ。

　二色の光と共に、両者の頭の上で歪ゆがんだ魔法陣が激しく発光する。




　ドガッッッ!!!!!!　と。




　互いが互いの【魔法】の連打をゼロ距離から撃ち落としては相そう殺さいしていく。それが数百数千数万と重なり合っていく。【賢者】と違って一つの【属性】に限定する気配もない。腐っても最終兵器同士、あんな乱打をまともに浴びたら【火力耐性】一択のベアトリーチェではすり潰されてしまう。ぶーぶーの分厚い筋骨でも押さえ込めないだろう。

　しかし蚊帳かやの外そとに追いやられる訳にはいかない。

「ぷきー、できる事は!?」

「膠こう着ちやく状じよう態たいっ、崩し、お願いします足場をぶっ壊せェ!!」

　連打の反動で大きな胸を揺らしながらのアビスからの要請を受け、ぶーぶーは背骨に似た峰を持つ分厚い大剣『善悪無用』を真下へ振り下ろした。地響きが、沈む。分厚いガラス質はたわみ、それでも押さえ込めずに、透明な大地へ白い亀裂が何本も走っていく。

「っ」

　四肢を地面につけたスカイの露出した細い肩がぴくりと動く。地理的な変化によるものか、最優先の人工大気圏の壁を傷つけられた事が起因しているのか。

　とっさに目の前のアビスより後方に控えるぶーぶーに対し、小さなお尻を浮かせ腰の後ろの兵装アームと接続した【勇者】装備を突き付けるスカイだったが、

「ぬんっ、畳返しです」

　キュガッッッ!!　と勢い良く放たれた閃せん光こうは、アビスが亀裂で分断された陸地を強引に足で持ち上げた事で大きくよそへ弾はじかれた。ひっくり返った透明な地面が盾のように機能したのだ。

　こちらもやはり、防御というより【ヘイト値】の調整が主か。

　ざらついた銀の二本三つ編みを揺らすスカイは、人工大気圏の壁に干渉されるのを何より嫌う。しかし分かっていればこちらから敵の狙いを散漫にしたり、タイミングを崩しやすい。

　二転三転、優先目標が切り替わるスカイはぶーぶー、ベアトリーチェ、アビスなど一つの標的を完全に撃破しきれない。たとえダメージを受けても、そこから立て直す。対し、アビスの狙いは最初から同型機一択だった。攻撃に集中した分だけアビスの連射がスカイを押していく。じりじりとだが、その均衡が崩れていく。

　両腕で自分の胸を抱き胸を潰すようにして、三本指で得物を摑む兵装アームの可動域を確保し、アビスが吼ほえる。

「押し、切りっ、ますッッッ!!!!!!」

「だが甘い、です」

　ゴォ、と。

　何やら巨大な影がぶーぶー達の頭上を覆った。しかし、何が？　すでにここは人工大気圏の壁。これより上を雲などが遮るとは思えないのだが……。

　この激戦の中、迂う闊かつに視線を外すほどベアトリーチェはアマチュアではない。だから最初に変化を捉えたのは、つるりとした透明なガラスの大地のおかげだった。だが、そこに反射して映り込んだモノを、最初ベアトリーチェは正しく認識できなかった。いいや、したくないといった方が近かったかもしれない。

「な、あ？」

　そう言えば。

　人工大気圏の壁を作ると言っても、お尻を小さく振ってアームの調整を続けるスカイはどこからその材料を調達したのだろう。壁を丸々一つ覆い尽くすほど莫ばく大だいな資材を、一体どこから。

　答えは目の前にあった。




　つまり、ケイ素性の小惑星。

　天を覆うほどの大質量が迫りくる……!?




　元々、スカイは惑星の隅から隅まで覆い尽くすほど莫ばく大だいな人工大気圏を建造、管理するためケイ素の扱いに特化していた。地表へ降下する際も大陸規模の緩衝材を用意していたくらいだ。

　手放しであっても、ガラスの塊を操る事だってできるだろう。

　しかし、それにしたってだ。

　ボロ布マントやミニスカートを浮かばせ、しかし【剣聖女】はとっさに言葉を繫つなげなかった。

「じ、冗談じゃ……」

「冗談ですか？」

　素材を得る他に、逆に逸らし、出来上がった壁を守るためにも使われてきたのだろう。

　彼女にとっては何百年も繰り返してきただけの、ただのタスク。

　グランズニール＝リジェクト＝スカイはむしろ無音で首を傾かしげてから。

「スカイには理解のできないコミュニケーションツールです」




　　　　４




　直後。

　容赦なく『それ』は起きた。




　　　　５




　実際。

　直径数百メートル大の小惑星は、そのまま直撃する事はなかった。ベアトリーチェとアビスが大量の【魔法】を浴びせる事で、どうにかこうにか亀裂を入れたからだ。

　しかし間接的にでも莫ばく大だいな被害は発生する。隕いん石せきや小惑星のダメージは地表への落着だけに留とどまらない。たとえ空気摩擦などに耐えられず途中で空中分解したとして、その時点で大量の熱と光と衝撃波を撒まき散ちらすのだ。有名なツングースカ大爆発はこれで二〇〇平方キロ以上が焼け野原と化した。副次効果や継続被害はさておいて、単純な爆発規模で語れば小型核に勝る。

「おおアッ!!」

　とっさにベアトリーチェの方がぶーぶーへ覆おおい被かぶさったのは、やはり【火力耐性】一〇〇％があるからか。互いの体格差があるから全身は守ってやれないが、それでも顔や胸部だけでも防護できたのは大きいはずだ。

　代わりに。

　当然ながら、ベアトリーチェは全身をさらす事になるが。

「……ごっ……ぶ？」

「ベアトリーチェ!?」

　単純な『火』だけでは語れなかったのだ。むしろ小惑星は『土』の色彩の方が強かったのだろう。衝撃波や彼女の頭より大きな破片に背中を叩たたかれたベアトリーチェの呼吸が詰まり、引き結んだ唇の端から赤い珠たまがいくつも散った。ボロ布マントも役に立たない。背中側の空間に浮かんでいたはずの魔法陣が、頼りなく明滅している。

　しかも、ここで終わりではない。

　スカイの耳や腰の横。扇のように広げた黄の光体が妖しく蠢うごめく。

「軌道制御、二発目から二五六発目まで設定完了。有効弾道を維持、無線牽けん引いん開始」

「っ。小惑星が一つでも落ちれば地表の生存環境も瓦が解かいします。何のための人工大気圏ですか、あなたは自分が何をしているか理解するつもりもないのか!?」

「スカイに課せられた命令は一つ、人工大気圏の壁を作り、これを恒久的に維持する事。地表の生体の保護については特に設定されておりません。壁を自己破壊する事にも繫つながりますが、修復にかかる作業コストを許容してでもあなた達妨害者の排除を優先します」

【勇者】に手をかけた時点で分かりきっていた事だった。

　だが、改めてこの破綻。

　目的と手段が入れ替わる、のではない。目的と結果が繫つながっていない。

　そしてどれだけ空回りしてようが、スカイには明確な『力』がある。今のまま放っておけばぶーぶーやベアトリーチェはもちろん、グランズニール全体に甚じん大だいな被害が出てしまう。

　しかし一方で、下手に小惑星へ飛び道具を当てて空中分解を促せば、莫ばく大だいな熱と衝撃波が炸さく裂れつする。あれはもはや、そういうサイズの爆弾だ。速度も硬さも関係ない、凌しのげない。ぶーぶーはベアトリーチェに庇かばわれて何とか生き延びた。あんなものを何度も喰くらっていたら、それだけで削り殺されてしまう。ぶーぶーはもちろん、大切な人まで。

　ならどうするか。

　肉抜きした競泳水着に似たアビスの全身各部が一層禍まが々まがしい赤の光を放った。彼女は金属質の耳の赤い光体を限界以上に開いて、

「有効弾道試算優先標的設定三八の光点をピックアップ一度の破壊による他目標への影響試算最大効率を選択計算終了最優先となる始点を決定」

「違う、アビス」

　と、ぶーぶーがそっと言葉を重ねた。あたかも盤上で複雑極まる駒の動かし方を演じていたアビスの黒い右手を取り、最後の一手を修正するように。

　そう。

　普段は莫ばく大だいな筋肉によって自分の肉体を壊さないようコントロールに大多数を割り振られてはいるものの、ぶーぶーの頭脳とて、それ自体はスパコンに匹敵する性能を持つのだ。




「ここはこうする。ａ４をｒ７に」




　ドッッッ!!　と。

　アビスの兵装アームの一つがぶーぶーの巨体を摑つかみ、そのままはるか頭上へと投げ放った。アビス側のブースターは自ら潰してしまったので、ある種必然の選択でもある。小惑星が人工大気圏の壁に到達するまで待つから破砕時に間近で衝撃波を浴びる羽目になるのだ。ベアトリーチェを守りたいなら、もっと離れた地点で小惑星を砕いてしまえば良い。

　一〇〇メートル単位と言っても、素材そのものが複雑強固な装甲板で保護された訳ではない。あくまでケイ素、剝むき出だしのガラスの塊。ぶーぶーの大剣なら致命的な亀裂を入れられる。

　それでいて、

「何度も何度もやらせない」

　まさに、一直線の突撃であった。

　ぶーぶーは一〇〇メートルに届くガラスの塊へ、全体重を乗せた片刃の大剣『善悪無用』を振り回し、強引に食い込ませ、そして叩たたき割わる。

「ぷきー!!　これで全部片付ける!!」

　ビリヤード、という地球の娯楽をぶーぶーが知っている訳ではない。だがたった一つの小惑星が砕け散った後は、まさに怒ど濤とうの展開だった。大きな塊のまま四方八方へ散らばった破片が別の小惑星へと当たり、軌道をねじ曲げ、後は同じ事を繰り返していく。二番から二五六番までの小惑星が、磁石か何かで引っ張られるように眼下の惑星をギリギリで避けていく。

「っ……」

　打ちのめされたのは、間近で最初の爆発をお見舞いされたぶーぶーだけだ。

　錐きり揉もみ状じようにその巨体が回る。

　だが何事も使いようだ。ブースターや翼を持たないぶーぶーはその衝撃波を利用して方向転換を図る。再び人工大気圏の壁を目指す……だけに留まらない。それこそ流星の勢いでスカイの頭上から、手にした『善悪無用』と共に突き進む!!

　こうなってしまえば、もはや低重力環境で打撃の威力が減衰される問題も無視して構わない。

　ドンッッッ!!!!!!　と。

　大剣を当てるというより、もはや着弾といった方が近かった。回避行動の出遅れたスカイはとっさに複数の兵装アームを頭上にかざして防御の構えを取るが、そのまま沈む。沈み込む。

　しかし。

　たわんでいたのはスカイの兵装アームや骨格ではなかった。足元よりもさらに下。ガラス質の人工大気圏そのものが、あまりの圧を受けて板バネか何かのように歪ゆがんでいったのだ。

　何よりこれを死守したいスカイ側としては業ごう腹はらだろう。だが足元が沈んだ事で、吸われる、炸さく裂れつするはずだった衝撃が、車を支えるサスペンションのように吸収されてしまう。

　ビキリという鋭い音があった。

　一線を越えた。

　黒いセパレート水着に似た装束からボディラインを浮かばせるスカイの立ち位置を中心に蜘蛛くもの巣すのように白い亀裂が走り、その全てが砕け散る。足場の支えを失ったぶーぶーとスカイが、致命的な落下を始める。いいや、それでは正しくない。何しろスカイ側にはブースターがあるのだ。スカイはいくらでも逃げ切れる。落ちるのはぶーぶーだけだ。

　誰もがそう思った。

　しかし。

　しかし。

　しかし。




　とんっ！　と。

　次の瞬間、ぶーぶーが何かを蹴ったのだ。




　それは砕け散って落下を始めた人工大気圏の破片か。いや違う。それはアビスがバラバラに自壊させたブースターの残骸か。いいやそうではない。

「ち、じょう？」

　スカイが、呻うめく。

　最優先保護設定だった人工大気圏の壁を犠牲に捧ささげてなお、消えない脅威を前にして。

「地上から、何かを打ち上げたですって!?」
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　シンプルな話だった。

　この危機を前に戦っているのは、人工大気圏の外まで出たぶーぶーやベアトリーチェ達だけではなかったのだ。

「気張れよ末席！　成否は貴様の手にかかっておるのだぞ!!」

　歩いて三日で一周できる小さな島の海岸線。【ストリオーナ】が発破をかけている相手は、全長一〇〇〇メートルを超える巨竜【サウザンドドラゴン】だった。

　元々、【サウザンドドラゴン】はその巨体を通常の食事では維持していない。何しろ唯一の陸地は歩いて三日で一周だ、普通の方法で栄養摂取していたらあっという間に枯こ渇かつしてしまう。

　よって、【サウザンドドラゴン】はその体内に火、水、風、土の精を大量に取り込み、彼らにエネルギーを生産させていた。言ってみれば寄生虫との共生だろうか。普段の食事に見えたのも、彼らの世話をする際に必要なものを補給していただけなのだ。

　つまり、

「……平凡な【元素】以外の、もっと凶悪極まるエネルギー源があればよい」

　こういう時、【ストリオーナ】はやはり腕組みして仁王立ち、悪辣な笑みを浮かべるものだった。

　植物系頂点の【イレアナ】。

　魔王の称号を持つ【ツェリカ】。

　自律駆動する石像の【フラウゴーテル】。

　可燃性の粘液生命体【フレイムバブル】。

　自らの肉体をも餌に使うトラップ【グルヴェイグ】。

　月げつ蝕しよくを操る【カリカンザロス】。

　これに妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】を加えれば当然出てくる答えは一つ。

「例えばわしら【ブレイクニュース】！　元の出力のケタを飛ばしておるのだ、たかが世界を覆う薄うす膜まく如ごとき、今さら届きませんでしたなどの泣き言は聞かんぞ末席!!」

　そして【サウザンドドラゴン】にもやはり凶悪な得物がある。体内にて生産した莫ばく大だいなエネルギーを集束、一方向に指向性を与えて撃ち出すドラゴンブレスである。




　ゴッッッ!!!!!!　と。




　閃せん光こう、爆音、衝撃波。

　天上に向けて放たれる一撃は直接向けられずとも、傍はたで見ている者にすら極めて強固な耐久性を要求した。仁王立ちの【ストリオーナ】の肌をビリビリと震わせ、黒いリボンワンピースのミニスカートを危なっかしく揺らしている。流石さすがにここへメリディアーナ、アリス、モルガンなど通常サイズの【妖よう精せい】達たちは連れてこられない。

「ここはわしらの世界だ」

　腰に両手を当て、青空の彼方かなたへ消えていく一撃を見送りながら【ストリオーナ】は吼ほえる。

「色々好き勝手やって良い気になっておるようだから教えてやる。この世界に、グランズニールに、端は役やくや脇役など存在せん！　これがわしらの意思だ。世界を返してもらうぞ、招かれざる屋根裏の客よ!!」
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　つまり、それが足場だった。

　踏んだのだ。

　いったんは人工大気圏の壁を破り、足場を失って、自由落下に任せるしかなくなったぶーぶー。そこへ地表から怒ど濤とうの一撃が突き上げられ、ぶーぶーはそれを利用したのである。

「……、」

　一息分の呼吸。

　そこから一気に、だんっ!!　とぶーぶーが再度飛びかかる。ブースターを噴かし、とりあえず落ちないようにする『だけ』しか頭になかったスカイへと。

　もう逃がさない。

　虚はついた。大振りなパンチのような一撃でも、すでに体を振って弧を描くスカイ側は自らが生み出した慣性に縛られてしまう。大きく切り返して避ける手はもう使えない。

　唸うなる。

　ぶーぶーの手にした片刃の大剣『善悪無用』が、精密誘導兵器のように、正確にスカイを追い駆ける!!

「だからどうした……」

　一方、だ。

　譲れないものがあるのは誰でも同じ。

　ギュイ!!　とスカイの眼球が軋きしんだ音と共に大きく見開かれ、黄の光が強まった。

「データリンク接続、アクセスルート地球行き。シミュレータへ回避軌道の演算補助を要請。スカイに力を貸しなさい!!」

　スカイはまだ諦めない。自分の挙動が生み出した人工重力に全身をギリギリと絞られても、自らの体をねじ切るようにして無理矢理動かせば、細かく左右に揺れる。わずか体一つ分だろうが、動けば変わる。完全なるシミュレーションさえあれば避けられる!!
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　しかし、である。

　戦っているのはぶーぶー達だけではないと、先ほど明言した。

　地球側。

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

「入った」

　三姉妹の長女、メガネの色いろ花かがタブレット端末に目をやりながら呟つぶやいた。

　いまいち良く分かっていない顔で横から画面を覗のぞき込こんでいる三女の悠はる花かは首をひねりつつ、

「うう？　実際のハッキングってずーっとキーボードかたかたやってる訳じゃないんですね」

「あなたお料理レシピ見るのにいちいち真っ黒な画面と睨にらみ合あってスクリプトの打ち込みから始めるの？　今ならタップ一つ、いいえいっそＡＩ広告の方から勝手に提案してくれない？」

「結局どうなったんだよ」

　次女の密みそ花かはこういう時シンプルだ。分からないものは分からないまま保留にしておける心の持ち主である。

「すり替えた裏ＲＯＭを正規業者がノンストップコンピュータの並列基板に差し込んだわ。汚染されたのは無停電用のバックアップだけど、同期を取るタイミングでシミュレータ本体にも感染。外から開かない城門を中から開けてもらっているって訳」

「一本道で繫つながった？」

「ええまあ」

　ただし。

　シミュレータは人間達の議会やお役所よりも効率的に、実質的に国家操縦の計画書の作成を手伝う形で実質的に管理してきた存在だ。これを破壊してしまった場合、その影響は計り知れない。ひょっとしたら日本単体で収まる話でもなくなるかもしれない。

　ここが分かれ道だった。

　魔ま法ほう離り殿でんを世界最小の国家にする。全ては、ある少女を守るために。口で言うのは容易たやすい、だが実際に決断できるか。

　そこまで考えて、色いろ花かはふと小さく笑っていた。

　色いろ花か、密みそ花か、悠はる花か。

　この歳としで、それも姉妹全員が政府の裏方についている時点でまともな出生ではないのは明らかだろう。悠はる花かなどは本来なら義務教育を受けていなくてはならない歳としだ。

　異世界がもたらす【ピース】が国家も企業も振り回す中、学歴社会だ何だのレールに乗っかる事にリアリティを感じられない若者は珍しくない。かと言って、本当に命懸けで【迷めい宮きゆう】に挑むだけの勇気がない、という者も。

　彼女達もどっちつかずの位置にいた。

　それでも特別でありたいと願ったから、気がつけばこんな所に落ちていたのだ。

　だから。

　初めて少女の話を耳にした時、羨ましいと思った。

　もっとドロドロした嫉妬があったのも事実だった。

　だけど違ったのだ。




　はるかに孤独で。

　はるかに気高く。

　はるかに真っ当。




【賢者】と目鼻立ちが似通っていた。珍しい【剣つるぎ聖せい女じよ】の素質を持っていた。実際に成果も出した。そんな『迷信』に縛られた人々の手で一方的に魔ま法ほう離り殿でんなんて豪華なだけの牢ろう獄ごくに投じられた少女は、それでも腐る事なく前を見続けていた。

　石造りの独房で、それでも石の床の亀裂から生えた小さな花のように。鉄てつ格ごう子しの窓から差し込むわずかな光を浴びて必死に葉を広げ花を咲かせて。

　枯れさせる訳にはいかないと、そう思った。

　人は容易たやすく歪ゆがむ。自分達がその実例だ。今日まで少女は真まっ直すぐだったが、明日どうなっているかは誰にも分からない。だから、守ろうと。聖人君子に跪ひざまずくのではない。どこにでもいるありふれた少女が、外からの圧力に潰されてベコベコにへこんでしまわないように。ありふれたままで生きていけるように。

　そのためなら、何でもできる。

　そう決めた。

　少なくとも進むべき道も分からずふらふらとしているよりはずっとマシだ。特別でありたいと願って特別な力だけ手に入れてしまったものの、特別な目的を見つけられずにいるよりは。

「……考え違いをしていたのかしらね」

「お姉ちゃん？」

「居場所が欲しいなら自分で作れば良い。どこかの誰かに尻尾を振って頭を下げて、与えられるのを待ち続ける必要なんかどこにもない」

　シミュレータが機能を止めれば国も世界も大変な事になる。

　お題目は結構だが、そもそもシミュレータに守られてきたここはそんなに完璧だったのか。魔ま法ほう離り殿でんなんて名前や容いれ物ものだけ変えた監獄に少女を閉じ込めて、そうでもしないと維持できないシステムは本当に正しいのか。

　そもそも、こことはどこだ。

　これから全く新しい居場所を作る色いろ花か達たちに関係のある話なのか。

「……知った事か」

　悲劇の全てがシミュレータのせいとは言わない。

　だが偶発的に発生する悲劇すら確実な己の利益として計上するそのやり口。病気や事故で死ぬ人間の性別年齢血液型を網羅して臓器ビジネスに結び付けるような統計の悪魔。

　そんなものに振り回される時代は、終わりにする。

　色いろ花か達たちは敬愛する主人に自由を献上するため、今日ここで『囲いの外』に出る。

　色いろ花かはタブレット端末の画面に映るボタンへ細い指先を置く。

　決定的なコマンドを送る。

「知った事か！　もう一度、今度こそ。自由を思い出しなさい、世界!!」
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　砕け散った人工大気圏の壁から足を離し。

　青い星からも遠ざかって。

　ジジッ!!　と回避運動中のスカイの頭がわずかに揺れた。

「……っ!?」

　頼りにしていたものが届かない。そんな顔だった。そして無情だろうが何だろうが時間は進む。自家生産の慣性のせいでろくにコースを変えられないスカイへ喰くらいつくように、背骨に似た峰を持つ幅広の大剣『善悪無用』を手にしたぶーぶーは大きく跳躍している。

　地球も、異世界も。

　多くの人が決着を望んだ。形こそ違えど、得体の知れない支配を断ち切ろうと。誰かの都合で頭を押さえつけられるようにして生きるのはもうやめようと。

「おおっア!!」

　ぶーぶーが、吼ほえる。

　そこはすでに大剣の間合い。スカイが無理矢理にブースターを噴かせたところで、その分厚い刃からは逃れられない。

　ガッシャ!!　と複数の兵装アームがスカイの眼前でクロスした。しかもそれは迎撃の構えではない。とにかく何かクッションになるものを。目の前に飛んできたボールに対して思わず両手で顔を庇かばってしまうような、戦略のない反射の行動でしかない。

　ぶーぶーは迷わなかった。

　ここにきて、全ての重さと速さを『善悪無用』の先に乗せて。最大の勢いで、振り下ろす!!

「っ!?」

　虚空で二本三つ編みを揺らすスカイから息を吞のむ音があった。

　立て続けの破砕音。もはや腰の後ろの兵装アームなど防御の役に立たない。細い枯れ枝をまとめて折るように、次々破断していく。ぶーぶーの『善悪無用』、その分厚い片刃がスカイの瘦そう身しんへと迫る。

　そして。

　そして。

　そして。







（……？）

　最初に違和感に気づいたのは、傍はたで見ていた最終兵器アビスだった。

　おかしい。

　ぶーぶーの一撃は完璧だった。足場にしていた人工大気圏の壁の破壊に巻き込まれるのを嫌って星の外側へと跳躍するスカイ側も強烈な慣性などにより回避コースは限られ、逃げ場を失っていたはずだった。兵装アームを使い捨てるような、なけなしの時間稼ぎも通じない。機械らしく自分の犠牲など厭いとわずに、どれか一つでも武装が残っていればカウンターを決められると考えたのかもしれないが、それでも届かない。ぶーぶーの大剣『善悪無用』が全ての兵装アームを砕いてスカイの頭を叩たたき割わるのは確実だった。

　にも、拘かかわらず。

（……とどか、ない？）

　アビスは作り物の喉をごくりと鳴らし、自分達にとって不利な状況の認識に入る。

（いいえ！　ぶーぶーさんが、自ら刃の軌道を逸そらした!?）







　ずんっ！　という鈍い衝撃がぶーぶーの手首に返ってきた。無数の兵装アームを断ち切った片刃の大剣はギリギリのところで太刀筋をねじ曲げ、スカイの頭ではなく剝き出しの細い右肩へ落ちたのだ。瘦そう身しんが傾かしぐが、未いまだスカイは機能停止しない。

　むしろやられた当人が目を白黒させる生存環境。そんな中、ぶーぶーだけが至近からスカイの顔を見据える。

　もう逃がさない。

　そのまま、吼ほえる。

「……人工大気圏の壁を作り、これを恒久的に維持する事が最優先。地表の生き物を守るようには言われていない。お前そう言ったな？」

「なにを……」

「そいつはお前の意思か。それとも【勇者】に命令された事でしかないのか!?」

　心臓に杭くいでも打ち込まれたような顔をしたのは、至近のスカイではなくアビスの方だった。

「ぶーぶーはピコピコの話は難しくてピンとこない。だけど【兵へい輝き】とかアビスとかと『お話し』して摑つかめてきた事もある。スカイ、お前はいつも人工大気圏の話ばっかりしていたな。まるでそれ以外の事をしちゃいけないみたいに！　本当のところはどうだった？　お前は、自分の意思で！　こんな事を続けたかったのか!?」

「ス、カイは……」

　何かから逃れようとするように、スカイは身をよじろうとする。だけどダメだ。ぶーぶーの大剣ががっつり肩に食い込んでいるため、今さら逃避など叶かなわない。

「スカイは、人工大気圏の壁を作り、これを恒久的に維持します。スカイはそのために製造され……」

「違う!!」

　定形のメッセージによる拒絶を、ぶーぶーは真正面から叩たたき潰つぶす。

「何のために生まれてきたかなんて話は誰もしてない。それを言ったらぶーぶー達【イベリコオーク】はアビスと戦うために進化を繰り返し、【勇者】に利用されてカラダの材料にされた。アビスもアビスで【冥めい府ふの王】と戦うために全てを犠牲にするよう無理強いされた！　ベアトリーチェだって、フィリニオンだって、アルメリナだって、きっと周りのみんなから『役割』を期待されて押し付けられてる！　でも肝心なのはそこじゃない!!　何かを願って生み出されてきたぶーぶー達が、実際には自分の意思でどんな風に生きるかだ!!　ぷきー、そこを履き違えちゃダメだぞスカイ。そんなの生きているなんて呼べない!!」

「……、」

「その口で言ってみろ、ぶー、お前の言葉で決めるんだ!!」

　ぶーぶーは、言葉を止めない。

　押し切る。

　ここではそうしないとダメだ。誰かがそうしてやらないと！

「結局、人工大気圏の壁が何だって言うんだ！　そんなの何百年もかけて守り続けて何になった!?　ずっとずっとお星様の外で一人ぼっちのままで、そんな中ぶーぶー達を見てきたんだろう。笑って、泣いて、ケンカして、そんなのを誰にも気づいてもらえない場所からぽつんと見ているしかなかったんだろう！　その時何を思った？　本当の本当に、言われた事を続けるだけの人生で満足できていたって言うのか!?」

（スカイは、与えられたコマンドが、人工大気圏の壁を……）

　声にする事を、拒む力が働いた。

　その葛藤を耳にできたのは、ぶーぶーに微弱な電気信号を読み取る力があったからか。あるいはもう、顔に書いてあったからか。

「お前は!!」

　多くの力が集まった。

　たくさんの人がチャンスを与えてくれた。

　だから、半はん端ぱなところでは終わらせない。何も聞かずに殺しておしまいなんて形で汚させない。

　絶対に。

「本当の本当はっ、どんな風に時間を使っていきたかったんだ、スカイ!!!!!!」

【イベリコオーク】としての強きよう靭じんな筋骨よりも、肩に食い込んだ分厚い大剣『善悪無用』よりも。ひょっとしたら、その言葉の方がスカイの何かを砕いたかもしれない。

　ぐっ、とスカイは可か憐れんな唇を嚙かんだ。

「スカイも……」

　そして。警戒の、黄の光が消える。耳や腰の横、扇のような黄の光体も畳む。

　胸の下から警告の三角を消した少女は絶対に叶かなえられない何かを、口の中で呟つぶやいた。




「スカイも、みんなと一緒に歩きたい」

「ぷきー、なら任せろ。お前もう泣くな」

[image: ]




　即答。

　それ以外の答えなどないと言わんばかりの。

　逆にスカイの方が面めん喰くらう中、至近でぶーぶーは笑う。

「ぶーぶーだって一人ぼっちだった。みんなに助けてもらった。だからぶーぶーは、その力を絶対にないがしろになんかしない」

　バヂッ!!　とぶーぶーの声に合わせて、何かが弾はじける音が響いた。

　排熱表面積拡張、黒いセパレート水着に似た装束のスカイは驚いた顔で、

「これ、は？」

「頭の中の何かがお前の生き方を邪魔するなら、ぶーぶーがそいつをぶっ壊してやる」

　ぶーぶーは、笑っていた。

　笑ってこう言った。

「大丈夫だ、ぶーぶーはピコピコの話ピンとこないけど、前にもいじくった事ある。ぶーぶーならお前を助けられる！」

　思わず顔を上げたのはミニスカートをたなびかせるベアトリーチェだった。かつてぶーぶーが少女を助けるため、【兵へい輝き】のプロファイル設定を書き換えようとした時、何が起こった？

　そこから抜け出すための戦いではなかったか。

　もう一度、どん底に落ちるというのか!?

「ダメ、ぶーぶー!!」

　しかし。

　しかし。

　しかし、だ。

「大丈夫」

　確かに、そんな声があった。

　破れかぶれの感動劇にはもう逃げないと。

「ぶーぶーだってみんなに助けてもらった命を粗末にしない。ぷきー、ちゃんとみんなで帰るんだ、誰も欠けたりなんか許さない!!　一人も、そう一人たりとも！　それはスカイも、ぶーぶーだってそうなんだ!!」
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　実は、だ。

　ぶーぶーは土の中から這はい出でて目を覚ました後、赤い鎧よろいに白のミニスカートの美女からその辺を追い回された事がある。

「コラぶーぶー!!」

「ぷーきー!?」

　泣いても謝っても許してもらえず、丸めた羊皮紙の束で頭をバカスカ叩たたかれまくった。とはいえ、勝手にくたばってみんなを心配させたのだから自じ業ごう自じ得とくかもしれないが。

　こういう時、ベアトリーチェではダメだ。彼女は再び目を覚ましたぶーぶーに飛びついて泣なき喚わめくくらいしかできない。

　よって、ある意味でベアトリーチェ以上に【イベリコオーク】を知る人物しか適任はいなかった。ぶーぶーをしばき倒すのは【賢者】の仕事だったのだ。

「ベアトリーチェ助けたいからって全体的に無茶し過ぎだ！　何だっ、自家発電で感電して天国に飛びかけるとか。そんな間抜けな生き物見た事もないぞ!!　メスに喰くわれるカマキリより悲惨じゃあないか!?」

「ぷきー……。でもアビスが教えてくれた、あれがなかったらベアトリーチェ助けられなかった」

「あいつは困難に差しかかると自殺を図るっていうのぶーぶーもその目で見たよね!?　手首傷だらけの病み女の感動的な言い分なんか真に受けるな!!　あいつは何かと引き換えに命を落とすのを美徳か何かと勘違いしてんだよっ!!」

「いっ、いたいー……。ぶーぶー頭叩たたかれ過ぎて首が引っ込むかもしれない」

「馬鹿者には良い薬だ」

「ていうか丸めたそれ何？　伝説のすごい武器？？？」

「これは今度発刊しようとしている宿屋街新聞。私、暇潰しがてらに異世界のメディア王になるつもりだから。この際【イベリコオーク】に対する偏見を片っ端から吹っ飛ばしてくれる」

　しれっととんでもない一言が出てきたが、情報化社会の脅威についていまいちピンと来ないぶーぶーとしては首を傾かしげるばかりだ。

　ベアトリーチェと良く似た誰かは自分の肩を丸めた羊皮紙でトントンと叩たたいて、

「とにかく、次から無茶する時はきちんと私を待つ事。破壊の権ごん化げみたいな最終兵器よりも、私の方がよっぽどまともな助言を与えてやれる。こっちはこれでも【賢者】なんて呼ばれているのよ。もっと私を頼りなさい」

「ぶー……でも【賢者】は自由気ままで神出鬼没だから、頼りにしたい時は大体どっか行ってるような、痛いっ！　ぷっぷぎーィいいいいいいいいい!?」

　ついにくるんと丸まった尻尾を摑つかんで引っ張られ、涙目でぶーぶーが飛び上がった。やはり【イベリコオーク】の扱いにかけて彼女に勝る人物はいない。あの強靭生物・長老をもってして【賢者】の目の届く範囲では決して盗み食いはしないと言わしめるだけはある。

「つまりだねぶーぶー。方法論は間違っていなかった、だけどあのやり方だと安全基準をガン無視してるんだ。私はそういう、感動的だけど無意味な決断は好みじゃない」

「ぷきー？」

「ものすごく平たく言えば、感電するのが困るんだろう」

【賢者】は吐き捨てるように、それでいて的確に要点をまとめる。

　その上で、

「ひょっとしたらぶーぶーは命を懸けてベアトリーチェを助けて、ある種満足……いいや、いっそイイ気になっているかもしれない。変な自己犠牲が癖づくのを避ける意味でも、私もたった一言でその鼻っ柱をへし折ってやろう。覚悟は良いか、ほんとにたったの一言で全部台無しになるぞ？」

　お説教というよりは、まるで特大のイタズラを仕掛ける子供のように意地の悪い笑みだった。

　たじろぐぶーぶーへ、【賢者】は真正面からこう言ってのけたのだ。




「……つまり、アースについて考えろという訳さ」




　　　　11




　地球の人間なら何だそんなものかと思うような事でも、順当な積み重ねのない異世界の住人にとってはそうとも限らない。

　そもそも電気と言われても落雷か衣類のパチパチくらいしか思い浮かばない世界だ。

　しかし、アース。

　アース!!

　ここは歩いて三日で一周できる地上の島ではない。あるのは星の中と外を区切るガラス質の人工大気圏、その壁。

　普通であれば、ただのガラスは電気を通さない。よってアース……余分な電気を逃がして安全を確保する術には使えない。

　だがこれは【勇者】が惑星環境全体を変貌させるため、スカイに命じて作らせた特殊な壁だ。天空から降り注ぐ光を自在にねじ曲げ、空気組成を化学結合させたり、熱の蓄積によって大地を隆起させたり、諸もろ々もろの変化を起こすために用意された一天体制御端末。つまり、ただのガラスではない。何らかの手段───おそらく高確率で電気に依存した───で光の屈折を操る事ができるはずなのだ。例えば、ガラス内部の密度をコントロールするなどで。

　電気が通るなら。

　見渡す限りの広い面積を確保しているなら。




　後は大地と同じ。

　ぶーぶー自身を守るアースとして扱える!!




「おおア!!」

　片刃の大剣『善悪無用』なんか、もういらない。

　額と額をぶつけ、ぶーぶーが吼ほえる。スカイは確かに全ての元凶だった。でも彼女が悪かったのか。リジェクトなんて冠は必要だったのか。罪は裁かれなくてはならないかもしれない、だけどそれは永遠に許されてはならないものなのか。

　その全てに。

　ここで今、答えを出す。

　製造者たる【勇者】、ヤツの妄念が生み出した命令を作り物の頭から取り除く。初期コマンドを失った後に残るのが本物のスカイ、彼女が自分で育んできた全てだ。それを見極める。たとえ【勇者】の命令に逆らえずひどい事をさせられてきたとしても、長い時間の中で【勇者】の存在すら放り捨ててしまったとしても、全部終わった後に待っているのがどこにでもいるありふれた女の子なら、ぶーぶーは許せる。そう思う。今の今までずっと一人ぼっちだったスカイを許してもらえるよう、誰にだって頭を下げられる。そんな明るい救いのある可能性を見るためなら、挑戦するだけの価値がある!!

　勝負なんかどうでも良い。

　生死の話なんか誰もしていない。

　肝心なのはただ一つ。

　今まで笑う事も知らなかったこの少女を笑わせる事ができるか、数百年の孤独を打ち破れるか。そこだけブレなければ後は本当にどうでも良いッッッ!!

「【勇者】……」

　ぶーぶーにはスカイやアビスに使われる複雑高度なプログラム言語は理解できない。

　全ては感覚の話。

　彼女の頭の芯に、何かどす黒いものがわだかまっていた。ドロドロとして形の安定しないそれは、ぶーぶーが見知らぬ人達から意地悪された時に感じる想おもいを、もっともっと凝縮したモノのようにも思えた。

　スカイの内側から発生したモノなら、哀かなしいと思っただろう。

　だけど違う。

　周囲から明らかに浮いて見えるソレは、スカイが生み出したモノではない。切り貼りした異物。よそから誰かの手で無理矢理に埋め込まれ、取り外す事もできなくなった、悪事の元凶であった。

　だから、その時。

　ぶーぶーの胸の内で疼うずいた感情は、もはや怒りであった。

「お前のお話はもう終わった！　だからスカイを、ずっとずっと何百年もお前に縛られ続けてきた女の子をっ、もう手放せ!!　いい加減にっ自由にしろォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」
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　ズバヂィッッッ!!!!!!　と。

　漆黒の宇宙を焼くほどの青白い閃せん光こうが、確かに炸さく裂れつした。

　そして彼女の頭の上にあった闘争の象徴、星座のように歪いびつな魔法陣が、静かに消えた。







　　　終　章　オープンワールドはこちらです




　山の中腹にある小さな丘だった。

　人間達が拠点として使っている宿屋街を見下ろせる、ぶーぶーのお気に入りの場所。だけど今、彼はここにいない。

　赤い鎧よろいに白のミニスカートを穿はいた【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは静かに丘に佇たたずんでいた。

　傍かたわらにいるメガネの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが含みを持たせた笑みと共にこう尋ねた。

「ふふ、ひょっとして寂しかったりします、ベアトリーチェ？」

「……、」

「ばかっ、フィリニオン！　ベアトリーチェはこういう話でマッタク冗談の通じない粘着ストーカータイプだっての忘れたのか!?」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが慌てたように叫んだが、多分このクソ馬鹿野郎は対人地雷一個回避する間に核地雷を何個も起爆させている事実には気づいていない。

　ぶーぶーは今、眼下に広がる宿屋街に向かっている。スカイを受け入れてもらうため、彼女と一緒に頭を下げようと。

　考えられただろうか。

　つい最近までこの丘で背中を丸めて一人寂しくお祭りを眺めていたなどと。

　誰もが成長する。

　そうありたいと望む限り、同じ所で足踏みなんか続けない。

「……そうね」

　そして、灰色のボロ布マントを揺らしてベアトリーチェもまた一歩踏み出した。

「確かに寂しい。それ以上にイラつく。なに、強いから守ってくれないって。精一杯頑張って力をつけてきたっていうのにそれが邪魔になるってどんな時代なの？　っていうか」

　己の弱さを認める事。

　そこから先へ進む事を願ったのだ。

「……だけど、どうしてかな。スカイを斬り捨ててみんなにこにこ平和を満たすぶーぶーの姿なんて、もはや想像もできないんだよね」







　つまり、結局こういう話だった。

　彼女の愛するヒトは、そんなに安い男ではない、と。







　そこは歩いて三日で一周できる小さな島だった。

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】から天を衝つくような【ドラゴン】まで、実は多様な生態系を育んできた異世界だった。

　その島では色々な事があった。

　本当に色々あった。

　だけど、最後の最後にはみんながみんな笑って許し合った。そして一歩ずつでも前に進んでいった。地球からやってきた人間達がグランズニールに魅力を感じていたのは、地下に広がる【迷めい宮きゆう】に限った話ではないかもしれない。ひょっとしたら、こんな風土や空気にこそ惹ひかれて大きな可能性を夢想していったのかもしれない。

　もちろん、ただ黙って永遠に享受できるとも思えない。こののんびりとした世界を守るため、多くの者が衝突してその身を削り合った。利害、偏見、そして互いの立場や正義。様々なものを天てん秤びんにかけて、今日までこの空気を守ってきた。

　それなら、大丈夫。

　新しい仲間を迎え入れたくらいでは、グランズニールは壊れない。




「スカイは、スカイと言います」




　人間達の宿屋街で。

　今や仲間として迎え入れてもらったぶーぶーは、でもそこに留まらない。かつての自分と同じように一人ぼっちだった少女の背中を押して、そして今、この奇跡が完成した。

　多くの者の前で。

　ありふれた少女はこう言ったのだ。




「たくさんの人にご迷惑をおかけしてきました。全ての元凶と言われても文句はありません。もしも、それでも、もしも受け入れていただけるなら、これ以上の事はありません。皆さんよろしくお願いしますっっっ!!!!!!」







　　　あとがき




　そんな訳で鎌かま池ち和かず馬まです!!

　最終巻の七巻です!!　前の六巻で『一応の』エンディングを迎えたぶーぶーでしたが、穴埋め問題的にあちこち謎な部分が残っていたはず。今回はそういった消化不良問題を徹底的に潰していく答え合わせ的なポジションと、ぶーぶーやベアトリーチェを始めとして幸せになる事を諦めなかった者達へきっちりハッピーエンドを提示する狙いがありました。この辺り、【賢者】や長老なども印象的ではなかったでしょうか。

　エンディングのその先、という構成はゲーム的な要素を多く取り込んだぶーぶーらしい作りにできたかなと思っていますが、いかがでしたでしょうか。







　内部的なお話をしますと、別枠の『とある魔ま術じゆつの禁書目録インデツクス』が、シリーズの長期化によって応用的な魔術の描写が増えていったため、オカルト魔法関係の簡略化、あるいは若返りをやりたかったという意図がありました。『未み踏とう召しよう喚かん://ブラッドサイン』における『言語ベースによって架空の神話体系をフィクション内部で創造する（つまり取り扱う題材を世界中の神話の中から探すのではなく、こちらから作る）』とはまた違ったアプローチですね。多くの資料をひもとく必要がないのは助かりましたが、代わりに厚みや重さを与えるのが大変だったかな、というのが正直な感想です。炎を得意とするベアトリーチェの【魔法】にメタルジェットや山火事を引き合いに出したり、氷を得意とするヴィルデフラウに液体窒素まわりの説明が多いのも試行錯誤の痕跡と捉えていただければと。

（……ちなみに彼女達の『ハンドル』については、『女悪魔、妖よう精せい、魔女、古典文学のヒロインなど、伝説の中で生きる女性』で固めています。例えばベアトリーチェは『神曲』の主要人物、フィリニオンは古代ギリシャの物語に登場する少女の幽霊、アルメリナは魔女の専門書で紹介されたサキュバス、などですね。【ストリオーナ】は魔女（あるいは吸血鬼？）ストリガで検索した方が見つかりやすいかもしれません。野郎についてはぶーぶー、オメガ、長老、【スカルウェーブ】など、モチーフのないあだ名だけで徹底しています）

　魔法や魔術は素朴に雨乞いで祈るおまじないから手順がテキスト化され複雑さを極めた近代西洋魔術まで本当に様々で、エンタメとして取り上げる際にどれが正解かははっきりとしていません。そういう意味も含め、一〇年以上続けてきた別シリーズとは逆振りで立ち向かったぶーぶーは非常に大きな収穫があったと言えます。







　最後の敵は深しん淵えんを意味するアビスと正反対の意味を持つスカイ、そして舞台は宇宙となりました。ファンタジー世界では割と珍しい記号性かも？

　大ボスが勇者装備で統一して身を固めているのも何気にポイントで、純粋な悪より正義の裏に何かある方が私の好みに合うようです。これもまた、別枠のオブジェクトや白き女王を見ていただければ顕著かもしれませんが。

　そういう意味では、主人公に【イベリコオーク】を据えたのも、素朴な善行や正義を語っても鼻につかない立ち位置を自分が望んだのかもしれません。バトルでも対人関係でも良い、やはり最強キャラは何かしら一点でも餓うえてこそ華。本当に何の不満もなくただ望む日々を願うまま享受するだけのヒーローから物語は生まれない、というのが稚拙に文章を書き殴ってきたなりに得た、私なりの考えだったりもします。

　そう。

　このシリーズが幕を下ろす時は、ぶーぶーが本当にあらゆるコンプレックスを乗り越えて満たされる時かなと思っていました。それがこの七巻で果たされたのです。だからフィナーレはスカイを救い、人間達の集まる宿屋街で締めくくっています。戦って効率的に相手を破壊するのが『最強』じゃない。もう死を望むアビスの自殺を止められず、丘の上から一人寂しくお祭りを眺めているぶーぶーではなくなったのです。

　本当の強さとは何か。ぶーぶーが越えるべきハードルは。いかがでしたでしょうか。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、山やま本もとさん、見み寺てらさんには感謝を。イラストの形で命を吹き込んでいただいたぶーぶーとベアトリーチェの物語は、皆様に支えられてここまで漕こぎ着つける事に成功しました。キャラクターや世界観はもちろん、各キャラの魔法陣などでも大変お世話になりました。今作も最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございます。

　そして読者の皆様にも感謝を。普通のエンディングの先にさらになんかある！　という表現をしたいが故に結構特殊な構造になってしまいましたが、こちらに目を通していただいた皆様は、六巻最後のアビスの問いかけにノーと返した皆様のはず。それだけこのシリーズを愛してくださった事、感謝に尽きません。本当にありがとうございました。願わくは、次のシリーズでまた会えます事を。










　それでは、今回はこの辺りで。

　皆様の心の中で、彼らの幸せな日々が続きますように。




　スカイ？　好きだよ


鎌かま池ち和かず馬ま















　二つの影が互いに絡からみ合あうような軌道で、青空を飛び回っていた。

　傷んだ色の銀髪をたなびかせ、背中のブースターから炎を噴き出しているのは警戒の色を捨てたアビスとスカイ。

　時代は変わっていた。

　比喩表現ではない。宿屋街から見上げる【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラは思わずといった調子で呟つぶやいていた。

「まさかほんとに【ピース】が駆逐されちゃう時代がやってくるなんてですう……」

　元々、人間がグランズニールに興味を示していたのは、【魔法】を覚えて地球の物理現象ではできない事を起こすところにあった。半導体、新薬、燃料電池……。手から炎を出すだけでも顕微鏡スケールで見れば異形の発見に繫つながる。異世界から地球にマクロな物品を持ち帰るのは難しくても、データは【兵へい輝き】に詰めて持ち帰れる。これが【ピース】。行き詰まった研究分野に突破口を与える、人の文明を発展も絶滅もできる莫ばく大だいな力を持った可能性であった。

　が、

「それはまあ、【迷めい宮きゆう】全体が巨大な兵へい器き工こう廠しようなんですもの。私有地だから入るなと主張されてしまえばそれまでではなくて？」

　十字剣に全身ベルト巻きの痴女ヴィルデフラウが投げやりな調子で応じていた。

　今の今まで、【迷めい宮きゆう】は誰のものでもなかった。だから地球からやってきた人間達は国家、企業、言葉、宗教などなど立場が違っていても、皆が一つの地下に潜って競い合うように探索を進めてきたのだ。それも、『持ち主』が現れてしまえば手出しはできなくなる。

　アビスやスカイの登場は、人類に停滞をもたらしたのだろうか。彼女達を受け入れた宿屋街の人間は可能性を潰され、馬鹿を見たのだろうか。

　そうだとすれば、長い長い金髪を三つ編みにしてぐるりと大きな輪を描くグルアガッハや金髪ポニテ縦ロールのルサールカもこんなのんびりとした顔はしていないだろう。

「本当は誰もが【兵へい輝き】を置いて立ち止まるきっかけがほしかった、という事なのでしょうね」

「それでも異世界入りはやめられませんけどねっ、お姉様！　結局、グランズニールに魅力を感じていたのはスリル溢あふれる実戦じゃなかったんですよ」

　で、だ。

　心穏やかな四人が表の通りに出したテーブルを囲んでいる理由は何故なぜか。

　答えは宿屋兼酒場の一階部分、食事メインのすげー雑な社交場にある。




『やっぱりここは分かりやすい【サウザンドドラゴン】と手を結ぶべきだと思う！　だってこっちの島と向こうの大陸を一瞬で行き来できるとか無敵過ぎるもの!!』

『いいや【イレアナ】さんを押さえてハーブ系を独占するのが先です！　てっぺんだけ取っても土台がぐらついたら意味がありません！』

『生命保険でも不動産でも良い、とにかく金になる事何かないのか!?　だーらっしゃあげるぶるがっっっ!?』




　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ。

　いいや、それだけに留とどまらないのか。歴戦の猛も者さ達たちの矛先が変わっていた。【迷めい宮きゆう】はダメになった。だから何？　今のトレンドはグランズニールで元々生活していた【亜あ人じん】達たちと手を結んでビジネス契約し、彼らの知識技術を教えてもらって地球に持ち帰ったり、島の自然にある資源をやり取りする交易などだ。

『【母ぼ胎たいの甕かめ】だ！　あの湖の底に【サウザンドドラゴン】の母親が眠り続けているんでしょう？　デカい竜が二匹とか、独占できたら絶対交通手段に革命が起きるって!!』

『水面全部【ストリオーナ】さんの猛毒まみれでしょう。どうやって地獄の膜を取り除くんですか!?　バカ!!』

『絶対不可能なら、それはそれで逆に商機？　ライバル【ギルド】を焚たきつけて、できもしない巨額プロジェクトを勝手に走らせれば狙った相手に大ヤケドを……』

　テーブルを囲んだまま青空を見上げるフルドラ達の遠い目が止まらないが、醜い金の摑つかみ合あいだけでは終わらなかった。

（実は湖の表面を凍らせて取り除けば何とかなりそうな）青い巻き髪のヴィルデフラウは呆あきれ果はてたような顔で頰へ片手を当てて、

「まったく、人類全体がいっせーので【迷めい宮きゆう】そのものを放り捨てた時は、でっかい善っぽいものを感じましたのに……」

「ザ・錯覚よそれ。未いまだに貨幣代わりに使われているのは【迷めい宮きゆう】で作られる【ギミック】の『歯車』なんだし。ようはめんどい造幣局とか銀行とかの仕組みを、カラクリ細工のあの娘達に丸ごと投げちゃった方が楽して金かね儲もうけに専念できるって考えたんでしょ」

　ぴっちりしたレオタードに分厚い装甲やブーツを足したルサールカはテーブルにあった石の歯車を指先でつんつんしながら、そう呟つぶやいていた。

「よいしょ、と」

「おっ、メリディアーナさんだ」

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】がテーブルの真ん中にあったアロマオイルを継ぎ足ししていた。あれだけ臆病で人前には出てこない種族なのに珍しい……とはならない。

　ちょっと視線を上げればガールズグリルなる肉料理のお店の経営に乗り出した【ロイヤルエルフ】が食材の入った紙袋を抱えて通りを歩き、【大天使】マリンカは大小セットで尖とがった屋根の上で宿屋街新聞とやらを広げて仲良く目を通している。教会の方に行けば見み目め麗うるわしい【シスター】が何かと言うと（女性限定で）博愛主義の激しい白骨をどつき回す新たな風物詩を目にする事ができるだろう。

　貴重な取引相手となった事で、人間は多種多様な【亜あ人じん】達たちを排斥できなくなったのだ。良好な関係を築けなければ、有利な契約は結べない。

　悪い事ばかりではない。

　例えば、だ。










「結局失敗したなあ……」

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

　メイド三姉妹の次女、密みそ花かがそんな風に呟つぶやいていた。土ど壇たん場ばまで魔ま法ほう離り殿でんを世界最小の独立国家にする計画が進んでいたのだが、最後の最後でひっくり返された。これが利権まみれの権力者やその裏で蠢うごめくオーバー・ザ・ウォールやシミュレータの妨害工作ならば怒りを収める必要はないが、彼女達の敬愛する主人が知らずにやらかしたというのなら文句の言いようがなかった。

　長女の色花が、珍しく小さな子供みたいに唇を尖とがらせながら、

「……まさか、自ら【迷めい宮きゆう】を封じて【ピース】に支えられた世の中を変えてしまうとはね」

　赤いドレスの少女一人で国民税収総額の一五％を賄っているほどだったのだ。その収入こそ、小さな国を支える柱になるはずだったのだが、これで白紙に戻ってしまった。

「どうなるんでしょうね。これから」

　小動物系の三女、悠はる花かがそんな風に尋ねてきた。

【迷めい宮きゆう】探索や【ピース】の利点が消えた以上、永なが田た町ちようや霞かすみが関せきも無理して赤いドレスの少女を一ヵ所に幽閉し続ける理由はない。しかし一方で、それは六ろつ本ぽん木ぎ一等地にある魔ま法ほう離り殿でんをいつまでも存続させる必然性もなくなった事をも意味していた。

　……それで正解だったのかもしれない、と今さらながら色花は思う。独立する自由になると言いながら、結局は新しい小国の財源はドレスの少女しかいないのだ。魔ま法ほう離り殿でんを支えるために赤いドレスの少女が危険な【迷めい宮きゆう】に潜り続けるしかないのなら、そんなのは解放した事にならないのではと。失ってみて初めて得る視点というのもあるものだ。

　守ってやると言っておきながら、結局は、守ってもらっていた。

　彼女達の主人は、さらに先を見据えていたのかもしれない。

「分からないわね」

　メガネに泣きぼくろの色いろ花かはこう囁ささやいた。

「ただどんな形になるにせよ、もう私達や嬢がここに縛られる事はなくなったでしょう。別に、嬢の【ゲート】さえ確保と再設定できれば四畳半のアパートからでも構わないわ。何の憂いもなく、主人に仕える事ができるなら」










　ゆっくりとだが変化もあった。

　山の中腹にある、ぶーぶーのレンガの家である。

　ただしバタバタしているのは家主本人ではなく、周りにいる【ブレイクニュース】達だが。

「確かにガラスの新大陸に根を張るのは難しいぞな。だけど絶対不可能なんて言わせない。陸はダメでも海は資源の宝庫ぞな。栄養豊富な土をガラスの大陸に敷いたり、海藻を燃やしたり腐らせたりして土壌を作ってしまえば、私達が根付く可能性もあるというものぞな！」

「ほほう。すると貴様、向こうへ渡る気か？」

「私は一つの個体に留まらない。【万能種】から派生した島の植物は全て私の半身である事を忘れるなよ害虫。そして変化は常に起きている。【ブレイクニュース】も番狂わせの時が来たぞな。島にへばりつくか、新大陸で影響を拡大するか。ここが今後一〇〇年ほどの鍵となる」

【カリカンザロス】は幽霊船を操り、【サウザンドドラゴン】は大空から、島と新大陸を行き交う人々を眺めているようだ。悪い事はできないと警告しているのか。

　しかしそれとは別に、【ストリオーナ】はうんざりしたように息を吐いて、

「わしは妖よう精せい達たちの女王だからの。流石さすがに集落放ほうったらかしで新天地に旅立つ訳にもいくまい」

「ふははロートルめ、その石頭と共に時代遅れの化石呼ばわりされるが良いぞな！」

「……そして人間達の言葉では灯台下暗しというのがあるらしい。皆が新大陸に目を向けている間に、ぶーぶーのセカンドハウスを中心にこちらの島を水面下から支配していくか」

「ぞな」

「何だエロ人にん参じん」

　両者共にどこまで本気なのか、微妙に不穏な火花が散らばりつつ。










【賢者】は【イベリコオーク】の集落にいた。

　土木や建築の手伝いに駆り出されているからか、いつもより数は少ない。もう、ひっそりと隠れ住む必要はなくなった。ドタバタと忙しそうに行ったり来たりする人身豚面達のおかげで、これまで深い霧のように漂っていた停滞の空気は吹き飛んでいた。

「……そんなに甘くは行かないよ」

　ぽつりと。

　寄り添う長老にだけ聞こえる声で、羊皮紙のメモ帳を手にした【賢者】はそう呟つぶやいていた。

　ぷきぷき鳴くチビ達は、ここのところくさむらのはげた黒土の上に大きなハシゴみたいな枠を刻んで、その枠の中に絵を描くのがブームのようだった。おそらく【賢者】が宿屋街新聞の片隅に掲載している、ブタの主人公と人間の少女のヒロインが出てくる四コマ漫画から伝染していったのだろう。

　優しく目を細めて無邪気なチビ達を見ながら、しかし【賢者】の囁ささやきはいつだってシビアだ。

「人間の本質なんてそう簡単に変わらない。異世界や【迷めい宮きゆう】に関わる前から、人間は自分で発明した金を巡って醜い摑つかみ合あいを続けてきた。今は良い。だけどどこかの誰かが抜け道を見つけたら、再び噴き出す。悪意と欲望が。それは、早いか遅いかの違いでしかないんだ」

「ぷきー」

　分かっているのか、いないのか。

　長老はちょっと首を傾かしげて、

「でもそれが人間な気がする。欲も願いもない生き物なんてイメージできない。アビス殿やスカイ殿でさえ、自分のやりたい事を見つけて大空に羽ばたいたんだから」

「……かもしれないね」

　世界は浮かれていれば良い。

　誰も彼もが両開きの扉を大きく開けて、新しい可能性の広がる世界へ無邪気に駆け出して行けば。

　そこにどんな弊害が生じるか。

　どんな災いが噴き出すか。

　この平和な時代に大真面目な顔してそんな事を考え続ける人間は、自分一人いれば良い。そしていざ脅威が具体化しそうになった時は、いち早く警告を周知して事前に芽を潰す。その情報インフラを拡散するために、わざわざ異世界くんだりまでやってきて新聞というものを普及しているのだ。

　もう、誰にも頼らず一人きりで決断するのはやめた。

【賢者】は微かすかに笑う。

「けどまあ」

「？」

「少なくともこれは、私の知っている破滅の未来とは違ったレールに切り替わったのかな」










　時間は流れて、夕暮れ。

　ぶーぶーとベアトリーチェは宿屋街を見下ろせる丘の上に立っていた。

　人間は【迷めい宮きゆう】を捨てた。

　しかし同時に、自らのサイクルに島の【亜あ人じん】を引き入れた事で、これまで森や草原でのんびり暮らしてきた異世界生まれの連中にも少しずつ変化があった。

　休息の価値が変わりつつあった。

　宿屋街の慌ただしい時間も新鮮だ。そしてそれとは別に、のんびりした時間を取り戻すスポットを見つけ、キープする事。これが大事になってくる。【亜あ人じん】達たちの間でも、じきにオフやバカンスという考え方が広まっていくのかもしれない。

「ぶーぶー」

「？」

　宿屋街での時間の流れの速さに目を回して丘で一休みしているぶーぶーに、ベアトリーチェはそっと語りかけた。

　すでに誰もが公認しているような状態だった。

　何を今さら、と疑問を持たれるかもしれない。

　しかし改めて考えてみれば、だ。

【賢者】だの【勇者】だのと忙し過ぎて、なし崩し的に状況が進んでしまった。今さらバックするのもきまりが悪いが、しかしそれとは別に、灰色のボロ布マントを揺らすベアトリーチェの乙女の部分が訴えている。なあなあで良いのかと。ほんとにかと!!

「大事な事は言葉にしよう」

「ぷきー、つまり何がどういう事？」

　どうやらぶーぶーにはピンときていないようだった。ベアトリーチェは思案し、悩んで、そして諦める。自然な形でぶーぶーから欲しい言葉を引き出す事は難しいようだ。

「あのねぶーぶー……」

　だから。

　座り込んだぶーぶーの耳に背伸びして耳を寄せ、ベアトリーチェから囁ささやいたのだ。




「私はね」




　後に続くのは小さな言葉。

　だけど二人の関係を決定的に定義づける、明確な告白。
















　そこは歩いて三日で一周できる小さな島だった。

　誰もが自由に冒険できる島だった。
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